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プログラムについて
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プ ログラム名 「インターフェイスの人文学」(英 訳:InterfaceHumanities)

担 当部局 大 阪大学大 学院 文学研 究科 人 間科 学研 究科 言 語文化研 究科

コミュニケーシ ョンデザイン ・センター(17・18年 度)※ 以下CSCD

拠点 リーダー 鷲 田清 一(大 阪大 学理事 ・副学長)

期 間 平成14年10月 一平成19年3月

交付金額

連絡先
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16 110,200,000 110,200,000

17 76,000,000 7,600,000 83,600,000

18 69,700,000 6,970,000 76,670,000

〒560-8532大 阪府豊 中市待兼 山町1-5大 阪 大学大学 院文学 研 究科内

21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」事務局

単位:円

Il韆

鷲田清一 大阪大学理事 ・副学長
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小泉潤二 人間科学研究科

圀府寺 司 文学研究科

栗本英世 人間科学研究科

Wol㎏angSchwentker(17・18年 度)人 聞科学研究科
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中川敏

桃木至朗

秋田茂(17・18年度)

平 雅行

森安孝夫

伊藤公雄(16年 度)

金水敏

人間科学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

文学研究科

人間科学研究科

文学研究科

冨 山一郎

津 田 葵
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真 田信治

永 田 靖

中岡成 文
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文学研究科

文学研究科
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CSCD

CSCD

文学研究科(～16年 度)

CSCD(17年 度～)

人間科学研究科(～16年 度)

CSCD(17年 度～)

人間科学研究科
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プログラムのねらい

私 たちの 《インターフェイスの人 文学》は、 ディシプリンを中心 に編制 され、 文献 主義 に徹 して きた これまでの人文学

のあ りかた を反省 し、 現代 社会 に生 起 して いる諸 問題、 とりわ けさまざまな文化 が接 触 する界面(イ ンターフェイス)に

発 生する対立、 葛藤 、軋 轢、 あるいはコミュニケーションの不全 や断 絶 に適切 に対応 で きる、新 たな研 究 の姿勢 と方

法 を創 出するために企 画 されたものである。

このような諸文化 のインターフェイスと取 り組 むにあた り、本 プログラムはその水平的展 開 と垂 直的展 開をともに視 野

に収 めて きた。す なわち、〈横断 的 な知〉(transboundarystudies)と 〈臨床 的 な知〉(clinicalstudies)で ある。 〈横 断的

な知 〉とは、 これまで 「単一 的」 「均質 的」と思われが ちであ った文化 の生 成 を、 つね に異 なる複 数文化 の接 触 という

次元 でとらえる。つ まり、 とりわけ相互 浸透 や交錯 、衝突や軋 轢 の面 か ら動 態的 に、 かつ国家や 言語 や地域 を横 断す

るかたちで考 える研 究 スタイルである。 これ にたいして 〈臨床 的 な知 〉とは、 そもそも学術 研 究が社 会 もしくは市民 のさ

まざまな活 動とふ れあう場面 で、 人文学 はいったい何 をなしうるのかという問題 意識 に立 って、研究者 と問題発 生の現

場、 専門家 と一般市民 とを架橋 する 〈知〉のあ り方 を模索 するスタイルをいう。

本 プログラムの特徴 は、横 断と臨床 とい う両軸 を設定 し、 しかもそれ らを交差 させて い くところにある。 現在 の人文

学 をこれ らふたつの 〈知〉を核 とするものへ と構 造変換 し、水平 ・垂直それぞれ の方 向で、複数 文化の錯 綜 のなかで発

生 する多 様な課 題 にアクチュアルに応接で きる、 問題解 決 型 ・社 会連 携 型の人 文学 をデザインすることが 、《インター

フェイスの人文学》の目標 である。

研究紐織

《インターフェイスの人文学》は、〈横断的な知〉と〈臨床的な知〉の両軸が交わるところに展開されるべきものである。

そのために私たちは、従来は厳格に分画されていた人文学のさまざまなディシプリンの相互横断的な組織化と、専門

家どうしの内向きの共同研究ではなく、社会の問題発生の現場、さらにはその問題解決に取り組む現場の研究者たち

との強い連携とを、ひとつに重ね合わせて追求した。そこから生まれてきたのが、《インターフェイスの人文学》のモデ

ル研究、つまりディシプリン別に固定化しがちなこれまでの人文学研究の体制を動態的に組み換える、新しい方法と研

研究の概要 011



究 スタイルの事 例である。 こうした事例 の集積 にあたっては、研 究対 象その ものの新たな発見 ・開拓 にとどまらず、研

究の方法 や姿勢 、取 り組みの体 制 じたいを 《インターフェイス》の観点 か ら問いなお さなけれ ばならないとい うプログラ

ム当初 か らの問題意 識が、 強 く働 いている。

モデル研 究 の構 築 にあたっては、《交 錯 する世界》《縫合 され る日本 》《越境 する芸 術 ・文化 》《臨床 と対 話》とい う4つ

のテーマ領域 を設定 し、そこに 「トランスナシ ョナリティ研 究」 「世界 システムと海 域 アジア交 通」 「イメージとしての 〈日

本〉」「言語 の 接触 と混 交 」 「モ ダニズムと中東 欧 の藝 術 ・文化 」 「臨 床 と対話 」という6つ の研 究 プロジェクトを組 織

した。以 下、各プ ロジェクトの概要 を述 べ る。

llトランネナ顴 戴 テ糠 究 鬘:・…

このプ ロジェクトは、 これ までの人類学研 究 を背 景 にしなが ら、文化 のインターフェイス という観点 に立 って、 いわゆ

るグローバル化 にともなう人 ・モノ ・情報 の トランスナ ショナルな 「流れ」の様態 の分析 に取 り組む。

こうした 「流 れ」はギャップや不 均等 性、 お よびある場 所 での滞 留をともな う一方、 それ にたいする反 動あ るいは平

行 現 象 として、 ナシ ョナルまたエスノ ・ナシ ョナルな次元 で閉 じようとするモメントを発 現 する。 トランスナ ショナルな次

元に開かず 新 たに勃 興 するナシ ョナ リズム、 「所属 の政 治学」の隆 盛、移 民排 斥やゼ ノフォビアの進 行、 「先住 性」概

念 の強化 、 「民族 紛 争」の深 刻化 などが、そ の具体 的な分析 対象 である。 さらに、特定 の場 と結びつ かない、 「脱領

域 化」されたアイデ ンティティのあり方 につ いても検 討 をお こなう。 ここでは、ディアスポ ラや難民、NGOや ビジネスに

おける トランスナ ショナルなネットワーク形 成などが、 重要 テーマとなる。

フィール ドワークは、人 類学 的研 究の 出発点 であ り回帰点 でもあ る。 しか し今 日では、調 査研 究の対 象 を個別 の閉

じられ た空 間に限定することは、対 象の実 態 に即 してい ない ばか りか、現 実の認 識 と理解 をむ しろ阻害 する。 求め ら

れているの は、 個別 の空聞 に確 実 な足場 を置 きつ つも、 より広 い空 間、 お よび時 間に視 点 を拡 大 してい くことである。

その点 で、 トランスナショナリティ研 究は、 「トランスナシ ョナリティ」という概念 が 引 き起 こすイマジネーシ ョンや 問題

意 識、 さらにその概 念 が現実 の見 え方に与 える影 響 を重視 しなが ら、多様 な問題 を系 統化 することをめざ している。

この研 究プ ロジェクトは、 海域 ルー トに よる北東 アジアと東 南 アジア、 さらには 陸路 によって連結 され た内陸 アジア

をも含 めた、 大規 模 な人やモノの移 動 とそ の社 会 的意味 を史 料研 究 とフィールド調査 の両 面か ら実 証 し、西 洋中心 的

なグローバルヒス トリーの記述 モデルの再検 討をおこなうものである。 そのめざすところは、 「日本史」 「ヨーロッパ史 」

「中国 史」という伝 統 的な学 問区分 を越 える、 広域 的な システム ・ネットワー クを主たる研 究対 象 としてとりあげ、 か

つ対象 地域 のフィール ドと結びつ いた研究 を展 開し、歴史学 の視野 と方 法 を革 新 しようとすることにある。

他 方、 そ うした先 進 的な 「世界史 」研 究が みず か らを語 る力 をしだい に弱 め、市 民社 会の関心 か ら遠 ざか る傾 向に
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ある研究の現況も否定できない。この研究プロジェクトは、専門家による歴史研究と市民社会とが接触する場面に積

極的に関わり、最:前線での研究知見をさまざまなかたちで一般市民に還元する企画にも取り組む。研究と市民社会と

の接続がおこなわれる制度的な場として高等学校における歴史教育に注目して、歴史研究と歴史教育のあいだの双方

向的コミュニケーションを積極的に実現する。

讎 礬靉螺 覊轗羆顯麟 靉1韆鑼1聾 鑿 爨翻 蠶 驪爨覊1覊 聾 羅 鍖1羅 鬟韈鼕鑾靉黷鸚鑿聽i懇 蛬1靉聽靉 韜 靆

このプロジェクトでは、全世界的に受容されているアニメやマンガ、ゲームといった日本発のポピュラーカルチャーに

注目して、対外的・対内的な「日本」のナショナル・イメージ形成の動的なプロセスの分析をおこなう。

ある文化のイメージは、さまざまな社会的条件のもとで変成し、しかもその自己イメージは他者によるイメージに深

く規定され、複雑に形成されてゆく。これまでの人文・社会科学が対象にしてきた体系性ないし首尾一貫性をそなえ

た「理念」や「イデオロギー」だけでなく、より把握が困難な対象ながら、現代人の 「判断」や「評価」の基盤として、

いっそう重要性を増しつつある「イメージ」をとりあげ、それをナショナル・イメージという、現代の国際関係 ・国内政

治にとってきわめて重要な課題と結びつけて考察する。

マンガやアニメのように、世代的な社会環境やメディア環境の差異にいちじるしく規定されるポピュラーカルチャーを、

人文学の研究対象として設定する行為じたいを意識化し、また問題を言語化するためには、研究過程で生じる対立や

齟齬を大切にし、問題関心の差異をつねに研究じたいにフィードバックすることが欠かせない。そのためには、討議

プロセスの共働化・共有化もまた、プロジェクト推進の重要な課題となる。

蔭蠶 蠣麹 麟 灘 爨 鞍靆 鼕聾 妻簸灘 聽 韆 鸚lll懸 嚢 聽 鑾 聾 難鍵 疉靆靄 爨 靆 韈聾 疆 鑿 籤懸 懿 鑿

複数の言語集団が併存している社会、すなわち多言語社会の様相を、日本語を軸に据えて分析するのが、この研究

プロジェクトの課題である。多くのマイノリティが暮らしている現代日本の多言語環境を地域社会や学校教育の現実か

ら検証する一方、ブラジルへ渡った日系移民の言語生活、および旧植民地である台湾にみられる日本語の残留状況を

調査 ・検討する。いずれの調査においても、その眼目は、言語の純粋性 ・均質性を前提にした、19世 紀以来の言語

系統論的な発想を相対化することにある。それによって、単一言語話者からは逸脱的現象とみなされがちな多言語使

用の実態、その社会的条件、地域的バリエーションなどを明らかとする。

研究は、徹底したフィールド調査によって収集されたデータに基づいておこない、単純な理想論に終わらない実質の

ある多文化共生を、言語面からさまざまに考察 ・提言していく。

研究の概要 013



睚爨鱗轢罎 驤麟 轢鑾齢i熱 ・・韈 鑓爨靉1靉iξ嚢鏨 ξ嶷ξ1霧靉鑼 驚羅繋難1灘講謹覇 钁1蕁欝灘購 攝1萎蓁攤羅羅
この研 究 プロジェクトでは、 中東 欧 を背 景にした芸術 の作 り手たちの越境 的移 動やネットワーク形 成の実 態 にとどま

らず 受 け手 にあた る研 究者 ・批評 家 ・興 行主 ・キュレー ターなどによる文化 的媒介 の意 味 を分析 しなが ら、20世 紀

芸術 の射程 を再検 討 する。 そのね らいは、 中東 欧を含めた ヨーロッパ ならび に近 隣地域 の近代 諸芸術 を、 国境 を取 り

払って、 より包 括 的 ・動態 的に捉 えること、 ナショナリズムに大 きく支 配されて きた、諸 芸術 をめぐるナ ラティヴあるい

はパラダイムを見直 し、書 き換 えることにある。

中東 欧 地域 のモダニズム芸術 とその担 い手たちの役 割を、越 境 的現象 として、 包括 的 に検 討す る作 業は、 ひとつ に

は近代 芸術 学 が、 もともと国民 国家 の形成 と密 接 に結 びついていた こと、 さらには第二次 世界大 戦後 の東西 冷 戦 に

よって、モダニズム芸 術の生 成状 況の トー タルな研 究が封 印 されてきたことで、大 きく阻害 された。冷 戦構 造 の崩壊 後

ようや く、中東 欧地 域 の研 究者 も国外 との コミュニケーションを求 めはじめ、本 格 的 な共 同研 究が 可能 にな りつつ あ

る。内外 のこうした動 向 を見据 えなが ら、 この研 究プロジェクトは、 現地 での調査 と研 究情 報の交 換 、 さらには国際

的な研 究 ネットワー ク形成の うえに、越境 的 な芸術 ・文化研 究 を展 開す る。

この研 究 プロジェクトは、い わゆる専 門家 と一般 市民、 マ ジョリティとマイノリティ、 ジェンダー 間、 世代 間など、異

なるコミュニケー ション文化圏 に属 する集 団が インタラクティヴに理解 しあい、議 論す る新 たなコミュニケーシ ョンの形

態 を模索 するために、哲 学 ・倫 理学(臨 床哲 学)、 社 会学 、社 会心 理学 、 医学、 美学 、 デザイン史、科 学技 術 社会

論 などの分 野 を交差 させつ つ、入文学 研究 者を結節点 としたコミュニケーション回路 の設 計をおこなう。

これ らを通 じて、 すで にローカルに動 き出 しているコミュニケーションに別 のそ れを接 続 させ、 そ うした複 数 のコミュ

ニケーションか らひとつに紡 ぎだ される創発 的 コミュニケーションを く対話〉と呼 び、 そ うした 〈対話 〉その もの を相互 に

結び合 わせる 〈対 話インターフェイス〉を構想 する。 それ は、数多あ る 「臨床 ○○ 学」と並ぶ もうひとつ の新 しい研 究分

野なのではな く、異 なるコミュニケーション文化 圏に属する人び とのあいだ に 〈公共 的な対話 〉を生 みだし、 そ れを公共

的 な意思決 定へ とグ レー ドアップさせるための 〈対話 的な知〉の形 成にほか ならない。

私たちは、新しい人文学の方法や姿勢についての反省的検討をおこなうために、以上の6研究プロジェクトとは別に、

さらにふたつの重要な研究プロジェクトを組織した。ひとつは、人文学が取り組むように要請されている現代の諸問題

を、学問の生成の歴史(科 学史)の なかでどのように位置づけるかという研究であり、いまひとつは、脱ディシプリン的

な人文学の研究活動はどのような原理と手法で遂行されるべきかを検討する方法論的研究である。

前者は、 「岐路に立つ人文学」のタイトルのもとで、 「人文学と社会」の関係を問いなおす問題群の所在を明らかに
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してきた。後者は、本プログラムに参加したすべての若手研究者による「研究集合」において、どのような討議空間を

どのようなツールを用いてデザインするかという、すぐれて実践的な観点からすすめられた。

とりわけ「研究集合」では、それぞれのディシプリンにおいてすでに厳密な学問的トレーニングを受けている特任助

手、特任研究員、およびRAが 、各研究プロジェクトの研究活動に従事しながら、同時にディシプリンを乗り越える研

究の創出をめぐる実践知的な方法論を探求した。それは、本プログラム発足当時からの研究支援組織 「メディァラボ」

の全面的サポートのもとで、「討議空間のデザイン」の開発として取り組まれた。人文学的な知の導出プロセスそのもの

を、視覚的ツールの積極的な利用によって共働化・共有化する技法は、たんなる技術論にとどまらず 学問的コミュニ

ケーションの現代的形態の開拓に挑むものである。

大阪大学における入文学の研究教育の再編

《インターフェイスの人文学》の理念と活動は、大阪大学全体でも幅広い理解と支援を得た。その結果、〈臨床的な

知〉と〈横断的な知〉の両軸と対応するかたちで、ふたつの研究拠点があらたに設置された。さらに、大阪外国語大学

との統合にあわせて、文学研究科および人間科学研究科に発足する予定のふたつの新専攻もまた、本研究プログラム

の理念を制度化するものである。

〈横断的な知〉と く臨床的な知〉の制度化

匿蠶韆鑾鞴鞴鬻難韆鰲蘚灘誰 灘鑼纛翼1鑼 騨蠶 灘 韈戀灘瞳韈難鸚韈 難騨隷灘聽暴
本研 究 プログラムにおける臨床 的 な研 究軸(と くに 「臨 床 と対 話」テーマ領域)を 制度 的に展 開するために、大 阪大

学 は2005(平 成17)年 、 「大阪 大学 コミュニケーションデザイン ・センター」(CenterfbrtheStudyofCommunication-

Design、 略称CSCD)を 設 置した。

CSCDは 、 人文学 の立場 か ら、大 阪大 学 における文系 の研 究 のみな らず 理 系の研 究 のための基 礎 教養 と(非 専 門

家であ る一般市 民 との)コ ミュニケーションの トレーニ ングを担 う全 学 的機 関として位置 づ けられ、 すで に 「科 学技 術 コ

ミュニケーションの理論 と実践 」 「臨床 コミュニケーション入 門」 「減 災コミュニケーション論 」 「ディスコミュニケーショ

ン論」 「パ フォーミング ・アーツの世界」 「アー ト・プ ロジェクト入 門」 「文理融 合創 造 ゼミナール」などの大 学院 全学 共

通講 義 などを開いて いる。 また、科 学技 術 ・福 祉 ・減 災 ・アー トなどをめ ぐる一般 市民 との協 働プ ログラムも複 数 開設

してい る。
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本研 究 プログラムにお ける横 断的 な研 究軸(と くに 「交 錯する世 界」テーマ領域)を 制 度的 に展 開す るため に、 大阪

大学 は2007(平 成19)年4月 に、 「大 阪大 学グ ローバ ルコラボ レーションセンター」(略称GLOCOL)を 開設す る。 国際

協 力 と共 生社会 のための研 究 ・教 育 ・実践 をおこなうため に新 設 され るこのセ ンター は、 大 阪大学 と大 阪外 国語 大学

との統 合 による組織 再編 の一 環 として発足す るものであるが、 実質 的には、本 研 究プ ログラム内の 「トランスナシ ョナ

リティ」研 究プ ロジェクトが進 めて きた拠 点形 成事業 に沿 って設 置され るものである。

本 センター設 置と同時 に、 同 じく「トランスナ ショナリティ」的 実践 に取 り組 んで きた国 立民 族 学博 物館 と国際協 力

機 構(IICA)と の研 究 ・教 育連携 を強化 することになっている。IICAと 大阪大 学 の連 携協 力協定 は2007年2月 に締 結

された。

文学研究科および人問科学研究科における新専攻の設概

膨購 鱗糠 麟韈1鰤 靉蘿1ξ妻:ii講聾 ξ1藷謹 壕聾 難ilξ錘1灘 講1難 鱶鰲舞藩i蟻 灘1蓑鰻1攀難 澱1購li璽 轟iii隷}

文学研究科では既設の2専 攻(文 化形態論専攻、文化表現論専攻)と並ぶ第3の 専攻として 「文化動態論専攻」を

2007(平 成19)年10月 に開設する。この新専攻では、科学技術の急速な発達とグローバリゼーションに伴う現代社会

の急激な変化によって生じてきている、伝統的な人文学の体系の中では解明しきれないような文化的諸問題の研究に、

《インターフェイスの人文学》によって開発された新しい分野横断的な問題設定と方法をもってあたる。

本専攻は、《インターフェイスの人文学》のテーマ領域 「交錯する世界」「縫合される日本」「越境する芸術 ・文化」に

準拠するかたちで、 「共生文明論」「アート・メディア論」「文学環境論」「言語生態論」の4つ のコースを設定する。

1驪 騨 隱講麟驪馨鰻 纎 難閣鬢鸚 靉 鍵i講 萋liill繕欝 靉i籤 欝轟illii覊薫舞難ll灘 聾 欝1嚢ii灘瞬1繕!1ξil講藷 羃・

人間科学研究科では科内を再編して、2007(平 成19)年10月 から「人聞科学専攻」と「グローバル人間学専攻」の

2専 攻制に移行する。そのさい新設される「グローバル人間学専攻」では、国際協力論、人間開発学、地域研究なら

びにボランティァ人間科学(共 生社会論)に関する既存の研究分野を大幅に充実させるとともに、大阪外国語大学から

移ってくる教員もそこに合流し、グローバル化する現代世界で真の国際性をもってコミュニケートし行動できる人材の

養成にあたることになる。

本専攻は、《インターフェイスの人文学》のテーマ領域 「交錯する世界」(研究プロジェクト「トランスナショナリティ研

究」)に準拠するかたちで、 「地域研究講座」「人間開発学講座」のふたつの講座を設置し、地域研究の観点から地

域の歴史や政治や社会経済の現実について深く理解するとともに、人問開発や国際協力の観点から現代世界の緊要な

課題に取り組むことのできる専門家の育成にあたる。
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インターフェイスの人文学》の研 究組 織 、お よびその活動 に基づ いて設置、 あるいは設置 予定のセ ンターお よび新専

攻を、概 念 図として示 すとつ ぎのようになる。

臨
床
性

若手研究纂合

横断性
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研 究 メンバ ー 一 覧(平 成16-18年 度分)

特 任研 究員等 の在 任期 間につ いては、平 成16-18年 度のみを記載。

参 照のこと。

14・15年 度 につ い ては 、デ ー タブ ック2002-2003を

1妓鍮ご立づ人文単i

学内教員

鷲田清一(代 表)

中岡成文

入江幸男

上野修

須藤訓任

檜垣立哉

舟場保之

紀平知樹

1学外研究協力者

田中朋弘

直江清隆

納富信留

大阪大学理事・副学長

文学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科教授

人間科学研究科助教授

文学研究科助教授

文学研究科講師

熊本大学文学部助教授

東北大学大学院文学研究科助教授

慶應大学文学部助教授

臨床哲学

臨床哲学

哲学・哲学史

哲学・哲学史

現代思想文化学

現代思想

哲学・哲学史

臨床哲学

陪手磯 集食

COE教 員/研 究員/リ サーチ ・アシスタント

藤本武司 文学研究科特任助手

山内晋次 文学研究科特任助手(16年 度)

家高洋 文学研究科特任研究員

李吉鎔 文学研究科リサーチ ・アシスタント(16年度)/文 学研究科特任研究員(17年 度)
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表智之

加藤敦典

加藤 謙介

佐 藤貴保

StellaZhivkova

PiyadaChonlaworn

田沼 幸子

IessicaBauwens

蓮 田隆志

樋上 千寿

藤 田加 代子

森 宣雄

山中千 恵

屋良朝彦

伊藤遊

上田達

高阪香津美

松本敬子

文学 研究 科特 任研 究員(16年 度)

人 聞科学 研究科 リサ ーチ ・アシスタント(16年 度)

日本学 術振 興会特 別研 究員(21世 紀COE)(17-18年 度)

人 間科 学研 究科 特任 研究員

文学研 究 科特任 研究 員

文学研 究科 特任 研究 員

文学研 究 科特任 研究 員(16年 度)

人 間科 学研 究科 特任 研究 員

入 間科 学研 究科 特任 研究 員(16-17年 度)

日本学 術振 興会特 別研 究員(21世 紀COE)(16年 度)/文 学研 究科 特任研 究員(17-18年 度)

文学研 究科 特任研 究 員

文学研 究科 特任 研究 員

文学研 究科 特任 研究 員(16-17年 度)

人 間科 学研 究科 リサーチ ・アシスタント(～16年9月)

人 間科 学研 究科 特任 研究員(16年10月 ～17年6月15日)

文学研 究科 特任 研究 員(16年 度)

文学研 究科 リサーチ ・アシスタント(16-17年 度)

人 間科 学研 究科 リサーチ ・アシスタント(17年5月 ～)

言 語文化 研 究科 リサ ーチ ・アシス タント(17年5月 ～18年3月)

言 語文化 研 究科 リサ ーチ ・アシスタント(16年 度)

井垣明子

久保田美生

清水良介

西田優子

メデイアラボスタッフ(18年3月 ～)

メディアラボスタッフ

メディアラボスタッフ(16年 度)

メディァラボスタッフ

学外研究協力者

森宣雄 英知大学文学部助教授

ノ
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「学 内教 員

小 泉潤二(代 表者)

栗本英世

Wol㎏angSchwentker

中川 敏

春 日直樹

木前利 秋

人間科学研究科教授

人間科学研究科教授

人間科学研究科教授

人間科学研究科教授

人間科学研究科教授

人間科学研究科教授

人類学

人類学

比較文明学

人類学

人類学

現代社会学

1COE研 究員/リ サーチ ・アシスタント

DereleFeyissa

田 沼 幸 子

加 藤 敦 典

上田達

人 間科学 研究科 特任 研究 員(16年 度)

人 間科学 研究科 特 任研究 員

人 間科学 研究科 リサ ーチ ・アシスタント(16年 度)

日本学 術振 興会特 別研 究員(21世 紀COE)(17-18年 度)

人 間科 学研 究科 リサーチ ・アシスタント(17年5月 ～)

隠 内教員

桃木至朗(代 表者)

秋田茂

平雅行

森安孝夫

山内晋次

文学研究科教授 東洋史学

文学研究科教授 西洋史学

文学研究科教授 日本史学

文学研究科教授 東洋史学

文学研究科助手(17年 度～〉東洋史学

COE教 員/研 究員

山内晋 次

佐藤貴保

PiyadaChonlaworn

文学研究科特任助手(16年 度)

文学研究科特任研究員

文学研究科特任研究員(16年 度)
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蓮田隆志

藤田加代子

日本学術振興会特別研究員(21世 紀COE)(16年 度)/文 学研究科特任研究員(17-18年 度)

文学研究科特任研究員

1その他

水田大紀 文学研究科博士後期課程

■イメージとしての 〈B本 〉

摩 内教員

伊藤公雄(代 表者116年 度)

金水敏(代 表者:17-18年 度)文 学研究科教授

冨山一郎

荻野美穂

川村邦光

杉原達

牟田和恵

山中浩司

真鍋昌賢

山中千恵

人間科学研究科教授(～16年 度)社会学

文学研究科助教授

文学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科教授

人間科学研究科教授

人間科学研究科助教授

文学研究科助手

国語学

日本学

日本学

日本学

日本学

社会学

社会学

日本学

人 間科 学研 究科助 手(17年6月16日 ～)社 会学

1学 外研 究 協力者

伊藤 公雄 京都大学 大学 院文学 研究 科教授

伊藤 遊 京都 国際マ ンガミュージアム ・国 際マンガ研究 センター研究 員

表 智之 京都 国際マンガミュージアム ・国際 マンガ研究 センター研 究 員

IessicaSugimotoBauwens

京都 精華大学 マンガ学部マ ンガプロデュース学 科助教 授

古川岳志 大 阪大学 ・関西大学 非 常勤講 師

[COE研 究 員/リ サーチ ・アシスタント他

表 智之 文学 研究科 特 任研究 員(16年 度)

IessicaBauwens人 間科 学研 究科特 任研 究員(16-17年 度)

汐
022 鸛 懋r額 冫辷亭撫 撒 難 総 縄i登s£》措 毳 黙ご箒諏 乙～嚢{タ4一播(榔



山中千恵

伊藤遊

古川岳志

人間科学 研究科 リサ ーチ ・アシスタント(～16年9月)

人 間科 学研 究科 特任 研究 員(16年10月 ～17年6月15日)

文学 研究科 リサーチ ・アシスタント(16-17年 度)

イメージとしての 〈日本 〉リサーチ ・コーディネー ター(18年 度)

匿 語め援鯉 鸛奪内

1学内教員

津田葵(代 表者)

工藤眞由美

真田信治

土岐哲

西口光一

植田晃次

山下仁

言語文化研究科教授

文学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科教授

留学生センター教授

言語文化研究科助教授

言語文化研究科助教授

学

学

育

学

学

語

学

学

学

教

語

語

言

語

語

語

語

言

言

会

本

本

本

本

会

会

社

日

日

日

日

社

社

学外研究協力者

朝日祥之

井脇千枝

呉惠卿

簡 月眞

山東功

高江洲頼子

中東靖恵

仲間恵子

服部圭子

森幸一

国立国語研究所研究員

九州外国語学院常勤講師

甲南大学国際言語文化センター非常勤講師

台湾・国立東華大学助理教授

大阪府立大学人間社会学部専任講師

沖縄大学人文学部助教授

岡山大学大学院社会文化科学研究科助教授

琉球大学法文学部非常勤講師

近畿大学生物理工学部専任講師

サンパウロ大学哲学・文学 ・人間科学部教授

lCOE研 究 員/リ サ ーチ ・アシスタント

李 吉鎔 文学研 究科 リサーチ ・アシスタント(16年 度)/文 学 研究 科特 任研究 員(17年 度)

松 本敬子 言 語文化研 究科 リサーチ ・アシスタント(16年 度)
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高阪香津美 言語文化研 究科 リサーチ ・アシスタント(17年5月 ～18年3月)

1その他

WooWaiSheng

佐 藤誠子

新庄あいみ

布尾 勝一郎

言語文化研究科博士前期課程

言語文化研究科博士前期課程

言語文化研究科博士後期課程

言語文化研究科博士後期課程

置毎ダニズムと中柬敵の藝術・文化

1学内教員

圀府寺 司(代表者)

永田靖

伊東信宏

三谷研爾

文学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科助教授

文学研究科助教授

美術史学

演劇学

音楽学

ドイツ文学

lCO噺 究員

StellaZhivkova

樋 上 千 寿

文学研究科特任研究員

文学研究科特任研究員

その他

池上裕子

小野尚子

日本学術振興会特別研究員

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程

■嚇 と対話

1学内教員

中岡成文(代 表者)

池田光穂

小林傳司

文学研 究科 教授

CSCD教 授(17年 度～)

CSCD教 授(17年 度～)

臨床哲学

文化人類学

科学哲学

ρ
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藤田治彦

渥美公秀

恒藤 暁

文学研究科教授(～ 正6年度)/CSCD教 授(17年 度～)美 学

人間科学研究科助教授(～16年 度)/CSCD助 教授(17年 度～)地 域共生論

人間科学研究科助教授 ホスピス・緩和ケア

1学外研究協力者

稲葉一人 科学技術文明研究所特別研究員

1cOE研 究員

家高洋

加藤謙介

屋良朝彦

文学研究科特任研究員

人間科学研究科特任研究員

文学研究科特任研究員(16年 度)

1文学 研究 科長

柏 木 隆雄(～18年3月)

天野文雄(18年4月 ～)

1人 間科学 研究科 長

厚 東洋輔(～16年4月)

小 泉潤二(16年5月 ～18年4月)

近藤 博之(18年5月 ～)

1言語文化研究科長

木村健治(～18年3月)

金崎春幸(18年4月 ～)
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【研究教育開発室

1拠 点 リーダー

鷲 田清 一 大阪大学理事・副学長

室長

柏木隆雄 文学研究科教授

圃室長

小泉潤二 人間科学研究科教授

圀府寺司

金水敏

栗本英世

中岡成文

桃木至朗

冨山一郎(～16年9月)

三谷研爾

文学研究科教授

文学研究科教授

人間科学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科教授

文学研究科助教授

文学研究科助教授

藤本武司 COE特 任助手

1事務局

序 務局長

圀府寺司 文学研究科教授

藤本武司

椎木美恵

秋山多美子

大石裕子

佐野ひとみ

COE特 任 助手

技術補 佐員(～18年1月)

事務補 佐員(18年2月 ～)

事務補 佐員(～17年3月)

事務補 佐員

d晩
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篠藤 恵

マッキー欣子

三差かおり

保田しおり

事務補 佐員(～17年12月)

事 務補 佐員(18年2月 ～)

事 務補 佐員(～18年3月)

事 務補 佐員(18年1月 ～)

■メディ:ア鰺 熟タ吻 ミ ∵∵・

井垣明子

久保田美生

清水良介

西田優子

文学研究科特任助手(18年3月 ～)

文学研究科技術補佐員(16年 度)/文 学研究科特任研究員(17-18年 度)

文学研究科技術補佐員(16年 度)

文学研究科技術補佐員(16年 度)/文 学研究科特任研究員(17-18年 度)

三谷研爾

金水敏

本間直樹(17年 度)

永田靖(16年 度)

山中浩司(16-17年 度)

井垣明子

久保田美生

清水良介

西田優子

文学研 究科助 教授

文 学研 究科教 授

CSCD助 教授

文学研 究科教 授

人間科学 研究 科助教 授

メディアラボスタッフ(18年3月 ～)

メデイアラボスタッフ

メディアラボスタッフ(16年 度)

メディアラボスタッフ

学外協力者

中村光江

石川泰子

彩都メディアラボ株式会社

編集工房is
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「インターフェイスの人文 学」研 究報告 書2004-2006総 目次

■第:埀:巻:5ゾ岐路藾盤う夫文勢 ・

007 岐路に立つ人文学 《インターフェイスの人文 学》が めざす もの 鷲 田清一

第1部

031

061

083

119

149

インターフェイス

組 織の インターフェイス 企業 における技術 者

技 術の インターフェイス 人間 一人工物 一世界

書 かれた行為 と思想:学 問のインターフェイス アルキダマス弁論術 か らの考察

「異界」とのつきあい方 アデーレとアル トゥール

「人 と自然 の共生 」のため のインターフェイス

田中朋弘

直江清隆

納富信留

須藤訓任

紀平知樹

隣H部

169

183

195

209

223

知 の存在 論 から

曖 昧さの新 たな倫理ヘ インターフェイス論 によせ て

哲 学的説 明 規 定 と限定

アイデ ンティティ ・ポ リティクスとコミュニケーション 哲学 は何 をするのか?

隠蔽 し誘惑するインターフェイス

近代 理性 と公 共性に関する二つ の問題

檜垣立哉

中岡成文

舟場保之

上野修

入江幸男

匿粛捲 ∴紋 逵謝 錢空蘭φデi瞬瀦創鰈iii若 爵磯鎌 資iiil匸".

009 はじめ に

第1部 活動中の人文学

015緒 論 家高洋

A.デ ィシプ リンを問い直す

035ユ ー トピア小 説 と民 族 誌 人 類学 における抵抗 論 と反=抵 抗 論を越 えて

055隴 を得てまた蜀 まで も得 てみた ら 多 史料 時代 のベ トナム史研究 展望

065異 質 なものの関係 を考 える ジャック ・ランシエールの哲学 か ら

田沼幸子

蓮田隆志

家高洋
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B.テ ーマを深 める

085シ ャガールの作 品はなぜ 「あんなこと」になったのか?

芸 術創 造の源へ のアプローチ

105人 々をつ くりあげるとは どういうことか

117ラ シーヌ1「古 典主義 」と 「バ ロック」のあいだに

樋上千寿

上田達

藤本武司

C.フ ィール ドに関 わる

127社 会心 理学 における 〈臨 床性 〉と 〈インターフェイス〉

アクション ・リサ ーチにおける 〈インターフェイス〉の設 えをめ ぐって

151活 動 中の民主主 義のため に 文化人類 学か らの問 いか け

167翫8Dllε 〃砌 始 αwεεパ`雅 θ0嗣Mα η0〃'侃4"雅 θ眺 ψ11η514θ〆'

Flη跏90η θ'5PZα`θμηゴθr痂θSμη

加藤謙介

加藤敦典

StellaZhivkova

D.デ ィス カッションを伝 える

185〈 問いの共有>

199デ ィスカッシ ョン ・ドラフト検討会 要 旨

陣螂
209

229

249

265

281

若手 研究 集合 における討議 空 間デザイン

第1章 〈インターフェイスの人文学〉と討 議空 間デザイン論

第2章 若手 研究 集合 における 「場 づ くり」と 「ツール」の意味

プ ロセスの価 値の 自立にむけ て

第3章 若手研 究 集合の 活動の経 緯

第4章 討 議空 間デザインの ツールとメソッドDSマ ップの使 い方と考え方

第5章DSマ ップ ・テキス ト・リマップの一例

森宣雄

久保田美生

加藤謙介

森宣雄

井垣明子

289 〈資料編〉若手研究集合活動年表
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匪韆講韆爨讖嚢癒灘灘灘鱗 靉韈聾韃韈欝1覊齷攝蘿蠶難蘿i覊靉驫攤靆聾蓑覇靆1韈飜羈羅靉鑿
はじめに トランスナショナリティ研究の射程 小泉潤二、栗本英世

1第1部 トランスナシ ョナリティ研 究の展 開

049複 数の グローバル化 代 替 的な(ネ イティブに代 わる)トランスナシ ョナルな過 程と行為者 たち

グス タボ ・リンス ・ヒベイロ

(久保 明教訳)

109グ ローバ ル化 を問い直 す ドミニカ共和 国 にお けるジェンダーと輸 出加工労働 ヘ レン・サファ

(田沼 幸子 訳)

123ト ランスナショナ リズム研 究の課題 人類 学 の観点 か ら 上杉富之

145歴 史、 アイデ ンティティ、記憶 の巻 きついたカ ヴァレンタイン ・ダニエ ル

(松川恭 子、 田口陽子訳)

167『 再 魔術化 する世界』をめぐって 山之内 靖

1第II部

195

217

247

267

295

309

311

ローカリティを超 えて 事例 研究

マグレブ系移民 とフランス 〈ローカリティ〉のかたち

モンゴル ・ウランバ ー トル市におけるトランスナショナルな場 の生 成

「アニヤラ」か ら 「カクテル ・パ ーティー」ヘ

ー 海外 に登場す るインドの儀礼 パ フォーマンス

マレーシアにお ける徳教(dejiao)の 展 開 華人新興 宗教の一形 態

周 辺世界 における農民 と廃 品 回収 業

東 インドネシア、西 ティモールの事 例

おわ りに

執 筆者 紹介(五 十音順)

植村清加

西垣有

竹村嘉晃

黄蘊

森田良成

栗本英世

蜃鑼 靉繋灘 靆鑼羅灘 韈韆鑞齷韈鍖覊黯韜覊聾覊韈難爨難鑼 韜覇譚il難鑿鐵難
007巻 頭言 桃木至朗

009総 論 歴史学の危機と21世紀の挑戦 桃木至朗
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[第1部

037

059

091

躍 動 す る 周 縁 と開 か れ た 中 心 一 イ ンター フェ イス の 場 として の 海 域 ア ジ ア

9世 紀 ～14世 紀 前 半 の 日本 列 島 と海 域 アジ ァ 山 内 晋 次

AReviewofthePeriodizationofSoutheastAsianMedieval/EarlyModernHistory,

inComparisonwithThatofNortheastAsiaMomokiShiro

HasudaTakashi

MaritimeTradeandEdoMaterialCulture:

皿1eLong-TermTrendsinTextileImportsandMetalExportsofTokugawaIapan,ca.1600-1800

FujitaKayoko

i第∬部

ll5

217

239

257

新しい歴史学と歴史教育の対話

大学 ・高校の専門家の協働による歴史教育の刷新にむけて

第4回 全国高等学校歴史教育研究会を振り返って

全国高等学校歴史教育研究会に参加して

大学と高校の円滑な接続を目指して

高校生と考える8世紀の東アジア世界 世界史教材としての 『続日本紀』

学びの定着をめざす歴史授業の一考察

佐藤貴保

堀江嘉明

笹川裕史

松木謙一

プロジェクトとしての 「イメージとしての く日本 〉」 伊藤公雄

1第1部

017

039

061

089

109

131

153

イメージとしてのく日本 〉 論 文編

サ ブ ・カルチャーの異質性 とクール ・ジャパ ンの実 態 前 田雅司

『あの旗 を撃 て』(1944)と 『桃 太郎 ・海の神 兵』(1945)に 映 し出 されるイメージとしての 〈日本 〉

池 田淑子

俳句 が海外 に与えた影響 日本語 残留孤 児 としての台湾 日本語 俳句 染川清 美

芸 術社会 学 ・試 論 新 世界 の 「創 造の現場 」から 吉澤 弥生

「ハ イブ リッド ・オリエ ンタリズム」

「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」と 「ジャパ ニメーション」を事 例 に 太 田健二

「ご主 人様」のいない場所 男装 コスプレ喫 茶 をめ ぐるジェンダー論 的考察 東 園子

「ゴシック ・ロリィタ」コミュニティにおけるセルフ ・アイデ ンティティ 水 野 麗
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隣 皿部

187

209

219

イメージとしての 〈日本〉 方法編

イメージとしての 〈ポピュラー ・カルチ ャー研 究〉

「イメ日」班 における方法論 の実験 報 告 研 究 ネットワークの構築 のために

呉智英氏講演録一 「ポピュラー・カルチャー研究の課題と可能性」

古川岳志

真鍋昌賢

伊籐遊

山中千恵

245

265

271

274

「イメージとしての 〈日本〉」活動 彙報

「イメージとしての 〈日本〉」報 告書総 目次2002-2007

執 筆者 ・研 究協力 者一覧

「イメージとしての く日本〉」研究 プロジェクトメンバ ー

liミ鑿鬟毒鼕羹i羹韃鬟耋蓬蕘藜孝萋攤 蕘摯箋毳撰耄糞蒹…蓁蓁i…蓁蒙ミ蒸i毳鬟…籌蓑耄錘ii箋ミ嚢蒸嚢…蒙嚢萎ミiミ蠡嚢茎蓑蓑鬟…羹萋耄蓑…萋蠶耄i曇藁蠶覊暴議繋難蠢義…蹇}蒙萋鑿蒙嚢…萋蓑蓁難爨羃藝糞釁…蕘…蓁羹蠶蓬曇i嚢讐鬚萋蓑毳蓁ミ雪羹蓁蓑蕘ミi

OO7総 括論 文 コミュニケーションの様 相か らみた多言 語共生社 会=ち が いを豊 かさに 津 田 葵

第1部

021

059

099

137

」剃 部

175

187

273

共生を紡ぐ日本社会

日本人の共生意識一 外国人イメージ・言語意識・言語サービスに関するインタビュー調査から

布尾勝一郎

佐藤誠子

WooWaiSheng

共生を育む地域日本語活動に向けて 西口光一

新庄あいみ

服部圭子

外国人生徒の学校教育環境:高等学校を中心に 高阪香津美、津田葵

「共生」の時代における民族と言語、学校 呉恵卿、植田晃次

言語接触論からみた日本語:そ のさまざまな姿

複数の日本語への視点

「言語」をめぐる移民史 ブラジル日系人の言語状況に関する民族誌的考察

ブラジル日系移民社会と日本語観

工藤眞由美

森幸一

山東功
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315 ブラジル日系移民社会における言語生活

ブラジル日系人の言語能力意識と意識にかかわる諸要因 中東靖恵

第皿部

337

347

東アジアに残留する日本語

残留日本語の調査研究について

台湾におけるリンガフランカとしての日本語

真田信治

簡月眞
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007序 論 モダニズムと中東欧の藝術 ・文化

新しい世界図と人文学形成への第一歩 圀府寺司

陣1部

017

027

047

063

077

097

121

境 界 をこえて 移動 する藝 術 ・文化

中 ・東 欧民 俗音 楽研 究のための序説

マチス ・テウチ ・ヤーノシュと中欧 のアヴァンギャル ド

ブラッショー、 ブダペスト、 ベルリン、ブカレスト

戦問期東 欧の民俗 学 と柳 田学

プラハ とイディッシュ演 劇1911年 のレンベルクー座 の興 行

プラハの ゴーレム伝説 の四つの源流

皿1eAvant-gardeinHungaryanditsaudience

RussiandancersinYugoslaviainthel920sand1930s

伊東信宏

井口壽乃

平賀英一郎

佐 々木茂 人

春山清 純

EvaForgacs

ElizabethSouritz

陣1部

147

159

179

191

205

流 動 化 に あ らが う モ ダニ ズ ム との せ め ぎ あ い

国 民 文 学 史 の は ざ ま 〈プ ラハ の ドイッ語 文 学 〉研 究 史 を め ぐって

話 し言 葉 の 「音 楽 的 側 面 」の 記 述 法 を求 め て

レ オ シュ ・ヤ ナ ー チ ェクの モ ラヴ ィア 民 謡 研 究 にお ける 「発 話 旋 律 」の 意 義

IewishAvant-gardeartinPoland

距 ηgY∫44'曲(YoungYiddish)group

ArchitectureofWarsawSynagogues

ReciprocityandMysticism:anewmodelfbrartinStateSocialism

三谷研爾

中村真

IerzyMalinowski

EleonoraBergman

RachelBecldesW丑lson
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陣皿部

243

259

275

293

319

339

た え ざ る脱 領 域 化 アイデ ンテ ィテ ィの 書 き換 え

青 い鳥 を探 して 中 東 欧 の現 代 美 術

ハ ンガ リー の ター ンツハ ーズ モ ズ ガ ロ ム 彼 らは な に をめ ざ した の か

跣 θZ乃fγαVb4θofBulgarianFolkSongs

InterfacesintheGenesisofaFestival

Non-WesternMusicinPostmodernCondition:APerspectivefromBulgaria

On``TwoVoicesofArtHistory"

TheProblemofModernism;ArtPracticeundertheGazeofArtHistory

加須屋明子

横井雅子

StellaZhivkova

ClaireLevy

PiotrPiotrowski

AnnaBrzyski

1雛轢縫鹽覊醜 叢雛聾 灘 轟1韈聾 藩蟷 嚢1韈羅鑿灘燕鷲li聾嚢講議靉li穣靉轟 讐織1難諜 聾羅臻1聾i

OO7序 中岡成文

1第1部

013

027

043

現場力モデル

現場力の学問化に向けて

〈現場力〉について一 言葉による概念の受肉化

現場の知とその伝達 看護実践の成り立ちに注目して

中岡成文

池田光穂

西村ユミ

1第H部

063

081

099

113

127

対話モデルー 災害 ・医療 ・カフェ

災害ボランティア活動における対話関係の変遷 新潟県中越地震を事例として

災厄の記憶と伝承の可能性:対 話と公共性に向けて

災害における「記憶」と「対話」一 モノとの関係をめぐって

医療事故における謝罪と責任への探求

哲学カフェ探究 活動とインタフェイス

渥美公秀

関嘉寛

加藤謙介

中西淑美

本間直樹、高橋 綾

松川絵里、樫本直樹

1第皿部

169

191

213

217

インターフェイスの諸相 一 科 学 ・芸術 ・ケァ

総 括報 告COE授 業 「科学 技術 と倫 理」

サイエ ンス ・ショップ 人文学 、そ して大学 にとっての意義 と可能性

一 連の 「芸術 と福祉 」国際 会議 の概 要

コンジュ2GO6「 芸術 と福 祉 」国際会 議について

稲葉一人

家高 洋

藤田治彦

要真理子

「インターフェイスの人文学」研究報告書2004-2006総 目次 037



221 遺族支援システムの構築に向けて 地域における遺族支援の現状と課題

坂口幸弘、森田敬史、赤澤正人、岡本双美子、黒川雅代子、瀬良信勝、西牧真理、米虫圭子、恒藤暁

隣1部 概要

プログラムについて

研究 の概要

研究 メンバ ー一 覧

1第II部 デー タリス ト

「インターフェイスの人文学」研 究報告 書2004-2006総 目次

その他 の報告 書 総 目次

「インターフェイスの人文学」ニューズ レター04-07総 目次

シンポジウム ・ワー クショップ ・セミナ ー ・研 究会一 覧

COE科 目

新 聞 ・テ レビ等 の報道 、出演 他

個 人業績一 覧

6眺
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その他の報告書 総泪次

プログラム全体

隲羈鑼灘灘讖鑼鑼灘覊靉鑠靉轢覊轢繋鱗
発行日

編集長

翻訳

編集

編集補助

デザイン

編集・発行

2005年2月28日

金水 敏

和 田章男

藤本 武司

竹内史郎 、松 本陽子

西 田優 子

阪大 フォーラム2004委 員会

大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

1ごあいさつ

005

008

009イ ンターフェイスの人文学 大 阪大学 フォーラム 「日本、

宮原秀 夫

サ カエ ・ムラカミ=ジ ルー

もうひとつ の顔 」開催 にあたって

鷲 田清 一

隨料
013

018

020

フォトギャラリー

フォーラムプログラム

発 表者 プロフィール

隴演
028

037

日本 、 もうひとつの顔

詩と暴力

鷲田清 一

ジャツク ・ル ボー

その他の報告書総目次 039



1日本:死 の文化の伝統と現在

062死 の習俗 その伝 統と現在 中村 生雄

075日 本 神話 および神 道における死 フランソワ ・マセ

087帝 王の墓と記 念施 設 フランスと日本 江 川 温

100戦 後 日本ポピュラーカルチャーにおける 「戦争」と 「死」一 男の子文化 を中心に

伊藤 公雄

旧 本の相貌

114中 世 日本の二重の顔 宝誌和尚像から落語まで

129フ ランス人の見た幕末日本

荒木浩

柏木隆雄

瞳ずる日本

142日 本古典演劇の女性 サ カエ ・ムラ カミ=ジ ル ー

○近代日本演劇とその分身一80年 代における日本前衛演劇の再生と変容

152如 月小春の80年 代都市的演劇

166台 湾における 「舞踏」 秦かのこの台湾

永田靖

林于竝

○ 近代 日本マ ンガの言 語 と身体

176近 代 日本 マンガの言 語

187近 代 日本 マンガの身体

金水敏

吉村和真

1若手研究者フォーラム「インターフェイスの人文学一 若手研究者による日本研究の現在」

200

213

223

231

村上春樹による「一貫性」

慣用複合名詞の研究 意味論的分析

『折たく柴の記』の上巻における新井白石の人生行路に

周囲の人たちが与えた影響

日本の伝統武術の『動き』の歴史 その構造、思想と変遷

ア ン トナ ン ・ベ シュ レー ル

バ ドーバ ・マ ダ リナ ・スペ ランタ

ヴァンサ ン ・リンゲンバッハ

カセム ・ズガリ

235 スタッフリスト
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若手研究集合

跨鸚_灘懿飜 攤 覊 窪攤 韃鑼 羅轗鞭 鞠　覇毳纛 獵 爨鑞鑿靉靉韈 講 靉灘　礬嚢　　蓁鑾…鼕戀辮靉靉騨葬嚢肇茎ξ鐸萎騫鑿ξ鑿

発行 日2006年3月24日

編集 〈若手研 究集合〉報告 書編集 委員会

発行 大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

1 はしがき

1第1部

5

7

5

Q
/

1

2

3

57

79

101

119

139

157

183

199

215

序論 共 同研 究 プロジェクト「〈人 文学の討議 空 間〉の創造 とデザイン」における本 報告書 の位 置

森 宣雄

遠 き眺めを見つめる ナ ショナリズムの 「臨床 的」研究 のためのおぼえが き 上 田 達

「近 世帝 国」概 念 と東 南アジア:世 界システム論 との対 話 蓮 田隆志

CeIebrating(;010nialencounters:

Anexaminationofthepostcolonialdiscoursesandthesocio-culturalpoliticsofhistorical

educationintheNetherlands,intermsofthe400thanniversaryoftheDutchEastIndiaCompany,2002

FulitaKayoko

民主主 義の民族 誌 と民族 誌の民主化 人 文学 における臨床 的 アプ ローチのために

加藤 敦典

言語調査 を内観する 調査者 の思いとフィール ドの声 李 吉鎔

学 知の還元 一 調査 報 告 を通 して学 ぶ こと 高 阪香 津美

1970年 代 以降 の科 学社 会学 の展 開 「横 断性 」の観点か ら 家高 洋

社 会心 理学 の 「歴史」と〈横 断性 〉 人文学のインターフェイスの 「道具」として 一 加藤 謙介

隠された歴 史 との対話 実 証主 義の 限界 につ いての方法論 的考察 森 宣雄

考現学 の混沌か ら討議 空間の デザインを考える 「研究 」の 〈経験 〉と〈表 現〉 伊藤 遊

ToBeornotToBe...Interesting

-AHamletSoliloquyontheChoicesofPatternsfbrSoc1alInteraction:

TheCasesofaMusicianandaMusicologist-StellaZhivkova

ふ たつの研究 会をめ ぐるエスノグラフィック ・ノー ト アイロニーを超 える力 田沼幸 子

その他の報告書総目次 041
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225

239

259

第2部

267

297

Findingmeaningin`yamanashi,ochinashi,iminashゴ ーwomenandgirlscreatingalternatives

tohomosocialandheterosexistpornographyIessicaBauwens

ディシ プ リ ンとい う場:「 非 一場 」を生 きる研 究 対 象 と、 そ れへ の ア プ ロ ー チ方 法 樋 上 千 寿

2005年 度 個 別 論 文 検 討研 究 会 概 要

「対話」をめ ぐるグループ ・ダイナ ミックス 地域 における人 と動物 の関係 の事 例 より

在日ブラジル人の子どもたちが直面している現実

加藤謙介

母語による会話力調査を通して

高阪香津美

発行日

編集

責任編集

協力

オーサリング

プレス

発行

2007年3月31日 〔

若手研究集合

若手研究集合DVD版 報告書制作チーム(井垣明子、加藤謙介、久保田美生、蓮田隆志)

内海博文、清水良介、鈴木径一郎、森宣雄

彩都メディアラボ株式会社

有限会社松本工房

大阪大学21世 紀COEプ ログラム「インターフェイスの人文学」

4
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トランスナショナリテイ耕究

隲覊難
発行日

責任編集

編集事務

編集・発行

黶鑿蠶轢戀覊饌韈繋ll韈韈獵覊繊1灘騫韈醵靆韈轗灘藩ilil講靉il韈難鷺1聽1韃靉爨難鑾藩暮ll雛欝鼕灘爨難1難鑼難譏

2004年12月28日

木前利 秋

木村 裕之

大阪 大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」 トランスナショナリティ研 究
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1

1

筆」

7
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177

178

はじめに

1章 グローバル化の中の市民社会 今日の理論的課題 木前利秋

2章 シティズンシップの行方 グローバル化の中で 亀山俊朗

3章 市民社会とシヴィリティをめぐって 時安邦治

4章 グローバリゼーションと社会的排除 メンバーシップの再編をめぐって 樋口明彦

5章 フンボルトの大学理念からの決別 大学と市民社会 木村裕之

6章 グローバル化した世界におけるNGOの 問題圏 関嘉寛

7章 グローバル化の時代における消費者と市民N.ガ ルシア=カンクリー二の所説を中心に

(書評論文)白 石真生

あとがき

執筆者紹介

腱難灘 瀚轗戀鑿饕覊靆 鷺i靉靆 靉驫驪韈轟lii靉靉i靆il罌鍖鑼靆1毳醸鷭轟lll嚢ii靉黨;il蕪靉轟iミ1

発行 日2006年2月27日

責 任編集 小 泉潤二 、栗本 英世

編 集事務 加藤 敦 典、上 田 達

編 集 ・発行 大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」トランスナシ ョナリテイ研 究

3

1第1部

22

はじめに 本報告書について

多文化社会の現状と可能性

第1章 日本型多文化主義の可能性

小泉潤二、栗本英世

駒井洋

その他の報告書総目次 043



9

4
4

つ」

5

80

105

1第2部

126

149

[第3部

172

210

220

第2章 外 国人労働 者が 変 える日本文化 ベ フ ・ハルミ

第3章 クレオールの時代 クレオール化(Creolization)と クレオール性(Cr601it6)に ついての覚 え書 き

デイヴィッド・ブ レイク ・ウイリス

(加藤 敦典訳)

第4章 越 境する家族 一 在豪 ベ トナム系 住民 と在 日ベ トナム系住 民 の比較研 究 川上郁雄

第5章 メディア文化の国境 の越 え方 岩渕功 一

学校教育とトランスナショナリティ

第6章 学校文化とエスニシティ ニューカマー外国人への教育支援をめぐって 志水宏吉

第7章 親の海外駐在と子供 在外日本人児童と在日インターナショナルスクールの調査から

箕浦康子

「外」からみた日本の社会問題

第8章 日本のホームレスの事情とそれに関する行政対策 地域別 ・国際的な比較研究

トム・ギル

第9章 日本における児童虐待問題 児童虐待の 『発見』と防止策の展開 ロジャー ・グッドマン

執筆者紹介

発行 日2006年2月28日

編集 田沼幸子

編集 ・発行 大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

1

淘

1

3

1

1

1

1

1

2

3

4

はじめに 田沼幸子

分科 会 「ポス ト・ユー トピアの民 族誌 」

ポス ト・ユー トピアについて

小 さな、 大 きな物 語 キューバ の調 査報 告の ため の試 論

ユー トピアの忘 れ得 なさ あ る老人の独 立インドをめ ぐる記 憶/想 起 か ら

ポス ト社 会主義 ロシアにおける呪術 の復興

コメント

田沼幸子

田沼幸子

磯田和秀

藤原潤子

小田亮
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5

1
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1
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1
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6

8

9

1

2
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1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

C)

257

262

266

273

シンポジウム 「フィール ドか らのアプローチ」

は じめに 複 数の 『ポス ト』、複 数の 『ユ ートピア』 田沼 幸子

地 に呪 われ たものは立ち上が ったのか マルティニクの煩 悶 石塚 道子

遠 き眺 め マレーシア ・ナ ショナ リズムの語 り方 上 田 達

革命的 なプランの跡で、希望 なき民主 主義へ?ベ トナムにお ける村落民主 のゆくえ

加 藤敦 典

新 しい社 会的 リアリティをつ くる 一 フランスにお ける相 互扶 助ア ソシアシオンの事例

中川 理

いまそこにあるユー トピア ある労 働者 地下組織 と 『民主化』前 後の韓 国 太 田心平

映画 「Intervista』と人類学 大杉 高司

コメント 冨 山一 郎

塗 り込 められた証 臆 ニカラグア壁 画運 動の周辺 か ら 佐々木 祐

YUMAハ バナで望む、 ここではない どこか、私ではない誰か 田沼 幸子

贈 与 と商 品、 反復 と差異 春 日直樹

"vivreauparadis"移 動
、 イスラーム 『回帰』、 フランス市民 社会 植村 清加

同床 異夢 共産党根 拠地延 安(1937年)の 賀子珍、 アグネス ・スメドレー、呉広恵 佐々木一惠

教 育に託 した開発/発 展 への夢 一 内戦 、離散 とパ リ人 栗本 英世

コメント 松 田素 二

コラム

母 たちの出稼 ぎ一 社 会主 義 と 『ヨーロッパ』と男 と女 松 前 もゆる

『希望の首都』であ りつづ けるために

ウランバ ートル、 カラコルム、チンギス ・ハ ーン
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第2章 丁11eErosionofCitizenshipinlapan

木前利秋

亀山俊朗

1第2部 シティズンシップの現代的課題

第3章 多文化 的シティズンシップの理論W.キ ムリッカの構想 をめ ぐって

第4章 グローバ ル化 の中の経済 的 シテイズンシップ

第5章 文化 的 シティズ ンシップと消 費 ポストモ ダンにおける包摂 と排 除

時安邦治

伊藤祐

白石真生

[第3部 シティズ ンシップ論か らの展 開

第6章 ベーシック ・インカムの政 策的意 義 と課 題

財源 ・インセ ンティブ ・フリーライダー ・社 会参加 問題の検 討 を中心 に

第7章 人 間の安 全保 障 と社 会の再想 像

9.11以 後 の2つ の トランスナ ショナルな政 治的秩 序 との対 照を手 がか りに

高桜善信

内海博文
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4巻 頭言 桃木至朗

7第2回 全国高等学校歴史教員研修会 桃木至朗、佐藤貴保

832004年 度主催行事一覧
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編集 佐 藤貴保

発 行 大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

4巻 頭言 桃木至朗

7第3回 全国高等学校歴史教育研修会 「新しい歴史学と歴史教育」概要報告 桃木至朗、佐藤貴保

872005年 度主催行事一覧
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発行 日2007年3月
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Introduction

GlobalizationandtheScienceofHistory:

Topics,Methods,andtheCritiqueofqlobalHistory

PromWorld-SystemAnalysistoGlobalHistory

Shi丘oftheCoreofEuropeanWorldEconomγ1500-1815:

DutchContributionstotheFormationofBritishHegemony

GIobalEconomyandIndigenousDevelopment:

PortTownsinPre-colonialSouthIndia

TheEastAsian正nternationalEconomicOrderinthe1950s

DevelopmentofCottonIndustryinPostwarHongKongandTaiwan

ListofGlobalHistorySeminarsandWorkshopsinOsaka

ShigeruAkita

WolfgangSchwentker
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ShigeruAkita
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はじめに 伊 藤公 雄

海 外 にお ける日本 のポ ピュラーカルチ ャー受 容 と日本 研究 の現 在

グローバ リゼーションの中の 日本 のポピュラーカルチャー

クラブミュージックか ら見 たグローバ リゼーション アシッド ・ジャズ を事例 に

太 田健 二

IapaneseComicsandGlobalizationジ ェシカ ・バ ウエ ンス

バ ックパ ッカーのカルチュラル ・スタディーズへ 向けて バックパ ッカー研 究の現状 と課題

藤 田智博

日本 マンガ的要素 の現地化 香 港 のマ ンガとポピュラーカルチ ャー

呉偉 明(屋 葺素子訳)
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II海 外 における日本文化研 究の現 在 一 調査 報告

45調 査概 要

53ア ジアにお ける日本研 究の現 在

屋葺 素子、藤 田嘉 代子、 山中千恵 、

朴 ヤンスン、 岡田 トリシヤ ・サ ラザル

91ヨ ーロッパにおける日本研 究の現在

東 園子、唐澤 佑子、杉 本悦子、

ジェシカ ・バ ウエ ンス、 レナ ト・リヴェラ

105北 米 にお ける日本研 究の現 在

前 田雅 司、稲見 直子、ス ミス ・ジ ョシュ

119中 南 米にお ける日本研 究の現 在 太 田健二

127オ セアニアにおける日本研 究の現在 藤 田智博、 伊藤 遊、 山中千恵

1第2部 「イメージとしての 〈日本〉若手研 究者 交流 ワー クショップ2005」 より

1論 文編

141バ イナリズムの狭 間で:消 化 され ゆく「日本同性 愛文化」表 象へ の一 考察

菅沼 勝彦

1511apaneseanimebecomingmainstreamintheWest...orisit～ レナ ト・リヴェラ

157「 反 戦」に写 る自己像 「きけわだつみの こえ」の読みの変容 と戦後 のナ ショナリティー

福 間良明

213「 他 者」表 象の可能性 と限界 『日本人的一少 女』を読む 梁 仁 實

231津 田左右 吉が 想像 した共同体 一 邪馬台 国 ・ヤ マト ・日本 一瀬 陽子

II座 談会 ポ ピュラーカルチ ャー研究 とこれか らの大学 伊藤 公雄、 吉村 和真 、金 水 敏、川村 邦光

(司会 表 智之)

1第3部 資料編

267海 外 日本研 究 機関一覧

323イ メ日活動彙 報

335執 筆者 ・調査協 力者一 覧
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言語の接触と混交

発行日
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大 阪 大 学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェイス の人 文 学 」
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まえがき 津田葵

韓国系民族学校における「共生」 実践的な取り組みを中心として 呉 恵卿、植田晃次

共生を生きる日本社会 中国地方における学校の取り組みをめぐって 高阪香津美、津田葵

共生日本語空間としての地域日本語教室

言語内共生を促進する新しい日本語活動とコーディネータの役割 新庄あいみ、服部圭子、

西口光一

外国籍住民が抱えている生活問題について 大阪府下の地方自治体に対するアンケート調査

および外国籍住民に対するインタビュー調査の結果をもとにした考察 羅 暁勤、山下仁

日本力行会による移民教育 異文化教育黎明期に学ぶ共生 眞崎睦子

内なる国際化と国際理解教育に関する一考察 日本人高校生への言語連想調査を中心に

松本敬子
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発 行 日2005年3月1日

責任 編 集 津 田 葵 、真 田信治

編 集 ・発 行 大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

5

Q
ノ

Q
/

Q
/

2

4

PrefaceAoiTsuda

LanguageandNationalIdentity-WithanOutlookonLanguageMixingandLinguisticPurism
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IapaneseLanguageUnderEnglishlanguageImperialismHarumiBefu

皿1eRoleofCanada'sMulticulturalismPolicyinMinority

HeritageLanguageEducation:TheCaseoflapaneseasaHeritageLanguageinCanadaHirokoNoro
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LanguageMaintenanceandLossinContactSituations:E任ectsofL20nLlDevelopmentinChildren

MurielSaville-Troike

"S
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AMinimalistProcessingAnalysisofBilingualCode-SwitchingRudolphC.Troike

発行 日2005年3月1日
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アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南入の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

アミ人と閾南人の日本語談話

談話10ア ミ人と閾南人の日本語談話

談話11ア ミ人と客家人の日本語談話

■言議の接瞬 混窯:i共 號 撒 麟講攀i、,

責任編集

発行日

編集・発行

津 田 葵、真 田信 治

2006年3月1日

大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」

5 まえがき 津田葵
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中部地方外国人集住地域における共生の歩み:交 流のきっかけづくり 津田葵、高阪香津美

「多文化共生」をめぐる現状と未来:あ る韓国系民族学校の事例から 呉 恵卿、植田晃次

大阪における多言語表示の実態:ま ちかど多言語表示調査、外国人へのアンケート調査、行政・鉄道への

インタビュー調査から 佐藤誠子、布尾勝一郎、山下仁

メディアが呈示する日本語教室 新庄あいみ、西口光一
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責任編集 津田葵、真田信治

発行日2006年3月1日

編集・発行 大阪大学21世紀COEプ ログラム「インターフェイスの人文学」
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Preface

TheRemnantsofSakhalinIapanese

DynamismoflanguagecontactinSakhalinIsland

Introduction

ChapterlIllustrationofSakhalinIsland

Chapter2HistoryoflanguagecontactinSakhalinIsland

Chapter3Languagecontactandtheemergenceoflapanese-basedpidginatseatrade

Chapter4DynamismofJapanese-relatedlanguagecontactinPoronaisk

Conclusions

Re艶rences

IPartlI:SpontaneousSpeechDatabaseofSakhalinIapanese
871ntroduction/Legend

89概 要/凡 例

91サ ハ リンの日本語 談話 集

93談 話1朝 鮮 人による日本語 談話(そ の1)

ll5談 話2朝 鮮人に よる日本 語談 話(そ の2)

■ゆ その他の報告書総目次 053



135

145

154

談話3日 本人による日本語談話

ウイルタ人による日本語談話

ニブフ人による日本語談話

履言語嚥 鰡 灘交懸÷ カ ジル賺 娃纛毒諦 調鱒 蘇 ゆ 細 嬉壌織1ξ・

発行日

責任編集

編集・発行

2006年3月1日

工藤眞 由美

大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」
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ブラジル日系社会の言語調査 調査の経緯と意義一

Lブラジル日系社会言語調査の概要

2,ブラジル日系人の談話音声資料

3.CD談 話収録者の言語生活について

ブラジル日系社会と沖縄一 調査地域と沖縄との接点

1.沖縄県ブラジル移民小史一 戦前を中心に一

2,ある沖縄系移民社会の予備的考察 家族 ・コミュニティー

付 属CD-ROM:ブ ラジル日系人の談話 音声 資料2005

発 行 日2007年1月17日

責 任編集 工 藤翼 由美

編 集 ・発行 大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」

1 ブラジル日系人(沖縄系)言 語調査 調査の概要一

工藤眞由美

1

1

2

Lは じめ に

2.ブ ラジル日系 人(沖 縄系)言 語調査 について

3.デー タの公 開にあたって
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ブラジル日系人(沖縄系)の 談話資料

Lは じめに

2,談話収録地点の概要

3.談話音声資料の話者

4談 話音声資料の作成にあたって

5,CD-ROMの 構成内容

6.談話音声文字化資料作成にあたって

Z談 話音声文字化資料

音声資料と文字化資料一

中東靖恵、高江洲頼子、仲間恵子

付属CD-ROM:ブ ラジル 日系 人(沖 縄 系)の 談話 音声 資料2006

モダニズムと巾啝欧の藝術 ・文化

隴邏靆
発行日

責任編集

編集

発行

1強韈聾蕪靆驪韈購韈鞍騒轗灘糶邏蠶鑼難覊蠶 齷懿韃覇 軅難撞難灘 鞋靉灘
2007年3月15日

圀府 寺 司

樋 上千 寿

大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

005

007

029

047

069

105

序 一 越 境 す る芸 術 へ の 問 いか け

VincentvanGoghinSearchfbraPlaceintheArtworld

VanGogh仭15Erzfθ 加rよEarlyChaptersintheGIobalizationofConceptualArt

越 境 と摩 擦

一 ロバ ー ト ・ラウ シェ ンバ ー グの 《モ ノグ ラム》 とス トック ホル ム近 代 美 術 館

HansLudwigCohnIaf驚1915-1984二FromtheB澀 協gtotheE傭cαofDeStill

中 央 ヨー ロ ッパ とモ ダ ニズ ム につ い て の対 論 ハ ン ガ リー を 中心 として

圀 府 寺 司

EvertvanUitert

RobertIensen

池 上裕子

TsukasaK6dera

小 島 亮

(聞 き手:伊 東信宏)

繊
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臨床と対詁

聯 韓 麟鞭 鐸 韓 熱、、諦

発行日2005年2月28日

編集 稲葉一人、大阪大学大学院文学研究科臨床哲学研究室

発行 大阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床と対話

4

5

9

51

123

145

197

まえが き

総括

1医 療 紛 争解 決 にお けるMediationの 可能 性

2Mediation(調 停)ト レーニングを体 験 する

3被 害者 と加害 者に とっての語ることと聞かれ ることの意味

対 話 の前提 としての被害者 理解 、加 害者理 解

4地 域か らのADRの 発信

資料:ペ パ ダイン大 学 とストラウス紛 争解 決研 究所

中 岡 成 文

稲 葉 一 人

稲 葉 一 人 、PeterRobinson&IimStott

稲 葉 一 人 、PeterRobinson8dimStott

藤岡淳子

隣 床麹 議:麹 蝶 彦 鑼 緯ll.:、 。、._.、.

発行日

編集

発行

媾姻 攤 瞬 毒麟 粥 癬 鼕糶犧;鑞 竇 讌 一 鬣 　 ・。 瀛

2006年2月28日

稲 葉一人、 和田直 人、家 高 洋

大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床 と対 話
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まえがき

第4回 対話シンポジウムin愛媛 総括

第4回 対話シンポジウムin愛媛 開催要項

1対 話を促進すること 大阪大学コミュニケーションデザイン・センターの試み

2ADRか ら対話の促進へ

3専 門家が市民間の対話を促進する仕組みと、入の育成

一 地域において紛争解決を支援する(地域における連携)総 合コーディネーター

地域からのADRの 発信 市民と一緒に紛争を解決する(市民との連携)

司会 稲村厚、入江秀晃/総 合コーディネーター 和田直人

中岡成文

稲葉一人

中岡成文

稲葉一人

稲 葉一人、 和田直 人
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発行 日2007年3月31日

編集 稲葉 一人、家 高 洋

発行 大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床 と対 話
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まえがき 中岡成文

対話シンポジウム(第1回 ～第5回)総 括報告 稲葉一人

第5回 対話シンポジウム「地域からの対話促進の発信 対話の多様性と可能性」

開催要項

第5回 対話シンポジウムの開催にあたって 中岡成文

教育現場における対話促進によるもめ事解決策 メディエーション教育への夢を語り合おう!一

NPO法 人シヴィル ・プロネット関西

講演 米国オハイオ州の「ピア・メデイエーション」視察報告 竹村登茂子

講演 日本におけるメディエーション教育の課題とその可能性 水野修次郎

パネルディスカッション メディエーション教育への夢を語り合おう1コ ーディネーター:津 田尚廣

メディエーションを広く社会に普及する方法

長崎伝習所メディエーション研究塾

ADR日 本の原点を訪ねて 「村の寄り合い」とADR

愛媛和解支援センター

哲学カフェは対話文化のなかでどのような役割を果たすのか

カフェフィロ(Caf6Philo)

哲学カフェ探求 本間直樹、高橋綾、松川絵里、樫本直樹

裁判員評議における人間関係を考える一 市民のための評議トレーニング

NPO法 人 日本メディエーションセンター

国民が主体的に参加できる裁判員制度とは 田中圭子

裁判員制度の評議のためのグループワーク 稲村 厚

資料:第1向 第4回 対話シンポジウム開催要項
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発行日

編集・発行

2006年2月28日

神戸 一中越被 災地 交流実行 委員会

(日本 災害救 援ボランティアネットワーク、 震災が つな ぐ全 国ネットワー ク、 中越 復興 市民会 議、

大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨 床 と対 話)

6

2

5

1

はじめに

創造的復興のために

神戸・阪神での生活支援を通して

1申越震災1年 ～被災地からの報告～

23長 岡市からの報告

29

33

39

旧山古志村からの報告

小千谷市からの報告

川口町からの報告

1グル ープディスカ ッション

45長 岡市 ・小千 谷市グループでの議論

57旧 山古 志村 ・川 口町グル ープで の議 論

67お わ りに

1資料編

渥美公秀

村井雅清

中村大蔵

西川久美子

本間和也

大平久和

草間頼雄

保科義明

本田均

星野慶子

鈴木幸子

ファシリテーター 黒田裕 子

ファシリテーター 中村 大蔵

稲 垣文 彦
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「研 究集合」宣言 あるいは知のター ミナルの創 造のため に 冨 山一郎

特 集 モノの人文学 藤 田治彦

聞 き手 三谷研 爾

「医師 と聴診 器」 山中浩司

「音楽 を読 み解 くためのピァノ」 筒井 はる香

「空 き瓶 と町」 森 田良成

「緑黒釉 掛 分皿 猪 谷 聡

「モノ ・ツクモ、 カガミ ・ココロ」 荒 木 浩

Inter`ace人とネットワーク

流動 性 と閉鎖性 の ダイナミズム トランスナシ ョナリティ研 究

音楽 はなにを描 くか ステラ ・ジブコバ

社会 にひらかれた対話 の知 屋 良朝彦

ih.Topics

EventReport2004平 成16年 度 壊徳 堂春季 講座 〈107回〉「生のか たち 死のか たち」

フィールドのざわめき

シルクロード出土 文献 の現 物調査 佐 藤貴保

人文学のフロンティア
"実 験"美 術史学?シ ャガール 的源泉を求めて 樋上 千寿 .

編 集後 記

4
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譲6砧 奪 覇;麟 麺溌 癒羨・＼・ヅ

対談 ・不安 をかた どる 春 日 匠×中岡成文

不安 と非知 家 高 洋

不安 のミニマリズム 現代 アメリカ小 説の行方 片 渕悦 久

「失う」不安 前 田達朗

Interface人とネットワーク

モダニズムと中東 欧の藝術 ・文化

ジェンダーの視 点か ら問題知 を共有 する ジェシカ ・バ ウエンス

他 者理 解へ 繋が ることば 松 本敬子

ih.Topics

阪大 フォーラム 「日本 、 もうひとつの顔」

2004年 度 「インターフェイスの人文学」ワー クショップ

コミュニケーションデザイン・センター発足

イベ ント情 報

現代を測る

マンガと差 別の悩 ましい関係 表 智之

フィールドのざわめき

フィールドからの 「声」

高齢 者施 設で の動物 ・ロボットを介 したケアの事 例 より 加 藤謙 介

人文学のフロンテイア

テキス トか ら肉声ヘ フランス古典 主義演劇 の校訂テキス トをめぐって

編集後記

藤本武司
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インタビュー 媒介 の知恵

何 を 「横 断」し、 どう 「臨床」するべ きか

インターフェイスとメディアの デザイン

出来事 のデザイン

コミュニケーシ ョン支 援技術 について

「イメ日」ワークショップの実験 報 告 ディスカッション ・ペーパー、

『海域 アジア史研究 入 門』にむけて

オタクとコミュニケーシ ョン

ih.Topics

イベ ント・刊 行物情 報

Interface人とネットワーク

「共 生」とい う器 に何 を盛 るのか 言 語 の接 触 と混 交

媒 体/霊 媒 としての歴史記 述

エキゾチックで も、ユー トピアで もな く

現代を測る

韓 日の歴史 問題 にみる対話 の臨床性

フィールドのざわめき

もめごとの参 与観 察

人文学のフロンテイア

グローバルヒス トリーの探 求

編 集後記

稲葉一人

聞き手 構成 本間直樹

中岡成文

池田光穂x小 林傳司

久保田徹 清水良介

花村周寛 本間直樹

西田正吾

インスタレーション

伊藤遊

蓮田隆志 藤田加代子

井手口彰典

森宣雄

田沼幸子

李吉鎔

加藤敦典

秋田茂

剣 曙'
「インターフェイスの人文学」ニューズレター04-07総 目次 061
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座談 会 知の プロセスは共有 されるか

鷲 田清 一 ×森 宣雄 ×蓮 田隆志 ×久保 田美生 ×加 藤謙介

司会 三谷研 爾

マ ッピングが可 能に した人文 学のインターフェイス

哲学 における 〈接 続詞〉

コミュニケーシ ョンツールとしての ディスカッション

ペーパ ーと討 議支 援マ ップ

『討議 支援マ ップ』と他 の手法 との違いについて

リニアな思 考の手 前でたち どまる

重h.Topics

イベ ント・刊行物 情報

InterfaceHumanitiesIllustrated《 インターフェイスの人文学》を描 く

現代を1則る

「二つの文化 」と科 学史の役 割

人文学のフロンティア

歴史学 の刷新 または全体 を見るとい うこと

人文学のフロンテイア

フィガロはなぜ 理髪 師に して 「街 のなんで も屋 」なのか?

編集 後記

田沼幸子

家高洋

森宣雄

加藤謙介

三谷研爾

山中浩司

桃木至朗

伊東信宏

i戴讎軸総 糧罵論農嵳激le$匿》繕毳$o纖無欝 麟.2㈱ 尋



シンポ ジウム ・ワー クショップ ・セ ミナ ー ・研 究 会 一 覧

発表者等の所属 ・身分は発表当時のものである。

プログラム全体

2004年11月5-7日

マルク ・ブ ロック大 学 パ レ ・ユニヴェルシテール、119ホ ール(フ ランス、 ストラスブール)

主催:大 阪大学 大阪 大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」

共催;マ ルク ・ブロック大学 日仏大学 機構

10:00-10:10 Discoursd'ouverturedeHideoMiyahara(pr6sidentdel'Universit6d'Osaka)

10:10-11:10 くくLeIapon,d'autresvisages》,

KiyokazuWashida(phildsophe,vice-pr6sidentdel'Universit6d'Osaka)

「日 本 、 も う ひ とつ の 顔 」 鷲 田 清 一

11:10-12:10 ((Recouvrirlesmorts:Shinkei(1406-1475);Charlesd'Orl6ans(1394-1465);avecquelques

r6flexionscontemporainesd'unpoさtef士an多ais》,

IacquesRoubaud(poさte)

14:00-18:00 Premi6repartie=巛LeIapon=latraditionetractualit6delaculturedeIamort》 〉

〈日本:死 の 文 化 の伝 統 と現 在 〉

くくLesm㏄ursdelamort,traditionetactualit6>,

、IkuoNakamura(Histoiredelapens6ejaponaise,profbsseural'Universit6d'Osaka)

「死 の 習俗 そ の 伝 統 と現 在 」中 村 生 雄

くくL'id6edemortdanslamythologiejaponaiseetleshintoisme>〉,

Fran亨oisMac6(Etudeslaponaises,profヒsseural'InstitutNationaldesLanguesetCivilisations

Orielitales)

繊
シンポジウム ・ワー クショップ ・セ ミナー ・研究 会 一 覧 063



《〈Letombeauroyaletimp6rialenFranceetauIapon》,

AtsushiEgawa(Histoireoccidentale,profヒsseur訌rUniversit6d'Osaka)

「君 主 の 墓 一 日本 とフ ラ ンス 」 江 川 温

<(La"guerre"etla"mort"danslaculturepopulaired'aprさs-guerreauIapon>〉,

KimioIto(Sociologieculturelle,profをsseural'Universit6d'Osaka)

「戦 後 日本 の ポ ピュラ ー カル チ ャ ー の な か の 『戦 争 』 と 『死 』」伊 藤 公 雄

10:00-12:00

ii.…i.:　.{.i鏃ill.li;...….i…….蒸iil鑾li覊1{靉li.鑼1.揮i靉.鑼羅1饗.靉篝iliii.輦羅 …靉lli灘.1鼕li鬻鼕.羅ii繋己馨i己葦i警鬱響i.;}

Deuxiさmepartiel《Figuresdulapon》 〈日本の相貌〉

<<LedoublevisageduIaponm6di6va1>〉,

HiroshiAraki(Litt6raturejaponaise,profεsseuradjointarUniversit6d'Osaka)

「中世 日本 の 二重 の顔 」荒 木 浩

〈(LeIaponalafindel'6poqued'EdovuparunFran?ais>〉,

TakaoKashiwagi(Litt6raturef±angaise,prof6sseural'Universit6d'Osaka)

「フ ランス 人 が 見 た 幕 末 日本 」柏 木 隆 雄

14:00-18:00 Troisiさmepartiel・LeIaponquiloue》 〈演 ず る 日本 〉

くくLesfヒmmesdansleth6atreclassiquejaponais》,

SakaeMurakami-Giroux(Etudesjaponaises,profヒsseurき1'Universit6MarcBloch)

(1)くくLeth6atremodernejaponaisetsondouble>〉

「近 代 日本 演 劇 とそ の 分 身」

YasushiNagata永 田 靖(Etudesth6atrales,pro艶sseurarUniversit6d'Osaka)

LinYuPin林 于 竝(Etudesth6合trales,maitredeconf6rencesarUniversit6NationaledesBeaux

ArtsdeTaipei)

(2)《LelangageetlecorpsdansleManga》

「近 代 日本 漫 画 の 言 葉 と身 体 」

SatoshiKinsui金 水 敏(Languejaponaise,pro色sseurarUniversit6d℃saka)

KazumaYoshimura吉 村 和 真(Associ6auprojetCOEdel'Universit6d'Osaka,

chercheurarlnstitutdelacultureduManga,Universit6KYoto-Seika)
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Forumdesjeuneschercheurs:((ScienceshumainesderInterface:ractualit6des6tudes

japonaisesparlesjeuneschercheurs>>

Latroisiさmejourn6eapourbutder6examinerl'imagetraditionnelledu∫aponavecla

participationdesjeuneschercheursfrangaisetjaponais.Descommunicationsetdesd6batsonteu

lieuen,aponaissurdiセersaspectsdelaculturejaponaise.

AntoninBechler

VaduvaMadalinaSperanta

VincentRingenbach

KacemZoughari

樋鱇鞴 靉難靉覊韓 羅嚢靉巒 覊i覊 爨靉靉蓑轟i靆轗1鑓lil欝轟i轟illll蟻鑼覇 韓1雛1議i薫講轟li蓋1磯

2004年12月20-21日

大 阪大学 中之島 センター

主催1大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」

共催:大 阪大 学研 究推 進室 文系WG(第4セ ッシ ョン)

13:00一 正3:30

油油帖 声縛 鞘w帛 鞘 鼻』幹胤』鞐鳳掛特酬 禦伊野骨A野 鞘w舐w辞 油 帛舵申蓐 μ 亨

基調講演にかえて 鷲田清一(COE拠 点リーダー/大 阪大学理事)

13:30-16:00 第1セ ッション「科学技術と社会」

コーディネーター 中岡成文(大 阪大学大学院文学研究科教授)

発表者 家高洋(大 阪大学大学院文学研究科特任研究員)

加藤謙介(大 阪大学大学院人間科学研究科特任研究員)

佐藤貴保(大 阪大学大学院文学研究科特任研究員)

屋良朝彦(大 阪大学大学院文学研究科特任研究員)

春日匠(NPO法 人サイエンスコミュニケーション理事)

16:30-19:00 第2セ ッション「芸術と芸術研究の問」

コーディネーター 三谷研爾

発表者 三谷研爾(大 阪大学大学院文学研究科助教授)

藤本武司(大 阪大学大学院文学研究科特任助手)

樋上千寿(大 阪大学大学院文学研究科特任研究員〉

嘩
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谷本 裕(NDIビ ルマネジメント株 式会社 、ザ ・フェニックスホール、

企画 ・事 業担 当)

19:00-21:00 懇親会

匪 匪 皿 ■ ■ ■ ∴…1::1.、..…li寧 灣 ↓.凝 憲:∴ 皆1靉li癈 纔 ∫1…漏 ・1:・;::;1;乳、:・.、＼,1∵

10=00d2:30第3セ ッション 「学知 のかたち、組 織 のかたち」

コーディネーター 鷲田清 一 ・金 水 敏(大 阪大 学大学 院文学 研究 科教授)

発 表者COE「 若手 研 究会」メンバー

吉村和 真(京 都精 華大学 マンガ文化研 究所研 究 員)

13:30-17:00 第4セ ッション「地域から、地域を超えて 研究の視座を求めて」

(大阪大学研究推進室文系WG・ 地域研究ワークショップ第2回)

コーディネーター 栗本英世

発表者 小泉潤二(大 阪大学大学院人間科学研究科教授)

春日直樹(大 阪大学大学院人間科学研究科教授)

中川敏(大 阪大学大学院人間科学研究科教授)

栗本英世(大 阪大学大学院人間科学研究科教授)

杉原薫(大 阪大学大学院経済学研究科教授)

足立 明(京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科教授)

臼杵陽(国 立民族学博物館 ・地域研究企画交流センター教授)

黒木英充(東 京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所助教授)

17:00 閉会の辞

柏木隆雄(大 阪大学大学院文学研究科教授)

1椢驚シ凄 ジウム昧 阪蝉i21㈱ …⑳ 鰤 轡 麟 馨 靆 撫 韈 勲犠 幸饗覊 磁 蔦

2006年10月15日

大阪大学中之島センター

9:30-10:00 〈開会 セ ッション〉本 プログラムの活動 について(7F講 義 室2)

10:15-12:15 第1セ ッション(7F講 義室2)

言語の接触と混交一 共生の現在と未来
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「我が国の外国人児童・生徒教育」

手塚義雅(文 部科学省初等中等教育局国際教育課長)

「進学を希望する日系南米の子どもたち」

オチャンテ村井 ロサメルセデス(三重大学人文社会科学研究科修士課程)

「定時制高校における外国籍生徒の現状と課題」

稲垣洋子(三 重県立四日市工業高等学校教諭)

「外国籍児童保護者からの声」

柿崎ヘイナルド(マルアイユニティ勤務)

「社会 的アイデ ンティティと母語 について」

永 田セリアー二(ポ ル トガル語教 室 ボランティア講 師)

13;15-15:15 第2セ ッション(7F講 義室2)

世界システムと海域アジア交通 世界史を書き直す 阪大史学の挑戦

模擬授業 「南から見る、北から見る?中 国とはなにか?」

桃木至朗(大 阪大学文学研究科教授)

佐藤貴保(大 阪大学特任研究員〈COE>)

印牧定彦(京 都市立堀川高校教諭)

13:15-15:15 第3セ ッション(7F講 義室3)

トランスナ ショナリティー研 究 トランスナシ ョナル ・グラフィティ

小泉潤二(大 阪大学人間科学研究科教授)

栗本英世(大 阪大学人間科学研究科教授)

中川理(大 阪大学人間科学研究科助手)

木村 自(国立民族学博物館研究機関研究員)

植村清加(成 城大学民俗学研究所研究員)他

15:45-17=45 第4セ ッション(7F講 義室2)

イメージとしての 〈日本〉 ポピュラーカルチ ャー研 究の 地平 を越 えて

第1部 映像で振り返る「イメージとしての〈日本〉」班の活動

山申千恵(大 阪大学人間科学研究科助手)

伊藤遊(京 都国際マンガミュージアム研究員)

第2部 「世界に広がるく日本〉イメージ」

d眺
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第3部

表智之(京 都精華大学研究員)

ミニワークショップ 「イメージとしての〈日本〉のこれから」

伊藤公雄(京 都大学文学研究科教授)

金水敏(大 阪大学文学研究科教授)

冨山一郎(大 阪大学文学研究科助教授)

吉村和真(京 都精華大学マンガ学部助教授)

ジェシカ・バウエンス(京都精華大学講師)

15:45-17:45 第5セ ッション(7F講 義室3)

臨床 と対 話 医療事 故 と対話

講演 と対談 「医療 危機 と紛 争解 決」

提題1)「 アメリカにお ける医療危 機 と紛 争解 決」

エリック ・フェルドマン(ペ ンシルベニア大学LawSchoolPro角ssor)

提 題2)「 医療ADR(裁 判 外紛 争解 決)の 可 能性?Mediationコ ァモデル」

和 田仁 孝(早 稲 田大学 法務 研究 科教授)

司会 中西淑 美(大 阪大 学 コミュニケーションデザイン ・センター特任 講師)

18:00-19:30 第6セ ッション(9F交 流サロン)

モ ダニズム と中東 欧の 藝術 ・文化 クレズマ ー音楽 レクチャー&コ ンサ ート

東 欧 イディッシュ語文化 圏 の音 楽 をめ ぐって

レクチャー&コ ンサー ト

アラン ・バーンAlanBern(ア コーディオン、 ピァノ)

クリスチャン ・ダヴィッドChristianDawid(ク ラリネット)

討論

アラン ・バー ン

クリスチャン・ダヴィッド

伊東信 宏(大 阪大 学文学 研究科 助教 授 音楽 学)

樋 上千寿(大 阪大学 文学研 究科 特任研 究員 〈COE>美 術史)

司 会 圀府寺 司(大 阪大 学文学 研究科 教授 美 術史)

19:30一 レセプション(9F交 流 サロン)
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岐路に立つ入文学

文学研究科第一会議室

第1回

難lll蟄飜ll聾暴羅 峩1囃叢嚢繋藍li聾靉黐薫i難簽轟 霧i醤譲強靉藍1薫1覊鼕灘

2004年10月14日18:30一

鷲田清 一(拠 点 リー ダー/大 阪大学 理事 ・副学長)

「哲 学の臨床 」

第2回 2004年ll月25日18:30一

栗本 英世(事 業推 進担 当者/人 間科 学研 究科)

「〈聴 く〉こと、対 話の可能性 と困難性 人類学 の臨床」

第3回 2005年1月13日18:00一

桃木至 朗(事 業推 進担 当者/文 学 研究科)

「ある 『自虐史観 』と歴 史学の実 践」

第4回 2005年2月10日18;30一

三谷研 爾(文 学 研究 科)

「文 学(史)研 究 とその外部」

第5回 2005年3月24日16:00一

金水敏(事 業推進担当者/文 学研究科)

「人文学における方法と臨床、越境 言語研究の視点から一 」

第6回 2005年4月21日18=00一

中岡成文(事 業推進担当者/文 学研究科)

「科学技術をめぐる公共的対話の必要性と手法」

第7回 2005年5月19日18:00一

表 智之(京 都精 華大学表 現研 究機構研 究 員)

「オタクの文化社 会学」

第8回 2005年6月9日18=00一

工藤眞由美(事 業推進担当者/文 学研究科)

「言語の接触と混交一 複数の日本語という視点」

第9回 2005年8月5日14:00一

蝉
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全体討 論 「インターフェイスの人 文学」の方法 論 について

第10回 2005年ll月24日18:00一

池田光穂(事 業推 進担 当者/コ ミュニケーションデザイン ・セ ンター)

m亡 しいか ら後にして1』 あるいは我 々は如何 にして暇 人(scholar)か ら時 間と金銭 に呪縛 され た

る知識奴 隷(intellectualslave)/研 究鬼畜("intelli-agent")へ と堕 落 したのか?ま たはその解放

のための奥義 を尋 ね生活 実践 を通 して如何 なるように自己 を改造すべ きか?」

第1回 2005年10月18日14:00-15:30

研 究会 の方針 をめ ぐる打 ち合 わせ

鷲田清一

「モ デル開発 の必要性 について」

第2回 2005年11月14日16:30-18:30

檜 垣立哉(人 間科学研 究 科)

「ドゥルーズ以降 の問題系(「哲 学」の 「外部」)」

第3回 2005年12月19日16:30-18:30

舟場 保 之(文 学 研究 科)

「哲学 は何 をするのか?PP」

第4回 2006年1月14日14=00-18:00

直江清 隆(東 北大学 大学 院文学 研究科)

「生 を規 定する技 術 とそのインターフェイス;イ ンターフェイスの強制力」

田申朋 弘(熊 本大学 文学部)

「企 業 における利 益 追求 と社 会的責任 組 織の インターフェイス」

第5回 2006年1月15日13=00-17:00

納富信留(慶 應 大学文学 部)

「書 き留め られた行為 と真 理 学問 のインターフェイス」

第6回 2006年3月22日16=00-1&30

鷲田清 一

「人文学の インターフェイス とは 一 横断 的な知 と臨床 的な知」

第7回 2006年5月29日16:30-19:30

須藤訓 任(文 学研 究科)

「『異界』とのつ きあい方 一 アデーレとアル トゥール」
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中岡成文(文 学研究科)

「哲学的説明 規定と限定」

第8回 2006年7月3日16βQ-18:30

上野修(文 学 研 究科).

「隠蔽するインターフェイス」

第9回 2006年7月31日16:30-19:30

紀平知樹(文 学 研究 科)

「ソー シャルァントルプ レナー としての人文学」

入 江幸男(文 学研 究科)

「人文学 における公 共性 と批 評の可能性 」
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若手研究集合
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メンバー 藤本武司、山内晋次(以 上特任助手)、李 吉鎔、家高 洋、表 智之、加藤謙介、佐藤貴保、ス

テラ・ジヴコヴァ、ピヤダー・ションラオーン、田沼幸子、ジェシカ・バウヴェンス、樋上千寿、藤

田加代子、森宣雄、山中千恵、屋良朝彦(以 上特任研究員)、蓮田隆志(学 振研究員:COE)、

伊藤遊、加藤敦典、松本敬子、(以上リサーチ・アシスタント)、久保田美生、西田優子、清水

良介(以 上メディアスタッフ)

第1-2回 2004年4月22日 、5月13日

研 究会の運営 ・進行の決 定

若 手研メーリングリスト立 ち上 げ

第3回 2004年5月27日

ステラ ・ジヴコヴァ

表 智之

自 己紹 介 研 究

"I
apananditsCulture=AFigurativeHypothesis"

「〈お た く〉とい う自意 識 ・〈日本 〉 とい う自画 像 」

第4回 20G4年6月10日

李 吉鎔

自己紹介研究

「韓国語母語話者の丁寧体構造の習得プロセスとその要因」

繊
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田沼幸子 「話 せない ことを語 ること クエ ン ト(cuento)か ら見 る 現 代 キ ューバ 」

第5回 2004年6月24日 自己紹介研 究

ジェシか バウヴェンス 「ヤオイとスラッシュ」

屋 良朝彦 「摂食 障害」と身体 的アイデ ンティティ

第6回 2004年7月8日

森 宣 雄

樋 上千寿

自己紹介研究

「沖縄戦後史という時代経験の潜在と遍在」

「シャガールの「宗教画」をめぐって」

第7回 2004年7月22日 自己 紹介研 究

ピヤダー ・ションラオーン"RelationsbetweenAyutthayaandRyukyu"

蓮 田隆志 「文理侯 陳 靖をめぐる諸問題:17世 紀 越 日貿 易史上の 一人物」

第8回 2004年7月29日 人文学 カフェ

開発 室委員 ・メディアスタッフとの拡 大研究 会

第9-15回 2004年9月30日 、10月14日 、10月21日 、ll月2日 、11月18日 、12月16日

ワー ク シ ョップ各 セ ッシ ョンに む け て の 企 画 ・検 討

第16-19回 2005年1月20日 、1月27日 、2月10日 、2月24日 、3月10日

2005年 度活動 内容 の検討

一 ■ ■ ■.、 ・囁瀛 甕=歌 ・鋳:,讌.、 懿 ∵1…∵ 、、∵読 ….1、.;㌶㌃斧継.凪 ・,一

メンバー 藤本 武 司(特 任 助 手)、 李 吉鎔 、家 高 洋、加 藤 謙介、 ステラ ・ジヴコヴァ、 田沼幸 子、 ジェシ

カ ・バ ウヴェンス、蓮 田隆 志、 樋上 千寿 、藤 田加代 子、森 宣雄 、 山中千恵(以 上 特任研 究 員)、

加藤 敦典(学 振 研究 員:COE)、 伊 藤 遊 、高 阪香 津美 、上 田 達(以 上 リサ ーチ ・アシスタント)、

井垣 明子、久保 田美 生、西 田優 子(以 上 メデイアスタッフ)

第1-3回 2005年4月14日 、4月21日 、5月12日

2005年 度研 究テーマ 「〈人文学 討議 空間〉のデザインと創出」提 出

第4-6回 2005年5月26日 、6月16日 、6月30日

臨床 性 を語る会

第7-8回 2005年7月7日 、7月21日

2005年 度 若手研 報告 書の企 画 ・検 討→編 集委員会立 ち上 げ

第9回 2005年8月5日 事業推進者との全体会

第10回 2005年9月15日 ※ 「らぼ・さうん」として開催

大平雅雄(奈 良先端科学技術大学院大学)

「対面異文化間コミュニケーションにおける相互理解構築とアイデア創発の支援に関する研究」

0ア2 ;蹴避胞肥 契慧鵬鯲 類馨s難講毳ヨ羅磁2§o轟 一熱(硲



第ll回 2005年10月13日

上 田 達

藤田加代子

蓮田隆志

ディス カッシ ョンペ ーパ ー検 討 会

「ナ シ ョナ リズ ムの 臨 床 的 研 究 の た め の 試 論

マ レー シ ア ・ナ シ ョナ リズ ムの 言 説 分 析 」

℃elebratingColonialEncounters:DutchHeritageandtheAbsenceand

PresenceofPostcoloniaIDiscoursesintheNetherlandsandAsia"

「「近 世 帝 国 」概 念 と東 南 アジ ア 世 界 シス テム論 との対 話 」

第12回 . 2005年10月24日

李 吉鎔

加藤敦 典

高阪香津 美

ディスカッションペーパ ー検 討会

「フィール ドワークを内観する フィール ドの思いと声 一 」

「民主 主義 の人類学 と人類学 の民主化 臨床 性 のため に」

「学知の還 元 調査 報告会 か ら学ぶ こと 」

第13回 2005年ll月10日

加 藤 謙介

家高 洋

ディスカッションペーパー検討会

「心理学における〈横断的な知〉 社会心理学の「歴史」を題材に

「1970年代以降の科学社会学の展開 「横断性」の観点から」

」

第14回 2005年11月24日

伊 藤 遊

森 宣雄

ディスカッションベーパー検討会

「考現学から『臨床性』を考える」

「隠された歴史との対話 歴史研究における歴史と現在の連帯 」

第15回 2005年12月8日

田沼幸子

ステラ ・ジヴコヴァ

デ ィス カ ッシ ョンペ ーパ ー 検 討会

「ポス ト ・ユ ー トピ アに つ い て」「小 さな、 大 きな物 語 」

『ASIightlyDif琵rentHamletSoliloquy:Tobeornottobe...

一interestingThechoiceofaMusicianandaMusicologist一"

第16回 2005年12月22日 デ ィス カ ッシ ョンペ ー パ ー 検 討 会

ジェシカ ・バ ウヴェンス"Findingmeaningin`yamanashi,ochinashi,iminashi'

一womenandgirlscreatingalternativestohomosocial

andheterosexistpornography　

樋 上 千 寿 「デ ィシ プ リ ンとい う場 「非 一場 」を生 きる研 究 対 象 と、 そ れ へ の

ア プ ロー チ 方 法 」

第17-22回 2006年1月12日 、1月19日 、2月2日 、2月23日 、3月9日 、3月23日

ふ りかえりの会(〈討 議空 間のデザイン〉検 討会)

メンバー 藤 本武 司(特 任助 手)、 家 高 洋 、加 藤謙 介、 ステラ ・ジヴ コヴァ、 田沼幸 子、 蓮田 隆志、樋 上

千 寿、(以 上特任 研 究員)、 加 藤敦 典(学 振研 究 員:COE)、 上 田 達(リ サーチ ・アシスタント)、

蛾
シンポジウム・ワークショップ ・セミナー ・研究会一覧 Q73
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井 垣 明子、久 保 田美 生 似 上 メディアスタッフ)、 清水 良介(コ ミュニケ ーションデザイン ・セ ン

ター)、 内海博文(人 間科 学研 究科 サイバ ー ・メディア室、以 上学内共 同研 究者)、 伊 藤 遊、 ジェ

シカ ・バ ウヴェンス(以 上 、京都 精華大 学)、 森 宣雄(英 知大 学、以 上学外 共 同研究 者)

第1-2回 2006年4月6日 、4月20日 ふりかえりの会

研究会での議論が報告書掲載論文に与えた影響、研究会自体の機能について検討

2005年 度の議論と報告書を踏まえた、今年度の研究会の在り方についての議論

DVD構 想の検討 ・研究会全体での共有→若手研を端的に示すキーワードの抽出作業開始

DVD収 録用インタビューの開始

冊子版編集委員会の立ち上げ

第3-4回 2006年5月11日 、5月25日

DVDの 構 成の検討

冊子 版報告 書 の構 成お よび 目標

第5回 2006年6月8日

田沼幸 子

ディス カッションドラフト検討 会

「ユー トピア小 説 と民 族誌 」

第6回 2006年6月22日

樋 上千寿

家高 洋

ディスカッションドラフト検討 会

「シャガールの作品 はなぜ 「あんなこと」になったのか?

芸術 創造 の源へ のアプローチ」

「フッサ ール、デ リダとランシエール」

第7回 2006年7月6日 ディスカッションドラフ ト検 討会

情報 科学 技術 フォーラム(FIT2006)提 出原稿 の検 討

鷲 田リー ダーとの座談 会 を踏 まえた報告書 内容 の検討

ディス カッシ ョン ドラフトの在 り方 につ いて

第8回 2006年7月20日

上 田 達

蓮 田隆志

ディスカッションドラフ ト検 討会

「人々をつ くりあげ るとは どういうことか」

「隴 を得て また蜀 まで も得てみ たら

多史 料時代 のベ トナム史研 究展 望 」

第9回 2006年8月3日

加藤 敦典

加藤 謙介

ディスカッションドラフト検 討会

「活動 中の民主 主義 のため に 文化人類 学か らの問 いか け 」

「社会心 理学 における 〈臨床性 〉と〈インターフェイス〉 一 アクシ ョン・

リサ ーチにおける くインターフェイス〉の設 えをめ ぐって 一 」

第10回 2006年8月31日 デ ィス カ ッシ ョンドラ フ ト検 討 会

ス テ ラ ・ジ ヴ コ ヴ ァ"TheDilemmabetween"TheOddManOut"
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or"TheUsefulInsider"FindingOne'sPlaceundertheSun"

藤 本 武 司 「ラ シー ヌ 『ブ リタニ キ ュス 』の 終 結 部 に関 す る一 考 察

ヴェス タ聖 女 ジュ ニ ー をめ ぐって」

マ ッピ ングの 時 系 列 化 の試 み

⇒
彎
燐
器
含
茎
塾

ギ

敦
言

脚霧

第11-13回 2006年9月14日 、9月21日 、10月5日

報 告書 とDVDの コンテンツにつ いての議論

ディス カッションドラフ トか らの 〈聞 いの共有〉に関する議 論

トランスナショナリティ研究

蔭…欝麟蠢讖黙鑞購 ξ嚢　講難 鸚 韆 轢飜 覊 爾 飜 黼 騰 蠶韃　　蕘　羹…蠶蕪萋蠢…靉靉葦難苳　難堯難爨　耄萋　塁き　靉　§　き　　き…簔き§鬟蓍繋　………　…　蓐}　ξ…{ξ鑄}嚢ミき妻き§きき…§§ξii}ξi§

2004年10月28日 一玉0月30日

主催:国 立民族学博物館

共催:渋 沢民族学振興基金 大阪大学21世 紀COEプ ログラム「インターフェイスの人文学」

後援:日 本文化人類学会

ll国 際シンポジウム(国 立民族学博物館第4セ ミナー室)

璽匯 皿■■■i聾鰹1覊鬢藝鼕灘義嚢1韈馨讖難i籌ii轟轟 ξ蠡}ξ鑄曩 ミ轟 鏨1黯1藩1轟・1轟i轟聾 鑓1羹・襲驤鼕潔

13=00-13:20オ ープニングァドレス 山下晋 司(東 京大学 大学 院教授)

13:20-14=00 基 調 講 演

WilliamBeeman(ブ ラ ウン大 学 教 授)

"五
εαr痂g如Lゴ γθfη0η θWorl4:MargaretMead「sUnfinishedWorkanditsWisdomforthe

InternationalCommunity"

14:15-16:00 分科会1「子どもとメディア」

座長 箕浦康子(お 茶の水女子大学客員教授)

パネリスト

趙韓恵淨(延 世大学校教授)

白石さや(東 京大学大学院教授)

繊

シンポジウム・ワークショップ ・セミナー ・研究会一覧 075
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松田美佐(中央大学助教授)

16:15-18:00 分科会2「民族誌映画の活用」

座長 大森康宏(国 立民族学博物館教授)

パネリスト

WiltonS.Dillon(ス ミソニアン協会名誉教授)

永渕康之(名古屋工業大学大学院助教授)

宮坂敬造(慶 應義塾大学教授)

10:00-ll:45 分 科会3「 男性 と女 性」

座 長 山本真 鳥(法 政大学 教授)

パ ネリス ト

GlendaS,Roberts(早 稲 田大学 大学 院教授)

窪田幸子(広 島大学 助教授)

菅原和孝(京 都 大学大 学院教 授)

12:45-14:30 分科会4「文化と政策」

座長 桑山敬己(北海道大学大学院教授)

パネリスト

韓敬九(韓国国民大学校教授)

菊地暁(京 都大学助手)

住原則也(天 理大学教授)

14:45-16:30 分科会5「開発と文化」

座長 小泉潤二(大 阪大学大学院教授)

パネリスト

KayWarren(ブ ラウン大学教授)

池田光穂(熊 本大学教授)

鈴木紀(千 葉大学助教授)

16:45-18:00 「総括セッション」

座長 田村克己(国立民族学博物館教授)

総括 波平恵美子(お 茶の水女子大学教授)
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12公 開シンポジウム 「現代世界の文化人類学:社 会との連携を求めて」(国 立民族学博物館講堂)
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13:30-13=40 館長挨拶

13:40-14:20 基 調 講 演

CatherineBateson(文 化 関 係 研 究 所 所 長)

"AnAnthropolo
gy∬orthePuture"(同 時 通 訳)

14=30-16:30 パネルディスカッション

パネリスト

山下晋司(東 京大学大学院総合文化研究科教授)

箕浦康子(お 茶の水女子大学開発途上国女子教育協力センター客員教授)

大森康宏(国 立民族学博物館民族文化研究部教授)

山本真鳥(法政大学経済学部教授)

桑山敬己(北 海道大学大学院文学研究科教授)

小泉潤二(大 阪大学大学院人間科学研究科長/人 問科学部長教授)

波平恵美子(お茶の水女子大学文教育学部教授)

1難i鑞 鑞 黷鑼 講 讖灘灘il篝1蓑ll韈1嚢1難il韓1奪i:羅…,…鑿…蟻…鷲…1熱
2005年2月13日14:00-18:00

大阪 大学 中之 島センター7F第3講 義室

主催:

共催:日 本 文化人類 学会

大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」 トランスナ ショナリティ研 究

14:00-16:00 第1部 基調 講演

グスタボ ・リンス ・ヒベ イロGustavoLinsRibeiro

(ブラジル人類 学会会長/ブ ラジリア大 学人 類学部 ・アメリカ比較研 究所準 教授)

「世 界の人類 学:現 代 人類 学にお ける国際政治(コ スモポ リティクス)、 権 力、 理論」

"W
orldAnthropologies:Cosmopolitics,PowerandTheoryinContemporaryAnthropologゾ

質疑応 答

16:15-18:00 第皿部 討論 「人類学の複数化と人類学会世界協議会(WCAA)の 設立」

シンポ携 ・ワークショップ・セミナー ・研究会一覧 077
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司会 小泉潤二(大 阪大学/日 本文化人類学会国際連携委員会委員長)

基調講演者 グスタボ・リンス・ヒベイロ(ブラジリア大学)

パネル 石川登(京 都大学)

ジェリー ・イーズ(立命館アジア太平洋大学)

栗本英世(大 阪大学)

竹沢尚一郎(国 立民族学博物館)

横山廣子(国 立民族学博物館)

(以上、日本文化人類学会国際連携委員会委員)

春日直樹(大 阪大学)

桑山敬己(北 海道大学)

中川敏(大 阪大学)

lR・1i臻・鷺・,S・¢幽 囃 ・掴 ¢P輔 螻 癖i綜 數P謝 徐鱗1訟 躍麟i;…滋 。_、.'蹴i蕊◎ ・・

2005年3月24日10:15-18:00

国立民 族学 博物 館2F第4セ ミナー室

主催:国 立民族 学博 物館

共催1大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」トランスナショナリティ研 究

討論発題者 TalalAsad(ニ ュー ヨーク市 立大学)

大 澤真幸(京 都大 学)

臼杵 陽(国 立民族 学博 物館)

10:30 OpeninglecturebyTalalAsad(CUNY)

ll:30 Discussionandcomments

12:00 Lunch

13:30 SpeechbyUsukiAkira(NationalMuseumofEthnology)

14:30 SpeechbyOsawaMasachi(KyotoUniversity)

15:30 Conleebreak

15:45 Generaldiscussion

18:00 Closure
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2005年10月29日 一30日

大阪大 学大学 院人 間科 学研 究科 ユメンヌ ・ホール

11:00-11:10田 沼幸子

「はじめ に 様々な 『ポスト』、 様々な 『ユ ートピア』」

11:15-11:45 石塚道子

「地に呪われた者は立ち上がったのか」+質 疑応答(以 下同)

13:00-13:30 上田達

「遠き眺め マ レーシア ・ナシ ョナリズ ムの語 り方」

13:45-14:15 加藤敦典

「革命的なプランの跡で、希望なき民主主義へ?

村落民主のゆくえ」

ベ トナムにおける

14:30-15:00 中川 理

「新 しい社 会的 リアリティをつ くる

事 例」

フランスにおける相互扶助アソシアシオンの

15:45-16:15 太田心 平

「いまそこにあるユートピア ある労働者地下組織と『民主化』前後の韓国」

16:30-17:00 映 画 『イ ンタビ ュー』(Intervi等ta)(25分)上 映

17:00-17:10 大杉 高司 「映 画 『インタビュー』について」

17:15-17:45 冨山一郎 〈コメント〉

17:45-18:45言 寸論

セ

■■匚匸コ鬯冨1匿==■国囗■■■■■■■■■■■匿鬟嚢嚢蠶耄蕪糞叢耄蒙嚢i嚢鬟ii難ξ至鼕蓁嚢i萋蓑耋難

10:30-11:00佐 々木 祐

「塗 り込め られた記憶

懸1聾 鑑 灘1鍵ii鑓灘li藩i藷轟ミ1羹

ニカラグア壁画運動の周辺から」

聾 轄 鑑嚢ililミ薫議睡li鑑鑾蜜難

11:15-11:45 田沼幸子

「YUMA ハバ ナで望 む、 ここで はない どこか、 私ではない誰 か」

13:00-13:30 春日直樹

「贈与と商品、反復と差異」

13:45-14=15 †直村'清加

繊
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「"vivreauparadis　 移動 、 イスラーム 『回帰』、 フランス市民社 会」

14:30-15:00 佐 々木一惠

「同床異 夢 共産党根 拠 地延安(1937年)の 賀子珍 ・アグネス ・スメドレー、呉広 恵」

15:45-16:15 栗本英世

「教育に託した開発/発 展への夢 内戦 、離散 とパ リ人」

16:30-17:00 松 田素二 〈コメント〉

17:00-18:00 討論

1準ラ冫母 覇 製 テ癩 究無ミテ堕;}・:撫蔘態 麹 琵蹴,・

大阪大学人間科学研究科東館2Fユ メンヌ・ホール

第24回2004年4月23日

渥美公秀(大 阪大学大学院人間科学研究科 ボランティア人間科学講座助教授)

「災害ボランティアのトランスナショナリティ 阪神 ・淡路大震災の被災地から考える」

第25回 2004年5月14日

武 内進一(日 本 貿易 振興 機 構 アジア経済研 究所 新 領域 研 究 センター 国際 関係 ・紛 争研 究 グ

ループ長代 理)

「アフリカの紛 争とトランスナショナリティ」

第26回 2004年5月21日

加藤 敦典(大 阪大学大 学院 人間科学 研究 科博士 後期課 程/大 阪大学21世 紀COERA)

「ベ トナム農 村 にお ける民事 紛争調 停 の実践 トランスナ ショナル状 況 にお ける国民 国家 と村

落」

田沼幸子(大 阪大 学21世 紀COE特 任研 究員)

「話 せ ない ことを語 る:cuento(ク エ ント)か ら見 る現代 キューバ」

第27回 2004年6月4日

クウェ シ ・ク ァ ・プ ラ ーKwesiKwaaPrah(ア フリカ社 会 高 等 研 究 所 所 長)

「ア フ リカ ア ラ ブの 境 界 地 域 に お ける ナ シ ョナ リズ ム 、 市 民 権 、 コ ンフ リク ト」(英 語 講 演)

``Nationalism
,CitizenshipandConflictintheAfro-ArabBorderlands."

第28回 2004年6月11日

ヴァレンタイン ・ダニエルE.ValentineDaniel(コ ロンビア大 学教 授)

「難 民:避 難に関する言 説」(英 語 講演)

080 ir覚騨ξ嬬a馨 翻賢灘蠣霊i鎗s類融ミa蠶心羅紅2§麟一2(矯s



"Refugees:ADiscourseonDisplacement ."

第29回 2004年7月2日

稲賀繁美(国 際日本文化研究センター/総 合研究大学院大学教授)

「岡倉天心とインド 越境する近代国民意識と汎アジア・イデオロギーの帰趨」

第30回 2004年7月9日

ニテイ ・パ ワカパ ンNitiPawakapan(シ ンガポール大 学人 文社 会 学 部東 南 アジァ研 究 科助 教

授)

「タイ ・ビルマ 国境地域 にお ける交 易 と密輸 」(英 語講 演)

"TradeandSmugglingintheThailand -BurmaBorderlands ."

第31回 2004年7月16日

箕浦康子(お 茶の水女子大学客員教授)

「親の海外駐在と子ども 在外日本人児童と在日インターナショナルスクールの調査から」

第32回 2004年7月17日

前川啓治(筑 波大学大学院人文社会科学研究科国際政治経済学専攻教授)

「人類学と国際文化論ないし政治経済学」

第33回 2004年7月24日.

山之内靖(フ ェリス女学院大学国際交流学部名誉教授)

「『再魔術化する世界』をめぐって」

第34回 2004年9月28日

マ ル クス ・S・シ ュル ツMarkusS.Schulz(ニ ュー ヨー ク大 学 ラ テ ンアメ リカ ・カ リブ研 究 セ ンター

講 師)

「サパ テ ィス タの トランス ナ シ ョナル ・ネッ トワー ク」(英 語 講 演)

"]:heTransnationalNetworkoftheZapatistas
,"

第35回 2004年10月1日

デ イヴィッ ド ・ブ レイク ・ウィリスDavidBlakeWillis(相 愛 大 学人 文 学 部 教 授)

「太 平 洋 に お け る ク レオ ー ル 時 代 トラ ンスナ シ ョナ ル 日本 と境 界 地 域 の ク レオ ー ル 化 に つ い

て の 覚 書 」(英 語 講 演)

`℃
reoleTimesinthePaci丘c:NotesonCreolizationfbrTransnationalIapanandHerBorderlands."

第36回 2004年10月15日

志水 宏吉(大 阪大 学人 間科学 研究科 教授)

「学 校文化 とエスニシティ ニューカマー外 国人へ の教育 支援 をめ ぐって」

第37回 2004年10月26日

シンポジウム ・ワークショップ・峰 ナー ・研究会一覧 081
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アンソニー ・リー ドAnthonyIohnStanhopeReid(シ ンガポール国立大 学アジァ研 究所所 長)

「インドネシァ、 イスラーム、アチェー」(英 語 講演)

"l
ndonesia,IslamandAceh."

共催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

世界 システム と海 域 アジァ交通

第38回 2004年11月5日

オ ラデ イン ・E・ ボ ラグUradynEBulag(ニ ュー ヨー ク市 立 大 学 助 教 授)

「チ ンギ ス ・ハ ー ンの 頭 蓋 骨 と魂 を狩 る 歴 史 ・イデ オロ ギ ー ・人 種 的 イメー ジ の なか の ユ ー ラ

シ ア辺 境 地 帯 」(英 語 講 演)

"H
untingChinggisKhanもSkullandSoul:EurasianFrontiersofHistorical,ldeologicalandRacial

Imaglna亡ions."

第39回 2004年11月12日

藤 川隆男(大 阪大 学文学研 究 科教授)

「1850年 代のオース トラリアの反 中国人 運動 における先住 民 の忘 却」

第40回 2004年ll月19日

河村 哲二(武 蔵 大学経 済学 部教授)

「グローバ リゼーションとアメリカ経 済」

第41回 2004年11月26日

太 田心 平(日 本 学術 振興会 特別研 究員)

「『絶 望移民』を生む力 現 代韓 国における386世 代の感情 生成 について」

第42回 2004年12月3日

岩渕功 一(早 稲 田大 学国際 教養学 部助 教授)

「トランスナ ショナルな現象 を社会 学 、人類 学、 民俗 学、 歴史学 を横 断す る視 点か ら読み解 くた

めに」

共催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」

イメージとしての 〈日本 〉

第43回 2004年12月10日

井野瀬久美惠(甲南大学文学部教授)

「大英帝国という歴史空間を再考する サラ ・フォーブス ・ボネッタはどう語 られたのか」

第44回 2004年12月17日

コス タス ・ラバ ヴィツァス

部助 教授)

CostasLapavitsas(ロ ンドン大学東 洋 ・アフリカ研 究 学院法 社会 科学

1獣醗紬毒聲巍"蠅羅饕i藝覊 ξ》凝鵬露江》○蠧2§3母一2(}(総



「貨 幣 と信 用 の 構 成 要 素 として の権 力 と信 頼 」(英 語 講 演)

"P
owerandTrustasConstituentsofMoneyandCredit."

第45回 2005年1月28日

ミリー ・クレイ トンMillieCreighton(ブ リテ ィッシュ ・コ ロンビ ア大 学 人 類 学 ・社 会 学 科 助 教 授)

「日本 人 性 を 想 像 し、 日系 を定 義 す る 日系 人 の トラ ンスナ シ ョナ ル なネ ッ トワー キ ング」

(英 語 講 演)

"Imaging∫apaneseness
,DefiningNikkei:TheTransnationalNetworkingofPeopleofIapanese

Descent.",

第46回 2005年2月18日

グス タ ボ ・リンス ・ヒベ イ ロGustavoLinsRibeiro(ブ ラジ リア 大 学 人 類 学 部 準 教 授)

「複 数 の グ ロ ーバ ル 化 〈ネ イテ ィヴ に か わ る〉 トラ ンス ナ シ ョナ ル な行 為 者 た ち」(英 語 講 演)

"OtherGlobalizations;Alter -nativeTransnationalAgents ."

第47回 2005年3月4日

アユ ミ ・タケ ナ カAyumiTakenaka(ブ リン ・モ ア ・カレ ッジ助 教 授)

「再 移 民 なぜ 、 移 民 た ち は 日本 や 英 国 か らアメ リカ を 目指 す の か」(英 語 講 演)

"SecondaryMigration:WhyDoImmigrantsRe -migratefromIapanandtheUK .totheU.S3"

第48回 2005年3月22日

マ ル テ イン ・リー ゼ ブ ロ ットMartinRiesebrodt(シ カゴ 大 学 社 会 学 部 ・神 学 部 教 授)

「『宗 教 概 念 』の 関 係 的 正 当 化 に む け て」(英 語 講 演)

"T
owardsaRelationalLegitimationoftheConceptof`Religion.'"

第49回 2005年4月22日

時安邦 治(学 習院女子大 学国際文化 交流学 部助教 授)

公 開講座 ・連 続セ ミナー 「グローバル化 とシティズンシップ」第1回

「多文化 的シティズ ンシ ップをめぐって」

第50回 2005年5月13日

近藤英 俊(関 西外 国語大学 特任 助教 授)

「オカル トモダニティー アフリカにお ける 「呪術 の近代」論再 考」

第51回 2005年5月27日

植 村清加(成 城大学民 俗 学研 究所研 究員 〉

「マグ レブ系移民 とフランス ローカリティとそ の拡張」

第52回 2005年6月3日

亀山俊朗(大 阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程)

織
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公 開講 座 ・連続 セミナー 「グローバ ル化 とシティズンシップ」第2回

「近代的 シティズ ンシップ概念 の限界 と可能 性」

第53回 2005年6月17日

渡辺 靖(慶 應 義 塾大学 環境 情報 学部助 教授)

「『アフターアメリカ』再訪」

第54回 2005年6月24日

クリス ・グ レゴ リーChrisGregory(オ ース トラリア 国 立 大 学 準 教 授)

「トランス ナ シ ョナ ル な プ ロセ ス 入 類 学 理 論 の 持 続 可 能 性 と危 機 」(英 語 講 演)

"T
ransnationalProcesses,SustainabilityandtheCrisisinAnthropological血eorジ'

第55回 2005年6月27日

宮崎広 和(コ ーネル大 学入類学 科助教 授)

「知の技 法 としてのアービトラージ 贈与 論と金 融工学 における複 製 ・反復 ・希望」

第56回 2005年6月30日

シュテ フィ ・リヒターSte缶Richter(ラ イプチ ヒ大 学 東 ア ジア研 究 所 日本 学 科 主 任 教 授)

「趣 味 の 競 演 、 日本 的 身体 の 造 形 三 越 デ パ ー トと近 代 的 アイデ ンティテ ィの 『デパ ー ト化 』」

(英 語 講 演)

℃ontestingGoodTaste,ShapingIapaneseBodies:TheDepartmentStoreMitsukoshiandthe

「IDepartmentalizationl'ofModernIdentities
."

第57回 2005年7月1日

宮 崎恒 二(東 京外 国語大学 アジア ・アフリカ言語 文化研究 所教 授)

「境 域 とその変 遷 サバ(マ レーシア)に お ける人の移動 」

第58回 2005年7月8日

ダ リウシュ ・ツィフォヌンDari雨Zifbnun(コ ンスタンツ大学歴 史学 ・社会 学部 助教 授)

「移 民時代 の社会 学 概 念 的問題 に対 する取 り組み と実 証 的研 究 による発 見」(英 語講演)

"S
ociologyintheAgeofMigration:ConceptualIssuesandEmpiricalFindings."

第59回 2005年7月15日

ア ルベ ル ト ・カ ンブ ロ ッシオAlbertoCambrosio(マ ッギ ル大 学 医 学 部 ・医学 の社 会 研 究 学科 教 授)

「グ ロ ーバ リゼ ー シ ョン時 代 に お け る生 物 医学 ネ ットワ ー ク」(英 語 講 演)

"BiomedicalNetworksinanEraofGlobalization
."

第60回 2005年7月22日

三尾 裕子(東 京 外 国語大学 アジア ・アフリカ言語 文化 研究 所助教 授)

「越境 とアイデ ンティティ 中国系移民 の 「土 着化 」を中心 に」

熱鷙纏鷁 瓮轜砺躙霹謡鋪委}s籌&鞄臨登ck2(}《購一23礬6



第61回 2005年10月7日

渋谷 努(東 北学院大学文学部非常勤講師)

「パリ『郊外』での移民出身者を中心とした地域団体 地域意識の醸成過程に関する試論」

第62回 2005年10月14日

縄 田浩志(鳥 取大学 乾燥 地研 究センター総合 的砂漠化 対処 部門講 師)

「アラビァ半島 と北 東 アフリカを結ぶ レース用ラクダの生 産と交 易ネットワーク」

第63回 2005年10月21日

上杉富之(成 城大学文芸学部及び大学院文学研究科教授)

「人類学から見たトランスナショナリズム研究 研究の成立と展開および今後の可能性」

第64回 2005年ll月11日

土佐弘之(神戸大学大学院国際協力研究科教授)

「倫理の跛行的グローバリゼーション アフリカの人道的危機と国際社会」

(日本アフリカ学会関西支部例会を兼ねる)

第65回 2005年11月18日

小田博志(北 海道大学大学院文学研究科助教授)

「他者を迎え入れる社会一 異人歓待、アジール、入国管理」

第66回 2005年11月25日

関 嘉寛(大 阪大 学 コミュニケーションデザイン・センター(CSCD)助 手)

連続 セミナー 「グローバ ル化 とシティズンシップ」第3回

「リスクのグローバル化 と減災 被災 者の人権 を考える」

第67回 2005年12月2日

樋 口明彦(大 阪大学 大学 院人 間科 学研 究科博 士後 期課 程)

連続 セミナー 「グローバ ル化 とシティズ ンシップ」第4回

「社 会的包 摂 と正義 グローバ ル化時 代 の2つ の世界 、2つ の規 範」

第68回 2005年12月9日

トマ ス ・ロイターThomasReuter(メ ル ボ ル ン大 学 人 類 学 ・地 理 学 ・環 境 研 究 学 部/「 エ リザ ベ

ス2世 」上 級 研 究 員/オ ース トラ リア人 類 学 会 前 会 長)

「2002年 テ ロ攻 撃 以 後 の イ ン ドネ シア ・バ リに お ける新 た な文 化 復 興 運 動 」(英 語 講 演)

"GlobalisationandRegionalism
:TheRiseofaNewCulturalRevivalMovementinBali,Indonesia,

a丘erthe2002TerrorAttack,"

第69回 2006年1月27日

出口顯(島 根大学法文学部社会文化学科教授)

シンポジウム ・ワー クショップ ・セ ミナー ・研究 会 一 覧
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「スウェーデ ンの国際養 子とアイデ ンティティ」

第70回 2006年2月10日

イヤル ・ベ ン ア リEyalBen-Ari(エ ル サ レム ・ヘ ブ ライ大 学 社 会 学 文 化 人 類 学 科 教 授)

「『人 権 』 と 『精 密 戦 争 』 一 アル ーアクサ ・イ ンテ ィフ ァー ダ に お け る 犠 牲 者 、 イス ラエ ル 軍 、

グ ローバ ル な言 説 」(英 語 講 演)

`"H
umanRights'and`PrecisionWarfare㌔Casualties,theIsraeliMllitarアandGlobalDiscourses

intheAl-AqsaIntifada."

第71回 2006年2月24日

内海博 文(大 阪大学 大学 院人 間科 学研 究科 特任 助手)

連続 セミナ ー 「グローバ ル化 とシティズンシップ」第5回

「人間の安 全保 障 と秩 序 問題の現 在9.11以 後 の、2つ の トランスナ ショナルな政 治的秩 序 を

てがか りに」

第72回 2006年3月10日

報 告1)シ ャ リニ ・ラ ンデ リアShaliniRanderia(チ ュー リヒ大 学 教 授)

「新 しい グ ロー バ ル な構 成 の 説 明 無 責 任 性 一 狡 猾 な 国 家 、 国 際 機 構 、

市 民 社 会 」(英 語 講 演)

"馳eNewGlobalAr
chitectureofUnaccountability=CunningStates,

InternationalOrganisationsandCivilSociety」"

報 告2)マ マ ドゥ ・ディア ワ ラMamadouDiawara(フ ランク フル ト大 学 教 授)

「グ ロ ーバ ル な 歌 い 手 ア フ リカの ロー カル 音 楽 と トラ ンスナ シ ョナ ル な

演 奏 家 の 出 現 」(英 語 講 演)

"GlobalSingers
:LocalMusicinAfricaandtheRiseofTransnationalPlayers."

第73回 2006年4月21日

厚東洋 輔(大 阪大学 大学 院人 間科 学研 究科 教授)

「グローバ リゼー ションと社会概 念 の変容」

第74回 2006年5月26日

ジョン ・リーIohnLie(カ リフォルニア大学バー クレイ校社 会学部 教授/国 際 ・地 域研 究所 長)

「ディアスポ ラのナシ ョナリズム」(英 語 講演)

"Di
asporicNationalism"

第75回 2006年5月26日

ファトゥ ・ソウFatouSow(フ ランス国立学 術研 究センター(CNRS)研 究員/シ ェイク ・アンタ・

ディオ ップ大学 準研究 員)

;書賞瓣鱇o鬱饕誠懸鑞i薙蟄s霧鑢犇甎諄o勲難飆 ・芝黝§



「グ ローバ リゼ ーシ ョンの文 脈 で ア フリカ開 発 を再 考 す る もしジ ェ ンダー が 問 題 に な るな らば 」

(英 語 講 演)

"Re -thinkingAfricanDevelopmentintheContextofGlobalization:AndifGenderMattered ."

(日 本 ア フ リカ学 会 第43回 学 術 大 会 プ レイヴェ ン トを 兼 ね る)

第76回 2006年6月16日

三島憲一(東 京経済大学経済学部教授)

「ドイツの外国人労働者をめぐる議論 現代の社会統合における文化論的錯覚について」

第77回 2006年6月26日

ア ンナ ・ツインAnnaLowenhauptTsing(カ リフォルニ ア大 学 サ ンタクル ー ズ校 教 授)

「先 住 民 の声 」(英 語 講 演)

"IndigenousVoice
."

第78回 2006年7月7日

小 泉潤二(大 阪大学大 学院 人間科学 研究 科教 授)

「『トランスナ ショナリティ』という問題群 グァテマ ラ北西部 の30年 から」

第79回 2006年10月20日

ヴォルフガング ・シュヴェントカーWol㎏angSchwentker(大 阪大学大学 院人間科学 研究科助教 授)

「二十世 紀におけるメガシティの誕 生」

第80回 2006年11月2日

石 田慎一郎(日 本 学術 振興 会特別研 究員)

「ADRの 技 術移 転 と多元 的法 体制 の再編 ケニアの事例 を中心 に」

共 催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床 と対 話

第81回 2006年11月17日

木 前利秋(大 阪大学 大学 院人間科 学研 究科教 授)

「グローバ ル化 の下 での人権 とシティズンシップ」

第82回 2006年12月22日

真 島一郎(東 京外 国語大 学アジア ・アフリカ言 語文化研 究所助 教授)

「中間集 団とトランスナ ショナリティ 《社会 ・体 ・倫 理》の忘却 にまつわる人類 学史か ら」

第83回 2GG7年2月9日

赤 尾光春(北 海道大学 スラブ研 究セ ンター研 究員)

「追放(ガ ルー ト)か ら離 散(デ ィアスポラ)へ 一 ユ ダヤ教 超正 統派 と 「帰 還」の神話 学」

第84回 2007年2月13日

フランク ・ハ イデマンFrankHeidemann(ミ ュンヘ ン大学 文化 科学 研究科 教授)

シンポ ジウム ・ワークショップ ・セミナ ー ・研 究 会 一覧

嘗



"Ontherelatio
nshipofLocalSocietyandtheState:TheapPropriationofstateideologyand

institutionsinaSouthIndianfarmingcommunitゾ

「地 域 社 会 と 国家 の 関 係 南 イ ン ドの 農 業 共 同 体 に お ける 国 家 イデ オ ロギ ー と国 家 機 構 の 流

用 」

第85回 2007年2月23日

宮武公夫(北 海道大学大学院文学研究科教授)

「人類学写真」の現在

世界システムと海域アジァ交通

i第3回全麟欝灘鰹吏教鋼鯵会鋳纔1
2004年8月9-11日

大 阪大学 附属図書館 本館A6F図 書館 ホール

12:00 開場

12:20-12:50 開会挨拶と趣旨説明

桃木至朗(大 阪大学教授)

13:00-14:40 中世日本の三国世界観と神国思想

平 雅行(大 阪大学教授)

天竺 ・震 旦 ・本朝 一

15:00-16:40 東南アジアにおける外来文明や「世界」との向き合い方

桃木至朗(大 阪大学教授)

日本史との比較

16:40-16:50 自由質問票記入時間

9:10-10:00前 日の質問へ の回答、受 講者 のフリートーキング

10:10-11:40 中央ユーラシア史から見たアジァ史 ・日本史

森安孝夫(大 阪大学教授)

12:50-14:00 中世日本列島と海域世界

088 1嚢隷爵難c巳軽u躡お霞i輔$s騨a雛 翫3醜2㈹ 羅一2《}(隙



山内晋次(大 阪大学特任助手)

14:10-15=20 琉球王国と東アジア国際秩序

岡本弘道(大 阪樟蔭女子大学非常勤講師)

15:30-16:40 近世東北アジアと日本列島

杉山清彦(大 阪大学助手)

窮
㎜O
び
黛
羔
寶
跡O
「畷
尠
識
鑑
罵
禽急
伸
一筵
帶
凄
臨
麟

16:40-16:50 自由質問票記入時間

9:10-10:30 前 日の質問へ の回答、 受講 者のフリー トーキング

10:40-12:20 世界システム・アジア交易圏と近代日本

秋田茂(大 阪大学教授)

14;00-16:00 全体討論会

16:00 閉会挨拶

2004年10月27日15:00-17:30

大阪大 学大学 教 育実践 センター人文社 会科 学棟2F217演 習 室

主催=大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

共催:海 域アジァ史研 究会

科 学研 究費 「近代世界 システム以前 の諸地域 システムと広域 ネットワー ク」研 究班

後 援:サ ントリー文化財 団

講師

蓮田隆志(大 阪大学大学院文学研究科博士後期課程 近世ベトナム史)

米田誠(大 阪大学大学院文学研究科博士前期課程 オーストラリァ近代史)

山下範久(北 海道大学大学院文学研究科歴史文化論講座助教授 歴史社会学)

2004年10月29-30日

メルパ ルク沖縄(那 覇市)

シンポジウム ・ワークショップ ・セ ミナー ・研 究会 一 覧 089
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090

主催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文 学」

国立 シンガポール大学 アジァ研 究所(ARI)

■國躍 匪■ ■巳:φζ1繭……享oφ峯.li:i:iii…纏鬘…靉.鷺ii;.….、　1鬻卿、.

8:30-9:00Registration

蜜…:己.…:鱗;….li{;ii.霧i黷:i羅..'蓉:;:.…鑾 髴i.醗鸛 譬藤i;;;1議.……靉llli.{ll:鍵ii鐵}1:1

9:00-9:15 OpeningWords

AnthonyReid(Nationa重UniversityofSingapore)

9:15-9:30 PracticalInfbrmation

PiyadaChonlaworn&FulitaKayoko(OsakaUniversity)

9:30-10:00 PlenaryTakaraKurayoshi(UniversityoftheRyukyu)

TheKingdomofRyukyu;ItsFormationintheMaritimeAsianWorld

10:00-11:45

10:00一

10:30一

11:00一

11:30一

Sessionl:PowerandAuthorityintheMaritimeAsianWorld

票瞳 斗.Y・m…hiShi・ji&M・m・kiShi・ ・(0・ak・U・i・…ity)

丁11eRelationshipbetweenMaritimeMerchantsandState/Kingshipin

Northeast/SoutheastAsianSeas丘omthe10thtothe15thCenturies

翠鱒 喫Geo仔Wade(NationalUniversityofSingapore)

RyukyuintheMingShi-1ul360s-1560s

曝 ≠i….310k・m・t・Hi・・mi・hi陣t・U・i・ersity)

TheMingDynasty「s"TributarySystem"andtheRoleoftheRyukyu

Kingdom:FocusingonGivingaTributeasanAct

や1$ζ繭 φCh・i・ ・SunL・i・h・n

13:00-14=15

13:00一

13:30一

14:00一

Session2=Trade,Merchants,andCommoditiesl

P鋤 ¢4FujitaAkiyoshi(TenriUniversity)

MarltimeTradeNetworksa皿dtheIapaneseIslandsinNortheastAsia

彜P磯..与Qi・nli・ng(U・iversity・fH・ngK・ng)

BridgingEastOceanandWestOcean=HokkienMerchantsinMaritimeAsia

や圭:瞬1軸Ch・i・ ・G・・仟W・d・

14:30-15:45

14:30一

15:00一

Session3:Trade,Merchants,andCommodities2

曝 重i:5K・nn・thRR・bi…n(1・t・ ・n・ti・n・lch・i・ti・nu・i・…ity)

ChosonKoreaandMaritimeTradeinSoutheastAsianGoods,1392-1609

コ

軸 ≒≒マXi・Bi一 ・h・n(F・li・nN・ ・m・IU・iversity)

AStudyontheIntermediaryMaritimeTradeofRyukyuKingdom

1鞍セ¢縛 勧G薙 軽撃堯蕊 曇聖ヨi蘰a$華 換t8彝oぴk2夸 昏羅"2拿奮臨



15;30一
　マまき　しまとヨぼヨへ　モまちモ　ゲお　ミなぽち　ニ

鋤総懿蠻灘臣,肌嘸唖慝β.炉妃鼻.慝曽丐..臣配り蹴叫己己.匸.ア恥.脾乳鞘恥舐宙特帛』庫慝再恥恥幹賦.鷲霜配
Chair:10hnE.Wills,1L

16:00-17:15

16:00一

16:30一

17:00一

Session4:MilitaryPowers

モち　ほぬ　ドド　ドほ　ミぽテうへほ

覊 蘿 罍:鏡SunLaichen(CalifbrniaStateUniversity,Fullerton)

GunpowderTechnologyandCommerceinEastandSoutheastAsia,

c.1368-1683:TbwardDe五ningan『AgeofGunpowder"inAsianHis亡ory

鰯 鱒Ad・mCl・1・w(C・1・mbi・U・i・ …ity)

IapanlsWildGeese:IapaneseMercenariesinSoutheastAsia

鑾:韃 轗Ch・i・ ・1・m・・F・an・i・Warren

戴
。
茎
朧
麗
無
馨
畷
自ゆ
蓬

駕
霧
糊瓢
窮
網
》
繊

9:00-10:15

9:00一

9:30一

10:00一

ほウへほぞ　げ　　に　　ちヨ　ゆゆ　ほベサヨズササ　　サリ　サリ　ド　ド　ダ　ヤアゆじ　ゆてマ　り　　サてセ　てザマに　てザマ　マゆゆゆゆぽ　じ　いりへゆのザへのぴい　　 りゆ　　　ゆマセザリリてヨ　ザザザへいげ　ゆマ　　　いマい　いゆ　め　げへ　 う　　マ　ヘザへへ　　　　げ　　ゆ　お　　てぽげ　　　　　　ゼマ　お　セぽ　おド　お　　　　げ　げ　　ぽ　　ニ　じ　　 　　げ　セ　ま げへげ　ギモめちほほらまくドけへ　ら　マヤマ　らおちら　アドめ　マぐ　　　　れ 　　ド ヘレ 　くザ　　いサくへ　く　　ら　くチおピ　ドにピ

i儺鴨瞳 桝輯.榊.榊嬾 鯲 搬。鞭 囀.燃燃.濠:潜毒.撫艦.号照 撫…驚.醗鸞猟 纖 …苳懲雛:r逹照 寧躑 囀.=:藁華鑓鞭 講 覲谿 萋.鑿.i難谿 臙 難 匪:崙繍 般霎.鷲羅潟:/:鸞翼職.蠶濃 こ

Session5=NewApproachestotheStudyofMaritimeNortheast/SoutheastAsia

ゆド　ぽマサち　に　　ギド　や　アザげのヨ

輜 欝 顯1・m・ ・F・an・i・W…en(M・ ・d・chU・i・…ity)

W夸ather,HistoryandEmpire:1[heTyphoonFactorandtheManilaGalleon

Trade,1565-1815

ヨつゆロおマむゆ　モや　マほ　お　マモ
ヨ　モ　　　　　みおヨヘヘテポ　ラ　　そ

爨驀蘿 羅嚢LiuShiuh-fヒng(AcademiaSinica)

MaritimeSalvageandRefugeeRepatriationNetworksoftheEastAsianRim

intheQingDynasty

/.蕁.灘己?翼き筆..雲己裏竃二筆搴雪～己譯器醸鏃 鑞 讎
惹簽Chair;KennethR.Robinson

tt》 》=匸.帝毓年序.争'寧武."..阿律臣."F

10=30-11;45

10:30一

11:00一

11:30一

Session6:CurrenciesandPreciousMetalsinGlobalHistory

ゆ　とま　ヰてぼきひヨミラにモぽゐよら　
じ　り　らゆミ　ヨお　　へ　ヨ　ぽとヨハヒくい

蒙黥 難1糞警:K:urodaAkinobu(UniversityofTokyo)

InvisibleCorridorofCoPPerCurrenciesCrossingtheChinaSea:

TheDawnoftheSilverCentury

…奮蕁難 螺 蠡FujitaKayoko(OsakaUniversity)

IntheT綱1ightoftheSilマerCentury:ARe-examinationofDutchMetal

TradeintheAsianMaritimeTradeNetworks

薙1簸繭 §耄蕪Chair:AnthonyReid」舜'守.年隠.「臼妃野'隠?略.".'尭 聖…ミ亭

12=45-14=00

12:45一

13:15一

Session7:Korea-SoutheastAsiaRelations

驪i難H・W・ ・一b・ng(Ch・nb・kN・ ・i・n・lU・iver・i・y)

AStudyonCulturalInterchangeBetweenKoreaandVietnam

intheChosunDynasty

ベセ　　ミ　セ　ア　　しお　　ドま　モぐ　む　ヨ

簗 饌 葵鰻ChoHung-guk(PusanNationalUniversity)

HistoricalRelationsbetweenKoreaand皿1ailandintheLate14thCentury

シンポ ジウム ・ワークショップ ・セミナー ・研 究 会一 覧 091
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13:45一 Chair:HasudaTakashi(OsakaUniversity)

14:15-15:30

14=15一

14:45一

15:15一

Session8:NortheastAsiaintheAgeofCommerce

Pa癖5N・k・jim・G・k・ ・h・(Ky・・h・U・i・…ity)

SouthKyushuduringtheAgeofCommerce:ANodeofNortheastAsian

MaritimeTrade

IohnE.Wills,Ir.(UniversityofSouthernCalifbrnia)

TaiwaninThreePrisms:IapaneseDestination,SoutheastAsianAnalogue,

ChineseFrontier

I)語`虞3$ま0茸Chair=LeonardBluss6

15:45-17:00 GeneralDiscussionChair=MomokiShiro(OsakaUniversity)

ウ1:瞬≒1:1⑳All

2004年11月30日13:00-16:00

文学研 究科本館2F第1会 議 室

共 催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」世界 システム と海 域アジア交通

全 学研 究推 進室 文系WG

報告1 「21世紀の世界とアジアの歴史」

桃木至朗(大 阪大学文学研究科 東洋史学)

報告2 「狩猟採集社会像と東南アジア考古学」

小川英文(東 京外国語大学外国語学部 考古学)

報告3 「イギリス帝国史からグローバルヒストリーへ」

秋田茂(大 阪大学文学研究科 西洋史学)

総合討論

r麟
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2005年 正月22日15:30一 正8:00

文学研 究科本館2F第1会 議 室

欝
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Dr.ChlenKuo-tung

"TheHistoryofMaritimeTradingNetworksinEarly -ModernAsia"

OtaAtsushi

"皿1eImpactoftheCantonTradeonSoutheastAsia
:CollapseoftheVOCSystem

・ndN・wl・terregi・n・lT・ad・P・tt・ ・n,己1760-1800"

1鍵麺 靆鞴i鑞 繕黶難 覊鏃韆糶靉靉ii戀蓬1嚢馨灘i欝i蟻i轟il苺li暮蘿i蓑ii靉i鰻鐘島灘 繋懲 麟.

2005年8月9日 一ll日

大 阪大学 附属図書館 本館A6F図 書館 ホール

13:20 場開

13:50-14:00 開会挨拶

14:00-14:30 イントロダクション

桃木至朗(大 阪大学教授)

14:50-16:30 講演1「 世界システムから見た20世 紀史の全体像」

秋田茂(大 阪大学教授)

16:30-16:40 自由質問票記入時間

9:30-10:00質 問 回 答 とフ リー トー キ ング

10:10-11:50 講演2「 家族 ・女性 ・ジェンダー:日本古代を中心に」

武田佐知子(大 阪外国語大学教授)

12:50-14:30 講演3「 歴史と記憶 自称する歴史一 」

冨山一郎(大 阪大学助教授)

14:50-16:30 講演4「 新しい時代区分論」

桃木至朗

シンポジウム ・ワークショップ ・セミナー ・研 究 会 一覧 093



16:30-16:45 自由質問票記入時間

9:30-ll:00 質 問回答 とフリー トーキング

11=10-12=30

14:00-16:00

報告1

報告2

報告3

「世界史Aの 東アジア世界 冊封体制を中心に

毛戸祐司(京都府立田辺高等学校教諭)

「高等学校 『世界史』の教育内容開発」

森才三(広 島大学付属福山中・高等学校教諭)

「歴史用語の精選と体感できる授業をめざして」

松木謙一(神 奈川県立柏陽高等学校教諭)

総合討論

」

16:00 閉会挨拶

Ilnt・m・ti・副Wり 齲 ・ゼC藤is蜘 ・S顛0嶼睡 痴…・抽 血願4εi磁P喚 麹'プ蹴 二

2005年10月22日13:30-18:00

待 兼 山 会 館2F会 議 室

UedaMakoto(FacultyofLetters,SaintPaul'sUniversitメTokyo,lapan)

「東 ユ ー ラ シァ とい う歴 史 的 枠 組 み の 有 効 性 」

RicardoDuchesne

(DepartmentofSo¢ialScience,FacultyofArts,UniversityofNewBrunswickSaintヌohn,NewBrunswick,Canada)

"Wastheri
seoftheWestinformedprimarilybytheassimilationofEasterninventionsdi飾sedacrossthe"Chinese-

led"globaleconomy～"

`己
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2006年8月1-3日

大 阪大学 附属図書館 本館A6F図 書館 ホール
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13:20 開場

13:50-14:00 開会挨拶

桃木至朗(大 阪大学教授)

14:00-14:30 イントロダクション

14:50-16:30 世界史上のシルクロードと唐帝国

森安孝夫(大 阪大学教授)

16:30-16:40 自由質問票記入時間

9:30-10:00

i織 靉纛1飜1鐙鑾ミ鑓 驤}lil灘羈纖織笥1藻li彎1羅難ii谿i韈1難1繦iミll谿ii韈無纖ll難羅i繕 滞・・灘 蝋強繭ll.…細 二認

前 日の質 問への回答 、受講 者 のフリー トーキング

10:10-11:50 鎌倉新仏教論はなぜ破綻したか

平雅行(大 阪大学教授)

12:50-14:30 1930～50年 代アジア国際秩 序 とイギ リス帝国

グ ローバ ルヒストリーの視 点か ら

秋 田 茂(大 阪大学 教授)

14:50-16=30 東南アジア史 誤解と正解

桃木至朗(大 阪大学教授)

16:30-16:45 自由質問票記入時間

…耋…耋……ξぎ…蓐…;…萋…誉…晝ξ茎…}ξ…ξ……き…鼕妻!簍　§}……§ミ耄……　雪}……ξ奪…藝書　}………ξ萎ミ;ξ………　ξ…耄きξ蹇…耄葦…茎…葦……萋耄茎嵳ミ量§…窪ξ葦茎耄茎嚢葺簍羮茎ミ　糞ξ耄…竃;襲…餐i{茎…き…萋§…まミ…耄…ξ…§三……茎…三詈篝蕁…ζ§芝;i…鶏;ミ…三…難ら妻窪ま三…髦耋…i……一……三…£一三……£;;

9:30-10:30 前 日の質 問への回答 、受講 者 のフリー トーキング

10:40-11:40 生徒が参加する世界史授業をめざして

笹川裕史(大 阪教育大学附属高等学校天王寺校舎教諭)

12:40-13:40 質 問回答 とフリー トーキング

14:00-16:00 総合 討論(高 大 連携 のあ り方 ・今後 の研究会 につ いてetc.)

16:00一 閉会挨拶
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長 崎歴史文化 博物館 ホール
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8:30-9:00Registration
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9:00-9:15

9:15-9;30

WelcomeRemarksbyMomokiShiro(OsakaUniversityJapan)

PracticaiInfbrmationbyTeamMomoki

9:30-11:30

9:30一

10:00一

10:30一

11:00

SessionI:ThePeriodisationIssues&皿LeEarlyAgeofCommerce

Chair:LiTana

MomokiShiro&HasudaTakashi(OsakaUniversity,Iapan)

APeriodizationofSoutheastAsianMedieval/earlyModernHistory,inComparisonWith

NortheastAsia

Geo狂Wade(AsiaResearchInstitute,NationalUniversityofSingapore)

AnEarlierAgeofCommerceinSoutheastAsia:10th-13thCenturies～

YamauchiShinli(GraduateSchoolofLetters,OsakaUniversit那lapan)

TheIapaneseArchipelagoAndMaritimeAsiaFromThe9th-13thCenturies

CommentsByAnthonyReid

Discussion

11:45-13:15

ll:45一

12:15一

12=45一

Session2=Thel7thCentury

Chair:Geo仟Wade

LeonardBluss6(LeidenUniversit笋TheNetherlands)

KaikinAndNihonMachi;TheMaritimeProhibitionsAndTheVirtualIsolationofTheIapan

TownsinSoutheastAsia(1636-1650)

IiokaNaoko(DepartmentofHistory,NationalUniversityofSingapore)

IntroducingWeiZhiyan(GiShien):NetworksofA17thCenturyChineseMerchantAndTheir

Implications

CommentsByYoonByungNam

Discussion

14:15-16:15 Session3:1he正ateEarlyModernToModernPeriods

縫聯 飜 恥 飜繍 韈e$β 餓蟄Bo譲 騰 韆.一2鱒書



14:15一

14:45一

15=15一

15:45一

Chair:RoyBinWong

IamesK.Chin(CentreofAsianStudies,TheUniversityofHongKong,HongKongSAR,China)

Merchants,BrokersAndPirates:ChineseMaritimeMerchantsRevisited

OtaAtsushi(DepartmentofHistory泅ationalUniversityofSingapore)

EmergenceofNewOrderinTheSouthChinaSeaTrade,C.1760-1800

TanaLi(AustralianNationalUniversitメAustralia)

``
national"And``overseas"MarketsinEarly19th-centuryVietnam:AComparisonofCommodity

PricesinVietnam,CantonAndSomeSoutheastAsianPorts

CommentsByKweeHuiKian

Discussion
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16:30-18:00 PhotoSession&MuseumGuidedlbur

8:30-9:00

己
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Registration

9:00-10:30

9:00一

9:30一

10:00一

Session4:MaritimeTradeAndPeasantEconomy

Chair:IamesK,Chin

KweeHuiKian(AsiaResearchInstitute,NationalUniversityofSingapore)

IntegratingTwoFields:ASurveyofTheScholarshipOnLateImperialSoutheastChinaAndEarly

ModernSoutheastAsia

FulitaKayoko(OsakaUniversity～Iapan)

MaritimeTradeAndPeasantEconomies:TheExperienceofANortheastAsianRimlandinA

GIobalPerspective,Ca,1600-1800

CommentsByRoyBinWong

Discussion

10:45-12:45

10:45一

11:15一

11:45一

Session5』 山eEmpireAlldRimlands

Chair:LeonardBluss6

SugiyamaKiyohiko(FacultyofLetters,KomazawaUniversity)

TheStructureofQingImperialRuleAsSeenFrom「 田eEightBanners:

FromTheStudiesofManchu-qingImperialHistoryinlapan

Y60nByungNam(DepartmentofHistory;SogangUniversity,SouthKorea)

TradingPostsinKoreaAndIapan=AComparativeView

AranoYasunori(GraduateSchoolofArts,RikkyoUniversity,lapan)
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12:15一

TheEmergenceAndDevelopmentofNewEastAsianRegionalOrder

inThe17thCentury:TheExperienceofTokugawaIapan

CommentsByOtaAtsushi

Discussion

14:00-16:00

14:00一

14:30一

15:00一

15:30一

Session6=BigVisions

Chair:AkitaShigeru

OhashiAtsuko(GraduateSchoolofInternationalDevelopment,NagoyaUniversity,Iapan)

(Comparihg)ForcedCultivationSystemsinIava,Luzon,RyukyuAndNorthernIndia

AnthonyReid(AsiaResearchInstitute,NationalUniversityofSingapore)

"ind
o-sinesia":SoutheastAsianUnderstandingsofMaritimeIndiaAndContinentalChina

RoyBinWong(UniversityofCalifbrnia,LosAngeles,USA)

ComparingAndConnectingMaritimeHistoriesAcrossEurasia,1500-1800

CommentsByGeorgeBryanSouza

Discussion

16:15-18:00

(一19:00)

GeneralDiscussion

Chair:AnthonyR.eid

lPost-workshopExcursion&NmhcFirstAnniversarySymposium

10:00-16:00

や≒重φ¢珍0φ幌 ∫1…1:;i崇ぎ:::……靉 享:1……嬉、1;…灣罷::滌1:絵……影甕黨…纃…払…i…:髦…:ii鸞蓄3羈}1爭鏃:1::

Excursion

Dejima,AWalkAlongTheNakajimagawaRiver,ChineseTemplesOnTheTeramachiStreet;

OthersUponRequest

13:3016:30 OpenSymposium@Nmhc

KeynoteSpeaker:LeonardBluss6(LeidenUniversity,Netherlands)

Panellists:AranoYasunori(RikkアoUniversiり らIapan)

HaWoobong(ChonbukUniversity,SouthKorea)

OishiKazuhisa(OmuraCityRegionalCultureDevelopmentDevision,

Nagasaki,Iapan)

Coordinator:HattoriHideo(KアushuUniversity」Iapan)

繊
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2006年11月23日

大 阪 大 学 中之 島 セ ンター

Sponsoredby:HaskinsSocietyIapan

Korean-IapaneseForumfbrtheStudyofBritishHistory(韓 日英 国 史 研 究 フ ォー ラム)

血e21stCenturyCOEProjectofOsakaUniversity:"Interf註ceHumanities'》

AndGrant-inAid(B)onGlobalHistoryProject,OsakaUniversity
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Introduction: HirokazuTsurushima(KumamotoUniversity&HaskinsSocietyIapan)

lSessionOne=InteUectualffamework
SeungraeCho(ChongjuUniversity)

"TwoRivalViewsofLibertyinEarlyModernBritain"

RieTomita(TokaiWomen'sUniversity)

"SeventeenthCenturyRevolutionsinScottishParliamentaryActs"

TarouInai(HiroshimaUniversity)

"TheKing'stwobodiesinTudorMonarchy"

Woon-OkYeom(HanyangUniversity)

"Makinga`SocialBody'andGender=EdwinChadwick's1842SanitaryReport"

IS…i・n蹄 ・・1・・tit・ti・n温izati・n・fEducati・n

Young-SukLee(GwangjuUniversity)

"DisputesonExaminationandIntellectualsintheLateVictorianAge"

YoshihitoYasuhara(HiroshimaUniversity)

"TheSocialOriginsandPost -GraduateCareersofCambridgeSeniorWranglers1748-1909"

Ioong-LakKim(KyungpookNationalUniversity)

"TheInstitutionalizationofHigherEducationfbrWomeninCa卑bridge
,1870-1948"

Sung-SookLee(HanyangUniv;ersity)

"Ed
ucationandGend畔rEqualityinBritain,1840-1902"
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lSessionThree:Abirthof`Historゾ

WilliamM.Aird(UniversityofCardiff)

"Ed
wardAFreeman「sMethodsofHistoricalStudy"

CommentbyHirokazuTsurushima(KumamotoUniversity)

"M
rIohnHoraceRound(1854-1928)andhisattackagainstProfεssorFreeman;

ScienceorDescription～"

SangsooKim(HankukUniversityofForeignStudies)

"Th
eRelationshipbetweenHistoryandLiterature:IntertextualityandAgency"

2会例月5 2004年5月22日13:30-17:00

文学部 棟

冨田 暁(岡 山大学)

研 究報 告 「ムラユ世界 のアラブ人VanDenBergの 報告 書 を中心 にして 」

糸山大樹(大 阪大学)

史料 講読 「『洋務人材登 用』に関する档案 史料(『光 緒宣 統両朝 上諭 档』所 収 〉」(後 半)

6月例会 2004年6月26日15:00-17=00

大 阪歴史博 物館

大 阪歴史博 物館 特別展 「初 期伊万里 展 染付と色絵の誕生 」観覧

10月 例 会 ワークショップ 「海 か ら見 た東北 アジア:東 南 アジアとの対話 」にむけて

2004年10月9日13:30-19:00

文学部 棟

山 内 晋 次 ・桃 木 至 朗

"Th
eRelationshipbetwとenMaritimeMerchantsandState/KingshipinNortheast/SoutheastAsian

SeasfromthelOthtothe15thCenturies"

岡 本 弘 道

"TheMingDynastゾs"TributarySystem"andtheRoleoftheRyukyuKingdom:Focusingon

GivingaTributeasanAct"
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藤 田 明 良

"M
aritimeTradeNetworksandtheIapaneseIslandsinNortheastAsia"

藤 田加 代 子

"lntheTwilightoftheSilverCentury
:ARe-exa皿inationofDutchMetalTradeintheAsian

MaritimeTradeNetworks"

中 島楽 章

"SouthKyushuduringtheAgeofCommercと
:ANodeofNortheastAsianMaritimeTrade"
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10月特別例会
"lndonesia

,lslamandAceh"「 インドネシア、 イスラーム、アチェー」

2004年10月26日16:30-18:30

大 阪大学 吹田校舎 銀杏 会館3F大 会議 室

共催;大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

トランスナ ショナ リティ研究

ll月 例 会 2004年11月13日13:30-18:00

豊中キャンパス文学部棟

岡田雅志(大 阪大学)

史料講読 「ベトナム阮朝誅本資料を読む 『興化公文』所収、西北山地政策に関する嗣徳三

年十月初八日付上奏文」

後藤敦史(大 阪大学)

研究報告「弘化一嘉永期における江戸幕府の対外政策と海防掛」

特別例会 冗11el8thIAHAに む け て`℃riticalDialoguesbetweenMaritimeAsianStudiesandthe

World-SystemTheory:1he`Early-ModernEmpire'ConceptffomtheViewpointofAsian

History"

2004年11月27日13:00-17:00

文 学 研 究 科 本 館2F第1会 議 室

山下 範 久(北 海 道 大 学)

"Th
eConceptofEarlyModernEmpire;Imaginative(Non一)ConstructionofSpatialUniversality

andtheDestiniesofMarcherAreas"

岡 本 弘 道(京 都 大 学)

"Mi
ngDynastゾs`TributarySyste㎡andRyukyu:FocusingonPayingaTributeasaPractice"

藤 田 加 代 子(大 阪 大 学)

"Th
eEuropeanPresenceinEarlyModernAsia=AnExaminationoftheConceptof`EarlyModern

シンポジウム ・ワークショップ ・セミナー ・研 究 会 一覧 101
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Empire'"

蓮 田 隆 志(大 阪 大 学)

"S
eeingMainlandSoutheastAsianexperiencesfromtheEarヱyModernEmpireperspec亡ive"

1月 例会 2005年1月22日13:00-15:00

文学部 棟

深見純 生(桃 山学 院大学)

研究 報告 「ターンブラリンガ(単 馬令 〉の発 展 と埋 没

力か らシャムへ 」

13世 紀マ レー半 島中部が ジャーヴ ァ

2月例会 ワークショップ 「14世紀 の束 アジア海域 と倭寇 」

2005年2月25日 ユ7100-20:00

待兼 山会館

共催;科 研 近代 世界 システム以前の諸 地域 システムと広域 ネットワー ク

李領(韓 国KoreaNationalOpenUniversity)

研究 報告 「歴 史地 理学 的検 討 を通 してみ る 「庚 申年(1380)の 倭 冦」の実 態

心 として」

鎮浦江戦を中

3月 例会 2005年3月12日13:30-17:00

文学研 究科2F史 学科 共 同研 究室

共催:科 研 近代 世界 システム以前 の諸 地域 システムと広域 ネットワー ク

ピヤダー ・ションラオーン(大 阪大学 特任 研究 員 〈COE>)

研究 報告 「タイ古代 の酒 について」

一 ■■■'
4月例会 2005年4月22日18:00-21;00

待 兼 山 会 館

IohnBinthff(LeidenUniversity)

研 究 報 告"Constantinople-IstanbulanditsIncorporationintotheModernWorldSystemfrom

thellth-20thcenturiesAD"

5月例会 2005年5月28日13:30-18:00

文学 研究 科本館2F第1会 議室

藤 田明良(天 理 大学)

研究 報告 「東 アジアの港 町と媽 祖信 仰」

須永 敬(岐 阜市 立女子 短期 大学)

繊
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研究報告 「海域アジアの民俗学一 〈日韓国境域〉における民俗宗教研究の視点から一 」

6月例会 『海域 アジア史研 究入 門』にむけて

2005年6月24日18:00-21:00

史学科 共 同研 究室

山内晋次(大 阪大学)

研究報告 「9-14世 紀の日本列島と海域アジア世界」

藤田加代子(大 阪大学)

研究報告 「第皿部近世後期 〈17世紀半ば～19世 紀初頭〉(2)17世 紀半ば以降の経済史」

7月例会 2005年7月23日

大阪歴史博物館特別展 「東アジア中世海道 一 海商 ・港 ・沈没船一 」見学会

9月例会 2005年10月1日13:30-18:00

文学研 究科

松方冬 子(東 京大学 史料 編纂所)

(1)「 インドネシァ国立 文書館 所蔵一 般書 記局文書」

(2)「 「鎖 国を見 直す」ことを見直す」

10月 例 会 2005年10月21日18=00-20:00

文学研 究科

太田 淳(日 本学術 振興 会特 別研 究 員)

研 究 報 告 「18世 紀後 半、 東 南 アジア島 嶼部 にお ける交 易 パ ターンの変 容:広 東 貿易 、 アヘ ン、

「海賊 」のインパ クト」

11月 例会 2005年11月26日13:30-18=00

文学研 究科

共催:第1回 「大阪 大学歴史 教育研 究会」

(1)桃 木至朗 「歴 史の研究 と教育 に関する問題提 起:海 域 アジア史を中心 として」

(2)今 後の進 め方 に関す る意 見交換

1月 例会 2006年1月14日

待 兼 山会 館

『海域 アジア史研究 入門』刊行 にむけて

シンポジウム ・ワー クショップ ・セ ミナー ・研 究 会 一 覧
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4月例会 2006年4月22日13;30-18:00

文学 部棟2階 史学科 共 同研 究 室

村尾 進(天 理大学)

「都市 広州 ・珠 江 ・澳門 海域 アジア的諸問題 が輻 輳する空 間 一 」

川口洋平(長 崎県 教育庁 〉

「港市長 崎の成 立と変容」

5月例会 2006年5月27日13:30-18:00

文 学 部 棟2階 史 学 科 共 同 研 究 室

アダム ・クル ロAdamClulow(コ ロン ビァ 大 学/東 大 史 料 編 纂 所)

研 究 報 告"PiratingintheShogun'sWaters:TheDutchEastIndiaCompanyinHirado,1615-1621"

6月例会 2006年6月24日13:30-18100

文学部 棟2階 史学科 共同研 究室

栗 山保之(東 洋大 学)

研究 報告 「「インド洋西 海域世界」に関する歴 史研 究 についての諸 問題」

7月 例会 2006年7月21日

共催:科 研 「近代世界 システム以前 の諸 地域 システムと広域 ネットワー ク」

サ ントリー文化財 団特 別助成 「東 ・東南 アジアにお ける前近代 と近代 の連続 と

断 絶に関する理 論 的研 究 」

田口宏二朗(追 手 門学 院大学)

研 究報告 「『中国中心』論?(Betweenthecoreandthecenter)」

12月 例会 2006年12月23日14:00一

文学 部棟2F東 洋史演習室

河上 麻 由子(九 州 大学)

研 究報告 「梁の武帝 の仏教 政策 と南海諸 国」

2月例会 2006年2月21日15:00-18:00

待 兼 山 会 館2階 ・会 議 室

共 催:科 研 「近代 世 界 システ ム以 前 の 諸 地 域 シス テム と広 域 ネッ トワー ク」

YoonByungNam(SogangUniversity)

``A
notherLookattheNagasakiTradeinEarlyModernIapan:HowDidEachPartySeetheForeign

Trade."

i騰 癜。崩 黼 鋤購 畑3す繍O繍 騰髀2e総 噸ゆ
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待兼 山会館2F会 議室

共 催1大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」世界 システムと

海 域アジア交通 大 阪大学 グローバ ルヒス トリー研 究会 中国現代 史研究 会

14:00-14:10 趣旨説明

左近幸村(北 海道大学大学院)

14:10-15:00
"F
romtheHarbinStation,1895-2005"

DavidWolff(WoodrowWilsonCenter,SeniorScholar/

成 蹊 大 学 ・日本 学 術 振 興 会 外 国 人 特 別 研 究 員)

15:00-15=50
`℃hinesenet

workinNortheastAsia:Itsgrowth,declineandrevival"

上 田 貴 子(近 畿 大 学)

1550-16:00 休憩

16:00-16:20 コメント 松野周治(立 命館大学)

16:20-18:00 ディス カッション

lPart2TbtheHarbinStationlGlobalizationcomesEast

大 阪大学 中之 島セ ンター7F第3講 義 室

共催:大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」世界 システム と

海域 アジア交 通 大阪大 学グローバル ヒストリー研究 会 ロシア東 欧史研究 会

10:00-11:00 "TotheHarbinStation
,1898-1920"

DavidWol任(WoodrowWilsonCenter,SeniorScholar/成 蹊 大 学 ・日本 学

術 振 興 会 外 国 人 特 別 研 究 員)

11:00-12:00 コメ ン ト

シンポジウム ・ワークショップ ・セミナ ー ・研 究 会一 覧 105
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神長英輔(日 本学術振興会特別研究員/東 京大学教養学部非常勤講師)

左近幸村(北 海道大学大学院)

12:00-13:00 ディスカッション

第3回 「グローバルヒス トリー とアジア/ヨ ーロッパ」G'obα涯臨勧 フαπ躍A5如/Eπrqρθ

2006年1月14日 一15日

大 阪大学 中之島 センター

共 催;大 阪 大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」世界 システムと

海域 アジア交通 大 阪大学 グローバルヒス トリー研 究会

IuergenOsterhammel(UniversityofConstanz)

"℃ivilization'andthe℃ivilizingMission'asKeystoNineteenth -CenturyWorld"

コ メ ン ト:WolfgangSchwentker(OsakaUniversity)

KaoruSugihara(OsakaUniversity)

"1heEmergenceofaResource -savingPathofEconomicDevelopmentinEastAsia"

コ メ ン トlShigeruAkita(OsakaUniversity)

RobertBickers(UniversityofBristo1)

"Shanhailandersandothers:BritishcommunitiesontheChinacoast
,1843-1954"

コ メ ン ト:ToruKubo(ShinshuUniversity)

TsukasaMizushima(UniversityofTokyo)

"I
nstitutionasSocialGrammer:ColonialLandSysteminIndiaandMalaysia"

コ メ ン ト:TomotakaKawamura(ToyamaUniversity)

第4回 2006年4月20-22日

待兼山会館2F会 議室

共催:大 阪大学グローバルヒストリー研究会 大阪大学経済史 ・経営史研究会

IanLuitenvanZanden(UtrechtUniversity,TheNetherlands)

"Wages
,Prices,andLivingStandardsinChina,Iapan,andEurope"

斎 藤 修(一 橋 大 学)

"W
agesandIncomesasIndicatorsoftheStandardofLiving:EarlyModernEnglandandIapan

Compared"
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コメンテーター:山 本千映(関 西大 学)、 尾高煌 之助(法 政 大学)

大 阪 大 学 中之 島 セ ンター

IanLuitenvanZanden(UtrechtUniversit脇TheNetherlands)
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``Girlpower:TheEuropeanMarriagePattern(EMP)andlabourmarketsintheNorthSearegionin

thelatemedievalandearlymodernperiod"

コメン ト:斎 藤 修(一 橋 大 学)

ToruKubo(ShinshuUniversity)

"HistoryofEastAsianCottonIndustryinthe20thCentury"

コメ ン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)

欝{欝飜i靉議欝:i薬講:鬟{:i.i灘轟 …纏1鍵妻欝餐:iミii;iミi:糠講ii蠶i霊;il:;.1鬱::i◎il

京都産業大学

共催1大 阪大学グローバルヒストリー研究会 オランダ史研究会

IanLuitenvanZanden(UtrechtUniversity,TheNetherlands)

`℃ommonworkmen
,philosophersandthebirthoftheEuropeanknowledgeeconom弘

AboutthepriceandtheproductionofusefulknowledgeinEurope1350-1800"

第5回 A脚rfcα 、肱 揮 砌 躍痂eM訛f㎎q価8恥r置40748r

2005年7月15日 一16日

関 西 大 学

SatoruMori(UniversityofTokyo)

"TheVietnamWar'sImpactontheSpecialRelationship
:Iohnson-WilsonYears"

AndrewRotter(ColgateUniversity)

"lustandUnjustWars
:TheAmericanExperience,1892-2004"

RobertMcMahon(OhioStateUniversity)

``TlleImpactoftheKoreanWarandtheAmericanOrderinEastAsia"

TakeshiMatsuda(OsakaUniversityofForeignStudies)

"C
oldWarPolitics,Racismand`So丘Powef"
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HidekiKan(Seina可ogakuinUniversity)

"TheColdWarandtheNixonAdministration'sInitiativefbrSino -AmericanRapproachment"

MasaakiGabe(RyukyuUniversity)

"TheUS
.JapanSecurityRelationandtheColdWarinAsia"

HiroshiMatsuoka(UniversitアofT3ロkuba)

"TheVietnamWarandtheAmericanOrder"

第6回 ル1αrj"觚θ循rα躍θαπ躍靄rμ4∫㎎Mβ 置γgρo'θ5:E躍qp8α π4A5如,17飾 加20酌Cθ 撹"rjε5

2006年8月30日 一31日

Museumf直rdieGeschichtederStadtHamburg

OrganisedbyPDDrFrankHatje,ProfToshiakiTamakiandDrKlausWeber,

incooperationwithProfDrFranklinKopitzsch(ArbeitsstellefUrHamburgische

Geschichte,UniversitatHamburg)andWirtscha丘sgeschichtlicheForschungsstelle(Hamburg)

FranklinKopitzsch(Universit註tHamburg)

KeyNoteLecture

lS…i・nl・E・ ・n・my・ndP・liti・ 詛0・deri・E…peandA・i・

ShigeruAkita(OsakaUniversity)

"TheInternationalOrderofAsiaandHongKonginthe1930sand1950sfroエnaComparative

Perspective刀

ToshiakiTamaki(】 くyotoSangyoUniversity)

`iAT
aleofThreeCities-Amsterdam,London,andHamburg:DutchContributionstotheGrowth

ofEuropeanEconomy"

TsukasaMizushima(UniversityofTokyo)

"TheDevelopmentofaPortCityandItsImpactonIndianEconomy:Pondicherryinthemid -18th

Centurゾ

lSes・i・nl・M・ ・ch・ntN・tw・ ・k・G・i・gE・ ・t&G・i・gW・ ・t

TakashiOishi(KobeCityUniversityofForeignSttldies)

"R
eachingKobe,Iapan,AlongtheChainofColonialPortsandSettlements:Intra-regional

NetworksofIndianMerchantsfromthe1880stothel930s"

MargritSchulteBeerbUhl(UniヤersitatDUsseldorf)

lo8 i籍蒙臼監壁翁c融 韓猛}溌験轟i蛎愈s壽 鏑戔a臨o鱒k2參 §曝一2蓼碁s 螺



KlausWeber(TheRothschildArchive,London)

"CentralEurope'sInfbrmalAtlanticEmpire～Germa
nMerchantsinLondon,Cadiz,Bordeauxand

theCaribbean(c.1650-1850)"

IorunPoettering(UniversitatHamburg)

"Hamburg's17th -CenturyAdmiraltyTo11-Books:InvestigatingtheCity'sForeignMerchants"
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MikiSuguira(TokyoInternationalUniversity)

"TheMerchants'DivisionsofF
unctionsandSpecializationinEarlyModernAmsterdamina

ComparativePerspective"

SilviaMarzagalli(Universit6deNice)

"St
rengthsandWeaknessesof18th-centuryAtlantictrade:theCaseofBordeaux"

FrankHatje(Universit註tHamburg)

"Lib
erty;Neutralit外andTrade=Hamburg,17thto19thCenturies"

第7回 ワークショップ:「 中国」の インパ クトと東 アジア国際秩 序

2006年11月11、12、15日

共 催:大 阪外 国語大学(現 代 「中国」の社会変容 と東 アジアの新 環境)特 別研 究1プ ロジェクト

千里 中央 ライフサイエ ンスセ ンター

清水 学(上智大学)

「上海協力機構と中央ユーラシアの再編成」

コメント:岩下明裕(北海道大学スラブ研究センター)

加藤美保子(北海道大学大学院博士課程)

「ロシア外交における「多極化世界の構築」とアジア太平洋

対中国、東南アジア政策を中心に 」

コメント1五島文雄(大阪外国語大学)

許育銘(台湾東華大学歴史系副教授)

「戦後處理と地縁政治再編の企み

コメント:田中仁(大阪外国語大学)

1940、50年 国民 政府 の琉球 対 策につ いて」

シンポジウム ・ワークショップ ・セミナ ー ・研 究 会 一覧 109



朱瀛泉(南京大学国際関係学院教授)

「中国の平和的台頭とアジアの国際関係」

(中国語通訳:許 衛東 大阪外国語大学)

コメント:姫野勉(大阪大学)、左近幸村(北海道大学大学院)

朱 東芹(中国華僑大学華僑研究所副教授)

「中国における新華僑の問題について」

コメント:堤 一昭(大阪外国語大学)

大阪大学中之島センター

ZhuYingquan(南 京 大 学 国 際 関係 学 院 、 歴 史 学 部)

``E
conomicGlobalizationandInternationalRelations"(経 済 全 球化 与 国 際 関 係)

コメ ン ト;久 保 亨(信 州 大 学)

NorihisaYamashita(HokkaidoUniversity)

FromWorld-SystemAnalysistoGlobalHistory

コメ ン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)

東 京大学 大学 院総合文化研 究科

共 催:現 代 中国学会 ・関東 部会研 究会

ZhuYingquan(南 京大学 国際 関係 研究 院)

``EconomicGlobalizationandInternationalRelations"(経 済全 球化 与 国際関係)

第8回 αobα'Hjsforア 巌}rk5hρ ρ:G励 σ'H'5如7ツ 仞4C腕 ηθ5θHj5'o拶

2007年1月13日 一15日

一 ■巳.・
大阪大学中之島センター

KentGDeng(LondonSchoolofEconomics)

"MiracleorMirage? :ForeignSilver,China'sEconomyandGlobalizationfromtheSixteenthto

110 齢輪授鶲翰踰醜嶺鰄譱沿s葭》羅哉蠡蟹激2e艇.・.籌轟容
d晩



theNineteenthCenturies"

Comment:AkinobuKuroda(UniversityofTokyo)

SusanneWeigelin-Schwiedrzik(UniversityofVienna)

"Wo
rldHistoryandChineseHistory:20thCenturyChineseHistoriographybetweenUniversality

andParticularitゾ'

Comment:ShinKawashima(UniversityofTokyo)
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WolfgangSchwentker(OsakaUniversity)

"丁11eGrowthoftheMega -citiesinthe丁Wentiethcentury"

ToruKubo(ShinshuUniversity)

"D
evelopmentofCottonIndustryinPostwarHongKongandTaiwan"

KaoruSugihara(KyotoUniversity)

"E
nergyUseandtheEastAsianPathofEconomicDevelopment"
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法 政 大 学 ・市 ヶ谷 キ ャンパ ス

Co-organizedwithNPO-IFResearchInstituteofWorldHistoryandtheResearchGrouponthe

1980s

SusanneWbigelin-Schwiedrzik(UniversityofVienna)

``W
orldHistoryandChineseHistory:20thCenturyChineseHistoriographybet碗eenUniversality

andParticularitゾ'

Comment:ToruKubo(ShinshuUniversity)

ll.i…義:鑢i;靉i謙 靉{靉iiii嚢.靉:il議靉 鍵li;婁1蜜 誉:;i皺.i.蠹i.iiii嚢}i纛窯i薫 篇 、。二

大 阪 大 学 文 学 研 究 科

KentG.Deng(LondonSchoo豆ofEconomics)

"Th
eStateandMarketinChina'sTraditionalMaritimeSector"

Comment:AtsushiAoki(OsakaUniversity)
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第2回(1) 2004年4月16日

大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科

共 催:大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史 研 究 会

DavidWashbrook(StAntonゾsCollege,UniversityofOxford,UK)

"SouthAsiainWorldCapitalism"

第2回(2) 2004年4月17日

大 阪大 学 文 学 研 究 科

DavidWashbrook(StAntony'sCollege,UniversityofOx{brd,UK)

`℃olonialismandtheEconomyofSouth -EastIndia ,cユ700-1900"

TsukasaMizushima(UniversityofTokyo)

"SouthIndiabetweenl770sand1880 .s:aviewfromthebottom"

第3回(1) 2004年5月7日

大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科

共 催:大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史 研 究 会

IackGoldstone(GeorgeMasonUniversit弘USA)

"E田
orescencesandEconomicGrowthinWorldHistory:Rethinkingthe

"丘eRiseoftheWest"andtheIndustrialRevolution"

コメン ト:杉 原 薫(大 阪大 学)

第3回(2) 2004年5月8日

大 阪大 学 中之 島 セ ンター

IackGoldstone(GeorgeMasonUniversity,USA)

"1ゼsallaboutStateStructure -NewFindingsonRevolutionaryOriginsfrom

GlobalData"

コメ ント:山 下 範 久(北 海 道 大 学)

第4回(1) 2004年6月8日

大 阪大 学 経 済 学 研 究 科

共 催;大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史 研 究 会

IohnBrewer(CaliforniaInstituteofTechnology～USA)

"Fi
scalMilitaryStateandA丘er"

コメ ント:堂 目卓 生(大 阪 大 学 〉

監醜鬱蜉毳囎 臨 期嶺晩姪羣奪s葬錻融議oゆ龍2鱒 嬉一2蝨薦
嚇



第4回(2) 2004年6月9日

大 阪 大 学 文 学 研 究 科

JohnBrewer(CalifbrniaInstituteofTechnology;USA)

"Hi
stGriansandtheStudyofEverydayLife"

コメン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)

第5回(1) 2004年7月23日

大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科

共 催:大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史研 究 会

BruceCumings(UniversityofChicago,USA)

"TheKorea -Centric}apanese王mperiumandtheTransfbrmation

ofthe王nternationalSystemfromthel930stothe1950s"

コメン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)、 久 保 亨(信 州 大 学)

第5回(2) 2004年7月23日

大阪大学文学研究科

北川勝彦(関 西大学)

「1930年代におけるコンゴ盆地条約改定問題と日本

外務省記録に基づいて」

第6回 2004年11月1日

大 阪 大 学 文 学 研 究 科

LeosMuller(SodertornUniversityCollege,Sweden)

"SwedishEastIndiaCompanyandTradeinTea
,1731-1813"

コメ ン ト:玉 木 俊 明(京 都 産 業 大 学)

第7回 2004年12月15日

大 阪 大 学 文 学 研 究 科

共 催1大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史 研 究 会

PatrickKO'Brien(LondonSchoolofEconomics,UK)

`℃010niesinaGlobalizingEconomyl815 -1948"

第8回(D 2005年2月7日17:00-19:00

大 阪 大 学 文 学 研 究 科 本 館2F第1会 議 室

DennisFlynn(UniversityofthePaci丘c,USA)

"GlobalizationBeganin1571
.[/b]"

コメ ン ト:川 村 朋 貴(富 山大 学)

シンポジウム・ワークショップ ・セミナー・研究会一覧
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第8回(2) 2005年2月9日15:00-17:00

大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科 法 経 大 学 院 総 合 研 究 棟607号 室(中 会 議 室)

共 催:大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史 研 究 会

DennisFlynn(UniversityofthePaci丘c,USA)

"BornAgain
=Globalization'sSixteenth-CenturyOrigins'》

コメ ン ト:川 村 朋 貴(富 山 大 学)

第8回(3) 2005年2月10日

東 京 大 学 大 学 院 人 文 ・社 会 学 系研 究 科

共 催:東 南 ア ジ ア 史 学 会

DennisHynn(UniversityofPacific,USA)

"Sil
verCirculationandSouthAsiainthel7-18Centuries"

コメ ン ト:水 島 司(東 京 大 学)

第9回 2005年5月7日14:00-16:00

大 阪 大 学 待 兼 山 会 館

共 催;大 阪 大 学 経 済 史 経 営 史研 究 会

PatriciaHudson(CardiffUniversity,UK)

"E
verydayLifeintextilemanufacturingcommunities"

コメ ン ト;橋 野 知 子(神 戸 大 学 経 済 学 研 究 科)

第10回 2005年7月16・17日

北 九州市 立大学

共 催:菅 科研研 究会

古矢 旬(北 海 道大学)

「『アメリカ帝 国』論 の可能性 」

五十嵐 武士(東 京大 学)

「アメリカ非 公式 型共和 国 と現 在」

佐々木 雄太(愛 知 県立大学)

「帝 国主義 的介入の政 治的 ・社 会的要 因と介入 の論 理

第二次 世界 大戦後 のイギ リスの場合 」

BruceCumings(UniversityofChicago)

"WestwardExpansionandthePaci丘cinAmericanGlobalPower"

山下範 久(北 海 道大学)

"EmpireasaModeofGlobahty :RethinkingtheEarlyModernGlobalityandAlternationof`Long

1離戯鍵朕}翼韓讎毳噸藤彈s暴鍵謀郵"o鼓慧{薄轟.二～難羃講
d眺



Centuries'"

第11回 2005年9月27日15=00-18:00

大 阪大学 待兼 山会館2F会 議室

主催:大 阪 大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

世界 システム と海 域アジァ交通

協 賛:大 阪大学 文学研 究科 世界 史講座

15=00-16:00 ヴ ァル ター ・デ ーメ ルWalterDeme

(ド イ ツ国 防 軍大 学 ミュ ンヘ ン校 歴 史 学 研 究 所 教 授)

『AristocracyintheGlobalPerspective"

16:00-17:00 青木 敦(大 阪大 学大学 院文学 研究 科助教 授)

"LocalElitesinMedievalChina"

17=].5-18:00 討論

第12回 2005年10月4日12:30-18:00

大 阪大学 文学研 究科本 館2F第1会 議室

12:30-14:30 第1部

秋田茂(大 阪大学文学研究科)

「1950年代の東アジア国際経済秩序

スターリング圏との関連で」

15:30-18=00 第2部

DavidWashbrook(UniversityofOxfbrd)

"TheBritishCommunityinIndia"

第13回 2005年12月8日13こ00-1&20

大 阪大学 待兼 山会館2F会 議室

13:00-14:40 (1) TamakiToshiaki(KyotoSangyoUniversity)

"Shi丘oftheCoreofEuropeanWorldEconomy

l500-1815:TheDutchProducedBritishHegemony"

14:50-16:30 (2) AnthonyC.Howe(UniversityofEastAnglia).

`T
reeTradeandGlobalOrder:theriseandfallof

aVictorianVision"

16:40-18:20 (3) peter}.Cain(Shef丑eldHallamUniversity)

"B
ayIゾsnewGlobalHistoryandTraditionaltheoriesof

EuropeanImperialism"

シンポジゥム ・ワークショップ ・セ ミナ ー ・研 究 会 一覧
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第14回 2006年3月28日

大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科

PaulKratoska(NationaIUniversityofSingapore)

"H
owtheBritishalteredtheecologyofIrrawaddyDelta"

第15回 2006年4月20日

大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科

共 催:世 界 史 講 座

HarrietT.Zurndorfヒr(UniversityofLeiden)

"SciencewithoutModernization:China'sFirstEncounterwithUsefulandReliableKnowledge

丘omEurope"

コメ ン ト;片 山 剛(大 阪 大 学)

第16回 2006年5月20日

大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科

PierrickPourchasse(University6fBretagne,France)

"Th
eConsulates,anessentialServicefbrtheWorldofTrade:AComparativeApproachbetween

FranceandScandinavia刀

コメ ン ト:玉 木 俊 明(京 都 産 業 大 学) .

Wol㎏angSchwentker(OsakaUniversity)

"Gl
obalizationandHistoriography:Themes,MethodsandtheCritiqueofGlobalHistory"

コメ ン ト1秋 田 茂(大 阪 大 学)

第17回 2006年7月15日

大 阪 大 学 中 之 島 セ ンター

AntonyG.Hopkins(UniversityofTexas,Austin)

"InteractionsbetweentheUniversalandtheLocal"

コメ ン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)

第18回 2006年9月21日

大 阪 大 学 中 之 島 セ ンター

共 催:菅 科 研 研 究 会

IlyaVGaiduk(RussianAcademyofSciences,InstituteofWorldHistory)

"TheColdWar
:NewApproaches,NewDocuments"

コメ ント:菅 英 輝(西 南 女 学 院 大 学)

紬 窯鰹麺δ£融 闘轗撫 恭鱒魏融s欝 廳窯貰8窃 ⇔駐袰拿{瞬・烈}06 螺



第19回 2006年10月6EI

京 都 産 業 大 学

共 催:京 都 産 業 大 学 経 済 学 部

LarsMagnusson(UpsalaUniversity,Sweden)

"Proto -industrializationinSweden:Contextandconsequences"

コメ ン ト:斉 藤 修(一 橋 大 学)

巛Proto -industrialization'inthelightofarecentdebateinglobaleconomichistory"

第20回 2006年10月30日

Time,Space,andEconomicInstitut孟onsofFarly-ModernMaritimeAsia

大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科

共 催:世 界 史 講 座

RBinWong(UCLAAsia工nstitute)

"MaritimeAsiaintheLongueDureαInstit
utionalChangeinRegionalFocus"

GeorgeBryanSouza(NationalUniversityofSingapore)

"AGlobalHistoryofthePo工iticalEconomyofCommerceandCommoditiesi
nAsiaandtheEarly

ModernWorld-anIntroduction"

第21回 2007年2月17日

千里中央 ・阪急千里朝日ビル

共催1大 阪外国語大学(現 代「中国」の社会変容と東アジァの新環境)特 別研究Hプ ロジェクト

中華人民共和国の60年 を問う 日本における中国研究の到達点

毛里和子(早 稲田大学)

「当代中国外交研究のための覚え書」

コメント;西村成雄(大 阪外国語大学)

高原明生(東京大学)

「成長か均衡か 中華人民共和国の経済政策論争と中央 ・地方関係」

コメント:許 衛東(大 阪外国語大学)

山田辰雄(放 送大学)

「歴史のなかの中華人民共和国」

コメント=田中仁(大 阪外国語大学)

シンポジウム ・ワークショップ ・セ ミナー ・研 究 会 一覧
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i中 央アジア学フォーラみ 第21嗣 戦第鵠瞬琶

第21回2004年4月3日

【書 評】

【資料 紹介】

山 本 明 志(大 阪 大 学)

ラ ケ ヴィル ツ(訳 注)『 元 朝 秘 史 』:lgordeRachewiltz,丁 舵Sθ σ絣Hf5forア げ

MoηgoZ5;AMoηgolfα η写ρfcC廨o厩c1εqf亡 勉ε7履r`8εη吻Cθ η如 りゐTranslated

withahlstoricalandphiloユogicalcommentarア2vo1&,Bri11,Leiden/

Boston,2004,

石 川 巌(東 方 研 究 会)

「敦 煌 出 土 チ ベ ッ ト語 宗 教 文 献 『衰 退 期 』(10LTib∫733,734partl,735)」

【資料紹介1

【資料紹介】

松 田 和 信(仏 教 大 学)

「1930年 ア ッカン発 見 バ ー ミヤ ン写 本 の そ の 後 一 特 に集 異 門 足 論 の 断

簡 をめ ぐって 」

吉 田 豊(神 戸 市 外 国 語 大 学)

P.0.Sklaervo,Kho如 ηθ5θMαημ5`rゆ亡∫ノテo規C乃'ηe5εT初r1ヒθ∫fαη劾`ぬ ε

B桝 豌 励rα 聯Acα ημ εfε`伽lo9μ θ瞬 玩 εκ'5αη誑 γ朋 ∫履 蜘 ∫.British

Library～London,2002・

第22回 2004年8月7日

【研 究発 表】

【資料紹介】

【研究発表1

【書 評 】

【書 評】

岩尾一 史(神 戸市外 国 語大 学)

「吐蕃 の税制 関係術 語dpya1,khral,khva」

小笠 原明子(甲 南大学)

「史君墓 の構造 と石槨 の画像 について」

吉 田 豊(神 戸市外 国語大 学)

「新 出薩宝 史君墓 誌のソグド語版の解 読 シルクロー ドの鴛 鴦夫

婦 一 」

山本 孝子(神 戸市外 国語大 学)

SarahE.Fraser,Pθ げbr御∫ηg疏θW5呶 ムStanfbrdUniversityPress,Stanfbrd,

California,2004.

坂 尻 彰宏(大 阪大 学)

栄新江 「再論敦 煌 蔵 経洞 的宝物 ・ 三界 寺与蔵経 洞 一一一」鄭炳林(主 編)

『敦 煌仏教 芸術 文化 国際 学術 研討 会論文集 』蘭州,蘭 州 大学 出版

社二,2002,PP.14-29.

4眺
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第23回 2004年12月18日

【調査 報告】

【研究発表】

【調査報告】

【書 評】

武田和哉(奈 良市教育委員会文化財課奈良市埋蔵文化財調査センター)

「契丹墓誌調査概要報告二題一 蕭孝恭墓誌・蕭氏夫人墓誌

赤木崇敏(大 阪大学)

「帰義軍時代沙州オアシスの社会秩序」

荒川正晴(大 阪大学)

「コータン遺跡参観報告 マザルターグ遺址を中心に 」

堂山英次郎(大 阪大学)

」

N.Sims-Williams(ed.),1η40Jr俔 η伽 五砌g瑚gθ5β 層Pθoρ1θ ∫.(Proceedings

oftheBritishAcademyll6),Ox丘)rd,2002.

第24回 2005年4月2日

神戸 市外 国語大学

【学界展 望】

【研究発表】

【研究発表】

【研究発表】

山本孝子(神戸市外国語大学)

「敦煌変文 言語研究史」

鈴木宏節(大 阪大学)

「8世紀中葉の北アジア情勢とカルルク」

森安孝夫(大 阪大学)

「チベット語Pelliot1283文 書の新解釈」

吉田豊(神 戸市外国語大学〉

「ソグド語律:典について」

第25回 2005年7月30日13=30-18:00

大 阪大学文学 研究 科

【研 究発 表】 中村健 太 郎(奈 良県 職員)

「ウイグル語 仏典奥 書か ら見 えるモンゴル時 代史の一 側面」

【論文 紹介】 田村 健(大 阪大学)

「中央 ～西 アジアの トル コ人奴隷 に関する論 文紹 介」

【研 究発 表】 中田裕 子(龍 谷大学)

「ソグ ド系突厥 と康待 賓の反乱 について」

【書 評】 大澤 孝(大 阪外 国語大学)

「書評:林 俊雄 著 『ユ ーラシァの石人』(東 京,雄 山閣,2005)」

第26回 2005年12月17日

【研 究発 表】 吉田豊(神 戸市外国語大学)

シンポジウム ・ワークショップ ・セ ミナー ・研 究 会一 覧
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【研究発表】

【研究発表】

【新刊紹介】

「コータン出土 の世俗文 書 の年代 に関する問題」

堀 直(甲 南大学)

「清 代 回疆 のバザール 商 業史の一端 として 」

福 林靖 博(国 立 国会図書館 〉

「ソグディアナか ら華南へ 漢 唐 間のソグド人の活 動か ら見 た 」

影 山悦子(神 戸 市外 国語大学)

E.delaVaissiさreetETrombert(eds,),五 ε∫Sog伽 η∫θηC雇 ηθ,(Etudes

th6matiques17),Ecolefra罵aised'Extrεme-Orient,Paris,2005,444p,+20pls.

第27回 2006年4月8日

【新刊 紹介 】

【研究発表】

【研究発表】

【書 評】

斉藤茂 雄(大 阪大 学)

「クリャシュ トルヌイ著 『中央アジアの歴史 とルーン文 字碑 文』」

K∬H狙TopHb凾,C.FりHcTopH分ueHTpa∬bHo重A3HH

HnaMHTHHKHPyHHτ{ecKoronHcLMa.CaHKT-

rleTep6ypl㍉2003.

牛 根靖 裕(立 命館 大学)

「安 西王家 のチャガ ン ・ノール分 地の変遷 にみ る13・14世 紀のオル ドス高原

南 部」

武田和 哉(奈 良市 教育 委員会)、

重森 博 ・小 野亜 由美 ・中尾 みの り(有 限会社エ ムズ)

「写真画像 解 析 による契丹 大字 『北大 王 墓誌』の再 検討 石 刻調査 ・

文物調 査 にお ける写真 図化技 術の活用 と手法 一 」

森 美智 代(早 稲 田大 学)

Li11aRusse11-Smith,〔 〃g㍑rP誑roηαgε1ηD呶触 碗gRεglo觚IAπC8η ∫rθ∫oη

飾θNor飾87ηS疎Ro露fη 飾8艶 η娩 碑 ゴEτθγθ所海Cεη伽rlθ5.Leiden/Boston

:Brill,2005.

第28回 2006年9月30日

噺 刊紹介】

【研究発表】

鈴 木 桂(東 京 大 学)

ProceedingsoftheFirstInternationalConferenceontheMediaevalHistory

oftheEuropeanSteppe,Szeged,Hungary,Mayll-16,2004.

A吻Orlε η如 肋Ac雇 θη11αθ8σ1εη伽r鰍 τH朔g仰 γloαε58-18ζ2,2005.

赤 木 崇 敏(大 阪 大 学)

「敦 煌 出 土 帰 義 軍 時 代 仏 教 徒 祈 願 文 」

i蹴艦蓼撚轡臨筆麟硝謡蛭馨sB厳 謹藝發o長2齢 擁.2睾06
嘲鯲



【調査報告】

【研究発表1

鈴木宏節(大 阪大学)

「2006年モンゴル国突厥関連遣蹟調査簡報」

森安孝夫(大 阪大学)

「西ウイグル仏教のクロノロジー ベゼクリクのグリュンヴェーデル編号

第8窟(中 国最新編号第18窟)の 壁画年代再考 」

辱
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麗
ゆ
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㊤
に

」
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聞
鬱
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イメージとしての 〈1-1本〉

1輝灘麟巓籤ii靉轍韆驫磯麟 鍵鷺謹靉il鑿灘薫講i講講 懿ミli轟{瑳韈難li聾i聾i講ii黐薫!韈i羅i灘撫
2004年4月27日16:20-19=00

豊中キャンパス美学棟1F日 本学B教 室

報告者

テキスト

吉田雄介(大 阪大学)

清谷信一『LeOTAKU フランスお たく事情』(KKベ ス トセラーズ,1998)他

1灘麹鷹都蕪 纏鑢熱 耄鑾鑞 蠶賺 讎鷲 懿i灘繋i蓑轟i毳i議llllミ蟻灘1鰲i轟iiili凝萎ii繍轟ミ;纛藝髪轗磁 蹴ミ・;滋

1回 目 2004年6月29日

文学部中庭会議室

報告者

テキスト

15:30-18:10

伊 藤 遊(大 阪大 学)、 表 智之(大 阪大 学〉

山中千恵(大 阪大 学)、IessicaBawens(大 阪大学)

金 水 敏 『ヴァーチャル日本語 役 割語 の謎』(岩波 書店,2003)

2回 目 2004年7月6日16:30-18:00

豊 中キャンパス美 学棟1F日 本学B教 室

報 告者 東 園子(大 阪 大学)、 池 田淑 子(大 阪大 学)

3回 目 2004年7月27日16:30-18:00

豊 中キャンパス美 学棟1F日 本学B教 室

報 告者 東 園子(大 阪 大学)、 池 田淑子(大 阪大 学)

4回 目 2004年11月1日
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報告者

テキスト

椿 原敦子(大 阪大学)、 来 田 淳(大 阪大学)

岩渕功一 『トランスナショナル ・ジャパ ン』(岩波書 店,2001)

5回 目 2004年ll月9日

報 告者

テキスト

松 川恭子(大 阪大学)、 魏仙 芳(大 阪大 学)

岩渕功一 『トランスナショナル ・ジャパ ン』(岩波書 店,2001)

6回 目 2004年11月16日

報 告者

テキス ト

屋 葺素子(大 阪大 学)、 椿 原敦子(大 阪大学)

岩 渕功一編 著 『グローバ ル ・プ リズム』(平凡社,2005)

7回 目 2004年11月30日

報 告者 屋葺素子(大阪大学)、椿原敦子(大阪大学〉

1イメー:ジとしての:〈躰 〉」研究ワ碍クシ融プ第4鳳 罪糞料馨レズ9)ポ嘗≠ラ藤汐遊チ霪薦〕!ll

2004年7月30日15:00-18=00

待兼 山会館2F会 議室

講師 金水 敏(大 阪大学 文学部)

コメ.ンテーター 東 園子(大 阪大学人 間科学 研究科)

池 田淑子(大 阪大 学言 語文化研 究科)

司会 表 智 之

1イメージとしてめ〈臼本〉」研究ワークショジプ第5向 τメ勲 ア文化φ国擁φ超輿力:鯖

200繧年12月3日

大阪大学大学院人間科学研究科ユメンヌ・ホール

講師 岩渕功一

コメンテーター 屋葺素子(大 阪大学)

椿原敦子(大 阪大学)

司会 加藤敦典(大 阪大学)

6■晦

122 穀撫}縛鶲㊧甑跨羣識論1霧融s籌無輪 諺章輩蝕2鱒4-2{靠懿
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2004年9月25日 一26日

大 阪大 学中之 島センター第3講 義室

12:00-14:30 セ ッシ ョンA「 グローバ リズムの中の消 費 される 〈日本〉」

CraigNorris(Monash大 学)

「マンガ体験 とエスニックアイデンティティ アジァ系 オース トラリア人の事例 か ら」

大橋 庸子(大 阪市立大学)

「〈観 光 日本〉イメージの生産 観光 政策審 議会 における語 りか ら」

李 婉 寧(大 阪大 学)

「合理 化の世界 的潮流 コンビニの 日中比較 を事 例 として」

司会 伊 藤公雄(大 阪大学)

コメンテー ター 冨山一郎(大 阪大 学)、 山中千恵(大 阪大 学)、 伊藤 遊(大 阪大 学)

15:00-16:00 セッションB「差異と差別のマンガ学」

吉村和真(京 都精華大学)、田中聡(立 命館大学)、表智之(大 阪大学)

「差別と向き合うマンガたち」

表智之(大 阪大学)

「差別論の新たな場としてのマンガ」

司会 虜山一郎(大 阪大学)

コメンテーター 伊藤公雄(大 阪大学)、杉原達(大 阪大学)

10:00-12:00 セ ッションC「 ジェンダー、 セクシュアリティ、 ポ ピュラーカルチ ャー」

MarkMcLelland(Queensland大 学)

「変態 的貿易:や お い美学 の国際化 比較 文化 的観点 か らの考察」

IessicaBauwens(大 阪大 学)

「性 差別 に抵抗 する意外 な社会 運動:や おい とスラッシュ」

司会 牟 田和恵(大 阪大 学)

コメンデーター 川村 邦光(大 阪大学)、 東 園子(大 阪大学)、 堀 江有理(大 阪大学)

14:00-16:30 セッションD「文化研究の困難」

北出真紀江(大 阪大学/ラ ジオパーソナリティ)
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「メディア研究とメディァ現場の狭間で」

古川岳志(大 阪大学)

「イメージとしての現代文化研究」

司会 冨山一郎(大 阪大学)

コメンテーター 石田佐恵子(大 阪市立大学)、 山中浩司(大 阪大学)

　隲 覊 灘織 誰1撫

鷲1…雛羈ill:議…1窶
2005年3月4-5日

IapaneseStudiesCentre

MonashUniversity(ClaytonCampus)

灘鎌1穣1羅i羈1:lll鱗1…1蓑ll…ll欝無;薪ll◎

9:00-9:30

:蜘 ≒≒ゆ 礁.◎.◎靉 　i◎1……::..1:i膨、1・…….:葺…;i…:…….寵;...噴.:_..己,,..:.藤:ii…1::演.:1..:1鬻1;1:.、,:.....lii靉.繹....、.;..…1:雛:1.靉.ll麟1満.…己.:、..

Registration

9:30-10:00 Welcome

RossMouer(DirectorIapaneseStudiesCentre)

IntroductiontoIapanasImageCOEproject

ItoKimio(InterfaceHumanitiesCentreofExcellence,OsakaUniversity)

OpeningtheSymposium

A工lsonTokita(Mangahbrary)

10:00-ll:00 Sessionl:``BackgroundfbrUnderstandingPopularCultureinIapan"

Chair:AlisonTokita

Ito,Kimio(Co-ordinatorofthe21stCenturyOsakaUniversityCOEproject)

``S
exuaiityandViolencein∫apanesePopularCulture:FocusingonBoys'culture"

ManabeMasayoshi(Facultyofletters,OsakaUniversity,Corememberof[<lapan>asImage]

project)

"皿1eDeclineofRokyoku:`1960s'asasignificantpointinthehistoryofpopularcultureinlapan"

11=30-13:00 Session2="MangaPerfbrmanceWorkshopbySatoMaki:PerfbrmanceandArticulationof

Manga:theGrammarofManga"

CommentarybyKinsuiSatoshiandYoshimuraKazuma

KinsuiSatoshi(Co-ordinatorofthe21stCenturyOsakaUniversityCOEproject)

124 1蘇重零げ壽¢診 舞 訟塵碧 慕湾毒爵 掃s爵 辭麿辞 肄夢ゆ雲2拿 章蔭罰2龜撃蔭 ◎
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KazumaYoshimura(KγotoSeikaUniversity)

"Th
ebodyincontemporaryIapanesemanga"

SatoMaki(Mangaartist;stud『ntatKアotoSeikaUniversity)

MangaPerfbrmance

14:00-15:30 Sess童on3:"1【heGlobalConstructionandConsumptionofIapan"

Chair:AudreyYue(UniversityofMelbourne)

CraigNorris(lapaneseStudiesCentre,MonashUniveristy)

"TheImaginedWorldsofAustralia'sMangafans"

IoshuaSarcewicz(Student,EastStroudsburgUniversity[USA])

"TheOtakuSubcultureinAmerica》'

LerissaHjorth(RMITUniversityandUniversityofMelbourne)

"M
obilePhonesandDiversityintheSpreadoflapanese℃uteCulture'intheAsia-Paci丘 ♂

16:00-17:30 Session4:ResponsestomangacultureinAustralia:translationanddqlinshi:

MangatranslationworkshopandDolinshiworkshop

IamesRampart(student,MonashUniversity)

`蓋nIntroductiontotheWorkshopConcept"

WorkingasDojinshiintheOverseasProductionofM翩gα:SomeViews丘omtheFrontLine

KennyChan(MonashUniversity)

"M
angainSingapore&FunkyNinlaMagic"

QueenyChan(Sydney)

『AdoptingManga:FromHongKongtoAmerica"

PlenaryFeedbackSessionontheTranslationWorkshopFormat:AnInvitation丘)rConstructive

Suggestions

Chair:AlisonTbkita

9二30-1LOO Session51"WorkshoplInstallatio鼓:<lapan>asImage・

OmoteTomoyuki(Researcherofthe21stCenturyOsakaUniversityCOEprolect)

``E
xporting(orexported)Otaku"

YamanakaChie(Researcherofthe21stCenturyOsakaUniversityCOEproject)

``Centralized<PoP -lapan>　
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ItoYu(RAofthe21stCenturyOsakaUniversityCOEprolect)

``E
xportedIapan-OnIapan'sculturalpolicy"

IessicaBauwens(Researcherofthe21stCenturyOsakaUniversityCOEprolect),

"Girls'popul
arculturegoingitsownway;ThediffusionofIapanesecuteandYaoi"

RenatoRivera(GraduatestudentofHumanities,OsakaUniversity),

"1
apaneseanimebecomingmalnstream-orisit～"

11:30-13二 〇〇 Pa「allelsessions6&7:

Session6:MangaCultureJapaneseArtandCinema

Chair;EiichiTosaki(lapaneseStudiesCentre,MonashUniversity)

"l
maginingGi-wafu:Gi-yofhKenchiku,MangaandIapaneseContemporaryArt"

RioOtomo,MIALS(UniversityofMelbourne)

"Th
eHongKongConnection:WongKar-Wai's2046andIapaneseastheLanguageofDesire》'

KatyStevens(LaTrobeUniversity)

"TechnauralVi
olenceinC加 なμ曲 加 αr'"

Session7=Newdirectionsincross-culturalresearchonpopularculture

Chair:AlisonTokita(MonashUniversity)

"F1〃 μ η050ηofα:Iapan'snewimageofKorea"

RossMouerandCraigNorris(MonashUniversity)

``KnowingIapanThroughImageandReality:AReadingofPeterCareゾsWナoηgAわoμ`勉p翩"

PeterEckersall(UniversityofMelbourne)

"TheImpactofCulturalPolicyontheAvantGarde:TheEndofAηgμ 鯢System?"

14:00-15:30 Session8=`渣lternativeImaginingsinIapangsepopularculture"

Chair:IonHo99

MarkMcLelland(UniversityofQueensland)

"AShortHistoryof`Hentai'"

DeanChan(EdithCowanUniversity)

"lmaginingIAsia'inlapaneseVideogames"

KirstyBoyle(Artist/independentscholar)

``Robotculture　

16:00-17:15 Session9:RoundtableDiscussion=``IssuesfbrFutureResearch"

Chair:YoshimuraKazuma,ItoKimio,KinsuiSatoshi

126 1獣馘亀摯磯 睡黴 薦懿ia$蕪 撚鍵導α醜 鱆懿.一2覊義
職



AlisonTokita,CraigNorris,RossMouer

17:15-17:30 Closing
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2005年6月25-26日

大阪大 学中之 島センター

12:00-13:30 セ ッションAジ ェンダー、 セクシュア リティ、 ポ ピュラーカルチ ャー

菅沼勝 彦(皿1eUniversityofMelbourne)

「バ イナリズムの狭 間で:消 化 され ゆく「日本 同性 愛文化」表象へ の一考察 」

坂 井 はまな(大 阪大学)

「海外BDSM界 における 〈日本 〉イメージについて」

司会 牟 田和 恵(大 阪大学)

コメンテー ター 川村邦光 、マ ット ・ソーン(京 都精 華大学)

14:00-16:00 セッションBポ ピュラーカルチ ャーと 〈日本 〉イメージ

依 田恵美(大 阪大学)

「外 国人らしさを担 う役 割語」

RenatoRivera(京 都大 学)

"MainstreamAcceptanceofIapaneseAnimationintheWest
_Orisit～"

司 会 金 水 敏(大 阪 大学)

コメンテーター 石 田佐 恵子(大 阪市立大 学)、 吉村和 真氏(京 都 精華大 学)、

表 智之氏(京 都 精華大学)他

10:00-12:00 セッションC〈 プ レゼ ンテーシ ョン〉のデザイン

清水 良介(大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・セ ンター)、

久保 田美 生(大 阪 大学COEメ ディアラボ)、 西 田優 子(大 阪 大学COEメ ディアラボ)

「3m×3m=9m2+参 加 型 ドローイングの報 告」

表 智之(京 都精 華大学)、 伊 藤 遊(大 阪大 学)、 山中千恵(大 阪 大学)、IessicaBauwens(大 阪

大学)、RenatoRivera(京 都大 学)
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「越境 するポップ カルチャー、奪 用 される 〈日本〉」

司会 伊 藤公雄(京 都 大学)

コメンテーター 石 田佐恵子(大 阪市立大 学)、

山中浩司(大 阪大学)

岡田朋之(関 西大学)、

13:00-15:30 セ ッションDイ メー ジとしての 〈日本 〉をめ ぐるポリティクス

福 間良明(香 川大 学)

「 「反 戦」に映る自己像 「きけわだつみのこえ」の読み の変 容 と戦後の

ナショナリティ 」

梁仁 實(京 都大学)

「 「他 者」表 象の可 能性 と限界 『日本人 的1少 女』を読む」

AlwynSpies(丁heUniversityofBritishColumbia)

「イメージとしての 〈日本〉と家父 長制 の投 射」

一瀬 陽子(大 阪大学)

「〈ニホン〉 津 田左 右 吉が想像 した共 同体」

司会 冨山一郎(大 阪大 学)

コメンテーター 阿部 潔(関 西学院 大学)、 マ ット・ソーン(京 都精 華大学)

16:00-17:00 セ ッションE

座談 会

司会

総括:ポ ップカルチャー研究とこれからの大学

伊藤公雄(京 都大学)、吉村和真(京 都精華大学)

金水敏(大 阪大学)、川村邦光(大 阪大学)

表 智之(京都精華大学)

18:00-20:00 懇親会

騰 醗醗礦 翫ラ懸ガル姦鰯 究囃 題麹轢 韮 鴬覊

2006年7月8日

文学部41教 室

講 師

司会

15:00-17:00

呉智英(評 論家/日 本マンガ学会会長)

古川岳志(大 阪大学他非常勤講師)
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2006年9月9日13:00-17:00

文学 研 究科本館2F第1会 議 室

13:00-14:30 第1部 〈カルチ ャー〉再考 運動 としての文 化/研 究

パネリス ト 吉澤 弥生(NPOrecip地 域文化 に関する情報 とプロジェクト)

櫻 田和 也(NPQremo記 録 と表 現 とメディアのための組織)

司会 古川岳志(大 阪 大学)

15=00-16=30 第2部 ポピュラー ・カルチャー研 究の展 望

パ ネリス ト

司会

南田勝也(神戸山手大学/ポ ピュラー音楽学会)

粟谷佳司(同 志社大学/ポ ピュラー音楽学会)

吉村和真(京 都精華大学/日 本マンガ学会)

伊藤公雄i(京都大学)

冨山一郎(大 阪大学)

金水敏(大 阪大学)

古川岳志(大 阪大学)

薩§繊 建驪難 蕪鐵輳i爨1轢嚢轟 靉爨購i糠i聾 覊灘無難 覇1ミlillii聾1灘ll議灘薫覊i聾鷲ll騨1轟li:
2006年2月11日14:00-16:00

京都 国 際マンガ ミュージアム3階 研 究室1

主催:大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」イメージとしての 〈日本〉

京都 国際マ ンガミュージアム

第1部 講演「「ベルばら」の時代」

藤本由香里(評 論家/明 治学院大学・法政大学兼任講師)

第2部 パネルディスカッション

藤本由香里、伊藤公雄(京 都大学教授)、川村邦光、東園子(総 合司会)
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2006年2月25日13:00-17:00

大 阪市阿倍 野区周 辺地域

主催:イ メージとしての く日本〉、qudlic

講 師 加藤 政洋(立 命館 大学 助教授)

言語の接触と混交

2005年6月6日

適塾

講演者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

講演タイトル 「共生を生きる日本社会一21世 紀COE研 究プロジェクトから」

2005年7月12日

リバ ・デ ル ・ガ ル ダ(イ タ リア)

発 表 者 津 田 葵(大 阪 大 学 言 語 文化 研 究 科 教 授)

講 演 タイ トル"APragmaticPerspectiveofMulticulturalWeddingR.eceptionsinIapan"

2005年10月1日

龍谷大学

講演者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

講演タイトル 「共生を生きる日本社会:学 校での取り組みを中心に21世 紀COE研 究プロジェクトから」
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2005年11月13日

立命館 大学

座 談 者

座 談会

西 口光 一(大 阪大 学留学生 センター教 授)

「多文化社 会 の日本語 コミュニケーシ ョン」

2005年12月23日

国立民 族学 博物 館

発 表 者

発 表 タイトル

13:00-18:00

布尾勝一郎(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

「大阪における多言語表示の実態とその受容について 外国籍住民 ・短期滞在者へのアン

ケート調査から 」

6月 例会2004年6月10日.14:40-17:00

COE言 語研 究 班室

移住 連全 国 フォー ラム分科 会 テーマ 「子 どもの教育」、「労働者 の権 利を守るために」についての

報告 と討議

7月例会 2004年7月8日14:40-17:00

COE言 語研 究 班室

担 当者 服部圭 子(大 阪大 学言 語文化 研 究科博士後 期課程)

内 容 異文化 問教 育 学会 第25回 大会(2004年5月29-30日 、 同志 社 大学)で の研 究発 表

会 「異文化 間教 育 ・研 究 と地域 ・実践 」、 な らびに国際理 解教 育学会 第14回 研 究大会

(2004年6月5-6日 、 京都 ノー トル ダム女子大学)で のミニシンポ ジウム 「持続 可能 な

社会:開 発 と環 境の視 点 に立った国際理解 教 育」についての報 告 と討議

2004年7月22日14:40-17:00

COE言 語 研 究 班 室
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内 容 移住 連全 国 フォー ラム分科 会 テーマ 「日本 語支 援 の 「いま」「これか ら」～多文化 共生

の まちづ くりを目指 して」、「外 国人差 別 をウォッチ しよう」についての報 告と討議

8月例会 2004年8月19日14:40-17:00

COE言 語研 究班 室

担 当者 山下 仁(大 阪大学 言語 文化 研究 科助教 授)

討 議 「共生 を生きる 日本 社会:現 実 の姿 と将来 へ の展 望」

9月例会 2004年9月16日14;40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

山下仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

討 議 「外国籍の子供に対する教育(日 本語教育・母語保持教育)」

「オールドカマーの体験からみた共生の問題」

「多言語・多民族社会の可能性についての考察」

10月 例会 2004年10月7日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

新庄あいみ(大阪大学言語文化研究科博士前期課程)

討 議 「言語内共生または共生日本語一 共生日本語の理論と実践」

11月 例会 2004年11月ll日14:40-17=00

COE言 語研 究班 室

担 当者 松本敬 子(大 阪大学21世 紀COERA)

討 議 「国際理 解教 育」「異文化 理解 教育」「多文化共 生教 育」の概念 規定 につ いて

2004年ll月25日14:40-17=00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

高阪香津美(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

服部圭子(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

討 議 「「共生を生きる日本社会」における「学校」を中心としたドメイン分析」
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「共生日本語空間としての地域日本語教室

言語内共生を促進する新しい日本語活動とコーディネータの役割」

12月 例会 2004年12月16日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

山下仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

呉 恵卿(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

討 議 「オールドカマーの体験からみた共生の問題」

「多言語 ・多民族社会の可能性についての考察」

5月例会

鰭ギ

2005年5月12日14:40-17:00

COE言 語研 究班 室

担 当者 津 田 葵(大 阪大学 言語文化研 究科教 授)

内 容 大 阪大学21世 紀COE研 究プ ログラムにお ける言 語研究 の方 向性 についての検 討

7月例会 2005年7月7日14:40-18:00

COE言 語研究班室

担当者 植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

山下仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

布尾勝一郎(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

内 容 在日朝鮮人研究会西日本部会第28回 例会での研究発表会報告、移住連全国フォーラ

ム分科会テーマ「日本の移民政策と市民社会の役割」、「コミュニティ通訳のこれから」、

「多言語表示・差別表示調査」についての報告と討議

2005年7月28日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

高阪香津美(大 阪大学21世 紀COERA)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

内 容 移住連全国フォーラム分科会テーマ「子どもの教育」についての報告と討議

8月例会 2005年8月29日14:40-17:30

COE言 語 研 究 班 室
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担当者 厂津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)ヒ

高阪香津美(大 阪大学21世 紀COERA)

山下 仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

布尾勝一郎(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

呉 恵卿(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

服部圭子(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

討 議 「外国籍児童・生徒への教育」

「街の言語景観」

「韓国系民族学校における「共生」の実態 アンケート調査の結果から

厂日本における言語内共生のための課題」

」

9月例会 2005年9月28日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

高阪香津美(大 阪大学21世 紀COERA)

山下仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

布尾勝一郎(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

討 議 「外国籍児童・生徒への教育」

「日本における多言語社会の実態」

10月 例会 2005年10月20日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

呉 恵卿(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

服部圭子(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

討 議 「「民族教育」における「共生」の実態」

「メディアで提示される日本語ボランティア像の批判的研究」
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12月 例 会 2005年12月1日14:40-18:00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

高阪香津美(大 阪大学21世 紀COERA)

山下 仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

布尾勝一郎(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

植 田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

呉 恵卿(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

服部圭子(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

討 議 「外国人集住都市における多文化共生に向けての取り組み」

「多言語社会と共生」

「民族教育」における「共生」の実際」

「メディアが創る、人々が抱く、日本語ボランティアと外国人像」

4月例会 2006年4月27日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

高阪香津美(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

討 議 「外国籍児童 ・生徒をとりまく教育環境一 コミュニケーションに着目して」

「多言語表示に関する今後の研究のありかたについて」

「「共生」の時代における民族と言語」

5月例会 2006年5月18日14:40-17=00

COE言 語研究班室

担当者 西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

服部圭子(近 畿大学生物理工学部専任講師)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

己峨
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討 議 「地域日本語活動の必要性とその実践」

7月例会 2006年7月13日14:40-17:00

COE言 語研究班室

担当者 津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

高阪香津美(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

山下仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

佐藤誠子(大 阪大学言語文化研究科博士前期課程)

ウーワイシェン(大阪大学言語文化研究科博士前期課程)

植田晃次(大 阪大学言語文化研究科助教授)

呉 恵卿(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

西口光一(大 阪大学留学生センター教授)

服部圭子(近 畿大学生物理工学部専任講師)

新庄あいみ(大 阪大学言語文化研究科博士後期課程)

討 議 「外国人師弟の学校教育環境」

厂多言語表示に関する意識調査の方法論について」

「共生の時代における民族と言語」

「日本語パートナーによる日本語学習支援」

8月例会 2006年8月28日14;40-17=00

COE言 語研 究班 室

担 当者 津 田 葵(大 阪大学言 語文化研 究科 教授)

内 容COE国 際 シンポジウムにお ける 「言 語 の接触 と混 交 共 生の現 在と未 来」セ ッションの

討議 課題 とサブテーマ設 定 についての検 討

2004年10月28日

文学研究科日本語学研究室

発題者 真田信治(大 阪大学文学研究科教授)

工藤真由美(大 阪大学文学研究科教授)

津田葵(大 阪大学言語文化研究科教授)

山下仁(大 阪大学言語文化研究科助教授)

内 容 「言語の接触と混交」の研究課題と関連テーマについての検討
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1国麟 繍嚇薊榊タ驢 轍翼総蠖激餐蒸蜘 や欝呼謙 纛勲睡麟 購 φ灘遘雛蜘 ジ輪 纛i襲、、
2006年10月14日17:00-18:00

大阪 大学中之 島センター

発 題 者 手塚 義雅(文 部 科学 省初等 中等教 育局国際 教育 課長)

オチ ャンテ ・村 井 ・ロサ ・メルセデス(三 重大学人 文社会 学研 究科 修士 課程)

稲 垣 洋子(三 重 県立 四 日市 工業高等 学校 教員)

柿崎 ヘイナル ド(マ ルアイユ ニティ勤務)

永 田セリアー二(ポ ル トガル語教 室ボランティア講 師)

内 容 セ ッション準備 、 ならび に文部科 学 省の取組 み と研 究者 の研 究活動 のインターフェイスにつ いて

討議

モダニズムと中東欧の藝術 ・文化

臘灘 鬻鑼 黷鍵醒慧:騨1聯:託:撚澱 蟹 な∵iilll
2004年11月15-22日

ポーランド美術 史家協 会(ワ ルシャワ ポーランド)

ニ コラウス ・コペルニクス大学(ト ルン ポーランド)

■亟匯團 匹■■■ 幽 勲 §囀 弊1一・ゴ 羮.詈}曩桟.ll撫 纛1鸞 蠡 欝1＼_1ぐ こ一

VisitsOldCity

IewishHistoricalInstitute,IewishandPowazkiCemeteries

国匳巫躍 ■■屡靆嫡 轢麟醺灘蠶磐繋難烹蠡 ㌧譱・饗諸ゴ奪1羅ひ著一璽癈∴蠡覊灘讓、蘿野覊纛ゴ 廴.

10:00-WORKSHOPI

Spotkanie}apohskichiPolskichHistoryk6wSztukiiMuzykolog6w

SocietyofArtHistorians

ZakladHistoriiSztukiNowoczesnejWydzialuSztukPi拿knych
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UniwersytetuMiko士ajaKopernikawToruniu

DepartmentofArtHistory～GraduateSchoolof正etters

OsakaUniversity

zapraSZ司ana

otwarcieSpotkania

ProfMichitakaSuzuki(UniwersytetwOkayamie):SiemiradzkiinMeiliIapan

ProfNobuhiroIto(UniwersytetwOsace):WhatdidSzymanowskiexperienceinBiskra?:

AnattemptofreconstructionbasedonBartok'scollection

ProfKenjiMitani(UniwersytetwOsace):KafkareceptionsinIapan

11:30-13.00

9:00一

P「ze「wa

ChitoshiHinoue(UniwersytetwOsace)=IAbsence'or`unconsciousness'ofIewishArtinIapan

Prof.TsukasaKodera(UniwersytetwOsace):AICACongressinWarsaw,1960"L'art,1es

natiOnS,1'UniVerS"

AkikoKasuya(MuzeumNarodoweSztukiNowoczesnejwOsace):ContemporaryKoreanand

Iapanesewomenartists

麹φ蜘 わ嫌銭φφ騰1.i髴i議ii;髭1.蓑i.鬟ii.…ili:靉iii鬟;ll:iil;:l

WORKSHOPII

UniversityHotel

liiii:iii:靉斐華lii鬟ii.ll蓁妻.iii;liii纛ill.華.ii霧.ii纛華欝.iil;蓑薫iliii鑾纂li鬟糞i:縁:鬟

Visits meetingwithpro£MarekZaidlewicz-prorectorofN.C.University

OldCity

MuseumwithBrunchofOrientalArt

Pro£KenjiMitani:

DepartmentofGermanLiterature-meetingwithprofofGermanliterature

18:30 toWarsaw(bytrain)

.培φ饕顛わ:磯霾◎…i難1驚lil纛隷蕁ii爨塾1纛:i≒il:;鬱濠讌:i;{ll;…;:繕ii:i;麝:ii讐i葉辮i:i糞難…ilii黶灣i妻ii靉li…i雛iil…i羃i髴lii纛蒙i…1蒙

VisitsRoyalCastle,NationalMuseum,FryderykChopinMuseum

Prof.NobuhiroIto,MsMakiOno:

WarsawUniversity(lnstituteofMusicology)一meetingwithprofZo丘aHelman

Pro£MichitakaSuzuki:

NationalMuseum(collectionoficons,GalleryofCopticArt)withpro£

i嚢セ曾縛鵞£沿 捕竪貰峯罍勒i譱a$蹟 盈覓a難o難 藪a華 馨轟.罰a台§馨



WaldemarDeluga

7:15一

一__脚_,__繋 韈 轢穀耄鄭躑 黷鵝 駿こ凝ξ窪蠶灘凄嬰羅韈 鯲i難 難 繋 蠍 簸 竈麗 魏蝋 難 .iモ鬟多毳孅 搬蘓 撫 懸1;黙 鴛 鱗 『盆、冫鄲.….i:;1..lilli

toCracow(bytrain)

Visits RoyalCastle,PrincesCzartoryskiFoundation

NationalMuseum(BrunchesofPolishArtofXVm-XIXCenturyin

Sukienniceand罫eliksIasiehskiCollection)

IewishquarterandIewishMuseum

ProfNobuhiroIto:

IagellonianUniversity(InstituteofMusicology)一metingwithprofIadwigaPaja

18:35一 toWarsaw(bytrain)

ProfMichitakaSuzuki:

triptoLublin(CastleMuseumwithOrtodox丘escos)andKodeh(Ortodox

church)withdrAndrzejBaranowski

19:00一

VisitsMuseuminLazienki,CenterfbrContemporaryArt

羸useuminWilan6w

Iewish血eater

,嬲___。._嚢 ミ鴛醗 …戀、蹴麟 蹴 灘 …灘 繖 灘 輿ミ蕪藁鸚 囎 蹴 、1戴騰 濕 欝 、灘 三菱灘 麟 、,,...變

2005年5月31日10:00-17:00

.大阪 大学中之 島センター10F佐 治敬三 メモ リァルホール

主催=大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

後援=美 術 史学 会

10:00 開会の辞 圀府寺司(大 阪大学)

「越境する芸術への問いかけ」

10:10 エフェル ト・ファン ・アイテル ト(アムステルダム大学)

「ファン ・ゴッホ 美 術界 に場 をもとめて」

11:00-11:50 ロバ ー ト・ジェンセ ン(ケ ンタッキー大学)

磁
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「〈教 育者〉としてのファン ・ゴッホ 観念 的美 術の グローバ リゼーションとその初期現 象」

13:00 クリス ・ス トルウェイク(フ ァン ・ゴッホ美術 館)

「オランダにお けるファン ・ゴッホ1900年 頃における近代美 術の導入 」

13:50 池 上裕 子(イ ェール大学/大 阪大 学)

「移動 と衝 突 ストックホルム近代 美術 館 におけるロバー ト・ラウシェンバーグの 《モ ノグラム》」

14:40 休憩

15:00 ア ンナ ・ブジスキー(ケ ンタッキー大 学)

「ヨーロッパのモ ダニズムと美術 をめ ぐる言説 のメカニズム ポーランドを中心に 」

15:50 圀府 寺 司(大 阪大学)

「〈芸 術 ・国家 ・世界〉 AICA(国 際批 評家 連盟)ワ ルシャワ大会(1960年)」

16:40 閉会の辞

1シ ンポジウム:「中率 欧の近現 代芸 衛'、:,ll美衛1;建 築i3;音楽 ボ演蔚'総 ・コ1:磁:1:1,'淡.縅/,'㌶ 濡

2005年10月30日 一31日

大阪大 学中之 島センター

主催;大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

科学 研究 費 基盤研 究(B)「 中 ・東 欧の近現 代芸術 に関する国際 ・学 際共 同研 究」

■圃 ■■■■r嫁;
10:00-10:15圀 府寺 司(大 阪大学)

「モダニズムと中東 欧の芸術」

■美術健築

10:15-11:00 ピョー トル ・ピョトロフスキ(ア ダム ・ミツキェヴィチ大学 ポズナン

「「美術 史の二つ の声」につ いて」

ポー ランド)

11:QO-1L45 関口時正(東 京外国語大学)

「ポーランド近代美術のいくつかの特殊性について マ テイコか らカントル まで」

12:00-12:45 アンナ ・ブジスキー(ケ ンタッキー大 学)1989年

「「現代 芸術」の歴 史 的論理 」

14:15-15=00 イエジー ・マ リノフスキ(ニ コラウス ・コペルニクス大学 トルン ポーランド)

「ポーランドにお けるユダヤ人前衛芸 術家 たち 「若 いイデ ッシュ」グループ」

140 i覊 魯縛3C勘 馨嬲 憐 最鶉建紛$匿)繧 翁 載}難k2蝋}4.、2翰 羅蕚



15:00-15:45 エレオノーラ ・ベ ルグマン(ユ ダヤ歴史研 究所 ワルシャワ)

「ワル シャワ ・シナゴーグの建築 」

16:00-16:45 エヴァ ・フォルガッチ(ア ー ト・セ ンター ・カレッジ ・オブ ・デザイン、パ サデナLA)

「ハ ンガ リーのアヴァンギ ャル ドとその観衆 」

16;45-17:30 ペ トラー二 ・ジ ョル ト(ミューチャルノック美術 館 ブダペス ト)「島」

「視 覚文化 にお けるハ ンガリ 若手世代 の存在 」

■回回匹圄囗囮回■■■■■匿華舞il嚢建墨繋譲黙議嚢ミ覊暴嚢羃靉鑿鑾嚢警、羲嚢鬆靉蘿纔灘簽灘1霧髴鑿爨鑾鼕謹嚢i嶷纛毳鬟韆羈ミ鼕ミli嚢蠶業i鬟1譲灘i;羅叢礬i蕪難1ミξ…捲
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■音 楽

9:30-10:00 伊東信宏(大 阪大学)

「モルドヴァのブラスバンド:民族の表象を超えて

10:00-10:45 レイチェル ・ベックレス ・ウィルソン(ロ ンドン大学)

「共産 主義下 に天 才は生 まれ るか?ブ ダペス トの音 楽美 学1949-89年 」

10:45-11:30 クレール ・レヴィ(ブ ル ガリア学 術 アカデ ミー芸術研 究所 〉

「東、西、そ してポップフォーク1989年 以後 におけるブルガ リア音 楽アイデ ンティティの矛盾」

11:45-12:30 横 井雅子(国 立音 楽大学)

「ハ ンガ リーのターンツハーズ運 動 とその影 響」

■演 劇

14:00-14:30 永田靖(大 阪大学)

「亡命と客演一 中東欧でロシア演劇に出会う」

14:30-15:15 アレクサンドル ・チェプーロフ(サ ンクト・ペテルブルグ演劇 アカデ ミー ロシア)

「セルゲイ ・ラドロフとヨーロッパ演 劇」

15:15-16:00 ニ コライ・ペ ソチンスキイ(サ ンクト・ペテルブルグ演劇 アカデ ミー ロシア)

「演 劇 の左 翼戦 線1920～30年 代 におけるロシア、 ドイツ間の理 念 の移動 」

16:15-17:00 ヴラジスラフ ・イワーノブ(国 立芸術 学研 究所 ロシァ)

「ディアスポラの ロシア演 劇 両大 戦 間のユ ーゴスラヴィアとラトヴィア」

17:00-17:45 エ リザベス ・スー リツ(国 立 芸術学 研 究所 ロシァ)

「ユーゴスラヴィアにおけるロシアの ダンサーたち マルガリータ ・フローマン、 クラウディア・

イサチェンコとエ レーナ ・ポ リャコー ワ」

17:45-18:00 閉会の辞

r鬱' シンポジウム ・ワークショップ ・セ ミナー ・研 究 会一 覧 141
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1「モダニズムと中東欧の藝徳・文微ヨ研堯会誓,＼＼:

一

第1回2004年4月12日16:20-19:00

文 学 部 美 学 棟1FB13教 室

第2回 2004年4月26日16:20-19=00

文学部 美学棟1FBI3教 室

伊 東信宏(大 阪大学 文学研 究科助 教授)

「民 族間の通 貨としての音 楽:モ ルドヴァを例 に」

第3回 2004年5月10日16:20-17:50

文学 部 美 学 棟1FB13教 室

StellaTodorovaZivkova(大 阪 大 学 音 楽 学 客 員 研 究 員)

"BulgariaandtheBulgarians:Identi嚇TraditionandGlobalization』heMusicalPerspective 一"

第4回 2004年5月17日16=20-17:50

文学 部美 学棟1FB13教 室

圀府寺 司(大 阪 大学文学 研究 科教 授)

「近代 美術 史(学)と ユダヤをめ ぐる問題 問題設定と調査領域 」

第5回 2004年6月3日16:20-17:50

文学部 美学棟IFB13教 室

佐々木茂 人(同 志社 大学 非常勤 講 師)

「ゴルディンの 『野 生の人』か らカフカの 『変身』まで 削 られた第5幕 をめ ぐって 」

第6回 2004年6月14日18:00-19:30

文学部文学 部棟4F文41教 室

東欧ユ ダヤ音楽 クレズマー ・コンサ ー ト

樋上千 寿(大 阪大 学特 任研究 員 〈COE>)

「シュテ ートルの音楽:東 欧ユ ダヤ音 楽クレズマーとシャガール」

演 奏OrkesterDreydel

(樋上千 寿=ク ラリネット、 白石雅 子=ア コーディオン、金 谷優 里=ピ アノ)

第7回 2004年6月28日16:20-17:50

文学 部美 学棟IFBI3教 室

三谷 研爾(大 阪大学 文学研 究科助 教授)

「世 紀転換 期 のプラハ ・ドイッ人社 会」

1躍 轄無o諺 摸 廴;恥a鶉}蓮驫s嚢 鱸a露o継 し2濮}講 ・2§謬郵



第8回 イエジー ・マリノフスキー教 授(ニ コラウス ・コペ ルニクス大 学教 授)講 演会

2004年7月12日16:20-18:30

待 兼 山会 館2罫 会議 室

第9回 バ ーバ ラ ・ブリュス=マ リノフスカ美 術部 長(ポ ーランド国立 美術 館近代 美術部 長)講 演会

2004年7月13日10:30-12:00

待 兼 山会館2F会 議 室

第10回 2004年7月22日15:00-16:30

文学 部美学 棟IFBI3教 室

小 島 亮(中 部大 学 国際関係 学部教 授)

「中欧 論再考」

第11回 2004年10月25日16:20-17;50

文学 研 究科本館2F第1会 議 室

ズデ ンカ ・シュヴァル ツォヴァー(プ ラハ ・カレル大学 日本学 科科 長)

「チェコにおける日本文化研 究の歴史 と現状 」

第12回 2004年11月1日16:20-17:50

文学 部美学 棟IFBI3教 室

伊東信 宏(大 阪大 学文学研 究 科助教 授)

三谷研 爾(大 阪大 学文学 研究 科助教 授)

樋 上千寿(大 阪大学 特任研 究員 〈COE>)

加 須屋 明子(国 立国 際美術 館 主任研 究官)

「モダニズムの越 境 ポーランド・ワークショップ に向 けて」

第13回 2004年11月29日16:20-17:50

文学 部美学 棟IFBI3教 室

春 山清純(神 戸薬 科大学)

「ゴーレム伝説 の系 譜 プラハの ゴーレム像 を中心 として 」

第14回 2005年1月24日16:20-17:50

待 兼 山 会 館 会 議 室

1.ス ーハ ン(ワ ル シャ ワ現 代 芸 術 ギ ャ ラリー 副 館 長)

"脇eInvisibleGallery"

第15回 2005年2月21日16:20-17=50

待兼 山会館 会議 室

ミロスワフ ・バウカ

磁
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"Wh
attheButlerSaw"

第16回 2005年3月7日16:20」17:50

共 通 教 育 管 理 講 義 棟6F会 議 室

DavidCrowley(イ ギ リス王 立 芸 術 学 院 デ ザ イ ン史 部 門)

"Fi
ndingPolandinIapan:PolishArtandRusso-IapaneseWar"

「日露 戦 争 期 の ポ ー ラ ン ドに お け るジ ャポ ニ ズ ム」

第17回 2005年3月14日16:20-17=50

A.ラ クネル(現 代 美 術 作 家 ハ ン ガ リー)

"AntalLakner -Subversiveartdevelopments"

第1回2005年5月6日16=20-17:50

文学部 美学 棟1FBI3教 室

中村 真(大 阪大学 文学 研 究科博士 後期課 程)

「いか にして レオ シュ ・ヤ ナーチェクは 「民 族 的」な芸術 音 楽を 目指 す に至 ったの か?;初 期の理

論 的著作 群を中心 に」

第2回 2005年5月20日16:20-17:50

文学 部美学 棟IFB13教 室

永 田 靖(大 阪大学 文学研 究科 教授)

「亡命 ロシァ演劇 とモスクワ芸術 座プラハ ・グループ」

第3回 2005年6月17日16:20-17:50

文学 部美学 棟1FB13教 室

若林 一弘(東 欧民 俗 学)

「『戦間期東 欧の民俗 学』始末」

※講演 はインタヴュー形 式(聞 き手:伊 東信 宏)

第4回 2005年7月8日 .16=20-18:30

共通 教育B棟B108講 義 室

関 口時正(東 京外 国語 大学教 授)

「ポーランドの歴 史的モ ダニズム と歴 史的 アヴァンギャル ド 対立の構図」

第5回 2005年7月15日16:20-17:50

待兼 山会館2F会 議室

西 成 彦(ま さひご)(立 命 館大 学教 授)

144 顳鯰縉繭囎 韓饕購谿i瀰嚢sむ覦鍵黙o《敷2窮94-20髄



「東中欧の多言語状況とモダニズム ポーランド分 割か らホロコース トまで」

第6回 2005年10月21日16:20-17=50

文 学 部 美 学 棟IFBI3教 室

`「阯
1emaandvariations"

バ ー ンク ・シ ャー リBankSary

エ ル ジェー ベ ト ・シラ ー ギErzsebetSzilagyi

ゆ

O
㎜蔓
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O
羣
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鶴

第7回 2005年11月18日16:20-17:50

文学 部美 学棟1FB13教 室

小 野 尚子(大 阪大学 文学研 究科博士 前期課 程)

「アルフォンス ・ムハ作 《スラヴ叙事 詩》 演 出家 としてのムハ とその舞 台?一 」

第8回 2006年1月27日16:20-1750

文学部美 学棟1FB13教 室

大 津留厚(神 戸大 学文学部 教授)

「『中央 ヨーロッパの可能性 』をめ ぐって」

コメンテーター 吉田耕太 郎(東 京外 国語大 学大学 院/大 阪大学 ドイッ文学 研究 室)

臨床と対話

蔭…難鑄騫耨臻 灘灘戀 戀 爨　彰…ξ毳嚢…靉{篝耄饕…塁§　　妄嚢曇　　籌韃曩　鬟蕘靉攀　き　蕪ξ臻…鬟髫き

2004年4月27日15:00-17:00

待 兼 山 会 館2F会 議 室

BernhardWalden色ls(元 ボ ッフム大 学 教 授)

"BodilyExperiencebetweenSelfhoodandOtherness"

耄饕蕪纛耄妻鎌辮騫籌嚢篝馨華嚢i萎萎鬟靉靉饕饕饕饕蘿難萋難量鼕蓼鑵蓁巽蠶壽馨髴i養蕚i蠶鼕鬟蕘蕘繋羹嚢嚢蕘暴爨羹萋ξ

2004年7月26-28日

トイ ンビー ・ホー ル(英 ・ロン ドン)

主 催:ト イ ン ビー ・ホ ー ル

刷眇
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共催:大 阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

イリノイ大 学 シカゴ校 ジェイン ・アダムズ ・ハル ・ハウス博 物館

巳死別の悲しみからの回復を助けるワ遍クショジプ㌧ い、.

2004年9月19日11=00-17:30

大 阪市立 大学看 護短期 大学

主催:21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文 学」臨床 と対話

1鬻黻驤讐 爨魏:靄徳"ギ
2004年10月30日14:00-16:30

日本 女子 大学百年館低 層棟5G6教 室

主催:財 団法 人ラスキン文庫

共催1大 阪 大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

講演 川端康 雄(日 本 女子 大学 教授)

「ロマ ンティック ・エコロジストとしてのモリス」

シンポジウム 横山千晶(慶應義塾大学教授)

「ラスキン、モリスとく保全〉思想の系譜」

藤田治彦(大 阪大学大学院教授)

「モリスの古建築物保護運動」

菅 靖 子(津 田塾 大学助 教授)

「レッド・ノ、ウスの1世 紀半」
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2004年12月1日 一2日

東 京大学 医学部付属病 院入 院棟 レセプションルーム
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医療 紛 争 にお けるMediationの 可 能性

ThepromiseofMediationinmedicalconnilct

コーディネーター 稲 葉一人(科 学技 術文 明研 究 所)

14=00-16:30 招 聘 講 師 との 意 見 交 換

招 聘 講 師:PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInstitute)

IimStott(AssistantDirectoroftheStrausInstitute)

謙 灘 溜 蹴 ・鱗1・欝 ・繋;濃 ・轡:緋i;;懸 編liii;;;;・

Mediation(調 停)ト レーニングを体験 する

MediationTraining

コーディネーター 和 田仁孝(早 稲 田大 学法務 研 究科教授)

13;00-13:15 ペ パダインロース クール ・ストラウス研究 所 の概 要

13:15-17:00 招 聘 講 師 に よる トレー ニ ング

招 聘 講 師:PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInstitute)

IimStott(AssistantDirectoroftheStrausInstitute)

(1)STAR方 式 に よる トレー ニ ング(い か に して トレ ーニ ング を行 うか)

(2)調 停 にお ける 倫 理

隣 鑛 磯詣iジ黙 勲 羅 钁麟騨 鱒钁嶷 韈 鸚ii饗i纛耄i纛欝 蠹i鱗ii蟄鑓i;ミ:i釜il三難i欝il灘1蹴麟1、讖 雛灘聾i…三i

2004年12月4日 一5日

大阪 大学中之 島センター

Mediation(調 停)ト レーニングを体験 する

MediationTraining

コーディネーター.稲 葉一人(科 学 技術 文明研 究所)

織
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13:00-13:15 ペ パダインロースクール ・ストラウス研 究所 の概 要

13:15-17:00 招 聘 講 師 に よる トレー ニ ング

招 聘 講 師=PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInstitute)

IimStott(AssistantDirectorof亡heS亡rausInstitute)

(1)STAR方 式 に よる トレ ー ニ ング(い か に して トレー ニ ング を行 うか)

(2)調 停 に お ける 法 律 家 の 役 割

被害者 と加 害者に とっての 語ることと聞か れることの意 味

TlleMeaningofbeheardbyandtalktofbrvictimesando丘enders

コーディネー ター 藤 岡淳子(大 阪大学)

10=00-11:00 対話の前提としての被害者理解、加害者理解

進行 藤岡淳子

(1)VOMの 現状報告

(2)エ クササイズ「被害者体験、加害者体験を想像する」

11:00-13=00 被害者と加害者にとっての語ることと聞かれることの意味

進行 森本志磨子(弁 護士)

地域 か らのADRの 発 信

TheMessagefromLocalADRCenter

コーディネーター 岡村正 文(中 四国民 間調 停研 究会代 表)

14:00-15=30 ADR実 施団体による現状の報告

15:30-17:00 「裁判外紛争解決手続の促進に関する法律」施行後におけるADRの 行方

巳¢G助糶 授乗/社会φなかめ扇 ζ判1¢擁 霊錘 ・5蔘i紳覊 華 川藻蹴 篶i臠擁黛…£:鰭・:靉、,=論蘇;;

2005年7月15日19:00-2LOO

彩都IMI大 学 院スクール ・IMI大 講 義室

主催;川 俣 ゼ ミ(CafeTalk+TadashiKAWAMATA主 催 団体)

大阪 大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

共催:大 阪大 学 コミュニケーションデザイン ・センター(CSCD)

彩 都IMI大 学 院 スクール
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協 賛:ア サ ヒビール株 式会社

コーディネイション:木 ノ下智恵子
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2005年7月26-29日

岡山県倉敷市倉敷公民館大ホール

主催:倉 敷2005「 芸術と福祉」国際会議実行委員会 デザイン史フォーラム

共催:川 崎医療福祉大学 吉備国際大学 倉敷芸術科学大学

大阪大学コミュニケーションデザイン・センター

大阪大学21世 紀COEプ ログラム「インターフェイスの人文学」

独立行政法人日本学術振興会人文・社会科学振興プロジェクト研究事業「文学・芸術の社会的媒介機能」

科学研究費基盤研究(B)「 近代工芸運動の総合的国際比較研究」

協力:大 原美術館 倉敷民藝館

協賛:日 本民藝館 日本地域福祉施設協議会 大阪市社会福祉研修・情報センター

カシオ科学振興財団

後援:岡 山県 倉敷市 岡山県教育委員会 倉敷市教育委員会 岡山県社会福祉協議会

倉敷市社会福祉協議会

1
第5回 ア ー ツ ・アンド・クラフツ運 動 史 国 際 会 議

5thInternationalConf6renceontheHistoryoftheArtsandCra丘sMovementJほly26-27

「国 際アーツ ・アンド ・クラフツ運動」

TheInternationalArtsandCraftsMovement

司会進行 要真理 子(大 阪大学 講師)

10:00 開会挨拶

倉敷2005会 長 大原謙一郎(大 原美術館理事長)

10こ30 開催趣旨説明

倉敷2005実 行委員長 藤田治彦(大 阪大学教授)

11:00 「アー ツ ・ア ン ド・ク ラフ ツ運 動 と トイ ンビー ・ホ ール」

欄鯲
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リュー ク ・ゲ ー ガ ン(ト イ ンビー ・ホー ル 館 長)

11:30 「アーツ ・アンド・クラフツ運 動 とハ ル ・ハウス」

ペグ ・ス トローベ ル(ハ ル ・ハウス博 物館 館長)

13:30 講演 「19-20世 紀 イングランドのアーツ ・アンド・クラフツ運 動」

ターニャ ・ハ ロッド(イ ギ リス王立美 術大 学客員教授)

15;30 講 演 「ケル ト・デザインの伝 統 とアイルランド ・スコットランドの

アーツ ・アンド・クラフツ運 動」

鶴 岡真弓(立 命館大 学 教授)

17:00 コメンタリー

高階秀爾(大 原美術館館長)

17:30 第1日 目閉会

18:00 懇 親会(一20:00)

「アーツ ・アンド・クラフツと民 芸」

TheArtsandCraftsandTheMingeiMovements

司会 進行 赤 木里香子(岡 山大学助教 授)

9=10 挨拶 安井昭夫(倉 敷民藝館理事長)

9:20 講演「工芸と倉敷」

児島塊太郎(倉 敷芸術科学大学教授/加 計美術館館長)

11:00 講演 「民藝と茶の湯」

熊倉功夫(林 原美術館館長)

13:30 東アジア工芸運動シンポジウム

「アーツ・アンド・クラフッと民芸」

長田謙一(千 葉大学教授)

竹中均(神 戸市立外国語大学助教授)

リー・ピョンナム(韓国 釜山市立美術館学芸官)

バトリシア・リン(台湾 朝陽科技大學助理教授)

司会 藤田治彦(大 阪大学教授)

15:00 見学会(大 原美術館・倉敷民藝館 ・児島塊太郎窯 ・備中和紙工房など)

18:30 関連行事(無 料)

有隣会主催 「第50回 大原孫三郎・總一郎記念講演会」

150 醜 簿 ギ龜 £黛 を曳撃難 濤郵 軈 警s弐}瀧 縁$驪o薮2書 奪母.2龜 蕁$



1
第2回 セ ツルメント運 動 史 国 際 会 議

2ndInternationalCon艶renceontheHistoryoftheSettlementMovement,∬uly28-29
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「欧米 の地域 福祉 と日本」

RegionalWel血reoftheWorldandIapan

司会進 行 赤木 里香子(岡 山大 学助教 授)

9=20 挨拶 藤田和弘(吉備国際大学学長)

9:30 講演 「トインビー ・ホールとセツルメント運動」

リューク ・ゲーガ ン(ト インビー ・ホール館長)

11:15 講演 「ハル ・ハ ウスとセッルメント運 動」

ペグ ・ス トローベ ル(ハ ル ・ハウス博 物館 館長)

13:45 ヨーロッパの地域 福祉 シンポジウム

「セッルメントとヨーロッパ の若 い世代 」

ヘンリ ・ブラーケンブルフ(オ ランダ教育 プロジェクト財 団ディレクター)

ジル ・ゴールズワージー(ト インビー ・ホール館員)

ケイト ・ブラッドリー(ロ ンドン大学大 学院、 トインビー ・ホール嘱託館 員)

アンジェラ ・ジョンストン(バ ッキンガムシャー ・チルタンズ大学 大学 院)

司会 井 岡 勉(同 志 社大 学教 授)

15:15 講演「日本における地域福祉施設の現状」

小椋昭(社 会福祉法人石井記念愛染園わかくさ保育園園長)

16=45 講演「石井十次と岡山孤児院」

横田賢一(山 陽新聞社)

18:15 関連行事 映画上映会(有 料)(一20:00)

「岡山孤児院石井十次の生涯」

「日本の 地域福 祉 と岡山 ・倉 敷」

RegionalWelfareofIapanandKurashiki,Okayama

司会進 行 要 真 理子(大 阪 大学講 師)

9:10 挨拶 岡田喜篤(川 崎医療福祉大学学長)

9:20 講演 「近代日本における岡山県の福祉 ・文化の歴史的重要性」

繊
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赤松力(川 崎医療福祉大学講師)

10:30 講演「近代岡山県の児童福祉事業」

内田節子(吉 備国際大学教授)

11:30 講演「しいのみ学園・福祉と芸術」

舜地三郎(し いのみ学園長理事長)

12:20 閉会の挨拶

14=00 施設見学会(社 会福祉法人旭川荘)

17;00 解散

2005年12月10日 一11日

ホテル奥 道後コンベ ンションホール 「錦晴 の問」

主催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」

共催:大 阪大学 コミュニケーションデザイン・センター 愛 媛和 解支 援センター

後援:愛 媛大 学 愛 媛新 聞社 愛 媛県土 地家屋 調査 士会 土 地家屋 調査 士会 四国ブ ロック協 議会

愛 媛県マ ンション管理士 会 松 山市 社会福 祉協 議会 愛媛 県行 政書士 会

愛媛 県不動産 コンサルティング協会NPO法 人個別労使 紛 争処 理センター愛媛 支部 他

総合コーディネーター

稲葉一人(科学技術文明研究所特別研究員)、和田直人(愛 媛大学法文学部講師)

■画 ■■■デ
13二〇〇一13:30 趣旨説明と意気込み

13:30-14=20 基調講 演

中岡成文(大 阪大学文 学部教 授/大 阪大学 コミュニケーションデザイン・センター長)

「対 話 を促進 するということ一 大 阪大 学 コミュニケーシ ョンデザイン ・センターの試 み」

稲葉一人(科学技術文明研究所特別研究員)

「ADRか ら対話の促進へ」

14:30-17:15 パネルディスカッション1

「専門家が市民間の対話を促進する仕組みと、人の育成

地域連携」

地域において紛争解決を支援する
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パネリスト

ADR機 関設立を目指す各法律家団体所属の法律家、司法書士、土地家屋調査士、社会保険労

務士、不動産鑑定士、行政書士他のADR立 ち上げ団体からの識者
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9:00-12:00 パネルディスカッション2

「地域 か らのADRの 発信 市 民と一緒 に紛争 を解決する 市 民連携 」

パ ネリス ト

NPO法 人 日本メディエー ションセンター(東 京)NPO法 人シヴィル ・プ ロネット関西(大 阪)

中四国メディエーション ・センター(広 島)赤 ひげネット(島 根)愛 媛和 解支援 セ ンター(愛 媛)

各団体の活動報告 ・活動目標と課題 ・質疑応答 ・総括

司会 稲葉一人(科学技術文明研究所特別研究員)

和田直人(愛 媛大学講師)

13:00-15:00 調停ワークショップー 実際の調停を感じる

2006年2月11日10:00-16:00

クレオ大 阪北(大 阪市 立男女共 同参画セ ンター北部館)会 議 室1

主催:大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文 学」

共催:大 阪大 学 コミュニケーションデザイン・センター

平成17年 度 厚労省科 研費 「根 拠 に基 づ くガイ ドライン」の適切 な作 成 ・利用 ・普及に向けた

基盤 整備 に関する研究:患 者、医療 消費 者の参加 推進 に向けて研 究班

10:00-12:30 午前の部

「事例によって学ぶ臨床試験 市民がエビデンスを理解するための準備作業」

担当 中山健夫(京 都大学大学院医学研究科助教授)

プロトコール

1概 説

2事 例を用いたグループワーク

3発 表と総括

rゆ
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13:30-16:00 午後の部

「過去の事例から医学研究の倫理を考える」

担当 土屋貴志(大 阪市立大学文学研究科助教授)

プロトコール

1基 礎的説明

2事 例を用いたグループワーク

3発 表と総括

1神 炉 中越被 災鮫 瀬 オーラペ ・ll・r、・、:醜:。:.:・琢 ・…鎖 内.虞擁 、靉:総 辧 ◎ll邃

2006年1月23日

人 と防災 未 来センター防災 未来館(神 戸 市)

主 催:神 戸 一中越 被 災 地 交 流 実 行 委 員 会

(日本災害救 援 ボランティァネットワーク、震 災がつ なぐ全国ネットワーク、 中越復 興

市民 会議 、大 阪大学21世 紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床 と対話)

共 催:大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・センター

後援:人 と防災 未来 センター

協力:fromHUS(大 阪大学人 間科学部 中越地 震学 生ボランティアグループ)

講演

講演

創造的復興のために

村井雅清(被 災地NGO恊 働センター代表)

神戸・阪神での生活支援を通して

中村大蔵(特 別養護老人ホーム園田苑施設長)

中越震災1年 ～被災地からの報告～・意見交換会

長岡市からの報告 西川久美子(長 岡市社会福祉協議会生活支援員)

本間和也(長 岡市社会福祉協議会職員)

旧山古志村からの報告 大平久和(長 岡市社会福祉協議会山古志支所生活支援

相談員)

草間頼雄(長 岡市社会福祉協議会山古志支所職員)

小千谷市からの報告 保科義明(小千谷市社会福祉協議会生活支援相談員)

本田均(小 千谷市社会福祉協議会職員)
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川口町からの報告 星野慶子(川 口町社会福祉協議会生活支援相談員)

鈴木幸子(川 口町社会福祉協議会職員)
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無
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餮
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グループディスカッション

長 岡市 ・小 千谷市 グループでの議論

ファシリテーター 黒 田裕 子(特 定非 営利 活動 法人 阪神高齢 者 ・障害者

ネットワーク理事 長)

旧山古志 村 ・川 口町グループでの議 論

ファシリテーター 中村 大蔵

伊川谷工房・あじさいの家視察

2006年11月3-4日

大 阪大学 吹 田キャンパス銀杏 会 館(ホ ール ・会 議場)

主催:大 阪大 学21世 紀COE「 インターフェイスの人文学」

共催:大 阪大学 コミュニケーシ ョンデザイン ・センター カフェフィロ(Ca色Philo)

特定非 営利 活動法 人 シヴィル ・プロネット関西 長崎 伝習所 メディエーション研究 塾

特定非 営利 活動法 人 日本メデイエーションセンター 愛 媛和解 支援 センター

後援:読 売 新聞大 阪本社

総合コーディネーター

稲葉一入(科 学技術文明研究所特別研究員)

10:00-10:30 第5回 対話シンポジウムの開催にあたって

中岡成文(大 阪大学大学院文学研究科教授/大 阪大学CSCDセ ンター長)

10:30-13:00 哲学 カフェは対 話文化の なかでどのような役 割 を果 たすのか

《カフェフィロ(Caf6Philo)》

発 表者 本 間直樹(カ フェフィロ代 表)

樫本 直樹、 高橋 綾、松 川絵里(以 上 カフェフィロメンバー)

引眺
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14:00-18=00 教育現場における対話促進によるもめ事解決策

メディエーション教育への夢を語り合おう

《特定非営利活動法人 シヴィル・プロネット関西》

講演 竹村登茂子(読 売新聞社編集局文化部次長)

水野修次郎(麗 澤大学教授)

パネル ・ディスカッション

コーデイ不一ター

津田尚廣(シ ヴィル・プロネット関西代表理事)

パネリスト

寺野雅之(大 阪府立茨田高校教諭)

峯本耕治(特 定非営利活動法人TPC教 育サポートセンター代表理事)

山中祥匡(臨 床心理士)

水野修次郎(麗 澤大学教授)

竹村登茂子(読 売新聞社編集局文化部次長)

10:00-12:00 メディエーションを広く社 会 に普及する方 法

《長 崎伝 習所メデイエーション研 究塾 》

発 表者 梅 枝眞一郎(長 崎 伝習 所メデイエーション研 究塾 代表)、 他 メンバー6名

13:00-15:30 ADR日 本の原点を訪ねて 一 「村の寄り合い」とADR

《愛媛和解支援センター》

発表者 松下純一(愛 媛和解支援センター代表)、他メンバー3名

15:30-17:30 裁判員評議における人間関係を考える 市民のための評議トレーニング

《特定非営利活動法人 日本メディエーションセンター》

発表者 田中圭子(日本メディエーションセンター代表理事)

安藤信明(日本メディエーションセンター常任理事/事 務局長)

稲村厚(日 本メディエーションセンター常任理事/事 務局次長)

17:30-18:00 総括 稲葉一人(総合コーディネーター/科 学技術文明研究所特別研究員)
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懐徳堂講座

騰醗轢蔭灘鱒鱇韃韆難鹸驫難獵 韈簾灘撫驪獵韈韃
2004年5月25-28日

大 阪大 学中之 島センター

コーディネー ター 永 田 靖(大 阪 大学大 学院教 授)

聾 韈韻韈 蠶蕣 靉藩灘講i難1轟 發1鑿き!

5月25日 18:30-20:00

講演 「生 と死 の習俗 その伝 統 と現代」

中村生雄(大 阪大学 大学 院教授 ・日本思想 史)

5月26日 18:30-21:30

シンポジウム「都市の生と死 廃虚とパラダイスのはざまで」

大橋良介(大 阪大学大学院教授 美学・哲学)

藤田治彦(大 阪大学大学院教授 環境美学 ・建築史)

鈴木毅(大 阪大学大学院助教授 建築工学)

上倉庸敬(大 阪大学大学院教授 美学・芸術学 司会)

5月27日 18:30-20:30

対談 「生と死の表象 近現代文学を中心に」

内藤高(大 阪大学大学院教授 比較文学)

出原隆俊(大 阪大学大学院教授 国文学)

5月28日 18:30-20:30

対話 「生と死はみんなの現場」

中岡成文(大 阪大学大学院教授 臨床哲学)

西川勝(京 都市長寿すごやかセンター 臨床哲学)

騰麟羅難繋鑾纏 羆縣覊 覊囀襲躍殲議韆纛藩韈轢靉盪靉羅羅i轟靉{靉靉懸韈i藩黐1藻1蕪灘羅
2004年10月26日 一28日

大 阪大学 中之島セ ンター

主催:(財)懐 徳 堂記念会
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10月26日 18=30-20:30

ヴァーチ ャル日本語 「役割 語」とは何か

金水 敏(大 阪大学 大学 院教授 国語 学 ・言 語 学)

10月27日 18:30-20:30

ジェンダーと日本語

佐竹久仁子(武 庫川 女子大学 非常勤 講師 日本語 学)

10月28日 18:30-20:30

日本語 は一言 語か

真 田信 治(大 阪大 学大学 院教 授 社会言語学 ・方言学)

メデイアラボ

※西洋美術史演習〈人文学研究におけるメディア利用実習H>/21世 紀COE科 目メディア人文学演習/21世 紀COE科

目メディア入文学特殊演習として開催

特別公 開 ワークショップ 〈Digital自分CMWORKSHOP>

日程2004年7月20-22日

内容 自分 を紹介 するマルチメディァ映像 を参加 者それ ぞれが作成 して発 表。

講師 久保 田テツ(早 稲 田大学 メディアネットワー クセンター非常勤 講師)

映像 ワー クショップ 「ココロゆ さぶ ら劇 場」

日程2004年6月16、30日 、7月1日

内容 自分 の心がち ょっとゆさぶ られるものを撮 影 ・編 集 し、1分 程度 の小 作 品をつ くる。

講師 久保 田美 生(メ ディアラボス タッフ ・特任研 究 員)

まっさらな 自分本 をつ くる

日程2004年7月6-8日

内容 オリジナルのハ ードカバー の本 をデザインし、DTP&手 製 本 に挑 戦す ることを通 して、本 の 「もの」

としての側面 を捉 える。
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講師 西 田優 子(メ ディアラボスタッフ ・特 任研 究員)

情報 デザインワークショップ

日程2004年7月19-20、22日

内容 身近 なモノや コトを再考 察 し、手 や体 を動か して 「情報 デザイン」を感覚 的に身につ けてい く。

講師 清水 良介(CSCD特 任 助手)

〈特 別 ワークショップ〉映 像編 集 ソフトウェアを利 用 した音響 制作 ワークショップ

日程2004年7月11-13日

内容 ビデオカメラで音 を収録 し、その素 材 を映像 編 集ソフト上でエディットしなが ら 「映像付 き音響 作

品」を制作 。 日常生活 に溢 れ るサウンドのあり方 を意識 的 に捉 えることを目指す,

講師 久保 田テツ(CSCD特 任講 師)

映像 編 集ワークショップ

日程2005年12月20日 一1月20日

内容 ドキュメンタリー映像 の制作 。基 本 的な撮影 編集 の技 術 を用いて 「映 像 で伝 える」ことを体 を通

して学 ぶ。

講師 久保 田美生(メ デイアラボスタッフ ・特任研 究 員)

グラフイックデザインワークショップ

日程2006年1月26-27日 、2月2-3、7-9、16日

内容 パ ロディ広 告(ア ドバス ターズ等)を ヒントに、 発想 された グラフィックをlllustrator等 で作成 し、

Tシ ャツにシルクスクリーンを用いてプ リントする。

講師 西 田優 子(メ ディアラボスタッフ ・特 任研究 員)

メディアとしての音

日程

内容

講師

7月11、18、24、25日

メディアとの関係 性か ら生 まれる 「音 の意 味」を、複 製 技術 誕 生以 降の音 楽 の歴 史や フィール ド

ワークか ら学 ぶ と共 に、 具体 的に 「映 像 に音をつける」実習を通 じて検 証 してゆ く。

小 島 剛(音 楽 家、NPO大 阪アーツアポ リア副 理事)

情報/映 像 を 「書 く」remoscopeworkshop/映 像 を 「書 く」ため の身体づ く り

日程7月12-13、19-20日

内容 規定 されたル ールの範 囲で 映像 作 品を制作 、 そ の後 、 それ らの 作 品を囲み、 「句 会」のように

己暾
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講師

語 らう映像 表現 ワークショップ 厂remoscop¢」を通 じ、 映 像 で 厂書 く」ことの できる身体 づ くりを

目指 す。

甲斐 賢治(NPOremo記 録 と表 現 とメディアのための組織 ・代 表理事/NPOrecip地 域 文化 に関

する情 報 とプロジェクト・理 事)

プ ログによるマルチメディア情報 発信

日程7月12-13、19-20日

内容 「日記サイト」とほ ぼ同義 に捉 えられるようになったプ ログについて、今 あ らためて機能 と特性 を

理 解 し、 さらにマルチメディア化 などの 進化 を学 びなが ら、 実 際の 開設 と運営 に必要 な技術 を

学 ぶ。

講師 岩淵 拓郎(美 術家/メ ディアピクニック代 表)

写真 か らつ くる映像

日程7月27-28日 、8月3-4日

内容 アニメーションの技 法 を用いて映像 作品 を制作 。素 材 を静止画 に限定 し、それ らを写真 加工 ソフ

トで切 り抜 き、動 きを与えて アニメーションを作 成。

講師 久保 田テツ(CSCD特 任講 師)

久保 田美生(メ ディアラボスタッフ ・特 任研 究員)

つながるデザイン

日程

内容

講師

7月31日 、8月1、7、8日

「デザイン」という言 葉 は、 グラフィック、 ウェブ 建築 、 ファッションなど様 々な分 野で使 われて

い る。 フィール ドワークを通 して 「デ ザイン」の根 本 である 「何 かと何か をつなげる行為」を考 え、

実 践する。

井垣 明子(メ ディァスタッフ・特任助 手)

MAKINGGAMES

日程

講師

技術講座講師

内容

アナ ロ グゲー ム制作 か ら考 え る遊 び のルー ル とグ ラフ ィック

1月15、17、18、24、25日 、2月13-14日

岩淵 拓郎

井垣 明子(メ ディァスタッフ・特 任助 手)

実 際の ゲーム制作 を通 し、 遊び を遊 びとして成立 させるための要 素について考 えなが ら、実 際 に

オ リジナルの 「アナ ログゲーム」を制作 する。(あ わせ てDTPソ フトの技 術 講習 も行 う。)
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2005年9月15日14:00-15:30

「対面異文化問コミュニケーションにおける相互理解構築とアイデア創発の支援に関する研究」などの研究内容紹介

対話型コミュニケーションについてCOE若 手研究員と討議

ゲスト 大平雅雄(奈 良先端科学技術大学院大学情報科学研究科助手/東 京大学先端科学技術研究センター知識創

造研究室協力研究員)

主催:メ ディアラボ

騰糶驪鑞 靉鑼羈灘韈1韈灘飜糶韈讖lll簍1靆鑿ll韈鑿蠶
2006年5月1日13:30-15=00

豊 中キャンパスCSCDオ レンジカフェ(い ちょう祭特 設カフェ)

共催:社 会の カフェ(from大 淀南借 家太 陽2)、 メディァラボ

匿;灘藪 量懣 轢 §糠 糞……;;…;…;き………き三…蕚…き……茎萎ミ…妻ζ…窒豸;蒹莠§ξ…蓑き萋…;{……き…耋喜…壽§…ζ…;………;………ζ三………ミ;…蓁………ξ:妻………葦i……耄………}蓁………ξ……鬢………………蓁…iξ…ミ…嚢…耄……窪ξミ}……毫……妻きξ…i鬟i……§…}………………耄き…………薹蓬き…ミ……妻妻ミ妄………耄耄…葺と………羹ξ…三ミ;…i妻ぎ

2006年7月20日18:15-20=30

主 催:VideoTable

協 力=メ デ ィア ラボ

2006年7月24日18:00-20:00

ゲ ス トROGUES'GALLERY

主 催:久 保 田 テ ッ(CSCD特 任 講 師)、 メデ イアラ ボ
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COE科 目

2004年 度

lj繍 期継

文学研究科

揖業ご憎ド=鰈 湘 名 ・.∴.广 …:
、驫 当薮 套i;;翼i＼ ・鱸 ・薫i:囁;i革繊 ll麟 晦 ・、、講 鼕飆 難:≧.:。詠:1.、 .む=晒 鏃'

窄 、,窄"早舮 ,帛 、 「 炉 早 、 粍窄 凡

204701 インターフェイス人文学講義 社会の中の人文学 鷲田清 一 2 1学 期

204710 歴史学方法論講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 弖 逓年

204720 メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺司ほか 2 1学 期

204721 メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺司ほか 2 2学期

202313 日本文学作家作品研究演習 日本文学と〈翻訳〉 後藤昭雄ほか 2 2学期

203722 社会言語学演習 ネオ方 言のフィールドワーク 真田信治 4 通年

203702 現代日本語学講義 現代日本語研究の中心と周辺 工藤眞由美 2 2学 期

204110 芸術学講義 メディア論研究 藤田治彦 4 通年

204142 美学講義 芸術 とメディァ2 大橋良介ほか 2 1学 期

204317 音楽学講義 芸術とメディァ2 根岸一美ほか 2 1学 期

20`341 演劇学講義 芸術 とメディア2 天野文雄ほか 2 1学 期

人間科学研究科

授蜘 ∵尊
内「、

驃 龝 名 渥3ン:叢 翻 劇 ◎ζ;:::1〆 ・ゼ 喋 撫:
兜冗

鱒韓i

"需 内 广 冗r

;1:麟嬾 …i諠鍮 嘗・1塞惣 炉烈窄 遣P

210545 コミュニケーションメディア特 講1
コミュニケーション学 習に関する

理論と方法
前迫孝憲 2 1学 期

211093 コミュニケーション社会学演習1(C)
グローバ リゼーションのなかの 日本 の

ポピュラーカルチ ャー
伊藤公雄 2 1学 期

211094 コミュニケーション社会学演習II(C) グローバ リゼーションのなかの 日本 の
ポピユラーカルチ ャー

伊藤公雄 2 2学期

210702 文明動態学演習1 西洋思想史における知識人の役割 WO1髦angSchwen亡ker 2 1学 期

210703 文明動態学演習II 西洋思想史における知識人の役割 WolfgangSchwentker 2 2学期

210709 入類学演習1(A) トランスナショナリティ研究論文講読 栗本英世 ・小泉潤二ほか 2 1学 期

210710 人類学演習II(A冫 トランスナショナリティ研 究論文講読 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期

211067 人類学演習1(B) トランスナショナリティ研 究講義 小泉潤二・栗本英世ほか 2 1学 期

211068 人類学演習II(B) トランスナショナリティ研究講義 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期

210810 地域共生論特講 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学 期

210818 国際協力論特講 アフガン遠隔教育 中村 ・内海 ・渥美 2 1学 期

162 1・龝 撫 。細 飆 禰 翻 緯 毳宣a鞠 。k騰 欝2鵬



言語文化研究科
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300110 言語コミュニケーション論A 社会言語学の課題 津田葵 1 1学 期

300120 言語コミュニケーション論B 社会言語学の課題 津田葵 1 2学期

300112 言語コミュニケーション論A 批判的社会言語学の可能性 山下仁 1 正学期

300122 言語コミュニケーション論B 批判的社会言語学の可能性 山下仁 1 2学期
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文学研究科
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209700イ ンターフェイス人文学特 殊講義 科学技術と倫理1 稲葉一人ほか 2 1学 期

209701 インターフェイス人文学特殊講義 科学技術と倫理II 稲葉一人ほか 2 2学期

209710 インターフェイス人文学特殊講義 医療 ・生命の倫理 霜田求ほか 2 1学期

209711 インターフェイス人文学特殊講義 生と死と生活の現場から 霜田求ほか 2 2学期

209721 インターフェイス人文学 特殊講義 〈公共〉への参加と対話:誰のための科学? 渥美公秀ほか 2 2学 期

209730 インターフェイス人文学 特殊講義 社会の中の人文学 鷲田清一 2 1学 期

209740 歴史学方法論特殊講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年

209750 メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺 司ほか 2 1学 期

209751 メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期

206114 日本学研究方法論特殊演習 日本研究の展開 中村生雄ほか 4 通年

206140 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題1 冨山一郎 2 1学 期

206141 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題2 冨山一郎 2 2学期

207313 日本文学作家作品研究特殊演習 日本文学と〈翻訳〉 後藤昭雄ほか 2 2学期

208721 社会言語学特殊演習 ネオ方言のフィール ドワーク 真田信治 4 通年

208703 現代日本語学特殊講義 現代日本語研究の中心と周辺 工藤眞由美 2 2学 期

209110 芸術学特殊講義 メディア論研究の諸問題 藤田治彦 4 通年

209142 美学特殊講義 芸術 とメディア2 大橋良介ほか 2 1学 期

209350 音楽学特殊講義 芸術 とメディァ2 根岸一美ほか 2 1学 期

209360 演劇学特殊講義 芸術 とメディァ2 天野文雄ほか 2 1学 期

人間科学研究科
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211正20 文明動態学特別研究1(B) 科学技術と倫理1 稲葉一人ほか 2 1学 期

211121 文明動態学特別研究II(B) 科学技術と倫理II 稲葉一人ほか 2 2学期

211118 文化社会学特別研究1(B) 医療 ・生命の倫理 霜田求ほか 2 1学 期

211119 文化社会学特別研究II(B) 生と死と生活の現場から 霜田求ほか 2 2学期
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211122 地域共生論特別研究1(B) 社会の中の人文学 鷲 田清一 2 1学 期
一

2U正23 地域共生論特別研究II(B) 〈公共〉への参加と対話誰 のための科学2 渥美公秀ほか 2 2学期

211116 コミュニケーション社会学演習1(C)
グローバ リゼーションのなかの 日本 の

ポピュラーカルチャー
伊藤公雄 2 1学 期

211117 コミュニケーション社会学演習II(C) グローバ リゼーションのなかの 日本 の
ポピュラーカルチャー

伊藤公雄 2 2学期
一

2正0955 文明動態学演習1 西洋思想史における知識人の役割 Wo1髦angSchwentker 2

一

五学期
一

210956
一

文明動態学演習II 西洋思想史における知識人の役割 WolfgangSchwentker 2 2学期

210959 人類学演習1(A) トランスナショナリティ研 究論文講読 栗本英世 ・小泉潤二ほか 2 1学 期

210960 人類学演習II(A) トランスナショナリティ研 究論文講読 小泉潤二 ・栗本英世ほか 2 2学期

211072 人類学演習1(B) トランスナショナリティ研 究講義 小泉潤二 ・栗本英世ほか 2

一

1学 期
一一

211073 人類学演習II(B) トランスナショナリティ研 究講義 小泉潤二 ・栗本英世ほか 2 2学 期

2110211 地域共生論特論 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学 期

言語文化研究科
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300590 言語コミュニケーション論特 別研究Aデ ィスコース研究の理論と実際 津田葵 2 1学 期
}

300600 言語コミュニケーション論特 別研 究Bデ ィスコース研究の理論 と実際 津田葵 2 2学期
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204701 インターフェイス人文学講義 社会のなかの人文学

卑 庫 売

鷲田清一 2 1学 期

204730 インターフェイス人文学演習

ヒ

中東欧モダニズム研究 圀府寺司、永田靖ほか 4 通年

204710 歴史学方法論講義 歴 史学 のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年

204720 メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺司ほか 2 1学 期
一

204721 メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺司ほか 2

一

2学 期

201531 東洋史演習 世界史の中の東南アジア大陸部(1) 桃木至朗 2 1学 期
一

201532 東洋史演習 世界史の中の東南アジア大陸部(2) 桃木至朗 2 2学期
　

202322 日本文学講義 英語論文から見る日本文学研究 荒木浩 4 通年

203722 社会言語学演習 地域 語のフィールドワーク 真田信治 4 通年

203702 現代日本語学講義 複数の日本語と言語類型論 工藤眞由美 2 2学期

204317 芸術学総論講義 芸術 とグローバ リズム 大橋良介ほか 2 1学 期
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人間科学研究科
罧脚一 。卿 序納 脚 ・

韈懸懿i笋 》"鼻韓 描 鱒 毒鑼鑿鑼鰲鞍1欝纛1韃轟繋嚇 艷韃妄蟻 灘懸轟靉i蕪聾鸚鑞 講轟1鑿靉聾萋鸚殲唖叮淑酬 舜彫偉覊 …1灘鑼 覊i
211312 インターフェイスメディア論特 定演習

コミュニケーションと学習に関する

理 論と方法
前迫孝憲 2

I

I学 期

211313 インターフェイス社会学特 定演習1
グローバリゼーションのなかの

日本文化受容 ①
伊藤公雄 2 1学 期

211314 インターフェイス社会学特定演習II
グローバ リゼーションのなかの
日本文化受容(2)

伊藤公雄 2 2学 期

211315 インターフェイス文明学特定演習1 西洋思想史研究における日本の思想 W・1fgangSchwentker 2 1学 期

211316 インターフェイス文明学特定演習II 日本思想史研究における西洋の思想 W・1fgangSchwentker 2 2学期

211317 インターフェイス人類学特講1 トランスナショナリティ研 究セミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 1学 期

211318 インターフェイス入類学特講H トランスナショナリティ研究セミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期

211319 インターフェイス共生論特講 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学 期

言語文化研究科

覈難雛"融 轟鰯 牌 噂 転ゆ 蝋 庶 厭韃顯懿轟蕪蕪鑿鰯 隷難i糠讖i灘i鑼1慧蝦 嶽 霧藝ii轟鑼 黷i鸚講1嚢i聾講
炉宮浮嘸峡亭膵寧鷲島

鑞絛晒導輝 咽騨靉購 轗 鬘i
300219 言語 コミュニケーション論A 社会言語学の課題 津田葵 2 1学 期

300220 言語 コミュニケーション論B 社会言語学の課題 津田葵 2 2学 期

300319 応用言語学特論A 応用言語学の可能性 山下 仁 2 1学 期

300320 応用言語学特論B 応用言語学の可能性 山下仁 2 2学期

300321 応用言語学特論A 学習と社会的現実の構成における
言語の媒介的役割 西口光 一 2 1学 期

300322 応用言語学特論B 学習と社会的現実の構成における
言語の媒介的役割 西 口光一 1 2学期

300229 言語技術特殊研究A 言語とイデオロギー(1) 植田晃次 2 1学 期

300230 言語技術特殊研究B 言 語とイデオロギー(2) 植田晃次 2 2学期

1靉韆難馨顯纏 磁嚢籌韓1騫爨i議難蟻繋簔ミi靉嚢蕪il薫隷iil羅難i類蟻蟻嚢羅蘿鑿嶽嚢繋議i蓁講篷議韈藻i韓靉暴難蕪蕪纛溝審鬟犠犠叢養総蓉驚鬟篷

文学研究科
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209700 インターフェイス人文学特殊講義 科学技術と倫理1 稲葉一人 ・講師ほか 2 1学 期

209701 インターフェイス人文学特殊講義 科学技術と倫理II 稲葉一人 ・講師ほか 2 2学期

2Q9710 インターフェイス人文学特殊講義 臨床医療の現場から 霜田求・講師ほか 2 1学 期

209721 インターフェイス人文学特殊講 義 〈公共〉への参加と対話:誰のための科学? 渥美公秀ほか 2 2学期

209730 インターフェイス人文学特殊講義 社会のなかの人文学 鷲田清一 2 1学 期

209760 インターフェイス人文学特殊演習 中東欧モダニズム研究 圀府寺 司、永田靖ほか 4 通 年

209740 歴史学方法論特殊講義 歴 史学 のフロンティア 秋田茂ほか 4 通 年

209750 メディア人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺 司ほか 2 1学 期

209751 メディア人文学特殊演習 人文学研究におけるメディァ利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期

206531 東洋史特殊演習 世界史の中の東南アジァ大陸部(1) 桃木至朗 2 1学 期

COE科 目
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206532 東洋史特殊演習 世界史の中の東南アジア大陸部(2) 桃木至朗 2 2学期

207322 日本文学特殊講義 英語論文から見る日本文学研究 荒木 浩 4 通年

206114 日本学研究方法論特殊演習 日本研究の展開 冨山一郎 ほか 4 通年

206144 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題1 冨山一郎 2 1学 期

206ユ45 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題2 冨山一郎 2 2学期

208721 社会言語学特殊演習 地域語のフィール ドワーク 真田信治 4 通年

208702 現代日本語学特殊講義 複数の日本語と言語類型論 工藤眞由美 2 2学 期

209350 芸術学総論特殊講義 芸術 とグローバリズム 大橋良介ほか 2 工学期

人間科学研究科
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211430 インターフェイス社会 学特別演習1
グローバリゼーションのなか の
日本 文化受容(1)

伊藤公雄 2 1学 期

211431 インターフェイス社会学 特別演習II
グローバリゼーションのなかの
日本文化受容 ②

伊藤公雄 2 2学 期

211432 インターフェイス文 明学特 別演習1 西洋思想史研究における日本の思想 WolfgangSGhwentker 2 1学 期

211433 インターフェイス文明学特 別演習II 日本思想史研究における西洋の思想 Wol`gangSchwentker 2 2学 期

211434 インターフェイス人類学特 別講義1 トランスナショナリティ研究セ ミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 1学 期

21互435 インターフェイス人類学特 別講義II トランスナショナリティ研究セ ミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学 期

211436 インターフェイス共生論特 別講義 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学 期

言語文化研究科

諺業薯:ドl/孃繍 躯 、1態1索 講 義 題 酪 …∴:∵1三…,・・∴ ∴=巉 槻1囁 ・

乳 早 、内 『 臼 再匸撃

酬 塗…吭慝申串、

慝 凡 官 ・,似 内

礬購 …脳…轢 教篤 蠧i回 無1麟; ・
P.囁 ・ 一 こ い 、、=ち臼 窄 舜 弄

300507 言語コミュニケーション論特別研究A デイスコース研究の理論と実際 津田葵 2 1学 期

300508 言語コミュニケーション論特 別研究B デイスコース研究の理論と実際 津田葵 2 2学 期

300551 言語文化教育論特別研究A 社会的現実の構成と言語発達 西 口光一 2 1学 期

300552 言語文化教育論特別研究B 社会的現実の構成と言語発達 西 口光一 2 2学 期
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麟鸛嶽顛覊繭…韆鑾覊黨蓁驤韈難韈鑾驚議鑿灘鑿爨黨驚護韆蕪蠶毳爨鑿撥髴靉靉1難難羈靉難難覊鬣靆縫覊鼕1藜繋靉韆1簾繋鬟靉嚢韈難難蕪馨鑿灘1靉i

文学研究科
.冊輌 脚旧

i覊羈韈、灘 鑼 羅糠轟li蕪聾 蟻li織 轣 撫i韓ll蟻撫 魏ll韈馨1鞴 飜鸚 審嚢i艦ミi叢灘羹麟 醗i
204701 インターフェイス人文学講義 社会のなかの人文学 鷲田清一 2 2学 期

204730 インターフェイス人文学 演習 中東欧モダニズム研究 圀府寺 司ほか 2 通年

204710 歴史学方法論講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年

204720 メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺 司ほか 2 1学 期

204721 メディァ人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期

203722 社会言語学演習 方言のフィール ドワーク 真田信治 4 通年

203702 現代日本語学講義 言語接触論からみた日本語の諸相 工藤眞由美 2 2学期

204317 芸術学総論 芸術と場所 永田靖ほか 2 1学 期

入間科学研究科

ii鬱飜 鑠鑿黙 灘i蛭i轟羅i霧盤難 毳灘鞴 購攤掻1鍖ll韃轟 蟻 　靆 攤i轟 講li講難1
早

1覊lP舮配究 亭鼻毓賠瑞牌懸 辮i
211312 インターフェイスメディア論特定演習 コミュニケーションに関する理 論と方 法 前迫孝憲 2 1学 期

211313 インターフェイス社会 学特定演習1 イメージとしての「日本」を考える(1) 伊藤公雄 2 1学 期

211314 インターフェイス社会学 特定演習II イメージとしての 「日本」を考える(II) 伊藤公雄 2 2学期

211315 インターフェイス文明学特定演習1 都市空間と文化理論 WolfgangSchwentker 2 1学 期

211316 インターフェイス文 明学特 定演習II ハンナ ・アーレントと日本政治思想 Wo1㎏angSchwentker 2 2学期

211317 インターフェイス人類学特 講1 トランスナショナリティ研究セミナー
小泉潤二・栗本英世
春日直樹

2 1学 期

211318 インターフェイス人類学特講H トランスナショナリティ研究セミナー
小泉潤二・栗本英世
春日直樹 ・中川敏

2 2学期

211319 インターフェイス共生論特 講 共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学 期

言語文化研究科

覊鞣 離i囁
.鄲 い赫邸胴 鎚

i難 欝嚇轢1韓 飜購 轟 、鑿箋}議羹懲議蘿i義1靉蘿 韜 講 靉1聾講鱗1;1講難羹灘鑷熊轟黙1窮灘
300327 応用言語学特論A 応用言語学の可能性 山下仁 2 1学 期

300328 応用言語学特論B 応用言語学の可能性 山下仁 2 2学期

300229 言語技術特殊研究A 言語とイデオロギー 植田晃次 2 1学 期

300230 言語技術特殊研究B 言語とイデオロギー 植田晃次 2 2学 期

GOE科 目 鏨



醒蒋糞鬱期糊 ξ灣凝 、

文学研究科

・授業註;鰹i膳舞蝋 麟 ジ 鳥 蒸蒙鵬
撃・ 臼w窄 旧 早 隅 遣 亭 臼 尸囁亭・軈轡齢歉纏 蘓 靉i鎌;ぼ 鸞1:陰妻1謙纛癬 瓣 灘;i蒙il躑靂 ・穿P匸臣亭

209700 インターフェイス人文学特殊講 義 科学技術と倫理1 稲葉一人ほか 2 1学 期
一匿

209701 インターフェイス人文学特殊講 義 科学技術と倫理H 稲葉一人ほか 2 2学 期
-

209721 インターフェイス人文学特殊講 義 〈公共〉への参加と対話:誰のための科学? 渥美公秀ほか 2 2学期
.

209730 インターフヱイス人文学特殊 講義 社会のなかの人文学 鷲田清一 2

一

2学期
一

一

一

209760 インターフェイス人文学特殊演習 中東欧モダニズム研究 圀府寺司ほか 2 通年

209740 歴史学方法論特殊講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年
齟

209750 メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺司ほか 2 1学 期
一

209751 メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学 期

206146 日本学研究方法論特殊演習 日本研究の展開 冨山一郎ほか 4 通年
-

206144 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題1 冨山一郎 2 1学 期
.

206145 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題2 冨山一郎 2 2学期

208721 社会言語学特殊演習 方言のブイール ドワーク 真田信治 4 通年
.

208702 現代日本語学特殊講義 言語接触論から見た日本語の諸相 工藤眞由美 2 2学期

209350 芸術学総論 芸術と場所
引

永田靖ほか 2 1学 期
一

.

人間科学研究科

捜韓羅 華翻 酩1∵ 、、,;:鷲 灘 綜 、

弄" ・ 凧 ・ ヌ。験 ・融 「 ・覊; 1'… 囁

講靉 鷓 臠爨1鸞 ・編 …欝ざ1瀦〆"冗 慝 亭 鐸 攤鷺罷認 羈乏灘聯 … 羅静 毅.・ 売 ・ ぐ.卑 嫉 『 売'" ㍗舜 亭遮 売 帆 兜 売

211430 インターフェイス社会学特別演習1 イメージとしての「日本」を考える① 伊藤公雄 2 1学 期

2ユ1431 インターフェイス社会学特別演習II イメージとしての「日本」を考える(II) 伊藤公雄 2 2学期

2U432 インターフェイス文明学特別演習1 都市空問と文化理論 WolfgangSchwentker 2 1学 期

211433 インターフェイス文明学特別演習II ハ ンナ ・アーレントと日本政治思想 WolfgangSchwentker 2 2学 期

211434 インターフェイス人類 学特別講義1 トランスナショナリティ研 究セミナー
小泉潤二、栗本英世、
春日直樹

2 1学 期

211435 インターフェイス人類学特別講義II トランスナショナリティ研 究セミナー
小 泉潤二、栗本英世、

春日直樹、中川 敏
2 2学期

211436 インターフェイス共生論特別講義 共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学 期
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2004.9.24 雑誌 『週問読書人』2555号

「多様な関わりようを教える

一 互いに異質であることの

認識 の共有」

伊井春樹編『国際日本文学研究報告集』

(第一巻『国際化の中の日本文学研究』、第二巻

『日本文学 翻訳の可能性』、第三巻『海外にお

ける源氏物語の世界 一 翻訳と研究一 』)

に関する秋山虔東京大学名誉教授による書評

(同書は本プログラム2002-2003年 度の成果の
一部である)

伊井春樹

(2002-

2003年 度

事 業推進

担 当者)

イメージとしての〈日本 〉

2004.105 新聞 京都新聞 「イメージとしての〈日本〉若手研究者交流 ワーク

ショップ」についての紹介

イメージとしての〈日本 〉

2005.2,24 新聞 読売新 聞夕刊

「阪大「コミュニケーションデ

ザイン ・センター」4月 開設

一 鷲 田清一大学院教授:

「圏外」の他者 と向き合 おう」

大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・センター

設立の理念 について、木村未 来記者 によるイン

タビュー

鷲田清一

ほか

臨床と対話

2005,4.10 TV NHK教 育

「新日曜美術館 ゴッホ

天才の挑戦」

番組制作協力 ならびに「ゴッホ展」会場での

トーク、解説

圀府寺 司 モダニズムと中東 欧の

藝術 ・文化

2005,4.18 TV NHKBS

「迷宮 美術館52回 あなた

のしらないゴッホの素顔」

企画協力ならびに「ゴッホ展」会場からの作品等

紹介 ・解説

圀府寺 司 モダニズムと中東 欧の

藝術 ・文化

2005,4.27 新聞 毎日新聞

「大 阪大学コミュニケーショ

ンデザイン・センター/社 会

と大学、連携 の軸 に 一 専

門家 と一般市民の溝 「対話」

で埋 める方策模索 」(「キャ

ンパスナウ」)

大阪大 学コミュニケー ションデザイン・センター 、

による社 学連携 の取 り組み について。

池田知 隆記者署名記事

鷲田清一

ほか

臨床と対話

20055.6 TV NHK総 合

「スタジオパークからこんに

ちは」

「ゴッホ展」紹介 圀府寺 司 モダニズムと中東欧の

藝術 ・文化

2005.6,4 ラジオ NHKラ ジオ第一 全国

「かんさい土曜ホットタイム」

ファン ・ゴッホ研 究暦、 「ゴッホ展」企 画などに

ついての鼎談

圀府寺 司 モダニズムと中東欧の

藝術 ・文化

2005.6.10 TV NHK総 合

「ぐるっと関西おひるまえ」

「ゴッホ展」紹介 圀府寺 司 モダニズムと中東欧の

藝術 ・文化

2005.11.4 新聞 朝日新聞

「米牛肉問題 阪大院生ら

「模擬会議」一 「専門家」の

役割実感」(「文化」)

大阪大 学コミュニケーシ ョンデザイン・センター

が行った試行 プログラムの一つ 「模擬 コンセンサ

ス会議」に関する織 井優佳記者署名記事

臨床と対話
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2005.11.21 新聞 日本経済新聞

「阪大、社会の理解求め新

センター 一 市民と対話で き

る力磨け 一 科学技術 への

理解拡大 願い、説明、分

か りやすく」(「大学が 動く/

ウェーブ関西」)

大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・センター

の活動 に関する本田幸久記者の署名記事

中岡成文

小林傳司

渥美公秀

臨床と対話

2006,8,22 新聞 朝日新聞

厂臨床の歴史学」に熱気

(阪大)高校教員120人、意

見交換

第4回 全国高校歴史教育研究会に関する渡辺延

志記者署名記事。森安 ・平の講義を詳しく紹介。

桃木至朗

秋田茂

森安孝夫

平 雅行

世界システムと

海域アジア交通

2006.11.3 新聞 朝日新聞夕刊

「テーブルトーク」コーナー

伊藤 遊 がインタビューイとして登場。「イメージと

してのく日本〉」研 究プロジェクトのひとつである

オーストラリアでのマンガ読者調査 の結果などを

紹介。

伊藤 遊 イメージとしてのく日本 〉

2006.ll.4 新聞 リビング京都 東南

2006年11月4日 号特 集 「情

報の宝庫 図書館 が面 白い!」

伊藤 遊が インタビューイとして登場 。京都 国際マ

ンガミュージアムの概要紹 介と同時に、 日本にお

けるマンガ文化隆盛 の背景 としての大 人/子 ども

文化境 界曖昧性 についての解説 。

伊藤 遊 イメージとしての〈日本 〉

2006.11.17 新聞 読売新聞夕刊

「阪大 高校世界史の

講義」

来年度に全学共通教育で開講予定の、高校世

界史の修得を前提にしない 「市民のためのアジ

ア史」「市民のためのヨーロッパ史」に関する紹介

(同様の記事は、共同通信が配信した地方紙数

社にも掲載)

世界システムと

海域アジア交通

2006.11,22 新聞 読売新聞

「マンガ世界へ発信拠点」

伊藤 遊が インタビューイとして登場。京都国際マ

ンガミュージァムの紹介と伊藤 の研 究テーマ等に

ついて。

伊藤 遊 イメージとしての〈日本 〉

2006.1123 新聞 読売新聞

「「歴史は暗記」イメチェン

(大阪大)高 校教師向け研

修会」

第4回 全国高校歴史教育研究会および大阪大学

歴史教育研究会に関する岡本公樹記者署名記

事。

桃木至朗 世界システムと

海域アジア交通

2006.12.1 新聞 京都市総合企画局市長公室

広報課 『市民新 聞』

2006年12月1日 号

「京に輝 く」コーナー

表 智之が インタビューイとして登 場。京 都 国際

マンガ ミュージアムの概要紹 介と同時に、 ポピュ

ラーカルチャーとしてのマンガの日常性 について

解説。

表 智之 イメージとしてのく日本 〉

2006.12.7 新聞 朝日新聞夕刊

「高校の地理歴史 学ぶべ

きは何2一 専門家に提言・

考えを聞く」

地理 ・日本史 ・世界 史の専門家各1人 へ のインタ

ビューを中心 とする小林正典記者 署名記事 。

うち世界史に桃木へのインタビューを掲 載。

桃木至朗 世界システムと

海域アジア交通

2006.12.7 雑誌 『週刊新潮』

「タウン」コーナー

伊藤 遊 がインタビューイとして登場。京都国際マ

ンガミュージアムの所蔵 資料 を紹介 すると同時

に、エロマンガ雑誌の歴史について解説 。

伊藤 遊 イメージとしての〈日本 〉

2006.12.16 新聞 朝日新聞夕刊

「大学2割 で『高校補習』

『授業で困る』世界史や数学」

各大学での高校補習的授業の動向について紹介

した阪本輝昭記者署名記事。阪大の「市民のた

めのアジア史」「市民のためのヨーロッパ史」にも

言及。

桃木至朗 世界システムと

海域アジア交逓

蹴癬 驪 韓藁雪黼 海a鱒 雄露3蝋 駕鋳.2韓尋



2006.12.27 新聞 朝 日新 聞

2006年12月27日 連載

「まんが 熱京」

表 智之 がインタビューイとして登場 。絶版マンガ

本 について解説。

表 智之 イメージとしての〈日本〉

2007L2 雑誌 京都商工会議所

『京 ビジネスレビュー』

2007年1月2日(NO.673)号

表 智之がインタビューイとして登場。 日常生活に

お けるマンガ研 究のあ り方の展 望 と、 市民参 加

型施設 としての京都国際マンガミュージアムの役

割について解 説。

表 智之 イメージとしての〈日本 〉

2007.2 雑誌 日本 経済新聞社

『日経トレンディ』

2007年2月 号

表 智之が インタビューイとして登場 。京都 国際マ

ンガミュージアムの概 要紹介と同時に、 コミュニ

ケーションッールとしてのマンガについて解説。

表智之 イメージとしての〈日本 〉

20072.19 新聞 朝日新聞

「「中央ユーラシア」史観

『シルクロードと唐帝国』の

森安孝夫氏に聞く 騎馬遊

牧民が主役の前近代アジア」

森安の新著(講談社「興亡の世界史」第5巻)を

詳しく紹介した渡辺延志記者の署名記事。

森安孝夫 世界システムと

海域アジア交通

2007.3,6 新聞 朝日新聞夕刊

「歴史教育をどうするのか

学ぶ意味が見える工夫を

大量の暗記求める入試見直

せ」

歴史教育の再建に関する桃木の提言を掲載 桃木至朗 世界システムと

海域アジア交通

200Z3.ll 新聞 朝 日新 聞

3月11日 ・19日 ・26日

「紙上特別講義」

3週連続で各分野の研究者にインタビューするシ

リーズに桃木が出演(阪本輝昭記者担当)

桃木至朗 世界システムと

海域アジア交通

200ス3.18 ラジオ 京都三条ラジオカフェ

「日曜午後の遊び時間」

トーク番組のゲストとして伊藤 遊が登場。

京都国際マンガミュージアムで企画中のイベ ント

「KYOTOMANGAFESTA」 について解 説すると

共に、マンガがペーパ ーメディアにとどまらない

文化であることを解説。

伊藤 遊 イメージとしてのく日本 〉
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個人業績一覧

第2部031ペ ージ～062ペ ージに含 まれる業績 は原則 として除 きます。

岐 路 に 立つ 入 文 学

鷲 田清一

鷲 田清 一

鷲 田清一

鷲 田清 一

鷲 田清一

鷲 田清 一

鷲 田清一

鷲 田清一

鷲 田清一

鷲田清一

中岡成文

中岡成文

入江幸男

上野修

上野修

上野修

須藤訓任

『教養 としての 「死」を考える』,洋 泉社,2004/4

『ことばの顔』,中 公文庫,中 央 公論 新社,2004/4

『ちぐはぐな身体 ファッションって何 ～』,ちくま文庫,筑 摩 書房,2005/1

(共 編 著)『 表 象 としての身体 』(野村 雅一氏 との共 編著 〉叢書 《身体 と文化 》第3巻,大 修 館 書

店,2005/7

『〈想 像 〉の レッス ン』,NTT出 版 ライブラリー リゾナント015,NTT出 版,2005/10

『てつが くを着て、 まちを歩 こう』,ちくま学 芸文 庫,筑 摩 書房,2006/6

『感覚 の幽い風景』,紀 伊 國屋書 店,2006/7

『「待つ」ということ』,角 川選 書,角 川学 芸出版,2006/8

(共編著)『 身体 をめ ぐるレッスン(全4巻)』(荻 野美穂 ・石 川准 ・市 野川容 孝氏 との 共編 著),岩

波 書店,2006/11-2007/2

(責任 編集)『 「夢み る身体Fantasy」(身 体 をめぐるレッスン ・D』,岩 波 書店,2006/11

(共著)『 生命,第 ユ章 講義 の七 日間 生命 に肉薄する言葉 』(岩波応用倫理 学講 義第1巻),岩

波 書店,2004/7

(共著)『 ケアの社会 倫理学 医療 ・看 護 ・介 護 ・教 育 をつ なぐ 第6章 臨床哲学 とケア』,有

斐 閣選書,PP.181-200,2005/8

(共著 〉「倫理 」,『ドイッ観念 論を学ぶ人のために』,世界思想社,pp.144-157,2006/1

『スピノザ の世界 神あ るいは 自然 』,講 談社,2005/4/1

(共 編 著)「第3部 第2章 ス ピノザ と真 理 」,『真 理の 探 究 一17世 紀 合理 主 義 の射 程』,知 泉

食官,pp.155-176,2005/6

『スピノザ 「無神 論者」は宗教 を肯 定で きるか』,日本放 送 出版 協会,2006〃 ノ2

(共著)「学 説と人格 のあわい 「哲学 史」の成 立条件 を求 めて」,『西洋 哲学史観 と時 代区分』,

昭和堂,pp.265-311,2004/10

剣麟}
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須藤訓任

檜垣立哉

檜垣立哉

舟場保之

紀平知樹

田中朋弘

田中朋弘

Tanaka,Tomohiro

田 中 朋 弘

直 江 清 隆

直 江 清 隆

Naoe,Kiyotaka

留信富納

留信富納

(共 著)「 美 の かた ち 身体 性 の 観 点か ら」,竹市 明 弘 ・小 浜 善 信編 『哲 学 は何 を問うべ き

か』,pp,225-244,晃 洋書 房,2005/10

『生と権力 の哲学』,ちくま新 書,筑 摩書房,200615

(共著)『 生命 と現実 木村 敏 との対話L河 出書房 新社,2006/10

(共著)「カントにコミュニケーション合 理性 を読 み込む可 能性 について」,御子 柴善之 ・檜 垣 良成編

『理性へ の問い』,晃 洋書房,pp」19-139,2007/1

(共著)『 ポス トモダン時代の倫 理』,ナ カニシヤ出版,2007

(共編i著)『ビジネス倫 理学 哲学 的アプローチ』,ナカニシヤ出版,2004

(共著)『 生命 ・情 報 ・機械 』,九 州大学 出版会,2005

(共著)蹴KエNG五1FEANDDEAτH8ER10σSLrB10ETHICSFROM〃LPA瓦Elsevier,2005

(共著)『岩波 応用倫 理学講 義 第四巻 経 済』,岩 波書 店,2005

(共著)東 洋大学 哲学科 編 『哲 学をつ くる』,知泉書 館,2005

(共著)新 田孝彦 ・蔵田伸 雄 ・石原孝 二編 『科学 技術 倫理 を学 ぶ人 のために』,世界思想社,2005

(共著)PieterVermaas,PeterKroes,AndrewLight,StevenMoor(eds),P雇o∫opぬ ア砌4Dε ∫∫gη∫

Froη1Eηg加θεγ加g,oAr`ぬ κθc如γε,Springer,200Z

『哲学者 の誕生 一 ソクラテスをめ ぐる人々』,ちくま新書,2005/8

『ソフィス トとは誰か?』,人 文書 院,2006/9
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鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

Washida,Kiyokazu

Washida,Kiyokazu

「〈民 族 〉 と くモ ー ド〉」,『民 族 藝 術 』,20,民 族 藝 術 学 会,pp.36-40,2004/3

「法 の声 、 声 の法 」,『法 社 会 学 』,60,日 本 法 社 会 学 会,pp.14-23,2004/3

「働 くことの 意 味?」,『 倫 理 学 研 究 』,34,関 西 倫 理 学 会,pp.23-32,2004/4

「身体 の クライ シス」,『大 航 海 』,53,新 書 館,2005/1

「〈健 康 〉と現 代 社 会 」,『理 学 療 法 学』,32(1),日 本 理 学 療 法 学 会,pp.6-10,2005/2

「メデ ィアと感 情 の 交 差 」,『科 学 』,岩 波 書 店,pp.742-745,200516

「社 学 連 携 の 新 しい か た ち 大 阪 大 学 コ ミュニ ケ ー シ ョン デ ザ イ ン ・セ ンター の 実 験 」,『21世

紀 フ ォー ラム』,100,政 策 科 学 研 究 所,pp.12-19,2005112

「〈老 い〉は まだ 空 白 の ま まで あ る」,『中 央 公 論 』,2006年1号,中 央 公 論 新 社,pp.229-235,2006/1

"SeniorCareIsNota"Problem""
,1APANECHO,33(2),pp.53-55,2006/4

℃uidaralosmayoresnoesunproblema",Gし 硫DERNOSDEj〔APON,VolumenXIX,nUmero

2,Inter-Edit,CirluloInternacionaldeEditores,P.35-37,2006/7
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鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

中岡成文

中岡成文

中岡成文

中岡成文

入江幸男

入江幸男

入江幸男

Irie,Yukio

入江幸男

上野修

上 野 修

Ueno,Osamu

上 野 修

「可 逆 的?(1)癖 と方 法 」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/6/9

「可 逆 的?(2)〈 顔 〉の秘 密 」,「WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/6/23

「可 逆 的P(3)〈 顔 〉の 秘 密(承 前)」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/7/7

「可 逆 的P(4)こ ころ の 在 り処 」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/7/21

「可 逆 的?(5)こ ころ の 在 り処(承 前)」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/8/ll

「可 逆 的P(6)こ ころ の在 り処(承 前2)」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/8/25

「可 逆 的?(7)所 有 の 逆 説 」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/9/22

「可 逆 的?(8)所 有 の 逆 説(承 前)」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/10/21

「可 逆 的?(9)自 由 の 隘 路 」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/11/17

「可 逆 的?(10)自 由 の隘 路(承 前)」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2006/12/8

「可 逆 的?(11)多 様 性 とい う名 の アパ ル トヘ イ ト」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2007/1/19

「可 逆 的?(12)多 様 性 とい う名 の アパ ル トヘ イ ト(承 前)」,『WEBち くま』,筑 摩 書 房,2007/2/16

「「倫 理 なん て」とい う前 に」,『図 書』,664,pp.12-15,2004/8

「大 学 に お け る科 学 技 術 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン教 育 」,8clε鷹 げ 翫 肋ologγ ∫oμr砌1,14/4,pp.22-23,

2005/4

「科 学 論 か ら1930年 代 を 見 る 下 村 寅 太 郎 の 思 想 を 中 心 に 」,『 日 本 思 想 史 学 』,37,pp.

20-28,2005/9

「倫 理(学)的 実 践 の 新 展 開 「コ ミュニ ケ ー シ ョン デ ザ イン」をめ ぐって 」,『倫 理 学 研

究 』,36,pp.143-168,2006

「相 互 知 識 は い か に して 可 能 か 」,『アル ケ ー』,12,関 西 哲 学 会,pp.54-67,2004/7

「後 期 ブ イヒテ の 『現 象 論』 につ いて」,『 ブイヒ テ研 究 』,12,日 本 フィヒテ協 会,pp.4-12,2004/12

「三 つ の 「なぜ 」の 根 は 一 つ か」,『メ タ フユ シ カ(別 冊)』,35,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 哲 学 講

座,pp.59-68,2004/12

"DertranzendentaleBe疲eisderSittlichkeitbeiFichte",P腕lo50p履 α05AKん1,Publishedby

PhilosophyandHistoryofPhilosophy/StudiesonModernThoughtandCultureDivisionof

StudiesonCulturalForms,GraduateSchoolofLetters,OsakaUniversity,pp.13-22,2006/3

「知 を共 有 す る とは ど うい うこ とか 」,『メ タフユ シカ』,37,2007/3

「コギ トの 確 実 性 様 相 の 観 点 か ら 」,『メ タフユ シ カ』,35,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科

哲 学 講 座,pp.1-12,2004/12

「必 然 、 永 遠 、 そ して現 実 性 ス ピ ノザ の 必 然 主 義 」,『ス ピノザ ー ナ』,6,pp.5-21,2005/3

"TheCertaintyoftheCogito
:AModalPerspective",P雇050p海 σOSAKA,1,pp.1-12,2006/3

「現 実 性 と必 然 性 ス ピノザ を様 相 的 観 点 か ら読 み 直 す 」,『哲 学 』,57,pp.77-92,2006/4

繊
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Ueno,Osamu

須 藤訓任

須 藤訓任

Suto,Norihide

哉

哉

立

立

垣

垣

檜

檜

檜垣立哉

檜垣立哉

檜垣立哉

檜垣立哉

舟場保之

舟場保之

舟場保之

Funaba,Yasuyuki

Funaba,Yasuyuki

舟場保之

紀平知樹

田中朋弘

直江清隆

直江清隆

直江清隆

直江清隆

``Spinoz
aonPropheticCertaintゾ ㍉P腕Zo∫op阮 仰08AKA,2,pp,63-83,2007

「人 間 に お いて 最 善 なる とこ ろ」,『ア ル ケ ー』,13,関 西 哲 学 会 編,pp.30-45,2005/6

「「習 俗 の 倫 理 」 に つ い て ニ ー チ ェ の 「遠 近 法 主 義 」の 前 景 と背 景 一 」,『メ タフ ユ シ

カ』,36,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 哲 学 講 座,pp.1-13,2005/12

。ErlebnisundGedankederewigenWiederkehrdesGleichenbe1Nietzsche``,P履050p伽OSAKA,1,

pp.23-31,2006/3

「「人 間 」が 解 体 され る場 所 」,『ち くま』,6月 号,筑 摩 書 房,pp.14-15,2006/6

「ドゥル ーズ とメル ロ=ポ ンテ ィ」,『メル ロ=ポ ンテ ィ研 究 』,メ ル ロ=ポ ンテ ィサ ー クル,pp.19-32,

2006/7

「顔 の 彼 方 の 生 」,『哲 学 雑 誌 』,第121巻(793号),「 レ ヴィナ ス ヘ ブ ライズ ム とヘ レニ ズ ム」,

有 斐 閣,pp.81-99,2006/9

「身 体 の 何 が 構 築 され る の か」,『現 代 思 想 』,10月 臨 時増 刊,青 土 社,pp.108-ll5,2006/10

「第 三 の 時 間 に つ いて ドゥル ーズ の時 間 論 」,『思 想 』,岩 波 書 店,pp.4-20,2007/2

「〈生 の 哲 学 〉に お け る身 体 ・空 間 論 の展 開 」,『年 報 人 間科 学 』,2006/3

「 『本 音 主 義 批 判 』 とコ ミュ ニ ケ ー シ ョン」,『情 況 』,情 況 出 版,pp.102-108,2004/5

「応 答 可 能 性 と して の 責 任 とカ ン ト」,『 日本 カ ント研 究5カ ン トと責 任 論 』,日 本 カン ト協 会,pp.

23-37,2004/7

「カン ト実 践 哲 学 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン論 的 転 回 へ 向 け て」,『別 冊 情 況 特 集 カン ト没 後200年 』,

情 況 出 版,pp.201-211,2004/12

。ZurM6glichkeitdesunvollendetenProlektsderModerne",P痂lo50p所 αOSA1(A,1,pp.57-64,

2006/3

,,DieKantischePhilosophieausderSichtderkommunikativenRationalitat",P履o∫op所 α

OSAKA,2,pp.85-96,2007

「カ ントに よる 死 刑 制 度 擁 護 論 か らの 抜 け 道 を求 め て」,『倫 理 学 研 究 』,37,関 西 倫 理 学 会,pp.

16-22,2007

「フ ッサ ー ル 現 象 学 に お け る 自 明 性 排 中 律 の擁 護 と意 識 の 目的 論 的 構 造 」,『待 兼 山 論 叢

(哲 学 篇)』,40,2006/1

「内部 告 発 とは どの ような 義 務 か」,『倫 理 学 研 究 』,35,関 西 倫 理 学 会,pp.44-55,2005

「人 間生 態 系 と役 割 論 」,『情 況 』,3(5-11),pp.152-175,2004

「近 代 技 術 と環 境 の 倫 理 」,『地 球 に未 来 を』,11,pp.19-34,2004

「技 術 と善 き生 」,『東 北 哲 学 会 年 報 』,11,pp53-62,2005

「機 能 と意 図 の 問 題 圏 に寄 せ て」,Mor訪 α,13,pp,1-14,2006
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直江清隆

納富信留

納富信留

納富信留

「技 術倫 理か らみ た臨床研 究の問題 」,『臨床倫理 学』,4,臨 床 倫理検 討 システム開発 プ ロジェクト

+プ ロジェクト研究 《医療 システムと倫 理》,pp.79-83,2007

「魂 に とって"知 る"と は何 か ～」,哲学若 手研究 者 フォーラム 『哲学の探 求』(2004年 度 哲 学若手

研 究 者フォーラム論 文集),32,pp.17-28,2005/5

「プラ トン『国家 』の新 しい校 訂 版 についてS.R.Slings,PlatonisRempublicam,OCT;

付,資 料:プ ラ トン『国 家』第一巻 のテクス トについてSlings新 校 訂 と旧校 訂 との異 同」,

『フィロロギカ 古典文献 学のために』,1,フィロロギ カ編集 委員会,pp.99-119,2006/5

「哲 学者 となること 栗 原裕次 「記憶 と対話 」へ の応 答 」,『ペディラヴィウム』,60,ペ ディ

ラヴィウム会,pp.86-95,2006/12

鹽定期昶行物以外(論文集、報告書{翻書筆)錘収録萎れ毒論裟

鷲田清 一

鷲 田清 一

鷲田清 一

鷲田清 一

入江幸男

「へ 一ゲルとフランス実存 主義 」,今村 仁司 ・座 小 田豊 編 『知 の教科 書 ヘーゲル』,講 談社 選書 メ

チエ,pp.154-165,2004/3

「ヒト胚利 用の恩恵 が、 いか に多大 でも、 「倫理 」をしの ぐことにはならない」,文 藝春 秋 編 『日本

の論点2005』,文 藝 春秋,2004/11

「(1)イ メージと表 面(2)モ ー ド化 され る身体 」,徳丸吉彦 ・青 山昌文 編 『芸術 ・文化 ・社 会』,放

送大 学教 育振興会,pp.24-38,2006/3
プ アンタスム

「身体 とい う幻 」,「〈顔〉、 この所 有 しえない もの」,鷲田清 一編 『身体 をめ ぐるレッスン ・1夢 み る

身体』,岩 波書店,pp.vii-xv,221-248,2006/11

「グ ローバル化の中 での社会 問題 と公共性 」,『哲学 的概念 としてのグ ローバ リゼーシ ョンとローカ

リゼーション』(2002年 度 一2004年 度科 学研 究費補助 金 ・基 盤研 究(B)(2)研 究成 果報告 書/代

表;溝 口宏平),pp.19-27,2005f3

檜 垣 立哉 ・小 泉義 之(対 談)「西 田 か ら 「哲 学」を再 開す るため に」,『Kawade道 の 手 帳 西 田幾 多 郎 』,河 出書 房 新

社,2005/7

檜垣立哉

舟場保之

舟場保之

舟場保之

「ドゥルーズ 的政 治学 とは何 か、何 であ るべ きか」,『Kawade道 の 手帳 ドゥルーズ』,河 出書 房新

社,2005/1

「ハーバ ーマスは十 分 に普 遍主義 的か」,『哲学 的概念 としての グローバ リゼーシ ョンとローカリゼー

ション』(2002年 度 一2004年 度科 学研 究費補助 金(B)(2)研 究成 果報 告書),pp.82-91,2005/3

「トラブルと理性 の公 的使用 」,『現 代 にお けるグ ローバル ・エ シックス形成 のための理 論 的研究 』

(2003年 度 一2006年 度 科学 研究 費補 助金基 盤研 究(B)中 間報告書),pp.1-6,2005/9

「「9.11』とフェ ミニス トによるアー レント再 読 」,『現 代 に おける グローバル ・エシ ックス形 成 の
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舟場保之

紀平知樹

紀平知樹

紀平知樹

紀平知樹

紀平知樹

田中朋弘

直江清隆

直江清隆

直江清隆.

Naoe,Kiyotaka

納富信留

Notomi,Noburu

ため の理 論 的研 究』(2003年 度 一2006年 度科 学研 究 費 補助 金 基 盤研 究(B)中 間報 告 書),pp,

53-55,200519

「『グ ローバル ・エ シックスとは何 か?』 をどのように問うの か?」,『現 代 におけるグローバル ・エ

シ ックス形成 のための理 論的研 究 』(2003年 度 一2006年 度科学 研 究費補 助金 ・基盤 研 究(B)(2)

研 究成 果報 告書/代 表:舟 場 保 之),pp.20-27,2007

「持 続可 能な開発 としてのエ コツーリズ ム」,田 中朋 弘 ・柘植 尚則 編 『ビジネス倫 理学』,ナカニ シヤ

出版,pp.145-173,2004/11

「均 された世界 と生 自然科 学 と開発 による生 活世界 の喪 失」,『哲学 的概 念 としての グローバ

リゼー ションとローカリゼーション』(2002年 度 一2004年 度科 学研 究費補助 金(基 盤研 究(B)(2))

研 究成 果報 告書/研 究代表者:溝 口公平),pp.28-38,2005/3

「フッサール」,村 松 茂美 ・小 泉 尚樹 ・嵯 峨 一郎編 『はじめて学ぶ 西洋思 想 思想 家 たちとの

対 話』,ミネルヴァ書 房,pp.193-199,2005/3

「生物多 様性 の保全 と持続 的 な利用」,『擬 似法 的な倫 理か らプロセスの倫理 へ 「生命倫 理」

の臨床 哲学 的変 換 の試 み』(2003年 度 一2006年 度 科 学研 究費補 助 金基 盤研 究(B)研 究成 果 中

間報告書/研 究代 表者:紀 平知樹),pp.79-95,2006/3

「自然 との別 の関係 を求 めて」,大 阪大 学大 学院 文学研 究科 広域 文化 形態 論報 告書 『現 代社 会 と

コニ ュニケーション』,2007

「ビジネス という倫理 空 間 ビジネス ・エシックス教 育の方 法」,『臨床 コミュニケーションモデ

ルの開発 と実 践』(平 成14・15年 度科学 技術 振興調 整 費研 究報 告書/研 究代表者:鷲 田清一),pp.

229-237,2004

「フォー ド・ピント事件」,『経 済倫 理の諸 伝 統の比 較研 究』(科学研 究 費補助 金 中間報告 書),pp.

153-161,2005

「状況 に くしかるべ く〉応 じた行為」,東洋大 学哲学 科 『哲 学 をつ くる』,知泉書館,pp,191-219,2005

「技術 の哲 学 と倫 理 」,新 田孝 彦 ・蔵 田伸 雄 ・石 原孝 二編 『科学 技術 倫理 を学ぶ人のため に』,世

界思想 社,pp,149-173,2005

"DesignCultureandAcceptableRisk"
,PieterVermaas,PeterKroes,AndrewLight,StevenMoor

(eds),P翩050p勿 砌4Dθ5碆 η;Fアoη1Eηg加8θγ加gオoAκ 腕陀c蝕re,Springer,2007

「プラトン」,東 洋 大 学 哲 学 科 編 『東 洋大 学 哲 学 講 座2哲 学 を使 い こなす 』,知 泉 書 館,pp.

3-32,2004/6

"lmagesofSocratesinIapan
:AReflectionontheSocraticTradition",LivioRossettied,Gア θθた

P雇050助 戸 η飾θNεwMfZlθ η1㍑ηちE55αア5勿Hoηoμrqプ τんoη295M.Ro腕 η50η,8畝4fθ5魏Aηcfθ舵

P屈o∫o凾 ア6,AcademiaVerlag,SanktAugustin,pp.175-186,2004/7
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Notomi,Noburu

納富信留

納富信留

Notomi,Noburu

納富信留

"Ethi
calExaminationinContext:TheCriticismofCritiasinPlato'sCharmides",Maurizio

Migliori↓indaM,NapolitanoValditaraeddりDavideDelFornoco-editor,P履oE砺`㍑ ∫:

P雇050ρ 妙f∫L旋(ProceedingsoftheInternationalColloquiumPiacenza(ltaly)2003),五 εσ如アθθ

P砺oηf3,4,AcademiaVerlag,SanktAugustin,pp.245-254,2004/7

「ソフ ィス トの 挑 戦 ゴ ル ギ アス 『な い につ い て』 の 反 哲 学 」,慶 応 義 塾 大 学 言 語 文 化 研 究 所

飯 田 隆 編 『西 洋 精 神 史 に お け る 言 語 と言 語 観 一 継 承 と創 造 』,慶 応 義 塾 大 学 出 版 会,pp.

151-190,2006/3

(共 著)「 プ ラ トン 『国 家 』の 対 話 設 定 年 代 につ い て」,『古 典 古 代 史 の 近 年 の 動 向 に対 応 した ギ リ

シャ ・ロ ー マ思 想 史 な らび に 文 学 史 の 書 きか え 』(平 成14-17年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研

究(B))研 究 成 果 報 告 書/研 究 代 表 者:逸 身 喜 一 郎),東 京 大 学 大 学 院 人 文 社 会 系 研 究 科,pp.

11-58,2006/3

"Plato'sMetaph
ysicsandDialectic",MaryLouiseGillandPierrePellegrin(eds.),ACo用 餌 伽 η

如A而 θ配P励o∫o助 ア(BlackwellCompanionstoPhilosophy),BlackwellPublishing,Malden,

0xford,andCarlton,PP.192-211,2006/6

「他 者 との 対 話 として の 哲 学 」,三 井 善止 編 『他 者 の ロゴ ス とパ トス』,玉 川 大 学 出 版 部,pp.39-64,

2006/10

鷲田清一

鷲田清一.

鷲 田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

(解 説)「 双児 の こころ ざ し 鎌 田實 ・高橋 卓 志 『生 き方の コツ、 死 に方の 選 択 』」,集 英 社 文

庫,2004/5

「(1)ホ ームレス な生活 」,『エクスナ レッジ』1,2004/5

「(2)巣 の建 築?」,『エクスナレッジ』2,2004〃

「(3)閾(し きい)」,『エクスナ レッジ』3,2004/11

(書 評)「現代 社会憂 う成熟 した知性 のささやき チ ャールズ・テイラー 『〈ほん もの〉という倫 理』」,

『朝 日新聞』朝刊,2004/4/18

「待 つとい うこと(1)待 ちきれな くて」,『本 と旅人 』,角川書店,2004/5

「待 つということ(2)「 わたし、 もうこれ以 上待てないわ」」,『本 と旅 人』,角川書 店,2004/6

「待 つということ(3)「 わたしには、行 くところがあ りません」」,『本 と旅 人』,角川 書店,2004/7

「待 つ ということ(4)「 ジャガーさんよ、 ファンをいつ までか らか ってんだ」」,『本 と旅 人』,角 川書

店,2004/8

「待 つ とい うこと(5)「 待 つ身 が 辛 い か ね、待 た せ る身 が 辛 い か ね」」,『本 と旅 人 』,角 川 書
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鷲 田清一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲 田清 一

鷲 田清 一

鷲田清一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲 田清 一

鷲田清 一

鷲田清一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

店,2004/10

「待 つ とい うこと(6)「 忘 れてええことと、 忘れ たらあかん ことと、 ほいか ら忘 れ なあかん こと」」,

『本 と旅人L角 川書店,2004/11

「待つ ということ(7)「 あなたが 言いよどんでい るの は、 こういうことじゃないの?」」,『本 と旅 人』,

角川書 店,2004/12

「待つ ということ(8)待 機 中」,『本 と旅 人』,角川書 店,2005/2

「待つ ということ(9)「期 待 していいのP」,『本 と旅人 』,角川書店,2005/3

(翻 訳)「B・ ヴ ァルデ ンフェルス 『講 義 ・身 体 の現 象 学 身体 としての 自己』(Dθ∫励1肋 θ

Sε1わ∫ちVbrZε∫瑚g例2班P肋 ηo綱εηologfθ4ε5Lθ乃θ5),(山ロー 郎氏 との共同監訳),知 泉書 館,2004/4

(書評)「建 築 の 「強 さ」とことん検証 の評論 集 隈研吾 『負ける建築 』」,『朝 日新 聞』朝

干旺,2004/5/30.

(書 評)「伝 わ らない不安 直 視す る 「対 話」 平 田オリザ 『地 図 を創 る旅 青年 団 と私 の履 歴

書』」,『朝 日新 聞』朝 刊,2004/6/13

(書 評)「切迫 感 漂 う亡 き師 の 「総括 」 熊 野純 彦 『戦 後 思想 の一 断面 哲学 者廣 松 渉 の軌

跡』」,『朝 日新 聞』朝刊,2004/6/27

(書評)「三角測量 と強靱 な視 線 が生む 「語 り」 川 田順 造 『人類 の地平か ら』 『アフリカの声』 『人

類学 的認識 論のために』」,『朝 日新 聞』朝 刊,2004/9/19

(書 評)「「福 祉 」の未 来 を見 つめ る格 闘 と葛 藤 落 合 恵子 『母 に歌 う子 守 唄 』」,『朝 日新聞』朝

干U,2004/10/31

(書評)「湯 沢英彦 『クリスチャン ・ボルタンスキー』」,『朝 日新聞』朝刊,2005/11/14

(解 説)「「食 べ ない と死 ぬ」か ら 「食 べ ると死 ぬ」へ」,『十代 に何 を食べ たか』,平凡社 ライブラ

リー,2004/12

(書評)「青 木 淳 『原っぱと遊i園地』」,『朝 日新 聞』朝刊,2005/1/9

(書 評)「 向 こうか ら 「乗 りだ して」 くる顔1,Lナ ンシ ー 『肖像 の眼 差 し』」,『朝 日新 聞 』朝

干唖,2005/1/23

(書評)「「み っともない」からやめ るのです 村上 陽一郎 『や りなお し教養 講座 』」,『朝 日新 聞』朝

干U,2005/2/20

(書 評)「 えらぶ らず、 ぎ りぎ りまで 考 える 福 田定 良 遺 稿 集 『堅 気 の哲 学』」,『朝 日新 聞』朝

干U,2005/3/20

(解 説)「南木 佳士 『神 か くし』」,文春文 庫,文 藝 春秋,2005/4

(書 評)「木 田 元 『新人生 論ノー ト』」,『日本経済 新 聞』朝刊,2005/4/10

(書 評)「 明る く薄っぺ らな 「晴 れ 舞台 」を徹 底解 剖 椹 木 野依 『戦 争 と万 博』」,『朝 日新 聞』朝
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干U,2005/4/24

(書評)「「人生 まるごと」の仕事入 を訪 ねる旅 秋 山真 志 『職業 外伝 』」,『朝 日新聞』朝 刊,2005/

5/15

(書評)「「似 ている」か ら始 まる思 考の魅力 松 田行正 『眼 の冒険 デザインの道具箱』」,『朝

日新聞』朝刊.2005/6/26

(書 評)「「人 間 よ りも進 み す ぎた」隣 人 に 学 び た い 山 際 寿 一 『ゴ リラ』」,『朝 日新 聞』朝

干旺,2005/7/3

(書 評)「〈弱 さ〉晒 す人 間 同士 のい たわ りの作 法 永 沢光 雄 『声 をなくして』」,『朝 日新聞 』朝

干U,2005/7/31

(書 評)「体 験 を引 き受 けなおす真 摯 な自己描 写 宮地 尚子 『トラウマの医療 人類 学』」,「朝 日新

聞』朝 刊,2005/9/18

(書評)「変 化 し続 ける路 上生 活 者住 居 の記 録 長 嶋千 聡 『ダンボールハ ウス』」,『朝 日新 聞』朝

干U,2005/10/23

(書評)「微 細 な応答 の積 み重 ねで 「特異 」を解 く 森 岡正芳 『うつ し/臨 床の詩 学』」,『朝 日新 聞』

朝 干U,2005/10/30

(書評)「音 楽の 「なぜ」を精密 に語 るこ とばたち 『グ レン ・グール ド発言 集』」,『朝 日新 聞』朝

干日,2005/11/20

(書評)「無 視されて きた西欧 の辺境 で小説 は進 化 した ミラン ・クンデラ 『カーテン7部 構

成の小説 論』」,『朝 日新 聞』朝刊,2005/12/4

(書評)「見 晴 らしのよい 「最強 の民 族音 楽」史 岡田暁生 『西洋音 楽史』」,『朝 日新 聞』朝刊,2005/

12/18

(書評)「「自己統 治」強調で制 約がより大 きく 齋藤純 一 『自由』」,『朝 日新 聞』朝刊,2006/1/29

(書評)「市 民 との公 共 的な討 議で 方 向の模 索 を 中島秀入 『日本 の科 学/技 術 は どこへ い くの

か』」,「朝 日新 聞』朝 刊,2006/2/26

(書評)「 水平 的 な共 生 めざす 「まつ ろわ ぬ」宣 言 『ピープルの思 想 を紡 ぐ』」,『朝 日新 聞』朝

干U,2006/3/19

(書評)「「静 か な革命 家 」に密 着 して 描 いた肖像 瀧 口範子 『にほんの建 築 家 伊東 豊 雄 ・観 察

記』」,『朝 日新 聞』朝刊,2006/3/26

(書評)厂味 わい本発見 梅原 猛 『梅 原猛の授 業 仏になろう』」,『週刊 ポスト』,1858,小 学 館,2006/

4/28

(解説)「 ノイズであ りつづ けること 森 岡正博 『自分 と向 き合 う「知」の方法 』」,ちくま文庫,筑 摩

書房,2006/5

1鋒鞭洳盤蜘 粥磊繍融 軌匍磯蜘瞭3輿 ・2鱒島



鷲田清一

鷲田清一

中岡成文

入江幸男

上野修

上野修

上野修

上野修

上野修

上野修

須藤訓任

須藤訓任

須藤訓任

須藤訓任

舟場保之

舟場保之

舟場保之

舟場保之

舟場保之

田中朋弘

(書 評)「こまや かなまなざ しと 「棒 の如 き」思索 小 澤勲 編著 『ケアってなんだろう』」,『週刊 医学

界 新聞』,2692,医 学 書院,2006/7/24

(書 評)「古 美術 と現代 芸術 、一瞬 の交 差 太 田垣 実 『京 都 芸術 の新 ・古 ・今』」,『京都新 聞』朝

干噂,2006/9/3

「コミュニケーションをデザインするとは」,『生 産と技術』,57(3),pp.63-64,2005/7

(事典 項 目)「オースティン」,「言語 行為 」,「批 評」,『現代倫 理学 事典』,弘 文 堂,2006/12

「(ブックガイド)『エチカ』」,『現代思 想』,32(11),pp.48-51,2004/9

「スピノザ から見 える不 思議 な光 景」,『本』,5,pp22-4,200514!1

(書評)「佐 藤一郎 著 『個 と 無 限 ス ピノザ雑 考 』」,『フランス哲学 ・思 想研 究』,10,pp.218-

221,2005/8

「二QO五 年読書 アンケート」,『みす ず』,48(D,p.84,2006/2

「二〇〇六年読 書 アンケー ト」,『みすず』,49(1),p.57,2007/2

(辞典 項 目)「正義/力 」,「論 理/信 」,「決定 論/自 由」,「時 間〆意 味」,「個/責 任」,「まなざし/人 間」,

『imidas2005』,pp.1198-1201,2005/1

「リチ ャー ド・ウォー リン著 『ハイデ ガー の 子 ど もた ち』 を読 む」,『図 書 新 聞』,263,図 書 新

聞,2004/9/11

「「強者」とは誰 のことか ニーチェの場合」,『文知の可能 性 日本学 術会 議哲 学系 公開 シ

ンポジウム 提 題 レジュメ集』,第19期 日本 学術 会議 哲学研 究連 絡 委員会,2005/9

(単 著 ・共 訳 ・「解 題 」執 筆 担 当)ジ ークムント・フロイト著 『フロイ ト全 集 第17巻 』,岩 波 書

店,2006

(事典項 目)「うらみ」(p.74),「 負い 目」(pp,90-91),「 軽蔑 」(pp.230-231),「 媚び」(pp.303-304),

「ショーペ ンハウアー」(p.448),「 善悪二元論 」(pp.536-537),「 憎悪 ノ憎 しみ」(p,549),「 ニーチェ」

(pp.663-665),「 ニ ヒリズム」(pp.666-667),「 無」(pp.814-815),『 現代倫 理学事 典』,弘文 堂,2006

(書評)朝 倉輝 一 『討 議 倫理学 の 意義 と可 能性 』,『メタフユシカ(別 冊)』,35,大 阪大 学大 学 院文

学研 究科哲 学講座,pp.145-152,2004/12

(解説)「ハ ーバーマス」(pp,249-251),「 ロールズ」(pp,262-268),村 松 ・小泉 ・長友 ・嵯峨 編 『はじ

めて学 ぶ西洋思 想』,ミネルヴァ書 房,2005/3

(共訳)A・ ホネット著 『正義 の他者』,法 政大学 出版局,pp,93-119,2005/5

(共訳)1・ ボーマ ン,M・ ルッツ ーバ ッハマン編 『カントと永 遠平和』,未 來社,pp.81406,2006/1

(書 評)「 『カントの自我論 』を読 む。 あ るい は単 純 な独 我 論批 判 」(中島義 道 著 『カントの自我

論』),御 子 柴善之 ・檜垣 良成 編 『理性 への 問い』,晃洋 書房,pp」73-178,2007/1

(共訳)ビ ーチャム&ボ ウィ編 『企業 倫理学1』,晃 洋書 房,2005
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直江清隆

直江清隆

直江清隆

直江清隆

直江清隆

(翻訳)フ ィーンバ ーグ 『技 術へ の問い』,岩波 書店,2004

(共訳)ヤ ニヒ『制作 的行為 と認 識の限界』,国 文社,2004

(共訳)ダ ンジガー 『心 を名づ けること』,勁草 書房,2005

(事典項 目)「科学 倫理/研 究倫 理 」,『応用倫理 学事 典』,丸善,2007

(事典項 目)「アクターネットワークと責任 主体」,『応 用倫理学 事典』,丸 善,2007

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲 田清 一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

「私 たちが住 みたい都 市(伊 東 豊雄 ・山本 理 顕氏 と)」,工学 院大 学連続 シンポ ジウム ・1,工学院

大学,2004/4/10

「「危機 」とい うジャーゴン 夢 の語 り口について」,大 阪大学 中之 島センター竣 工記 念講演 会,

大阪大 学,大 阪大学 中之 島センター,2004/4/28

「看 護 と哲学 をつな ぐもの」,愛知医科大 学看護 学研 究科創 立記念 式典,愛 知 医科大学,2004/5/22

「健 康」,日本理 学療 法学会,仙 台 国際 センター,2004/5/28

「いま協 同す ることの意味 」,くらしと協 同の研究 所2004年 総会 記念 シンポジウム,ハ ー トピァ京

者β,2004/6/19

「高齢 者 の心 の理解 と心 のケア」,平成16年 度 近畿 老 人福 祉 施設研 究 協議 会京都 大会,「施 設か

ら地域 へ の発信 新 たなケアの方 向性 をさぐる」第10研 究分科 会 「老 い を問い直 す」,国 立京都

国際会館,2004/7/27

「めいわ くかけ てありが とう」,「第29回 会近畿 知 的障害養 護学校 教育研 究大 会(近 畿知 的障害養

護 学校教 育研 究協議 会)」,ぱ ・る・るプラザKYOTO,2004/8/20

「教養 としての 「死」を考 える」,特別 講座 シリーズ 「ケアの文化」の創 造②,た んぽぽ の家,奈 良

市男女 共 同参 画センターあす なら,2004/8/22

「か らだの現 在」,日本体 育学 会第55回 大 会(社 団法 人 日本体育 学会),若 里市 民文化 ホール(長

野市),2004/9/25

「ケアにおける専 門性」,第35回 日本看護 学会(成 人看 護1),名 古屋 国際会 議場,2004/10/1

「思い を抱 えて(震 災 後10年)」(高 木 慶子 ・柳 田邦 男氏 と),第47回 日本病 院 ・地 域 精 神 医学

会神 戸 総 会 「『つ なぐ』 むすぶ手 、 か よう心 、 人 と人 との暮 らしづ くり」,神戸 国際 会 議

場 、2004/10/2

「専 門と臨 床の あいだ」(田中毎実 ・鳥光 美緒子 氏 と),シ ンポジウム 臨床 的人間形 成論 の構 築 、

教育哲 学会 第47回 大 会,横 浜 国立大学,2004/10/16

「聴 くことは疲 れ るが 、で も聴 かなけれ ば ならない 一 聴 くことの意 味」,第20回 日本 歯科 医学
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鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

鷲田清一

会総会,パ シフィコ横浜,2004/10/30

「哲 学の臨床 」,広島大学 総合科 学部,広 島大学,2004/12/22

「生命 とは何か 、人 間とは何 か 生命の起 源 から人間 まで」,(佐藤洋 一郎 ・池 内了 ・秋 道智 弥

氏 と),第4回KOSMOSフ ォーラム 「21世紀 の新 しい生 命観 を探 る」,財 団法 人 国際花 と緑 の博 覧

会記念 協会,フ ェニックスホール(梅 田),2005/2/5

「講 演 デザインの 夢、 デザインの責任 上(川 崎和 男 ・伊 藤 志信 ・D,クリングステ ット氏 と),シ ンポ

ジウム 「世界 が求 めるデザインカ とは」,フロンティア研 究推 進機 構 国際 デザインシンポジウム(大

阪大学 大学 院工学研 究科 フロンティア研究機 構),ス テラホール(梅 田),2005/2/18

「文化 と科学 の首都 とマニュフェス トする」,シンポジウム 「都 市再 生デザインと建 築」,日本建 築家

境 界近 畿支 部,大 阪市 申央公 会堂,2005/2/19

「医 療 の技 術、 医療の倫 理」,第4回 再生 医療学 会総会,大 阪市 公会 堂,2005/2/28

「「めいわ くかけ て、ありが とう」 「弱 い」とい うことの意味 」,京都歯 科学 術研 究会総会,2005/

5/28

「歩 く人文学」(猪木武徳 、嘉 田由紀子 、小林傳 司、 野村雅 一氏 と),人 間文化研 究機 構 第1回 公

開シンポジウム,2005/6/25

「か らだの現在 」,第39回 日本作 業 療法学 会,2005/6/26

「宗教 性をめぐって」(河合隼 雄 ・山折 哲雄 ・藤見幸 雄氏 と),日 本 心理 臨床学 会第24回 大 会,2005/

9/8

「文化 としてのケア」,西宮看護 専門学校 創 立50周 年記念 式典,2005/9/10

「死 と臨床」,平成17年 度 大阪府 医 師会基 本 的医療 課題 講演会,2005/9/29

「こころを育 む」(安西祐一郎 ・葛 西敬 之 ・遠 山敦 子 ・中村桂 子氏 と),こ ころを育む総合 フォーラ

ム中間報 告,2005〆1G/7

「弱 さにつ いて」,第36回 日本看護 学会 一 地域 看護 一,2005/10/29

「専 門 家 と市 民 の カルチ ャー ・ギ ャップ」,第9回 関 西科 学 技術 セミナー 《市民 の ための科 学 技

術?》.2005!11/8

「文化 としてのケア」,平成17年 度 日本 看護協 会九州 地区看護 研究 学会,2005/11/12

「分 か らない ことの大切 さ」,大谷大 学2005年 度宗教 シンポ ジウム,2005/11/13

「ケァと自己決定」(立岩真也 ・川本 隆史 ・清水哲郎 ・上野 千鶴 子氏 と),東 京大 学21世 紀COEプ

ログラム 「死 生学 の構 築」,2005/11/26

「生命 ・アート・社会 」,アーツ ・イン ・ヘ ルスケア学会設 立発起 入会記 念講演会,2005/i2/20

「聴 くことの 意味」,和 歌 山市民 会館,市 民 公 開講座 《緩和 ケアにおける傾 聴》,第12回 日本 死の

臨床研究 会近畿 支部会,2006/1/29
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鷲田清一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲田清一

鷲 田清 一

鷲 田清 一

鷲 田清 一

鷲田清一

鷲 田清 一

中岡成文

中岡成文

Nakaoka,Narifumi

中岡成文

Irie,Yukio,

Ueno,Osamu

上野修

上野修

「人が人にかかわるとは?」,日 本 看護学 会,仙 台国際 センター,2006/7/18

「21世紀の美 術教 育の軸足 をどこに置 くか 一 共生 ・感 受性 ・アー ト」,第46回 大 学美 術教 育学

会新 潟大会,新 潟大 学,2006/9〆3

「科学技 術 と死 生観 一 命領 域の技 術化 を問 う」(岩槻 邦男・中畑 龍俊・位 田隆一氏 と),KOSMOS

フォー ラム 《21世紀 の新 しい入 間 観 を探 る》,国 際 花 と緑 の 博 覧 会 記 念 協 会,オ ーバ ルホー

丿レ,2006/9/10

「ひとを育 む 今 、大切 なこと」,こころを育 む総合 フォーラム,松 下教 育研 究財 団,学 術 総合

センター,一 橋 記念 講堂,2006/10/21

「老い の空 白」,医学 ・哲学 倫理学 会,大 阪大学,2006/10/29

「だれか を喪 うということ」,第30回 日本 死 の臨床研 究会年 次大会,大 阪国際 会議場,2006/11/4

「日本的 なること」(喜多俊之 ・成 実弘 至氏 と),民 族 藝術 学会 第103回 研 究特別 例会,清 流 亭(南

禅寺),2006/11/18

「臨 床の 知の創 造 患 者 と看護 者 のコミュニケーシ ョンの諸 相 」(濱口恵子 ・西村ユ ミ氏 と),

第26回 日本看護 科学学 会学 術 集会,神 戸 国際 会議場,2006/12/2

「聴 くことと語 ること上 平 成18年 度 第4回 学術 講 演 会,京 都 府歯 科 医 師会,京 都 府 歯科 医 師会

負官,2006/12/16

「臨床 哲学 の実践 と課題 」,日本 哲学会 第63回 大会 ワークショップ 「哲学 教育 を考 える」,2004/5

「臨床 哲学 とコミュニケーションデザイン」,日本倫理学 会第56回 大 会共通課 題 「倫理学 の現実(リ

アリティ)」,2005/10

"InventionofBoundaries-Kγoto -SchoolPhilosophersConfrontingWesternModernity",ボ

ローニャ大 学言語 学 ・東洋学 科,2006/2

「自己変容 の意 味 と可 能性 一 境 界線 はいか にして浸 透可 能か」,winwinカ フェ,MCM(医 療 コ

ンフリクトマネジメント)研 究会,早 稲 田大 学大学 院法務 研究 科,2006/7/3

。EineAporiederFichteschenWissenschaftslehreEinigeSchwierigkeitenmitderinte1一

ユektuellenAnschauung～ 一",InternatlonalerFichte-Kongress,Universit琶tHalle,2006/

10/4-7

"Faith
andReasoninSpinoza'sTractatusTheologico-Politicus",XIXthWorldCongressofthe

InternationalAssociationfortheHistoryofReligions(IAHR),日 本 学 術会議,日 本 宗教学会,東

京 、2005/3/29

「『スピノザ の世界 神 あ るいは 自然 』(講談 社 現代 新 書)」,第1回handaimetaphysica研 究 例

会 上野教 授 「スピノザの世界 神あ るいは自然 」(講談社 現代 新書)の 合評 会,2005〃/16

「共同討 議1:「 哲学 史を読 み直 す(第 一回):ス ピノザ」現実 性と必 然性 一 スピノザ を様相 的
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須藤訓任

須藤訓任

舟場保之

舟場保之

紀平知樹

紀平知樹

紀平知樹

Naoe,Kiyotaka

直 江 清 隆

Naoe,Kiyotaka

直江清隆

直江清隆

Notomi,Noburu

納富信留

納富信留

納富信留

観 点か ら読み直す」,第65回 日本哲 学会大会,東 北大学,2006/5/20

「人 間において最 善 なる ところ」,第57回 関西哲学 会課 題研 究発 表 「人間 は特 異 な存在 者か」,立

命 館大学,2004/10/24

(コメンテ ーター)日 独哲 学 シンポジウム関西 プログラム 「絶 対 的なもの に即 して/の あ とに?」,第

3セ ッシ ョン ・シンポジウム 「絶対 者 と空無 の思想 」,2006/3/29

「『グ ローバ ル ・エ シックスとは何か?』 をどの ように問 うのか?」,日 本倫理 学会第57回 大会 ・ワー

クシ ョップ 「グローバル ・エシックスとは何 か?」,東 京大学,2006/10/13

「カントに よる死刑 制度 擁 護論 の抜 け道 を求 めて」,関西 倫理 学会2006年 度大 会 ・シンポジウム

「サンクションの可能性 と限界」,熊本 大学,2006111/5

「食 べ 物 か ら考 え る環 境 問 題 」,「高 校 生 学 び の す す め」,愛 媛 県 立 宇 和 島 南 中 等 教 育 学

校,2006/7/24

「臨床 哲学 にとっての事例 の意 味 と限界」,日本 倫理学 会 「倫理 学者 の棲 み分 け」に関するワー ク

ショップ,東 京大 学,2006/10/13

「環 境 の価 値 価 値 の経済 的 評価 とそ の問題 点 」,関西 倫理 学会2006年 度 大会,熊 本 大学,

2006/11/5

"SchutzandScheler"
,InternationalConfεrence,"AlfredSchtltzandhisIntellectualPartners",

WasedaUniversity,2004/4/4

『技術 と善 き生 』,東北 哲学会 第54回 大会,福 島大学,2004/10/24

"D
esignCultureandacceptableRisk",14thBiennialInternationalConf6renceoftheSocietyfor

PhilosophyandTechnology,DelftUniversityofTechnolog捗Netherlands,2005/7/21

「設計、 人 間システム、 責任 」,論 理 ・情 報 ・設計 に関する神 戸 シンポジウム,論 理 ・情報 ・設 計

に関する神戸 シンポジウム,神 戸 大学,2005/9/5

「入工物 のmoralityを め ぐって」,日本 学 術振 興会人 文 ・社会 科学 振興 プロジェクト研究 事業 《資

源配分 メカニズムと公正 》技術 哲学 研 究会,東 京大学,2005/12/25

"PlatoonPowerandtheOther:thecritiqueofGorgias"
,VIISymposiumPlatonicum,Wuerzburg,

Germany,InternationalPlatoSociet払2004/7/26

「ソフィス トの挑 戦 ゴルギアスの反哲学 」,東洋 大学 白山哲 学会大 会,東 洋大学 白山

キャンパス,2004/10/23

「古代 ギ リシア人 は 「心」に どう向 き合 った か 「錯覚 」の考古学 」,日本心 理学 会第69

回大会 シンポジウム 「心理 学 と考古学 の 出会い 「モノ」はいか に 「こころ」を語 ることが

で きるか 一 」,慶応 義塾 大学 三田キャンパス,2005/9/12

「プラトン『国家 』の新 しい校訂版 についてS.R.Slings,PlatonisRempublicam,OCT」,
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Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

Notomi,Noburu

第4回 フ ィ ロ ロ ギ カ 研 究 会,慶 應 義 塾 大 学 三 田 キ ャ ンパ ス,2005/10/16

"L
ametafisicacomerisvegliodell'anima",PsycheinPlatone、Como,ltaly,lnternationalPlato

Society,2006/2/2

"Glaucon'sChallengeinitsContext"
,OldChestnutSeminar,DepartmentofPhilosophy,King's

College,London,UK,2006/5/25

"TheArtofExtemporeSpeech:AlcidamasagainstWriting"
,GuestLectureatthe

DepartmentofSpeechCommunication,ArgumentationTheoryandRhetoric,Universityof

Amsterdam,Amsterdam,theNetherlands,2006/11/10

``P
rotagoras:ProtagonistoftheSophisti¢Movement～",NationalProtagorasSociety,Universityof

Leiden,Leiden,亡heNetherlands,2006/11/20

"Pl
ato'sArgumentagainstParmenides:theSophistrevisited",HistoryofPhilosophy

Colloquium,DepartmentofPhilosophy,UniversityofUtrecht,Utrecht,theNetherlands,

2006/12/8

"Plat
oonWhatisNot",CentrefbrtheStudyofthePlatonicTraditionandtheProgrammein

MediterraneanandNearEasternStudies,TrinityCollege,Dublin,Ireland,2007/2/9

"AProtagonistoftheSophisticMovement～ProtagorasinHistoriography"
,BCIub,Facultyof

Classics,UniversityofCambridge,UK.,2007/3/5

"SocratesintheSocraticliterature"
,ClassicsSeminar,DepartmentofClassics,Universityof

Exeter,UK.,2007/3/6

トランスナショナリティ研究

墜著善《趨著鸛..

小泉潤二

Schwentker,Wol㎏ang

Schwentke葛Wblfgang

Schwentker,覇 〕Hgang

(共 著)『 中 米 地 域 先 住 民 族 へ の協 力 の あ り方 』,平 成16年 度 独 立 行 政 法 人 国 際協 力 機 構 客 員 研

究 員 報 告 書,2006

Grandner,Margarete;Rothermund,Dietmar(eds),α 吻ll∫fεr雌g朔4G励 呶e5`耽h亡e,Wien,

Mandelbaum,2005

Lo∫ ∫g規㍑r4f∫(D'θ8伽 μrσ1スペ イン語 訳),Madrid,AlianzaEditorial,2006

(ed),Mθgα ∫読4亡θ吻20,1α ぬ所 μη48rちG6ttingen,Vandenhoeck8ζRuprecht,2006
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春日直樹

木前利秋

『遅れ の思考:ポ ス ト近代 を生 きる』,東 京大学 出版会,2007

(編著)SGCIME編 『模索 する社 会の諸相 』,御茶 の水書房,2005

曁覊 蠣 蝋 鰄醜 戴麹鑼 識靉li灘 三畿靉:;i耋i羅i騰il}灘羅 議ill・靉 蟻 驤 ……靉灘ili灘;雛1撫響;ilii、。:贓鬻:轗 「∴

小泉潤二

KoizumiJunli

栗本英 世

栗本 英世

栗 本 英 世

Kurimoto,Eisei

栗本英世

栗本英世

Schwentkel～Wolfgang

SchwentkeろWolfgang

SchwentkeちWolfgang

Schwentke葛Wol亀ang

Schwentker,W〕Hgang

Schwentker,Wblf窰ang

「人 類 学 会 世 界協 議 会(WCAA)の 設 立 人 類 学 ・民 族 学 の 国 際 連 携 に 向 け て」,『文 化 人 類

学L69(4),pp,607-612,2005

"Pl
uralizingAnthropology",Aη ぬγoρoZogγNθw5,46(7),p.9,2005

「平 和 構 築 の 現 場 南 部 ス ー ダ ン調 査 の 報 告 」,『阪 大Now』72,pp.48-51,2004

「南 部 ス ー ダ ン再 訪 記 内 戦 終 結 を 目前 に した 解 放 区 の 現 状 」,『 ア フ リカレ ポ ー ト』39,pp.

3-8,2004

「スー ダ ン内 戦 の 終 結 と戦 後 復 興 」,『海 外 事 情 』,53(4),pp.2-21,2005

"ResurgenceintheMidstofPredicaments:StudiesonNorthEastAfricabylapaneseAnthropolo -

gists,1996-2005",∫ αρ6zηθ∫εrθγ」εw(ゾC㍑"μrαZAη 疏70pologア,6,pp,69-103,2005

「戦 後 ス ー ダ ンの 政 治 的 動 態 包 括 的 平 和 協 定 の 調 停 か ら1年3ヵ 月 を 経 て」,『海 外 事 情 』,

54(4),pp.77-92,2006

「グ ロー バ ル化 、 ディアス ポ ラ、 エ ス ニ ック ・マイノ リティ エチ オ ピア ・ガ ンベ ラ地 方 にお ける

アニ ュワ人 の 虐 殺 をめ ぐって」,日 本 平 和 学 会 編 「グル ー バ ル 化 と社 会 的 「弱 者 」』,『平 和 研 究 』,31,

早 稲 田大 学 出 版 部,pp.3-21,2006

"皿
1eSpiritofModernity:MaxWeber's"ProtestantEthic"andIapaneseSocialSciences",∫oμ 跏1

qfCZα ∬jc仰150〔ゴoτogア,5(1),S.73-92(rP),2005

"Ma
xWebers"DieprotestantischeEthikundder℃eist'desKapitalismus"nach1001ahren-

PerspektivenderSozialwissenscha衰eninOstasien.Bericht廿bereinSアmposiumanderUniversit註t

Osaka",∫ αp仞5跏 伽 η17,S.271-277(zusammenmitKimaeToshiaki),2005

「マ ッ クス ・ヴ ェ ーバ ー を視 野 に 歴 史 を 書 く:WJ.モ ムゼ ン1930-2004」,『 歴 史 学 研 究 』,9,pp.

18-26,43,2005

「近 代 の 精 神 。 マ ックス ・ヴ ェー バ ー の 「プ ロ テス タン ティズ ム の 倫 理 」 と 日本 の 社 会 科 学 」,『思

想 』,978,pp.63-81,2005

,,GeschichteschreibenmitBlickaufMaxWeber:WolfgangI.Mommse㎡`,in=励 γb励4θrHe加r娩

H跏 ε,UniversitatDUsseldor£S.209-219,2005

「グ ロー バ リゼ ー シ ョンと歴 史 学 グ ロ ーバ ル ヒス トリー の テ ー マ ・方 法 ・批 判 」

("GlobalisierungundGeschichtswissenscha丘.Themen,MethodenundKritikderGlobalgeschichte"
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Nakagawa,Satoshi

木 前 利 秋

木 前 利 秋

Ueda,Toru

(2005)の 日本 語 訳),『 西 洋 史 学』,No,224,日 本 西 洋 史 学 会 編,2007

『APersonalAccountofWhatTDidat`IIAS'",11ASNεw∫ 励 θち42,2006

「公 共 圏 論 の 原 像 と変 容 」,『未 来 』,460号,pp.6-10,2005

「ヴ ェーバ ー とモ ダニテ ィ論 の 新 た な地 平 」,『思 想 』,No.978,pp.25-43,2006

"P
embinaandanPerkembanganKonsepNativediBorneoUtarapadaZamanKolonial';Aえ 祕e緬 たα,

68,1anuari,pp.65-89,2006

1定期刊行物以外(論文集、報告誉ζ掬壽籖〉蟻収録湊輾糞讖窯

小泉潤二

小 泉 潤 二

Koizumi,Iunli

小泉潤二

栗本英世

栗本英世

栗本英世

栗本英世

栗本英世

栗本英世

Kurimoto,Eisei

「フ ィー ル ドワ ー ク と民 族 誌 」,山 下 晋 司 編 「文 化 人 類 学 入 門 古 典 と現 代 をつ な ぐ20の モ デ

ル』,弘 文 堂,pp.14-26,2005

「解 釈 人 類 学 」,綾 部 恒 雄 編 『文 化 人 類 学20の 理 論 』,弘 文 堂,pp.144-161,2006

"EtnicidadyEstadonacionalenHuehuetenango
,Guatemala=elresultadodelaseleccionesyelpro-

blemadelnacionalismocomunal",Ochiai,Kazuyasu(ed.),E1規 朔40用 αアα=履 ㍑ 跏 ∫ノαpoηε5α5,

UACSHUM(UnidadAcademicadeCienciasSocialesyHumanidades),Mexico,pp.157-177,2006

「マム 揺 れ る グ アテ マ ラの 現 代 マ ヤ」,黒 田悦 子 ・木 村 秀 雄 編 『講 座 世 界 の 先 住 民 族

フ ァース トピー プ ルズ の現 在08中 米 ・カ リブ海 、 南 米 』,明 石 書 店,pp.146-161,2007

「文 化 人 類 学 か ら考 える 平 和 」,吉 田 康 彦 編 『21世 紀 の 平 和 学 人 文 ・社 会 ・自然 科 学 ・文 学

か らの ア プ ロ ー チ』,明 石 書 店,pp.58-71,2004

「ス ー ダ ンとエ チ オ ピァ に お け る民 族 の20世 紀 マイノ リティ民 族 集 団 の 視 点 」,端 信 行 編 『民

族 の20世 紀 』,ド メス 出 版.pp.254-280,2004

「越 境 の 人 類 学 一 難 民 の 生 活 世 界 」,江 渕 一 公,松 園 万 亀 雄 編 『新 訂 文 化 人 類 学 』,放 送 大 学

教 育 振 興 会,pp.138-149,2004

「現 代 の 民 族 紛 争 一 新 た な 戦 争 の か た ち」,江 渕 一 公 、 松 園 万 亀 雄 編 『新 訂 文 化 人 類 学 』,放

送 大 学 教 育 振 興 会,PP.124-13Z2004

「紛 争 と権 力 現 代 ア フ リカ」,山 内 進,加 藤 博,新 田一 郎 編 『暴 カ ー 比 較 文 明 史 的 考 察 』,

東 京 大 学 出 版 会,pp.211-234,2005

「人 種 主 義 的 ア フ リカ観 の残 影 「セ ム」「ハ ム」 と 「ニ グ ロ」」,竹 沢 泰 子 編 『入 種 概 念 の 普 遍

性 を問 う 西 洋 的 パ ラダイムを 超 えて』,人 文 書 院,pp.356-389,2005

"M
ultidimensionalImpactofRefugeesandSettlersintheGambelaRegion,WesternEthiopia",In

Ohta,1,andYntisoD.Gebre(eds),Df∫pZα σ8解θη亡Rf∫丸∫痂4御`α=R吻ge8∫,Rε58観 ε7∫砌4艶 θ'r

Ho5'Popμ1硴'oπ,Kyoto,KyotoUniversityPress,pp.338-358,2005
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栗本英世

SchwentkeろWol髦ang

SchwentkeろWolf窪ang

Schwentker,Wbl亀ang

Schwentker,Wblfgang

中川 敏

中川敏

中川敏

中川 敏

DerejeFeyissa

加藤敦典

「 『あ な た の クラ ン名 は な ん で す か?』 変 容 す るアニ ュワ社 会 に お ける 出 自集 団 」,田 中 雅 一 ・

松 田 素 二 編,『 ミクロ人 類 学 の 実 践 エ イジ ェ ンシ ー/ネ ットワー ク/身 体 』,世 界 思 想 社,

pp.406-423,2006

。GlobalisierungundGeschichtswissenscha丘.Themen,MethodenundKritikderGlobalgeschichte",

in:MargareteGrandneちDietmarRothermund,Wol㎏angSchwentker(eds),G励41151εr朋gμ 雇

G励 αlgε豌 励'θ,Wien,Mandelbaum,S.36-59,2005

,,DieMegastadtalsProblemderGeschichte",in:Wol亀angSchwentker(ed),Mθgα ∫翩'θ 吻20,

ノ励 沈既4θr',G6ttingen,Vandenhoeck8ζRuprecht,S.7-26,2006

。Di・D・PP・lg・b・ ・t・inerM・g・ ・t・dt・T6ky61923-i964",i・ ・W・1㎏ ・ngS・hw・ntk・ ・(・d),M・9・ ・鰄 ・

伽20.1励r肋 η48rちGδttingen,Vandenhoeck8ζRuprecht,S.139-164,2006

""Meistererzahlungen"inderlapanischenHistoriographie㌧in=MichaelLackner(ed),Sθ1わ ∫亡わε乃翩p一

オ朔g54f5kμ75θfη0∫ 如5fθη,MUnchen,Iudicium,2007

「交 換 」,山 下 晋 司 編 『文化 人 類 学入 門 古 典 と現 代 を つ な ぐ20の モ デ ル』,弘 文 堂,2005

「焼 畑 か ら来 る米 、 店 か ら来 る 米 」,杉 島 敬 志 ・中 村 潔 編 『現 代 イン ドネシ アの 地 方 社 会 ミ

ク ロロ ジー のア プ ロ ー チ』,NTT出 版,pp.212-234,2006

「言 語 システ ム と人 格 問 題 」,Conf6renceHandbook24』he獅entyFourthConferencesofThe

EnglishLinguisticSocietyofIapan,4-5November,UniversityofTokyo,HongoCampus,

pp.197-202,2006

「フィー ル ドワ ー ク 出 会 い とす れ 違 い」,志 水 宏 吉 編 『実 践 的 研 究 の す す め』,有 斐 閣,2007

"皿
1eExperienceofGembellaRegionalDtate",inD.Turton(ed.),E飾 η1`Fε4θ砌Z∫5η1:丑εE砺opf一

αηE老 ρ8r'θη`e加Coη3pα 砌'∫γβPθr鍾)εαfγβ,Ox丘)rdJamesCurreyゴpp.208-230,2006.

「む ら の 紛 争 解 決 を 支 え る もの ベ トナム ・ハ テ ィン省 の 農 村 よ り 」,戒 能 ・松 本 ・棚 澤

『2001年 度 一2005年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(特 定 領 域 研 究)「 ア ジ ァ 法 整 備 支 援 一体 制 移 行 国 に

対 す る法 整 備 支 援 のパ ラダイム構 築 」司 法 改 革 班 ・ワー キ ングペ ーパ ー 「学 際 的 協 働 を求 め て」』,

名 古 屋 大 学 法 政 国 際 教 育 協 力 研 究 セ ンター,pp.189-201,2006
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小泉潤 二(事 典項 目)「ウルフ ∫oη5qf'加S加 た1ηgEαrぬ,1959」(p.27),「ギ ァツ『文化 の解 釈 学』,1973」(p,

53),「 ギ ァッ『解釈 人 類学 と反=反 相 対 主 義 』2002」(p.55),「 ギアツ 『ヌガラ』1980」(p.392),

「キャンシアンEco加 履`5翩4Prθ ∫fなθ∫ηαMσ翅Co剛 御跏'り・,1965」(p400),「 反=反 相対主 義」(p.

818),「 リゴベルタ ・メンチュとは誰 か」(p.853),『 文化人類 学文献 事典』,弘 文 堂,2004
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栗本 英世(書 評)「富川盛道 著 『ダ トーガ民 族誌 東 アフリカ牧 畜社会 の地域 人類学 的研究 』,弘文 堂」,

『アフリカ研 究』,69号,pp,203-208,2006

Schwentker,W61㎏ang(書 評)ManfredKittel,N仰 曲N跏 訪 θ響 朔47bklo,"梔 磐αηgθ肋 θκ∫加w41flg既g"1η10p翩 珈4

聴5`4ε碗5σ痂 屈1945劭51968,MUnchen2004.Pθ ゆ1μ∫.ノ俔加伽`房 伽 翩 ∫∫ε7εμrgpδ1豌θGε5σ耽 玩θ,

16,pp.208-212,2006

Schwen{ker,W61亀ang(事 典 項 目),「解 釈学 の根 本 問題 」,『人間科学 のフロンティア』,有 斐 閣,2007

Schwentker,Wbi亀ang(事 典 項 目),「近代化 」「軸の 時代 」「希 望」「寛容 のパ ラドクス」厂文 明の衝 突」「理念 型 」「合 理化 」

「解 釈学 的差異」「記憶 」「正 義」,大 阪大学 レクチ ャーシリーズ 『哲学 の基礎概 念』,大 阪大 学出版

会,2007

木前利 秋 ・中村 健吾(翻 訳)ウ ルリッヒ ・ベ ック 『グローバル化の社 会学』,国 文社,2005

木前利 秋(書 評)ユ ルゲ ン ・ハーバーマス 『他 者 の受容』,『週刊読書』,2577号,2005

木前利 秋(書 評)ア ジット・S・バ ラ/フ レデリック・ラペール 『グローバル化 と社会的排 除』,『週刊 読書』,2577

号,2005

木前利 秋(書 評)川 上周三 『ヴェーバー社会 科学 の現代 的展開』,『週刊 読書』,2676号,2007

加藤敦 典(事 典 項 目)「EricR.Wolf;Pθ α鉚η∫肱r5qμ 加 恥 θηffεぬc例'μ りd,『文化人類 学文献 事典』,平凡

社,p27,2004

靂.講潭1.1…卩頭舜表等:.ll.黨 愁:1:磨靉零lll露:鬢蓋…1総1.ぎ…:、;1:閣拾鬘醸}撚添懸ll鸛:霧纛:鯊1::響蒸:繕』:1惑…:li靉:1磁…繕鑄ll搭謬

KoizumiJunli"OntheAssessmentofthePresentSituationoflnternationalCollaboration:TheCaseoftheIapa-

neseSocietyofCulturalAnthropologゾPaperpresentedattheCon琵rence,``WorldAnthropolo-

gies:StrengtheningtheInternationalOrganizationandEffεctivenessoftheProf≒ssion'㌔Recif壱,Br

azil,2004/6/9-14

Koizumi,∫unji"正n企erfaceHumanities."PaperpresentedattheSeminartoCommemoratetheOpeningoftheOsa,

kaUniversitySanFranciscoO缶ce,SanFrancisco,Califbrnia,2004/9/9-10

Koizumi,Iunli``IapaneseAnthropologyinWorldAnthropologies."Paperpresentedatthesession"Antropologias

mundiales:podemospensarfueradelosdiscursoshegem6nicos～"atprimerCongresoLatino-

americanodeAntropologia,Rosario,Argentina,2005/6〆11-15

Koizumi,1unji"TheUseofaSurveアParad重gmfbrE麁ctivePre-ProlectResearchfbrDevelopmentPrograms:An

Examplef士omIapaneseODAinGuatemala."PaperpresentedatConsejodeEstudiosLatinoameri-

canosdeAsiaeOceania(CELAO):InauguralConfbrence,Melbourne,Australia,2005/7/14-16

Koizumi,lunji"TowardsEmpiricalPre-prolectResearchfbrDevelopmentPrograms:ACaseofanODAProgram
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KoizumiJunji

Koizumi,lunji

inGuatemala."PaperpresentedattheInternationalUnionofAnthropologicalandEthnological

Sciences,Inter-Congress2005,Pardubice,CzechRepublic,2005/8/29-9/3

"TransfbrmationofthePublicImageofAnthropology:皿1eCaseofIapan"
,Paperpresentedatthe

workshop`iAWCAADebate:ThePublicImageofAnthropology"attheEuropeanA串sociationofso一

・i・IA・th・ ・P・1・gi・t・(EASA)9thBi・nni・lC・n色rence,U・iver・ity・fB・i・t・1,B・i・t・i,UK,2006/9/21

"OpeningofaNewCenterfbrInternationalCooperationatOsakaUniversity:GlobalCollabora -

tionCenter(GLOCOL)",PaperpresentedatInauguralSeminars,SessionA:``HumanSciences

andGlobalCollaboration"attheOpeningCeremonyandSeminarsfbrtheLaunchingofOsaka

UniversityBangkokCenterfbrEducationandResearch,Bangkok,2006/10/17

Koizumi,lunli,andEiseiKurimoto"PublicImageofAnthropologyinIapan",Paperpresentedatthejointconfヒr-

encecomprisinganintercongressoftheInternationalUnionofAnthropologicalandEthnologi-

calSciences(IUAES)andthe2006annualconfヒrencesofthePan-AfricanAssociationofAn-

thropologists(PAAA)andAnthropologySouthernAfrica(ASnA),"TranscendingPostcolonial

Conditions:TowardsAlternativeModernities",UniversityofCapeTown,CapeTown,SouthAf士i-

ca,2006/12/3-7

Schwentke1～V吹)lfgang

Schwentker,V吸)lfgang

S(翁wentker,Vゾblfgang

Schwentker,W〕lf窰ang

Schwentker,W〕lfgang

Schwentker,V吹 〕Hgang

Schwentker,V吸)lfgang

Schwentker,Wbl亀ang

Schwen亡k鉱Wbl髦ang

「イ ン トロダ クシ ョン」,マ ックス ・ヴ ェー バ ー の 『プ ロ テス タン テ ィズ ム の 倫 理 と資 本 主 義 の 精 神 』

と東 ア ジ アの 社 会 科 学,ヒ ュー マ ンサ イエ ンス プ ロ ジェク ト,大 阪 大 学 人 間科 学 部,2005/2/17-18

「戦 後 日本 の ヴ ェーバ ー 研 究 と欧 米 政 治 思 想 」,政 治 思 想 学 会,日 本 大 学,2005/5/28

"ConvenoroftheSectionon"History
,PoliticsandInternationalRelations"",Three-Annual-

Conf6renceoftheEuropeanAssociationofIapaneseStudies,EuropeanAssociationofIapanese

Studies,ViennaUniversit弊2005/8/31-9/3

"GlobalisierungundGlobalgeschichte.Themen,MethodenundKritikderGlobalgeschichte",

ZentrumModernerOrient,Berlin,2005/9〃

"Rangakuin19thCenturyOsaka
.TheCaseofOgataKoan、Handai-GroningenSymposium",大

阪 大 学 お よびGroningenUniversity,GroningenUniversity;N1,2005110/17

。DeutschlandundlapaninderGeschichte",ド イツ文 化 研 究 会,ド イ ツ学 術 交 流 会,徳 島 県 阪 東,

2005/11/3-5

。SamuraiundSoldaten.ZumWandeldesMilitarsimmodernenJapan",InstitutfUrWirtscha丘s-

undSozialgeschichte,Universit註tWien,2005/12/20

「戦 後 日本 の ウェーバ ー研 究 と欧 米 政 治 思 想 」,シ ンポ ジ ウム 「マ ックス ・ウェーバ ー と現 代 社 会 」,

ハ イデ ル ベ ル ク大 学 と京 都 大 学,京 都 大 学,2006/3/17-18

厂社 会 思 想 の 比 較;ド イ ツと日本 」,DAAD友 の 会,山 梨 県 山中 湖,2006/3/23-26
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Schwentker,Wol亀ang

Schwren亡keちV欧)1磐ang

Schwentk鉱Wo1㎏ang

Schwentker,Wol髦ang

田沼幸子

田沼幸子

田沼 幸 子

DerejeFeyissa

加藤敦典

加藤敦典

加藤敦典

加藤敦典

加藤敦典

上田達

「ShinIin-Wookの"ModernisierungundZivilgesellscha缶nSUdkorea"に つ いて」,「選 択され た近

代 」研 究会,東 京経 済大 学 「選 択 された近代」科研,大 阪大学人間科 学研 究科,2006/6/15

"Th
eSpiri亡ofModernitア:MaxWeberもProtes亡antEthicinIapaneseSocialThought",Kansai

ModernIapanGroup,大 阪産 業大学,2006/7/19

℃ulturalIdentityandAsianModernitiesinPostwarIapaneseThought,1945-60",International

Con血rence:Globaliza廿onandModernizationinEastAsia,BusanNationalUniversitメBusan,Korea,

2006/11/10-11

「野 口雅 広 の 『マ ックス ・ヴェーバ ー の文 化 理 論 』につ い て上 政 治 思 想 研 究 会,早 稲 田 大

学,2007/2/10

「ノスタル ジアを生 きる、 ディアスポラを夢見 る:キ ューバ の日常生活 における移民 、ユーモアとエ

ロス」,日本 ラテンアメリカ学会西 日本研 究部 会,神 戸 大学,2004/4/17

「小 さな、大 きな物語;キ ューバ調 査研 究報 告 のための試論 」,第39回 日本 文化人 類学 会研究 大

会,北 海道大学,2005/5/21

「ユー トピア小 説 と民族 誌」,第40回 日本文化 人類学 会研 究大 会,東 京大 学,2006/6/3

「ローカルな闘争 をグ ローバルな用語 で表現 する ガンベ ラ地方にお けるエスニック ・エ ンタイ

トルメントの政 治学」,京都 大学 アフリカ地域研 究 資料 センター 第128回 アフリカ地域研 究会,京

都大 学 アジア ・アフリカ地域研 究研 究科東 棟2階 第一 セミナー室,2005/1/20

「現代ベ トナム農 村社 会 における民事 紛 争 とそ の調 停:村 落 共同体 の 自主管 理能 力をめ ぐって」,

日本 文化人類 学会 第38会 研究 大会,日 本 文化 人類 学会,東 京外 国語大 学,2004/6/5-6

「村 落 共 同体 文化 研 究の視 点 か ら見 た現 代ベ トナム農 村の民 事紛 争 調停 制度 」(発表 はベ トナム

語),第2回 国際 ベ トナム学会議,国 際ベ トナム学 会議,ホ ーチ ミン市 統一 会堂,2004〆7/14-16

「ポス ト・ユー トピアにおける民 主化 と地方分権 ベ トナムの事例 を中心 に」,日本 文化人類 学

会第39回 研 究大会,北 海道 大学,2005/5/22

「む らの紛 争解 決 を支 えるもの 一 ベ トナム ・ハティン省 の農村 より 一 」,科学 研 究費補 助金

(特定領域 研究)「 アジア法整 備支 援 一体 制移 行国に対 する法整 備支 援 のパラダイム構 築」司法改

革班 ・研究会,早 稲 田大学,2005/10/22

「革命 的 なプランの跡で,希 望な き民主 主義 へ?一 ベ トナムにおける村落民 主のゆ くえ」,『ポス

ト・ユー トピァ1フ ィール ドか らのアプローチ』,ポス ト・ユー トピア研 究会,大 阪 大学,2005/10/29

「隣人を作 り上 げる」,日本 文化 人類学 会第40回 研 究大 会,東 京大 学,2006/6/2-3
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世界システムと海域アジア交通

匿韆講韓難嚢難 驪縣轢.

桃木至朗

秋田茂

秋田茂

秋田茂

秋田茂

平 雅 行

平 雅 行

平 雅 行

平 雅行

Moriyasu,Takao

森安孝夫

森安孝夫

山内晋次

山内晋次

佐藤貴保

蓮田隆志

醺。韆懇飜羈難韈纛轍難響 糶羇鑾轜臻韈飜灘i羈靆載 鰹il～羅 篝i

(編著)「近代 世界 システム以前 の諸地域 システムと広 域 ネットワーク」(科学研 究 費報告 書),大 阪

大学,2007

(編)『 イギ リス帝 国と20世 紀1パ クス ・ブリタニカとイギリス帝 国』,ミネル ヴァ書房,2004/5

「1950年 代 の東 アジア国 際 経 済 秩 序 とス ター リング 圏 」,渡辺 昭一 編 『帝 国 の終焉 とアメリ

カ アジア国際秩 序 の再編』,山 川出版社,pp.134-165,2006

「イギ リス帝国 と近代 アジア ・日本」,懐徳 堂記念 会編 『世界史 ・日本 史を書 き直 す 一 阪大史学

の挑 戦』,和 泉書 院,2007

「近 世 か ら近 代へ 近世 後 期 の世界 システム」,桃 木 至 朗 編 『海域 アジア史研 究入 門』,岩 波 書

店,2007

(共編)『日本史B指 導資 料』,実 教 出版株 式会社,2004/4

『真言宗 一』,本 願寺維持 財 団,2004/9

『中世 寺院 の暴力 とその正 当化 』(科学研 究費補助金(C)(2)研 究 成果 報告書,2005/3

(共編)『周 縁文化 と身分 制』,思 文閣 出版,2005/3

D∫θGθ∫σh∫c玩θ4θ5μ忽灘f5凶 θηMθ η1σ肋'5配螂 αη4θr5θf4θη5跏∬θ.一For5`勧η9θη御 脚 ηf`肱1一

∫訥8ηQ麗θZ～εημη4疏rθη1gθ∫訥'c玩Zf曲8ηHf漉θrg跏η4一,UbersetztvonChristianSteineck,(Studies

inOrientalReligions50),Wiesbaden,HarrassowitzVerlag,2004/12

(共編)『 中国歴史研 究入 門』,名古屋 大学 出版 会,pp.158-171,pp.408-411,2006/1

『シルクロードと唐 帝 国』,『興亡 の世界 史』第5巻,講 談社,200712

(共編)『 改訂 日本 古代史 新講』,梓 出版社,2004/4

(共著)『街 道の 日本 史33大 坂 摂津 ・河内 ・和 泉 一 』,吉川弘文館,2006

(共著)『 中国歴史研 究入 門』,名 古屋大 学出版会,2006

(共編)『 東 南 アジア史学 会 関西例 会通 報総:集編』18(2003年 度 版),東 南 アジア史学 会関西 例

会,2004
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桃 木至朗 「ベ トナム王朝 国家 における 「国土」「歴 史」「伝 統 」」,『歴史評 論』,659,pp.19-33,2005/3

秋 田 茂 「イギ リス帝 国 と国際秩 序」,『歴 史学研 究 ・増刊 号』,794,歴 史学研 究会,pp,6-15,2004/10
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秋田茂

Akita,Shigeru

秋田茂

平雅行

平雅行

平雅行

平雅行

平雅行

平雅行

平雅行

平雅行

森安孝夫

Moriyasu,Takao

山内晋次

山内晋次

佐藤貴保

佐藤貴保

佐藤貴保

佐藤貴保

佐藤貴保

Fujita,Kayoko

蓮田隆志

「イギ リス 帝 国 史 研 究 と地 域 史 の 対 話 」,『歴 史 科 学 』,179-180合 併 号,大 阪 歴 史 科 学 協 議 会,pp.

21-27,2005/5

"R
ecentIapaneseHistoriographyonBritishImperialandCommonwealthHistory",丁 加1(ore卿

10μr呶1qfBr漉 ∫海S跏 誑θ5,Vol.14,pp.427444,2005/12

厂1930年 代 の イギ リス 厂非 公 式 帝 国 」 と東 アジ ア 世 界」,『東 北 学 院 大 学 ヨ ー ロ ッパ 研 究 所 紀

要 』,2007/3

「中 世 寺 院 の 暴 力 とそ の正 当化 」,『九 州 史 学 』,140,pp.57-71,2005/2

「若 き日の 親 鸞 」,『真 宗 教 学 研 究 』,26,pp.107-126,2005/6

「法 然 上 人 とそ の 時 代 上」,『知 恩 』,745,pp,6-19,2006

「法 然 上 人 とそ の 時 代 下」,『知 恩 』,746,pp.6-19,2006

「善 鸞 義 絶 状 と偽 作 説 」,『史 敏 』,3,pp.1-18,2006

「鎌 倉 幕 府 の将 軍 祈 祷 に 関 す る一 史 料 」,『大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 紀 要 』,4スpp.1-40,2007

(共 著)「 これ か らの 親 鸞 伝 研 究 の 課 題 上」,『真 宗 』,1223,pp.56-70,2006/2

(共 著)「 これ か ら の親 鸞 伝 研 究 の 課 題 下 」,『真 宗 』,1224,pp,34-53,2006/3

「前 近 代 中 央 アジ ア に お け る税 役 」,『東 方 学 会 報 』,88,pp.14-16,2005/8

"T
axesandLabourServicesinPre-modernCentralAsia",野 αη5σ罐oη ∫σ 出ε1η'εrη祕o觚1

Co乖r8ηcθqプEα5`θrηS∫ ㍑4オe5,50,pp,164-169,2005/12

「10-13世 紀 の東 ア ジ アに お ける海 域 交 流 」,『唐 代 史 研 究 』,7,唐 代 史研 究 会,pp,101-115,2004/8

「9～13世 紀 の 日中貿 易 史 をめ ぐる 日本 史 料 」,『大 阪 市 立 大 学 東 洋 史 論 叢 別 冊 特 集 号 「文 献 資 料

学 の 新 た な可 能 性 」』,pp.27-44,2006

(共 著)「 『鳥 臺 筆 補 』訳 註 稿(2)」,『 内 陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』、19,pp.109455,2004

「十 二 世 紀 後 半 に お け る西 夏 と南 宋 の 通 交 」,『待 兼 山 論 叢(史 挙 編)』,39,pp.1-24,2004

「西 夏 と黒 河 流 域 」,『オ ア シス プ ロ ジ ェク ト会 報(総 合 地 球 環 境 学 研 究 所)』,5(1),pp.16-23,

2005

(共 著)「 『烏 臺 筆 補 』訳 註 稿(3)」,『 内 陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』、20,pp.77-122,2005

「西 夏 の用 語 集 に現 れ る華 南 産 の 果 物12世 紀 後 半 に お け る西 夏 貿 易 史 の 解 明 の 手 が か りと

して 」,『内 陸 ア ジア 言 語 の研 究 』,21,pp.93-127,2006

"L
earning"SharedExperiences"ofIndustrialisation:ACriti¢alReviewofCross-CulturalExhibi-

tionsandanAnalysisofMuseumVisitors'PerceptionsinlapanandtheUnitedStates".A5伽Cμ1一

'μrσZS亡μ4'θ∫,33,2007

「「華 人 の 世 紀 」 と近 世 北 部 ベ トナム1778年 の 越 境 事 件 を素 材 と して 」,『ア ジ ァ民 衆

史研 究 』,10,pp.76-94,2005
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蓮田隆志

桃木至朗

桃木至朗

「17世紀ベ トナム鄭氏 政権 と宦官」,『待 兼 山論 叢(史 学編)』,39,pp.1-23,2005

桃木至朗 ・蓮田隆志(共 編著)「中近世東南アジア史時代区分試論

平雅行

平雅行

平雅行

Taira,Masayuki

Moriyasu,Takao

森安孝夫

佐藤貴保

佐藤貴保

佐藤貴保

「ベ トナム北 部 ・北 中部 における港市 の位 置」,歴 史学研 究会 編 『港 町の世界史1港 町と海域 世

界』,青木書店,pp.179-205,2005/12

「『詳説世界 史』(山川出版社)の 東 南 アジ ア史記 述 とそ れに対す るコメント・解 説」,早 瀬晋三 編

『不可 視 の時代 の東 南アジア史 ・文献 資料 読解 による脱構 築』(2003年 度 一2005年 度 科学 研 究

費補助 金(基 盤i研究(B))研 究成 果報 告書),pp.88-129,2006/3

:東 北 アジア史 との比較 を通 して」,『近代世界 シス

テム以前 の諸 地域 システムと広 域 ネットワーク』(科学 研究 費報告 書),大 阪 大学,pp5-25,2007

「青 蓮 院 の門跡 相 論 と鎌 倉 幕府 」,河音 能 平 ・福 田榮 次 郎編 『延暦 寺 と中世社 会 』,法 蔵館,pp.

90-150,2004/6

「神 仏 と中世文化 」,歴 史学研 究会 ・日本 史研 究会 編 『日本史 講座 第4巻 中世社 会 の構 造』,

東京 大学出版 会,pp.167-195,2004/9

「殺 生禁 断と殺 生 罪業 観 」,脇 田晴子 ・コル カット・平 雅行 編 『周 縁文 化 と身分 制』,思 文閣 出

版,PP,240-268,2005/3

"Lal6gitim
ationdelaviolencedanslebouddhismeauMoyenAge",L6g∫ オ伽 ∫蜘L6g漉 脚'め κ5,Eco

lefran亨aised'Extr合me-Orient,Paris,pp.79-104,2006/2

"FromSilk
,CottonandCopperCointoSilver.TransitionoftheCurrencyUsedbytheUighurs

duringthePeriodfromthe8thtothe14thCenturies",D.Durkin-Meisterernst/S,RaschmannII.

Wi皿(ensIM.Yal(Hz/P.Zieme(eds.),τ μ吻 ηRθγ纏 θ4一劾θF∫絣Cβ 伽 り'(ゾRε5砌κ乃加,励8Aプ 云∫翩4

Cμ1嬬β5q戸舵S褫Roo4,Berlin,DietrichReimerVerlag,pp228-239,2004/5

「亀 茲国金花 王 と砲砂 に関するウイグル文 書の発 見」,『三笠宮殿 下米寿記念 論 集』,刀水書房,pp.

703-716,2004/11

「ロシァ蔵 カラホ ト出土西 夏文 『大方広仏華 厳経 』経 帙文 書 の研 究 西 夏権i場使 関連漢 文文

書 群 を中心 に 」,荒川正 晴編 『東 トルキスタン出土 「胡 漢文 書」の総合調 査』(平 成15年 度 一

平 成17年 度科 学研 究費補助 金(基 盤研 究(B))研 究 成果報 告書),pp,61-76,2006

「西夏 時代 末期 における黒 水 城 の状 況 一 二つ の西 夏語 文書 か ら 」,井上 充幸 ほか 『オア

シス地域 史論 叢i黒 河流域2000年 の点描 一 』,総合 地球 環境 学研 究所,2007

「西 夏時代 にお ける黒河流域 の交 通 路」,総合 地球 環境 学研 究所 ほか,『カラホ トの歴史 と環境 に

関する国際シンポジウム論文集 』,総合 地球 環境 学研 究所,2007
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蓮田隆志

Fulita,Kayoko

Fujita,Kayoko

「正 和 本 『大 越 史 記 全 書 』 ・NVH本 厂大 越 史 記 本 紀 続 編 」条 文 対 照 表 」,早 瀬 晋 三 『不 可 視 の 時

代 の東 南 ア ジ ア 史 一 文 献 史 料 読 解 に よる脱 構 築 一 』(科 研 報 告 書),pp.197-203,2006

"皿
1eEconomicExpansionismandIdeologyofTokugawaIapananditsPeripheries:ACaseStudy

fromEarlyModernEastAsia(late16th-mid-19thcentury)",Wade,Geoff(eds.),Aslσ ηEκ 一

P仞 ∫ゴoη52動8H∫ ∫∫orj`β1P70`8∬ β5qプPo1均 ノE塑9η5∫oη 加 乃吻,NationalUniversityofSingapore

Press,2007/2008

"l
apanIndianised:皿1eLong-TermtrendsinTextileImportsandConsumptioninTokugawaIapan,

ca.1600-1800",Riello,Giorgio,andPrasannanParthasarathi(eds.),Aαo肱lHf5亡o厂 γげCo㍑oη

距κ'ゴ1θ1250-1850,0x丘)rdUniversityPress,2007/2008

1ユヅせ晒矯織:1翻訳`書評・・解説1餓蝋 灘細 顛醸i爺φ徳

桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

秋田茂

秋田茂

秋田茂

平 雅行

平雅行

平 雅行

平 雅行

森安孝夫

「「東 南 アジア史の危 機」と新 しい挑戦」,『世界史 のしお り』,pp.1-4,2004/4

「連 載ゼ ミナール グローバル ・ヒス トリー 第1回 「古 代世 界 の統 合 と交 流」」,『世界 史のしお

り』,4月 号,2006

「連 載ゼ ミナ ール グ ローバ ル ・ヒス トリー 第2回 「隋 唐 ・イスラームの統合 か ら国風 文化 の時

代へ」」,『世界 史のしお り』,10月 号,2006

「連載 ゼ ミナール グローバル ・ヒス トリー 第3回 「ユーラシア規模 の交流 と破局」」,『世界 史の

しお り』,1月 号,2007

「『歴 史は推理 だ』を意識 させる授 業」,『社 会科教 育』,44(3),pp78-8q2007

(書評)「ウィリアム ・G・ ウッドラフ著(原 剛,菊 池紘一,松 本康 正,南 部宣 行,篠 永 宣孝 訳)『 概 説

現 代世界 の歴史 一1500年 から現代 まで 』」,『社 会経済 史学』,70-1,pp.125-127,2004/5

(学界 展望)「2004年 の歴 史学界 回顧 と展 望 …ヨーロッパ・現代 ・一般 」,『史学雑 誌』,114

(5),pp.370-373,2005/5

厂特集 第20回 国際歴 史学 会議 シドニー大 会 個別 テーマZ経 済 的 グローバル化 歴史 的

展 望 と研 究状 況」,『歴 史学研 究L815,pp.57-61,2006/6

(共著)「はじめ に 日本史 講座4」,歴 史 学研 究会 ・日本史研 究会 編 『日本史講 座 第4巻 中世 社

会の構 造』,東 京大学 出版会,pp5-10,2004/9

「親 鸞の歩 みとこころ 上下」,真宗 大谷派 難波 別院 『南御堂』,518・519,2005/11

「仏教 宗派 表」,『日本古代 史大 辞典L大 和書房,巻 末 資料,2006/1

「シンポジウム 「中世仏教 の国際環 境」に寄せ て」,『日本史研 究』,524,pp.52-56,2006

「シル クロー ド「学」へ のまなざし」,NHK「 新 シルクロー ド」プロジェクト編 『NHKス ペ シャル 新

196 i跨雛 縛謹c罍 擁矯際 鵞鞭iセ鱠sΣ)翁 魏 駐農◎翼20鴦 轟一2朕}§ ◎



森安孝夫

森安孝夫

山内晋次

佐藤貴保

蓮田隆志

藤田加代子

藤田加代子

藤田加代子

水田大紀

シルクロー ド1楼 蘭 ・トルファン』,日本放 送 出版協 会,pp.196-210,2005/2

「中央 アジア ・シルクロー ドと中国史 」,『東 洋史 か らアジア史へ 変わる世界史、 広が るアジ

ア ー 』(明 治大学文学 部特 別企画 シンポジウム報告),明 治大 学文学部,pp.3-6,200513

「遊 牧 騎 馬 民 族 が つ くった世 界 史 」(2005年 度 懐 徳 堂 春 秋 記 念 講 座 要 旨),『 懐 徳』,74,pp,

94-95,2006/1

「モノと図像が 語る琉球 史39/40冊 封琉 球使 と航海安 全 の祈 り(上)・(下)」,『 沖縄 タイムス』,

沖縄 タイムス社,2005/1/17-24

「大 学教 員と高校 教員の対 話 一 大阪 大学 「全 国高等 学校 歴史教 育研 究会」の活動 」,『世界 史

のしお り』,2007年,pp.15-17,200711

(事 典項 目)「アユ タヤ」(p.50),「 阮朝 」(p.272),「 スコータイ」(p.496),「 チャクリー朝」(p.631),

「チ ャンパ」(p.633),『 国際政治 事 典』,弘 文 堂,2005

(書 評)「早 瀬晋 三著 『海域 イスラーム社 会の歴 史 一 ミンダナオ ・エスノヒストリー』」,『東 南 ア

ジァ 歴史 と文化 』,33,pp.160-163,2004

(事 典項 目)「アジア問貿易」(pp,1-2),『歴史学 事 典 第13巻 所 有と生産 』,弘文 堂,2006

(書 評)「書 評 フィリップ ・オドレール著 『フランス東 インド会社 とポ ンディシェリ』」,『西 洋史

学』,223,2007

(書 評)CA加 吻 跣 θBlr' σ々耽Moゴ εrηWbγ14,1780-1914-G励 σ1Coηηθ6'∫oη5翩4Co即 αrfsoη∫一

(Oxfbrd,2004),『 西 洋史学』,218,pp.71-73,2005/g

騰 靉韜 鑑._.

Momoki,Shiro

Momoki,Shiro

Momoki,Shiro

桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

"S
ubiendoixahoiDaiVietthekyXIVquavankhac,khaosattruonghopvungHaTay",Hoithao

khoahocquocteIanthuIIveVietNamhoc(第2回 ベ トナム 学 国 際 会 議),HoChiMinhCitメ2004/

7/14-16

"MandalaChampaSeenfromChin
eseDocuments",Workshop二NewSchQlarshipon

Champa,AsiaResearchInstitute,NationalUniversityofSingapore,2004/8

"VietN
amhocoNhatBan,qllakhu,hientaivatuonglai,IstVietnamese-lapaneseStudents'

Scienti丘cExchangeMeeting",OsakaUniversity,2004/11

「大 越 陳 朝 碑 文 研 究 序 説 」,東 洋 史 研 究 会 大 会,京 大 会 館,2005/11

「ア ンコ ー ル ワ ットの東 南 ア ジ ア 史 一 陸 の歴 史(1)」,芦 屋 市 立 公 民 館 ・春 の 公 民 館 講 座 「東

南 ア ジァ の 多 様 性 に 迫 る」第1回,200515/7

「ベ トナム 戦 争 とASEANの 東 南 ア ジ ア史 陸 の歴 史(2)」,芦 屋 市 立 公 民 館 ・春 の公 民 館 講 座
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桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

桃 木 至 朗

Momoki,Shiro

桃木至朗

桃木至朗

Momoki,Shiro

桃木至朗

Momoki,Shiro

Momoki,Shiro

桃木至朗

桃木至朗

桃木至朗

「東 南 アジアの多様性 に迫 る」第2回,2005/5/14

「海 と貿易がつ くった歴史 」,懐徳 堂春 季講 座 「世界 史を書 き直 す 阪大 史学 の挑 戦 」第2回,大

阪大学 中之島セ ンター,2005/5/27

「東 南 アジア史か ら日本 が見 える」,大 阪府立 岸和 田高校 夏期講 演会,2005/8/19

「アジアの海 域 と日本」,吹 田市 中学校 教育研 究 会 ・社 会科 部会,吹 田市立青 山台 中学校,2005/

8/24

「鎖 国とはなんだったの か 一 アジアの なかの 近世 日本 」,三 重県 立桑 名高 校 出前講 義,

2005/10/4

「20世紀 の東南 アジアとベ トナム戦争」,西 高進 路 セミナー,舞 鶴西 高校,2005/11/10

"ThreeHistoriographiesofEarlySoutheastAsia
,andtheFourth～",RCAPSSeminar,Beppu,Ritsu

meikanAsiaPaci丘cUniversity,2006/1/16

「海 と貿 易 の世界史 」,国 際文化 講座 ゆ うか り塾 「歴 史か らの問いか け～アジアの中 の日本」第8

回,八 尾高校 、2006/3/4

「3つの東 南 アジア史、 そ して4つ めはあるか?」,神 奈 川県 高等 学校 社会 科 部会研 究大 会,神 奈

川県民 センター,2006/3/7

"VietnameseEmpireandItsExpansion
,c.980-1840",AsianExpansions:TheHistoricalProcesses

ofPolityExpansioninAsia,AsiaResearchInstitute,NationalUniversityofSingapore,Singapore,

2006/5/12-13

「アジアの海 か ら見 直す 臼本 史」,平成18年 度 日本史世界 史合 同部 会,熊 本県 高等学 校 教育研 究

会地 歴 ・公 民科 部会,熊 本 第一 高校,2006/8/5

"L
ythuyetkhuvuchocvasosanhkhuvuchocoVietNamvaNhatBan"(ベ トナム語講演 「地域

研 究 の理論 と日越 の地域研 究 の比 較」),日 本学 セミナ ー,ハ ノイ国家大 学社 会 ・人文科学 校 東洋

学部 日本学 科,ハ ノイ国家 大学社 会 ・人文科学 校,2006/8/24-25

"MotsovandesosanhlichsuTrungtheVietNamvaNhatBan"(ベ トナム語 講演 「ベ トナムと日

本の 中世 史の比 較 に関する諸 問題」),『日本 学セ ミナー』,ハ ノイ国家大 学社会 ・人 文科学 校 東洋

学部 日本学 科,ハ ノイ国家 大学 社会 ・人文科学 校,2006/8/24-25

「東南 アジア史」,夏 期講 座 「辺 境 の世 界史 」,神奈 川県 高等 学校 教科 研 究会 ・社会 科 部会 歴史

分科 会世 界史推 進委員会夏期 講座,神 奈 川県立外 語 短大,2006/8/29

「「イメージが 湧 く」東 南 アジア史 をめざ して」,2006年 度 第12回 部 会,佐 賀県 高等 学校 学力 向上

対策事 業世界史 部会,佐 賀東 高校,2006/12/7

「地域研 究 ・海 域史 ・近代 東北 アジア」,21世 紀COEス ラブ ・ユーラシア学 の構築研 究会 シンポ ジ

ウム 「近 代東 北 アジアにおける国 際秩序 と地域 的特性 の形成 」,北 海道大 学スラブ研究 センター,

i蹴鮮輪c彎誌"猷鵞鯖萱翰s難掴憑 韓畿磁2暴(矯 一2軽魯§
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秋 田 茂 ・横 井勝彦

秋 田 茂

秋 田 茂

Akita,Shigeru

秋 田 茂

秋 田 茂

秋 田 茂

秋 田 茂

秋 田 茂

Akita,Shigeru

秋 田 茂

秋 田 茂

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

秋 田 茂

北 海 道 大 学,2007/3/9-10

(総 合 司 会)国 際 シ ンポ ジウ ム 「帝 国 の 終 焉 と国 際 秩 序 の 再 編 一 ア ジア を め ぐる 欧 米 諸 国 の 相

克 一 」,日 本 西 洋 史 学 会 第54回 大 会,東 北 学 院 大 学,2004/5/21

「イギ リス帝 国 と国 際 秩 序」,2004年 度 歴 史学 研 究 会 大 会 報 告,一 橋 大 学,2004/5129

「イギ リス 帝 国 史 研 究 と地 域 史 の 対 話 」,2004年 度 大 阪 歴 史 科 学 協 議 会 大 会 報 告,関 西 大 学,

2004/6/12

"TheEastAsianInternationalEconomicOrderinthe1950s"
,Anglo-lapaneseRelationsand

InternationalPoliticsinEastAsia,atLondon(LSE),UK,2004/7/6-7

「グ ロ ーバ ル ヒス トリー の 構 築 とア ジ ア世 界 」,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 教 員 研 究 フ ォー ラム,

004/11/18

「グ ローバ ル ヒス トリー 研 究 の 現 状 」,市 民 社 会 の グ ロ ーバ ル ヒス トリー 研 究 会,大 阪 大 学 中 之 島 セ

ンター,2004/12/23

「1950年 代 の東 ア ジ ア 経 済 秩 序 と ス ター リ ング 圏 」,東 北 学 院 大 学 渡 辺 科 研 研 究 会,東 京 大 学,

2004/12/25

「 『パ クス ・ブ リタニ カ』 とイギ リス帝 国 」,大 学 講 座 厂帝 国 の 興 亡VII溶 ギ リス帝 国 」,伊 丹 市 教 育

委 員 会,2005/1/22

「戦 問期 の イギ リス帝 国 とアジ ア 世 界 」,大 学 講 座 「帝 国 の 興 亡VII:イ ギ リス帝 国 」,伊 丹 市 教 育 委

員 会,2005/1/29

"CommentstoSessionI:AmericanEmpireinWorldHistory"
,ReAS's4thInternationalSympo-

siuminTokyo:`IAmericanEmpire,PastandPresent",atTokyoGreenPalace,Tokyo,2005/3/12

「1930-50年 代 の ア ジ ア 国 際 経 済 秩 序 とイギ リス 帝 国 」,中 国 上 海 ・華 東 師 範 大 学 特 別 講 座,

2005/3/14

「アジ ア か らの グ ロ ー バ ル ヒ ス トリー の 構 築 を め ざ して」,中 国 上 海 ・華 東 師 範 大 学 特 別 講 座,

2005/3/16

"TheBritishEmpireandInternationalOrderofAsia
,1930s-1950s",20thInternationalCongress

ofHistoricalSciences,atSydne狛2005/7/3-9

"TheBritishEmpireasthe`ImperialStruct
uralPowefandtheAsianInternationalOrder",The

7thGEHN(GlobalEconoInicHistoryNetwork)WorkshoponImperialism,atIstanbul,Turkey,2G

O5/9/11-12

"Th
eFormationofGlobalHistoryandAsia",OsakaUniversity-GroningenUniversity

Symposium,atGroningen,TheNetherlands,2005/10/24-26

「大 英 帝 国 と近 代 アジ ア ・日本 」,第110回 懐 徳 堂 秋 季 講 座 「世 界 の な か の 日本 阪 大 史 学 の
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秋田茂

秋田茂

秋田茂

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

Akita,Shigeru

平雅行

平雅行

平雅行

挑 戦2」,大 阪 大 学 中 之 島 セ ンター,2005/10/28

「1930年 代 の イギ リス非 公 式 帝 国 と東 ア ジ ア世 界 」,2005年 度 東 北 学 院 大 学 ヨー ロ ッパ 文 化 研 究

所 シンポ ジ ウム 厂ア ジ ア 世界 に お け る大 英 帝 国 と大 日本 帝 国 」(社 会 経 済 史 学 会 東 北 部 会 共 催),

東 北 学 院 大 学,2005/12/17

「1950年 代 の 東 アジ ア 国 際 経 済 秩 序 とス ター リング圏 」,2005年 度 「比 較 の 中 の 東 南 ア ジ ア研 究 」

第8回 会 合,京 都 大 学 東 南 ア ジ ア研 究 所,2006/3/22

「グ ロー バ ル ヒス トリー の 構 築 と西 洋 史 研 究 一 関 係 史 の 視 点 か ら」,日 本 西 洋 史 学 会 第56回 大

会 ・公 開 講 演 「世 界 史 とヨー ロ ッパ 史 」副 講 演,千 葉 大 学,2006/5/13

"TheInternationa10rderofAsiaandHongKonginthel930sandl950sfromaComparative

Perspective",The6thGlobalHistoryWorkshop:`MaritimeTradeandTradingMetropoles:Eu-

ropeandAsia,17thto20thCenturies㌔atHamburg,Germany,30-31,2006/8

Commentson"TheCultureofPorcelain"byMaxineBerg,and`℃ultureandConsumption=

NationalDrinksandNationalIdentityintheAtlanticWorld"byStevenTopicandM.C.

McDonald,The10thGEHN(GlobalEconomicHistoryNetwork)WorkshoponCulturesand

Economies:PatternsandVariations,atWashingtonDC,UnitedStates,2006/9/7-10

ChairofSessionThirteen:BritishBusinessandEmpireinAsia,The5thAnglo-lapaneseConfεrence

ofHistorians:MigrationandIdentityinBritishHistory,atLondon,UnitedKingdom,

27-29,2006/9

ChairofConcludingGeneralDiscussions,TheSecondKorean-lapaneseConferenceofBritish

History=Intellectualf士amework,Educationandabirthof`Historゾin皿odernBritain,atOsaka,

Iapan,23,2006/11

``B
ritishEconomicThoughtsandIndiaattheturnofthe19th-20thcenturies",WbrkshoponBrit-

ishEmpireandEconomicThought,atYokohamaJapan,9-10,2006/12

`℃
reatingGlobalHistoryfromAsianPerspectives",SeminaronGlobalHistory,atAustin,Texas,

UnitedStates,28,2007/2

町heEastAsianInternationalEconomicOrderinthe1950s",SeminaronBritishI皿perialHistory,

atLiverpool,UnitedI(ingdom,21,2007/3

``TheBritishEmpireas`lmperialStructuralPower'withinanAsianInternationalOrder"
,Inviting

LectureofLiverpoolIohnsMooreUniversity,atLiverpool,UnitedKingdom、22,2007/3

「中 世 の 神 国 思 想 と仏 教 」,宗 教 史研 究 会 例 会,2004/4

「若 き 日の 親 鸞 」,第12回 真 宗 教 学 学 会 講 演 会,真 宗 大 谷 派 ・真 宗 教 学 学 会 、2004/ll

「来 世 観 の 変 容 と天 皇 家 の 葬 送 」,死 と生 の 習 俗 をめ ぐる比 較 史 研 究,2004/12

麟宝登頭彝ce興臆鵜螽鴨捜撫$鼻&鞏繹警羅G薮2{諱(}昏2{}(溥
◎



森安孝夫

森安孝夫

森安孝夫

山内晋次

山内晋次

山内晋次

山内晋次

山内晋次

山内晋次

佐藤貴保

「中央 アジア ・シルクロードと中国史」,明治大 学文学部 特別企 画 シンポジウム:東 洋史 か らアジア

史へ 変わる世界 史、広が るアジア,明 治 大学 リバティ・タワー1階1012教 室,2004/10

「遊 牧騎 馬民族 が作 った世界史」,2005年 度懐 徳堂春 期講座 匸第109回]

「世界 史を書 き直す 阪大 史学の挑 戦 」,大阪 大学 中之 島センター,2005/5

「唐 代 の仏 教 的世 界地 理 と 「胡」の実 態 」,lnternationalConf6rence2005"LifεandReligionon

theSilkRoad",organizedbytheKoreanAssociationfbrCentralAsianStudies,Seoul,2005/11

「前近代 東 アジァ海域 史の諸相 」,洛北史学会 第6回 大会,2004/6

「東 アジア海 上交易史 をめ ぐる日本側 の史資料」,科 研特 定領域 研 究 「東アジアの海 域交流 と日本

伝 統 文化 の形 成 寧波 を焦点 とす る学 際 的創 生 」文 献 資料研 究部 門 ・第 二回研 究 集

会,大 阪市立大学,2005ノ 正2

「海域 アジア史か らみた 日宋 貿易 時代 の福 岡」,福 岡市 中央市民 センター ・まちづ くりセ ミナー第2

弾,福 岡市 中央市民 センター,2006/1

「海 域 アジア史研 究の ポテンシャル」,2006年 度 歴史学入 門講座 〈京 都〉,歴 史学入 門講座 実行委

員会,京 都 市(機 関紙 会館),2006/7/2

「日宋 貿易史研 究か らみた 『シリーズ港 町の世界史 』」,文部科 学 省特定 領域 研究 東 アジアの海

域 交 流 と日本伝 統 文化 の形 成 寧 波 を焦 点 とする学 際 的創 生,ワ ークシ ョップ 「徹 底

討 論 『シリーズ 港 町の世 界史 』をめ ぐって 東 アジア海域 史研 究 の未 来 」、 文 部科 学

省特 定 領域研 究 東 アジアの海域 交 流 と日本伝 統 文化の 形成 寧波 を焦点 とする学際 的創

生,福 岡市,九 州大学,2006/7/22

「9世紀 ～14世 紀 前半 の 日本 列島 と海 域世 界 日本 における近 年 の研 究動 向 」,「古代

東 亜海 域的 文化 交流 以11-16世 紀 寧 波 博 多関係 為中心」学術 研討会,浙 江 工 商大学

日本 文化 研究 所 ・文 部科学 省特 定領域研 究 「11～16世 紀 の東 アジア海 域 と寧波 博 多 関係 」

研 究班,中 国 ・杭州 市,浙 江工 商大学 ・日本文化研 究所,2007/1/27

「西夏 皇帝 の側近集 団 西夏語 ・漢 語文献 か らの復 原 」,東洋史研 究会大 会,東 洋史研

究会,京 都大 学京大会 館,2004/1113

佐藤貴保 ・荒川慎太郎

佐藤貴保

佐藤貴保

「ロシァ所 蔵 カラボト出土 西 夏文2736号 文 書 再読 」,オアシスプロジェクト歴 史文献 班研 究会,総

合 地球環 境学 研究所 オァシスプロジェク ト,総合 地 球環境 学研 究所,2005/5/16

「西夏 時代 のカラボ トの交通 路 をめ ぐる諸 問題」,内 陸アジア史上の都 市と交通 路研 究会,内 陸 ア

ジア史 上の都 市 と交 通路研 究会,大 阪大 学文学 部,2005/12/10

「西夏 時代 における銀川～エチナ間の交 通路 について」,オ アシスプロジェクト歴 史文献 班研 究会,

総合 地球環 境学 研究 所 オアシスプロジェクト,大谷大学,2006/2/13
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佐 藤 貴 保 「西 夏 時 代 に お け る黒 河 流 域 の 交 通 路 」,カ ラボ トの 歴 史 と環 境 に関 す る 国 際 シ ンポ ジ ウ ム,中 国

社 会 科 学 院 ・総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ほ か,中 華 人 民 共 和 国 内 蒙 古 自治 区 額 済 納 旗,2006/9/17

佐 藤 貴 保 「西 夏 時 代 に お け る 黒 河 中 流 域 」,第12回 沙 漠 誌 分 科 会,沙 漠 学 会 沙 漠 誌 分 科 会,甲 南 大 学,

2007/2/17

Chonlaworn,Piyada"Ayutthaya'sRelationswithEastAsianandtheRoleoftheOverseasChines♂,thel8thIAHA

Confピrence,IAHA(lnternationalAssocia亡ionofHis亡oriansofAsia),AcademiaSinica,Taipei,20

04/12/6-10

Hasuda,Takashi"KhaocuuIaivesuthanhIapnhaLeTrungHung",HoithaokhoahocquocteianthuIIveViet

Namhoc(第2回 ベ トナ ム学 国 際 会 議),HoChiMinhCity,2004/7/14-16

蓮 田 隆 志 「「華 人 の 時 代 」 と近 世 北 部 ベ トナム;1778年 の 越 境 事 件 を素 材 として」,『 アジ ア 民 衆 史 研 究 会

2004年 度 第3回 研 究 会 』,ア ジァ 民 衆 史研 究 会,早 稲 田 大 学,2004/10/9

Hasuda,Takashi"SeeingMainlandSoutheastAsianExperiencesfromtheEarlyModernEmpirePerspective",the

18th正AHAConfヒrence,IAHA(InternationalAssociationofHistoriansofAsia),AcademiaSinica,

Taipei,2004/12/6-10

蓮 田 隆 志 「ベ トナム 後 期 黎 朝 成 立 史 再 考」,第327回 東 南 ア ジ ア 史学 会 関西 例 会,大 阪 市 立 大 学 文 化 交 流 セ

ンター,2006/3/18

蓮 田 隆 志 「良 舎 鄲 考 一 近 世 ベ トナ ム に お ける 階 層 移 動 と族 結 合 の 出現 とをめ ぐる一 考 察 」,第334

回 東 南 ア ジ ア史 学 会 関 西 例 会,大 阪 市 立 大 学 文 化 交 流 セ ンター,2006/11/11

蓮 田 隆 志 「海 が 閉 じる と き,海 が 開 くとき 海 か ら見 るア ジ アとそ の ダイナ ミズ ム 」,ア ジ ァ太 平 洋

海 域 シ ンポ ジ ウム 海 が 結 ぶ ア ジ ア,立 命 館 ア ジ ア太 平 洋 大 学 ・読 売 新 聞 西 部 本 社,立 命 館

ア ジ ァ太 平 洋 大 学,2006/11/15

Fulita,Kayoko"TheEuropeanPresenceinEarly-ModernEastandSoutheastAsia:AnExaminationofthe

ConceptofEarlyModernEmpire",the18thIAHACon艶rence,IAHA(lnternationalAssociation

ofHistoriansofAsia),AcademiaSinica,Taipei,Taiwan,2004/12/6-10

Fujita,Kayoko"DifferentLands/SharedExperiences:CriticalReviewofaCross-CulturalExhibitionandan

AnalysisofMuseum-Visitors'Perception",thellthEAISConference,theEuropeanAssociation

forIapaneseStudies(EAIS),UniversityofVienna,Vienna,Austria,2005/8/31-9/3

藤 田 加 代 子 「史 料 出 版 と研 究 機 関 の21世 紀 的 関係 関 西 ・海 域 ア ジ ア 史研 究 会 か らの 提 言 」,

「日本 関係 海 外 史 料 オ ランダ 商 館 長 日記 」合 評 会 原 文 編 ・訳 文 編 十 ま で の 総 括 とし

て,東 京 大 学 史 料 編 纂 所 特 殊 史 料 部,東 京 大 学 史料 編 纂 所,2005/12/2

Fujita,Kayoko"皿1eLong-TermTrendsinTextileImportsandMetalExportsofTokugawaIapan,ca.1600-1800",

theGEHNConference"MeaningsofTrade:TextilesandtheWorldEconomy,1500-1820",the

熱総縛毳c¢醒渊櫓毳1.霞緯$套斜きミ粤"羅k盆c虚導一烈鴻§
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Fujita,Kayoko

Fujita,Kayoko,

水田大紀

GlobalEconomicHistoryNetwork(GEHN),GokhaleInstituteofPolitics8ζEconomics,Pune,India,

2005/12/18-20

"Th
eEconomicExpansionismandIdeologyofTokugawaIapanandItsPeripheries:ACaseStudy

fromEarlyModernEastAsia(Late16th-Mid-19thCentury)",theWorkshop『AsianExpansions:

TheHistoricalProcessesofPolityExpansionsinAsia",AsiaResearchInstitute,NationalUniver-

sityofSingapore,Singapore,2006/5/12-13

『APassagetoSt.Louis:TheShibusawaKeiz6CollectionfortheMuseumofCommerceandthe

Exhibition`DifferentLands/SharedExperiences'",the10thASCIConference,theAsianStudies

ConfヒrenceIapan(ASCI),InternationalChristianUniversity,Tokyo,Iapan,2006/6/24-25

「「天 成 の 臣 民 」は 英 国化 を め ざ す マ ル タの 本 国 官 僚 任 用 試 験 実 施 の請 願 を通 じて 」,

日本 西 洋 史 学 会 第56回 大 会 近 現 代 史 部 会1,日 本 西 洋 史 学 会,千 葉 大 学,2006/5/14

懲
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鶏

イメージとしての 〈冂本 〉

隧鑾鑽灘轢飃靉韆
伊藤公雄

伊藤公雄

冨山一郎

冨山一郎

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

縺 嚢韆 靉 灘 簸靉i簔蠶 靉豪靆 蠶i嚢ii聾i臻 蠶1聽ii嚢 聾 叢ii嚢1議 篝{iミ;蓬 鬢i薫薫1鑾 韈

(共編著)『 新版 ジェンダーで学 ぶ社会 学』,世界思想社,2006

耽 εr翩loη認Eη`γclopε41α(ゾM8ηψMα5c読 η1'∫θ5,Routledge(編 集委員お よび項 目執筆、印刷 中)

(共著)「南島人 とは誰 のことか」,竹沢 泰子編 『人種 概念 の普遍 性 を問う』,人 文書 院,2005/2

(編著)『記 憶が 語 りはじめる』,東 大出版 会,2006

「ジェンダー論 、 そ の 軌 跡 と射 程 」,二 宮 宏之 編 『歴 史 はいか に書 か れ るか』,岩 波 書 店,pp,

189-215,2004/6

『戦後世界 における家 族 計画 とジェンダーの史 的研 究 』(2002年 度一2004年 度 科学 研究 費補助 金

研 究成 果報 告書),2005/3

「国民 国家 日本 の人 口政 策 と家族:戦 前 ・戦 中期を中心 に」,比 較 家族 史学会 監修/田 中真 砂子

他 編 『国民 国家 と家 族 ・個 人』,早稲 田大学 出版部,pp.95-122,2005/9

「家 族計 画援助 と白人性」,藤 川隆男編 『白入 とは何 か?』,刀 水書房,pp.221-232,2005/10

「人口政 策 と家族:国 のために産む ことと産まぬ こと」,倉 沢 愛子 ・杉原 達他 編 『アジァ ・太平 洋

戦争3巻 動員 ・抵抗 ・翼賛』,岩 波書店,pp.151-178,200611

(共著)日 本 女性 学会 ジェンダー研 究会 『Q&A男 女共 同参画/ジ ェンダーフリー ・バ ッシング』,明
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荻野美穂

荻野美穂

杉原達

杉原達

牟田和恵

牟田和恵

山中浩司

山中浩司

山中千恵

石 書店 、2006/6

(編 著)『身体 をめ ぐるレッス ン2資 源 としての身体』,岩 波書店,2006/12

(共著)『 産む ・産まない ・産めない』,講 談社現 代新書,2007/1

(共 編)『岩 波講座 アジア ・太平洋戦 争』,1-8,岩 波 書店,2005/6

『戦 時 期 日本 の中 国人 強制 連 行 に関す る歴 史 的研 究』(科 学 研 究 費補 助金 研 究成 果 報 告書),

2006/3

『ジェンダー家族 を超 えて』,新 曜社,2006

(共 編著)『新 版 ジェンダーで学 ぶ社会学』,世 界思 想社,2006

(編 著)『臨床 文化 の社 会学 職業 ・技 術 ・標 準化 』,昭和 堂,2005

(共編 著)『 遺伝 子研 究 と社 会 一 生命倫理 の実証 的アプローチ』,昭 和堂,2007

(共著)『 ポスト韓流 のメディァ社会学』,ミネルヴ ァ書房,2007

璽定期刊行物に掲載された論文 广

伊藤公雄

伊藤公雄

伊藤公雄

伊藤公雄

伊藤公雄

伊藤公雄

伊藤公雄

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

厂Te霹¢hingSociology社 会 学 教 育の方法 をめぐって」,『フォーラム現代社 会 学』,3,関 西社 会

学会,世 界思想社,pp.54-64.

「イタリア ・ファシズムと く男 らしさ〉」,『現 代 のエスプ リ』,446,pp.ll8-127,2004

「ヘ イト/フ ォビアの構 図」,『インパクション』,143,イ ンパクト出版会,pp.28-3ス2004

「人口減少 時代 の男性/女 性 の生 活スタイル」,『発 達』,101,ミ ネル ヴァ書房,pp.74-80,2004

「イメー ジとしての社 会 学 」,関 西 社 会 学 会 編 『フ ォー ラム現 代 社 会 学 』,4,世 界 思 想 社,pp.

5-9,2005

「男性 にとっての男女共 同参画」,『部落解放 』,7月 号,解 放 出版,pp.45-53,2005

「ジェンダー の視 点 で見 た 日本 とイタリア」,『日本 ジェンダー研 究』,10,日 本 ジェ ンダー学 会,pp,

75-79,2005

「日本語 の敬 語の歴史 と文法化 」,『言語』,33(4),大 修 館 書店,pp.34-41,2004/4

厂全国 共通 語 「お る」の機 能 とそ の起 源 」,『近代 語 研 究』,12,近 代 語学 会 編,武 蔵 野 書 院,pp.

393-412,2004/8

「研 究手帳;〈 アル ヨことば〉その後 」,『いずみ ミニ通 信』,3,和 泉 書院,pp.5-6,2004m

「近代 日本 小説 における 「(人が)い る/あ る」の意味 変化」,『待兼 山論叢(文 学篇)』,38,大 阪 大

学 大学 院文学研 究 科,pp.1-14,2004/12

「歴 史的 に見 た 「いる」と 「ある」の関係」,『日本 語文 法』,5(1),日 本 語文法 学会 編,く ろしお出

版,PP.138-157,2005/3
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敏

敏

敏

水

水

水

金

金

金

金水敏

金水敏

金水敏

冨山一郎

冨山一郎

冨山一郎

冨山一郎

荻野美穂

荻野美穂

牟田和恵

牟田和恵

牟田和恵

Muta,Kazue

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

「日本 語敬 語の文法 化 と意味変化 」,『日本 語 の研 究』,1(3),日 本 語学 会,pp.18-31,2005/7

「存 在表 現の歴史 と方言」,『国語 と国文学』,82(11),東 京大学 国語 国文学会,pp」80-191,2005/11

「シンポジウム 対 照役 割語 論 へ の誘(い ざな)い(総 括)」,『KLS26:ProceedingsoftheT鴨nty-

seventhAnnualMeetinglune4-5,2005』,pp.400-405,関 西言 語学会,2006/6/10

「ファンタジー としての 『ダ ・ヴィンチ ・コー ド』」,『文学 』,7(4)(7・8月 号),pp.111-114,岩 波 書

店,2006/7

「日本語 アスペクトの歴 史 的研 究」,『日本 語文 法 』,6(2),日 本語 文 法学 会編,く ろしお 出版,pp.

33-44,2006/9

「役 割語研 究の展 開」,『日本語 学研 究』,17,韓 国 日本 語学会,pp.3-7,2006/12

「経験 が 重 なり合 う」(ハングル),「当代批 評』,セ ンガグナム(韓 国),9月 号,pp,302-311,2004/9

「鎮 圧の後 」,「『青況 』,5(9)(第 三期),情 況出版,pp.126-131,2004/10

「沖縄戦 『後 』ということ」,『日本史講 座』,10,歴 史学研 究会 ・日本史研 究会 編,東 大 出版 会,pp.

291-324,2005/7

「研 究アクティヴィズムのため に」,『インパ クション』,153,pp.10-21,2006

「近 代 家 族 と生 殖 技 術 」,『日本 学 報 』,24,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 日本 学 研 究 室,pp.

39-47,2005/3

「障 害 を理 由 と した 中 絶 とフェ ミニズム=ア メリカの 場 合、 日本 の 場 合 」,『思 想 』,979,pp.

85-111,2005111

「「縮 減」され る意味 と問題 セクシュアル ・ハ ラス メントと法 ・制 度 」,『フォーラム現代 社 会

学』,3,2004

「家 族 の近現 代 生 と性のポ リティクス とジェンダー」,『社 会科 学 研 究』,57,東 京大 学社 会科

学 研究 所,2006

「フェミニズムの歴 史 か らみ る社会 運 動 の可 能性 「男女共 同参 画 」をめ ぐる状 況 を通 しての

一考 察」
,『社会 学評 論』,57(2)(通 巻226号),pp.292-310,2006

"S
exualHarassmentandEmpowermentofWomeninIapan",MAS塀 ちNoγ4'01η5オ竰 θσA5伽

8如4まθ∫,MarchNo.1,Copenhagen,Denmark,pp.12-13,2004

「民俗 学 史における問題 としての 「芸術」 特 集 にあたっての序言」,『日本学 報』,25,大 阪大

学 大学 院文学研 究科 日本 学研 究室,pp.1-8,2006/3

「「地域 」か らは じまる 「日本」研 究 日本 学事 始め演 習の実践 記録 と今 後 の課題 」,『日

本 学報 』,25,大 阪 大学大学 院文学 研 究科 日本学 研究 室,pp.71-82,2006/3

「比較 の夢 町田嘉 章 と「民謡」の録 音 ・採譜 」,『口承文芸研 究』,30,pp.150-157,

2007

個人業績一覧

辱
皿奪

贐
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①
紘

貼
蔚
篭
館
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◎
㎜覊

題
綴
…
崙
畠
醜

爆
釦
篭
帯
轟

真鍋昌賢

山中千恵

山中千恵,伊藤遊

伊藤遊

表智之

「研 究対 象 としての 「二次 的 な声の文化 」」,『口承 文芸研 究』,30,pp214-220,2007

「韓 流 を語ることの現 在」,『韓 国朝鮮 の文化 と社 会』,5,pp.133-144,2006

「マンガ を通 じた国 際交 流へ の 期待 モナシュ大学 の事 例か ら」,『マンガ研 究 』,9,pp.6-17,

2006

「「差 別 と向 き合 うマンガ たち」を考える」,『人権 と部 落 問題 』,725,部 落 問題 研 究 所,pp.66-69,

2004〆12

(共 著)「差 別と向 き合 うマンガたち(1)～(12)」,『 人権 と部 落 問題』,716～721,723～728,部 落

問題研 究所,2004/4～2005/3

匿定期刊狂物以外く論文集{報告蘇:掬書等)犀取録さ糺た論文冖

伊藤公雄

伊藤公雄

伊藤公雄

Ito,Kimio

伊藤公雄

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

「戦後 男 の子文 化 のな か の 『戦 争 』」,中久 郎 編 『戦 後 日本 の なか の 「戦 争」』,世界 思 想社,pp.

151-179,2004/2

「学 術 の総点 検」,原 ひろ子 ・蓮見音 彦 ・池 内了 ・柏木 恵子編 『ジェンダー 問題 と学術 』,ドメス出

版,PP.31-38,2004

「解釈 と実 践 カルチュラル ・スタデイーズの射 程」,盛 山和夫 ・土場 学 ・野宮大 志 郎 ・織 田輝

哉 編 『〈社会 〉へ の知/現 代 社会 学 の理 論 と方法(下)』,勁 草書房,pp.145-164,2005

"A
nintroductiontomenもstudies"inMaclelland,M.andR.Dasgupta(eds.),Gε η4εr8丑仞5gεη4θr5

αη48εκπ仰Z琵'85加1αpβη,Routledge,pp,145-152,2005

「『過程』と『媒介 』の思 想 アントニオ ・グラムシの視 座 」,大橋良介,高 橋三 郎,高 橋 由典 編

『学 問の小 径 』,世界 思想社,pp.249-263,2005

「敬 語動 詞 にお ける視 点中和の原 理 について」,『文 法 と音声Iv』,音 声 文法研 究会編,く ろしお出

版,PP.181-192,2004/5

「文脈 的結果 状 態 に基 づ く日本 語助 動詞 の意味 記述 」,影 山太郎 ・岸本 秀樹 編 『日本 語 の分析 と

言 語類 型』柴谷 方良教授 還暦 記念論 文集,く ろしお 出版,pp.47-56,2004/7

「金 剛寺 一切 経 の古 訓点 本 『維摩 経』を中心 に 一 」,石 塚晴 通教 授退 職記念 会編 『日本

学 ・敦 煌学 ・漢 文訓 読の新展 開』,汲古 書院,pp.95-ll5,2005/5

「古代 ・中世の 「をり」と文体」.築 島裕博士 傘寿 記念会 編 『築 島裕博士 傘寿 記念 国語 学論 集』,

汲古書 院,pp212-229,2005/10

「古代 ・中世 日本語用 例のローマ字 表記 について」,『文 法 と音声V』,音 声 文法 研究会 編,く ろしお

出版,pp.1ア7-190,2006/9/7

「役 割 語としての ピジン日本 語 の歴史 素描」,上 田功 ・野 田尚史編 『言外 と言 内の交 流分 野:小 泉

4
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金水敏

冨山一郎

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

杉原達

杉原達

杉原達

Muta,Kazue

Muta,Kazue

牟田和恵

牟田和恵

牟田和恵

山中浩司

山中浩司

山中浩司

山中浩司

保博士 傘寿記 念論 文集』,pp.163-177,大 学書 林,2006/4!30

「「～で いる」につ いて」,益 岡隆史 ・野 田尚史 ・森 山卓郎 編 『日本 語文法 の新地平1形 態 ・叙述 内

容編』,pp.143-156,く ろしお出版,2006/10/28

「帝 国 日本 の人種 および人種 主義 」,『「人種 」の概 念 と実在性 をめ ぐる学 際的基 礎研究 』(2001年

度 一2003年 度科 学研 究費補 助金(基 盤研 究(B))研 究 成果 報告 書/代 表:竹 沢 泰子),pp.187-

194,2004/5

「ART時 代 の 家族 の行 方」,『出生 力 に関連 する諸政 策が 出生調 節行 動 を介 して出生力 に及ぼ す

影響 に関する研 究報告 書』,国立社 会保 障 ・人 口問題研 究所,pp.63-66,2005/3

「近代 日本 のセクシュアリティと避 妊」,『家族 ・身体 ・セクシュァリティ』,大 阪府 立大学 女性 学研

究セ ンタrpp,74-103,2006/11

「生 殖技術 と近代 家族 の融解」,『F-GENS』,お 茶 の水女子大 学21世 紀COEプ ログラム、2007/3

「日本 と台 湾、 アジアの戦 後史 の闇」,徐 勝 編 『東 アジアの 冷戦 と国家 テロリズム』,お 茶 の水書

房,pp」7-20,2004/12

「帝 国との向 き合 いかた 中国人 強制 連行 の戦後」,歴史学 研究 会編 『帝国へ の新たな視 座 』,

青木書店,pp.67-103,2005/5

「帝 国 とい う経 験 指紋 押捺 を問い直 す視 座か ら」,杉 原 達他 編 『アジア ・太平洋戦 争』,1,岩

波書店,PP.47-86,2005/11

"LasmujeresjaponesasenelsigloXXymasalla"
,AmeliaSaizLopez(ed.),Mμ ブ8γθ5A5如'1`5

Cα御わ'0800勉1アMo4ε7ηf跏4,CIDOB,Barcelona,pp.15-36,2006

"TheNewWomaninIapan:RadicalismandAmbivalencetowardLoveandSex"
,inAnnHeil-

mannandMargaretBeetham(eds.),NθwWoη1α η功 わrl4嬬5=F8η 吻 砌 りもFθη1竰5η2,翩41漉r一

η祕∫oηα1Coη5μη28rC躍旗rθ,1880-1930,London,Routledge,2004

「セクシュアル ・ハラス メントとソーシャル ・コントロール」,宝 月誠 ・進藤雄 三編 『社 会 的コントロー

ルの現在 』,世界思想社,2005

「親 密なかかわ り」,井上俊 ・船津 衛編 『自己 と他者 の社会 学』,有斐 閣,2005

「愛 する 性愛 とジェンダー」,伊藤 公雄 ・牟 田和 恵(編)『 新 版ジェンダーで学ぶ 社会学』,世界

思想社,2006

「医療 における 「臨床 」と 「技 術」」,山中浩司 『臨床文化 の社 会学』,昭 和堂,pp」1-26,2005

「職 業と標準 化 」,山中浩司 『臨床文化 の社 会学』,昭和 堂,pp.79-102,2005

「検 査医療 と標準 化」,山 中浩司 『臨床 文化の社会 学』,昭和 堂,pp.176-204,2005

「バ イオテクノロジー時 代 にお ける生物試料 」,山中浩司 ・額賀淑 郎 『遺伝 子研 究 と社会 生命

倫 理の実 証的 アプ ローチ』,昭和 堂,pp.115-145,2007

個人業績一覧
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欝

皿薫
鬯
簿
罸
農》臨
駄
灘鴛
罍
.胛

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

山中千恵

Yamanaka,Chie

山中千恵

伊 藤 遊

Ito,Yu

「芸 能 のポピュラリティーと演者 の実 践 浪 曲師 ・天龍 三 郎の 口演 空 間の獲 得 史 」,赤

坂 憲雄 編 『現 代民 俗誌 の地平2権 力』,朝倉 書店,pp.135-152,2004/6

「浪 花 節の 「盛衰 」と 「新 作」 近 ・現 代 の語 り芸 研 究のため の提案 一 」,福 田晃編 「講 座

日本 の伝承 文学十 巻 ヨミ・カタリ・ハナ シの伝 承世界』,三 弥井書 店,pp.251-264,2004/8

「芸術 化へ の意 志 浪花 節改 良 をめ ぐる実践 と志賀志那 人 」,志 賀志那人研 究会 代表 ・

右 田紀久 惠編 『都 市福 祉 のパ イオニア 志賀志 那人 思想 と実践 』,和 泉書 院、pp.111-124,2006

「「声の文学」としての語 り物 近代 における浪 花 節の変 貌 」,大 阪大学 大学 院文 学研 究科 東

アジア国際 フォーラムプロジェクト編 『台湾 にお ける日本文学 ・国語 学 の新 たな可 能性 アジアの

表 象/日 本 の表 象』(2004・2005年 度 大阪大 学大学 院文学 研究 科共 同研 究 報告書),大 阪大学 文

学 研究科,pp.118-121,2006/3

「ラジオと高齢 者 「深夜 」とは誰 の ものか?」,小 川伸彦 ・山泰 幸編 『現代 文化の社 会

学 ・入 門』,ミネルヴァ書房,pp.231-247,2007

「読 まれえない 「体 験 」・越 境 で きない 「記憶 」 韓 国 における『はだ しのゲ ン』の受容 をめ

ぐって 」,「はだしのゲ ンのいた風 景 マンガ ・戦争 ・記憶 』,梓書 房,pp.211-245,2006

``D
omesticatingManga～NationalidentityinKoreancomicsculture",Rθ α4勿gMα ηgα;Loσσ1卿4

Glo勧lPθrcθp"oη∫(ゾ∫αρ仞85θCo初 ∫`5,LeipzigUniversityPress,pp.191-202,2004

「「韓国マンガ」とい う戦 略 グローバ リゼーション ・「反 日」・儒 教文化 」,岩渕 功一編 『越 える

文化 、交錯 する境 界 トランス ・アジアを翔 るメディア文化 』,山 川出版 社,pp.109-132,2004

吉村 和真 ・福 間良 明編 著 『「はだ しのゲ ン」がいた風 景』,梓 出版,2006

(共著)"飾r4bo'Gθ ηinIapan.Anattemptatmediahistory",IaquelineBerndt&Ste伍Richter(eds.),

Rθα4加gM砌g罐Loσ α1翩4αo伽lPθr`8p'め η5〔ゾ∫αρ翩 ε5θCo癬05,LeipzigUniversityPress,2006

1エ ツセr呼評論1翻 訳r篶 評,解 説:・審 歟《響鋤 猿麟iそ娠償

金水敏

金水敏

冨 山一 郎

冨 山一 郎

冨 山一 郎

冨 山一郎

(書評)「李 長 波著 『日本 語指 示体系 の歴 史』」,『国語 学』,55-3(通 巻第218号),日 本語 学会,pp.

1-6,2004/7

(事 典 項 目)「役 割 語 」(pp282-284),真 田信 治,庄 司博 史 編 『日本 の多 言 語 社 会 』、岩波 書

店,2005/10

(鼎談)「保安 処分 の新展 開」(崎山政 毅 ・田崎英 明と),『インパ クション』,141,pp,72-83,2004/5

「溢れ 出る情 動と問答 無用の暴力」,『インパ クション』,141,pp.84-85,2004/5

「戦場 の記憶 」,高等学 校 国語教科 書 『新現 代文』,筑 摩 書房,pp.219-226,2004/5

「分 析 とい うこ と、 記 憶 とい うこと、 あ るいは 正 しい 政 治」,『日本 思想 史研 究 会 会 報L23,pp.
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冨山一郎

冨山一郎

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

Ogino,Miho,

荻 野 美穂

荻 野美 穂

杉 原 達

牟田和恵

真鍋昌賢

真鍋昌賢

伊藤遊

1-8,2005/12

「『戦場 の記憶』か ら」『評 論』,153,日 本 経済 評論社,pp.10-13,2006/2

「裏切 られた希望 、 あるいは希望 について、文 富軾 著 『失 われた記憶 を求 めて』をめ ぐる省察 」,

『日本 学報 』,25,大 阪大 学大学 院文学 研究 科 日本学研 究 室,pp.107-129,2006/3

「シンポジウム ・コメント」,『F-GENS』,創 刊 号,お 茶 の水 女 子 大 学21世 紀COEプ ログ ラム,pp,

96-98,2004/4

(書 評)「TianaNQrgren,AbortionbefbreBirthCQntroLThePoliticsofReprQductioninPostwar

Iapan」,『人 口問題 研究 』,60-3,国 立社会保 障 ・人 口問題研 究所,p.82,2004/9

(翻訳)ジ ョーン ・W・ スコット著 「改訂版へ の序文 」(pp.948),「 第10章 ジェンダーと政治 につ

いて再 考する」(pp.402-442),『 ジェンダーと歴史学』改訂 版,平 凡社,2004/10

「人工妊 娠 中絶:ア メリカにおける論争」,『日本 医師会 雑誌』,132-10,p.1326,2004/11

「『反射 する当事者 性』と身体 の政 治:〈 女 性〉にとって男性史 とはなにか」(海妻径 子 との対 談),

『情 況』,11月 号,pp,120-139,2004/11

"C
ommentary",『F-GENS』,3,お 茶 の水女子大 学21世 紀COEプ ログラム,pp.217-218,2005/3

「出産 のユー トピアの語 り方」,『助産 婦雑 誌』,4月 号,pp.328-329,2005/4

「戦 後の家 族計 画と夫婦 の性の変 遷」,『現代性 教育研 究月報』,6月 号,pp.1-5,2005/5

「上田正 昭 ・姜 尚中 ・杉 原 達 ・朴 一(座 談 会)『 歴 史の なか の 「在 日」』」,藤 原書店 編集部 編 『歴

史のなかの 「在 日」』,藤 原書店,pp.11-88,200513

(岡野八代 との共訳)ド ゥル シラ ・コーネル 『女 たちの絆』,みす ず書房,2005

(改 訂版)「 第 三 巻解 説 」,上 笙一 郎 編 『叢 書 日本 の児 童 遊 戯 』別 巻,ク レス 出版,pp.57-62,

2005/4

「寛 容な客 ニセ者の芸 能史 にむ けて 」,『月刊 みんぱく』,30-6,pp,6-7,2005/6

「テレビ ドラマ ・映画 レヴュー:描 か れたオウム真 理 教 団と 「教 祖 」」,川村 邦光 編 『文化/批 評』,

春季 号,文 化/批 評 編集 委員会,pp.91-99,2005/3

§

ぎ

鍛臓
器

砥
鍵

葛
靄

騰賺鑼鞴
伊藤公雄

1騰難i灘懿議灘灘羈li灘灘欝1靉鸛鑿灘飜1瓣韈靈 爨憇靆臻韈灘懿難鑾蟷灘載 蠢嚢1熱盤 灘棄ll購i;1

伊 藤 公 雄

Kinsui,Satoshi

(パ ネル と して 参 加 報 告)InternationalSymposiumonTra岱ckinginPersons,atUThant

ConferenceHall,UnitedNationsUniversitメ 主 催:外 務 省,独 立 行 政 法 人 国 立 女 性 教 育 会 館,

国 際 移 住 機 構,2006

"Fascismo/Nazione -stato/Mascolnita",atRomaUniversity,2005

"I
nteractionbetweenHonorificationandIdentificationintheHistoryofIapaneseGrammar",
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金水敏

Kinsui,Satoshi

金水敏

金水敏

Kinsui,Satoshi

Kinsui,Satoshi

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

金水敏

FunctionalApproachestoIapaneseGrammar:TowardstheUnderstandingofHumanLanguage,

UniversityofAlberta,2004/8/22

「「俺 」の 歌 、 「僕 」の 歌 日本 流 行 歌 に見 る 「男 性 性 」の 表 現 」,「 日本 学 ・敦 煌 学 ・漢

文 訓 読 の 新 展 開 」国 際 学 術 会 議,北 海 道 大 学 人 文 ・社 会 科 学 総 合 教 育 研 究 棟,2004/9/3

"l
nteractionbetweenArgumentandNon-argumentintheHistoricalChangeoftheIapanese

Syntax",Ox石ord-KobeSeminars,TheSecondLinguisticsSeminarInternationalSymposium:The

HistoryandStructureofIapaneseKobeInstituteOxfordUniverstiy,2004/9/29

「対 照 役 割 語 研 究 の 構 想 」,関 西 言 語 学 会 第30回 記 念 大 会 シ ンポ ジ ウム 「対 照 役 割 語 研 究 へ

の 誘 い」,関 西 大 学 千 里 山 キ ャンパ ス2号 館BlO2教 室,2005/6/5

「役 割 語 研 究 の 動 向 」,共 同 研 究 会 「日本 語 史 ・日本 語 学 研 究 の 新 展 開 」,高 麗 大 学 校 国 際 館

ll5号 室,2005/9/30

℃ntheShortHistoryofO川",LectureRooml,theOrientalInstitute,OxfordUniversity,

2005/11/2

"On"RoleLanguage"inContemporaryIapanese:AnInvestigationofPrototypicalStylesin

Iapanese",MainHall,TaylorInstitution,Ox長)rdUniversityl2005/11/4

「役 割 語 研 究 の 動 向 上 国 際 シ ンポ ジウ ム 「ア ジ ア の 表 象/日 本 の表 象 」,チ ュ ラー ロ ン コー ン大 学

文 学 部,2005/12/22

「役 割 語 研 究 の展 開 」,韓 国 日本 語 学 会 第13回 学 術 発 表 大 会,東 義 大 学 校(韓 国 ・釜 山),

2006/3/18

「ヴ ァー チ ャル 日本 語 役 割 語 につ い て」,日 本 語 教 師 養 成 講 座 ・開 講 講 演,名 古 屋YWCA,

2006/4/22

「現 代 に生 きる古 典 日本 語(招 待 パ ネ ル ℃1assicalIapanese",Chair:HaruoShirane)」,2006日 本

語 教 育 国 際 研 究 大 会,コ1]ン ビ ア大 学,ニ ュー ヨー ク市,TheAssociationofTeachersofIapanese/

NationalCounciloflapaneseLaunguageTeachers,2006/8/5

「役 割 語 とは 何 か 音 声 的 ア プ ロ ー チ も含 め て 」,日 本 音 響 学 会2006年 秋 季 研 究 発 表

会,金 沢 大 学 角 間 キ ャンパ ス,日 本 音 響 学 会,2006/9/13

「日本 語 存 在 表 現 の 歴 史 と 文 法 化 」,文 法 学 研 究 会 連 続 公 開 講 義,東 京 大 学 駒 場 キ ャ ンパ

ス,2006/9/23

Kinuhata,Tomohide,lwata,Miho,Eguchi,TadashiandKinsui,Satoshi,"GenesisoflndeterminatePatterninIapanes♂,

16thIapanese/KoreanLinguisticsCon艶rence,京 都 大 学 文 学 部,2006/10/7

金 水 敏 「役 割 語 研 究 の 展 開 」,皇 學 館 大 学 国文 学 会 講 演 会,皇 學 館 大 学,2006/11/9

金 水 敏 「日本 の 近 代 化 とこ とば の 性 差 」,韓 日国 際 学 術 交 流 フ ォー ラム,韓 国外 国 語 大 学,韓 国 外 国 語 大

垂皺鮮麹龍磬翼轄瓢製聽輸s蘚撚凄駐難蓼藪蠶"泰4-2奪愈6



冨山一郎

冨山一郎

冨 山 一 郎

Ogino,Miho

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

荻野美穂

杉原達

杉原 達

杉原達

杉原達

学 大 学 院 日本 近 代 文 学 会,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科,2006/12/9

「運 動 を媒 介 す る とい うこ と」,SymposiumofEditorsofCriticalIourona1,ChangbiPublishersand

YonseiUniversity,延 世 大 学(韓 国),20061619-10

「歴 史 記 述 に お け る感 情 記 憶 の 問 題 」,日 韓 歴 史 家 会 議(第 六 回),日 韓 文 化 交 流 基 金,ホ テ ル は

あ とい ん乃 木 坂,2006/10/27-29

「媒 介 的 知 」,GlobalizingAccademicPublishingAsisaConf6rence,台 湾 清 華 大,2006/11/1-3

``Reproducti
veTechnologiesandtheFeministDilemmainIapan",attheconf6rence,"GoingToo

Far:RationalizingUnethicalMedicalResearchinIapan,Germany,andtheUnitedStates",

UniversityofPennsylvania,USA,2004/4-5

「夫 婦 生 活 の エ ロス化 と避 妊 」,日 本 女 性 学 研 究 会 近 代 女 性 史 分 科 会,2004/10

(コ メン ト)お 茶 の 水 女 子 大 学COEプ ロ グ ラム 「ロンダ・シー ビンガ ー講 演 会:ExoticAborti魚cients:

TheGenderPoliticsofPIantsintheEighteenth-CenturyAtlanticWorl(U,2004/12

「公 共 的 存 在 としての 胎 児 」,第59回 公 共 哲 学 京 都 フォー ラム,2005/3

「身 体 史 か らスポ ー ツ を考 える ・性 差 は どの ように 語 られて きた か」,日 本 ス ポ ー ツとジェ ンダー 研 究

会 大 会 講 演,2005/7

「猪 飼 野 を語 る」,曹 智 鉉 写 真 集 「猪 飼 野 」の つ ど い,2004/4

(コ メ ン ト)政 治 経 済 学 ・経 済 史 学 会 秋 季 学 術 大 会 ・共 通 論 題 「労 働 の グ ロ ーバ ル化 と国 家 ・地

域 一 歴 史 と現 状 」,早 稲 田 大 学,2004/10

「中 国 人 強 制 連 行 の 戦 後 国 の 隠 蔽 過 程 上 七 尾 港 に 強 制 労 働 ・労 働 され た 中 国 人 の 戦

後 補 償 を 求 め る 訴 訟 を支 援 す る会,石 川 県 教 育 会 館,2006/7/22

「在 日朝 鮮 人 問 題 と大 阪 そ の 歴 史 と現 在 的 課 題 一 」,守 口 市 教 職 員 組 合,守 口 市 生 涯 学

習 セ ンター2006/11/2

Yamanaka,Hiroshi&Ueyama,Tl"Privateindustries,academicmedicineandclinicalinstitutions:Complexsituations

facingwithgrowingtrendtowardcommerciahzationandprtvatization"inIapan4SandEASST

Meeting,EuropeanAssociationfbrthestudyofscienceandTechnolog矜SocietyforSocialStudies

ofScience,Paris,2004/8/26

山 中浩 司 「"医 療 ・生 命 科 学 に お け る市 場 化 と公 共 性 の デ ー タベ ース"の 紹 介 」,生 命 科 学 シン ポ ジ ウム,上

智 大 学 生 命 科 学 研 究 所,上 智 大 学,2007/1/13

上 山 隆 大 ・山 中 浩 司 「医 療 ・生 命 科 学 に お ける市 場 化 と公 共 性 」,デ ー タベ ース 作 成 ・ビデ オ イ ンタ ビュー ク リッブhttp:〃

mtslab.cc.sophia.acjpノ

真 鍋 昌 賢 「岡 町 と能 勢 街 道 町 場 の暮 らしに み る豊 中 の 近 代 」,新 修 豊 中市 史 「社 会 教 育 」発 刊 記 念 講

演 「わ が まち 豊 中 を知 る」,2004/7

個人業績一覧
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真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

真鍋昌賢

山中千恵

山中千恵

Yamanaka,Chie

「「義 士伝 」か ら 「乃 木伝 」へ 浪 花節 における武 士道 のゆ くえ 」,日本 国際文化 学会 第

三回全 国大会,2004/7

「1920-30年 代 にお ける 「民衆 娯 楽」としての浪花 節」,芸 能史研 究会8月 例会,2004/8

「「民 俗 芸術」概 念 の成立 と展 開」,国 際 日本文化 研 究セ ンター共同研 究 「出版 と学 芸 ジャンルの

再 編成 一 近世 か ら近代 へ」,2004/9

「浪 曲師の声 をめぐる期 待の交差:1930-1940年 代 一 演者の人生史 に内在す る視点 から 」,

国立歴 史民俗 博物 館共 同研 究 「20世紀 における戦 争」,2005/1

「志賀 志那人の民 衆娯 楽思想 を位 置 づけるため に」,志 賀志 那人研 究 会,主 催 者:森 田康夫,大 阪

市 社会福 祉研 究センター,2005/1

「人はい か にして 〈客〉になるのか 近代 日本芸 能 史の受 容 史観 についての対 話 」,京

都 市 立芸 術 大学 プ ロジェクト研 究 「近代 日本 にお ける音 楽 ・芸能 の再 検 討」,京 都 市立 芸 術大

学,2005/5/28

「ニセ者 の芸能 史試論」,京 都市 立芸術 大学 プロジェクト研 究 「近代 日本 における音楽 ・芸能 の再

検 言寸」,2005〆11

「声の文学 としての語 り物」,国際フォーラム 「アジアの表象/日 本の表 象」,チュラロンコン大学(タ

イ),2005/12/22

「浪花 節 の改 良 と芸 術 化へ の意志 一1920年 代 における志賀 志那 人 と宮川松 安 の実践 」,プ

ロジェクト研 究 「近代 日本 にお ける音 楽 ・芸 能の再 検 討」,京都 市 立芸術 大 学,京 都 市立 芸術 大

学,2006/5/20

「口承文芸 研究 は 「落 日」をの りこえたか」,第30回 ロ承文芸 学会 大会 「シンポジウムロ承文 芸研

究のこれか ら」,白百合女子大 学,2006/6/3

「アナウンサ ーの ことば,DIの ことば 「二次 的 な声の文化 」とイントネーシ ョン」,プロジェク

ト研 究 「近代 日本 における音 楽 ・芸 能 の再 検討」,京都 市 立芸術 大学,2006/7/15

「芸 能史の 「近代 」を論 じるため に」,プロジェクト研 究 「近代 日本 における音 楽 ・芸 能の再 検討」、

京都市 立芸術 大学,2006/9/2

「庶 民 文化 の芸術化 をめざ して 浪 花節 の改 良運 動 」,社会福 祉 啓発 シンポジウム 「志

賀志那人の思想 と実践 に学ぶ 地域 福祉 の再 構築 に向けて」,大 阪市社 会福祉 研修 ・情 報セ

ンター,大 阪市 立住 まい情報 センター,2006/11/18

「日韓 ポピュラーカルチ ャーの現 在」,河合 塾文化 講演会,河 合塾 大 阪校,2004/6

「海 峡を渡る風 にのって」,河合 塾文化講 演会,河 合塾 大阪校,2005/9

"Centralized`Pop -lapan'一WhattheacceptanceofIapanesepopularcultureinKoreatellsus"、

MonashUniversit狛lapaneseStudiesCentre(ClaytonCampus),2005/3
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Yamanaka,Chie

Yamanaka,Chie

Yamanaka,Chie

Bauwens,Iessica

伊藤遊

伊藤遊

"<l
apan>andKoreanManwha",ReadingMangaFromMultiplePersepectives:IapaneseComicsAnd

Globalisation,LeipzigUniversity,200517

「韓国のケータイ・ネット利用と若者の文化」,第IG回 日本社会情報学会,京都大学,200519

"M
anwha,mangaandcuIturalidentity:OncomicsreadersandnationalisminKorea",Revising

HistoryinContemporaryEastAsia,UniversityofLeipzig,2006/6

"Thepen
etrationofcross-culturalunderstandingthroughtelevisionformat",ARC,AsiaPaci丘c

ResearchFuturesNetworkandtheKoreaFoundation,MonashUniversity,2006/8

``TheR
eceptionoflapaneseMangainKorea:OnIapanas`Other'andNationalismforKorean

comicsReaders",Laglobalisationculturelleetler61edel込sie,CERI,2007/3

「ナ ー ス集 団 の 抵 抗 に よる 医 療 革 命 一 アメ リカ合 衆 国 とニ ュ ー ジー ラ ン ドの 事 例 を あ げ て」,第

55回 関 西 社 会 学 大 会,医 療L2004/5/23

「TVド ラマ ・映 画 に お け る 「オ ウム 真 理 教 事 件 」」,第6回 「文 化/批 評 」研 究 会,大 阪 大 学,

2004/3/2

(コ メ ン ト)第1回 「民 俗 藝 術 研 究 会 」,2004/11/13

言語の接触と混交

廱謡懿灘驛鬣轢灘鸛購轗轜 繋鱸覇覊
工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

轄覊難難韈 攤韈韈灘騨灘韆難 懿靉懿爨懸靆聽灘飜黥
(共著)『 日本語 のアスペ クト・テンス ・ムー ド体系 一 標 準 語研 究 を超 えて 一 』,ひつ じ書

房,2004/11

(共著)『方 言にお ける述 語構造 の類型 論的研 究』(科学研 究費報 告書),2005/3

(共著 〉『方言 にお ける述 語構造 の類型 論 的研 究』(科学研 究費 報告書CD-ROM版),2005/3

(共著)『 方言 における述語構 造の類 型 的研 究H』(科 学研 究 費報告 書),2006/3

(共著:)『方言 の文 法』,岩 波書店,pp.93-136,2006

佐 治圭 三 ・真 田信 治 監修 『異文化 理解 と情報 』,東 京法 令出版,200416

佐 治圭 三 ・真 田信 治 監 修 『日本語 教授 法』,東 京法 令出版,2004/6

佐 治圭 三 ・真 田信 治 監 修 『音声,文 字 ・表記』,東 京 法令 出版,2004/6

佐 治圭三 ・真 田信 治 監 修 『文 法 ・語 彙 ・日本 語史』,東 京 法令 出版,2004/6

佐 治圭 三 ・真 田信 治 監 修 『言 語一 般』,東 京法 令 出版,2004/6
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佐治圭 三 ・真 田信 治 監修 『文化 ・社会 ・地域』,東 京法 令 出版,2004〆6

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

土岐哲

土岐哲

西口光一

西口光一

植田=晃次

山下仁

呉恵卿

呉恵卿

高江洲頼子

高江洲頼子

服部圭子

服部圭子

森幸一

(共編)『在 日コリアンの言語相 』,和 泉書院,2005/1

『都 道府県別 気 持ちが伝 わる名方 言141』,講 談社,2005/1

(共編)『20世 紀 方言研 究の軌 跡 一 文献 総 目録 一 』,国 書刊 行会,2005/5

(共編)『事 典 日本 の多言語社 会』,岩波 書店,2005/10

(監修)『方 言の絵事 典』,PHP,2006/2

(編)『 薩南 諸 島にお けるネオ方 言(中 間方言)の 実態 調査 』(科学研 究 費成 果報 告 書),大 阪大

学,2006/2

(共編)『 奄美 大島 にお ける言語 意識 調査報 告』,大阪大 学大学 院文学 研究 科真田研 究室,2006/2

(編)『社会 言語学 の展望 』,くろしお 出版,2006β

(監修)『 日本 のフィール ド言 語学 新たな学 の創 造 にむけた富山か らの提言』,桂 書房,2006/5

(監修)『韓 国人に よる日本 社会言 語 学研 究』,お うふう,2006/6

(監修)『聞 いておぼえる関西(大 阪)弁 入門』,ひつ じ書房,2006/12

『方言 は気持 ちを伝 える』,岩 波書店,2007/1

(共著)「音声研 究 と日本語 教育」,松 岡 弘ほか編 『開かれ た日本語 教育 の扉』,ス リーエー ・ネット

ワーク,pp.137-148,2005/3

(共著)「日本語 教育 と音 声」,縫 部義 憲他 編 『講 座 日本語教 育学』,ス リーエー ・ネットワーク,

pp.192-205,2006/9

(共著)『社 会文化 的アプローチ の実際』,北 大 路書房,2004

『文化 と歴史の中の学 習と学習者』,凡 人社,2005

(共編 著)『 「共生 」の内実 一 批判 的社 会言 語学 か らの問いかけ』,三元社,2006

(共編 著)『 「共生 」の内実 批 判 的社 会言 語学 か らの問いかけ』,三 元社,2006

(共著)『 韓国 人による日本社 会言 語学』,お うふう社,2006

『日本 と韓国 にお ける商 取引談 話 一 売 り手 と買 い手の相 互行為 を中心 に 』,(未 刊 行)

(共著)石 井米雄 ・千野 栄一編 『世界 のことば ・出会 いの表現辞 典』,三省堂,2004/6

(共著)石 井米雄 編 『世界 の ことば ・辞書:の辞 典』,三省堂,2006

「国際化 の到来 と社会 教育 の役割 ボランティアに よる地 域 日本語 支援活 動 の現場 か ら」,今

西幸蔵 ・村 井茂編 『現代 における社 会教 育の課題 』,八千代 出版,2006

(共 著)「 地 域 日本 語 支 援 活 動 の 現 場 と社 会 をつ な ぐもの 日本 語 ボ ランテ ィア の声 か

ら 」,山 下仁 ・植 田晃 次 編 「「共 生」の 内実 一 批 判 的社会 言語 学 か らの問 いか け』,三 元

社,2006

(共 著)「第5章 ブ ラジル 日系 人家 庭 の食生 活 一 戦前 の農 家 を中心 に して 一 」,山本紀 夫

魏緯綬鐸鰭 封毎櫻蘚導iま輸s欝諺篇 蝨9σ嚢2韓 尋2心趣§



李吉鎔

李吉鎔

鎔

鎔

吉

吉

李

李

編 著 『世界 の食 文化 中南米編 』,15,農 山漁村文化協 会,2007/3

『日本 語 学習 者 におけるスタイル切 換 え能力 の発 達 一 韓 国語母 語話 者 を対 象 として 一 』,

BookPark,2005/4

(共著)『 日本 語 研 究 の前衛 真 田信 治教 授 還暦 記念 論 集 』,時 事 日本語 社(韓 国 ソウル),

2005/12/15

(共著)『 社会言 語学 の展望Lく ろしお出版,2006/3

(共著)『 韓国 人による日本社 会言 語学 研究』,お うふ う,2006/5

Tsuda,Aoi

津田葵

津田葵

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤翼由美

工藤眞由美

"APragmaticperspectiveofmulticulturalweddingreceptionsinIapan"
,9晒1配 θrη碑o朋l

Pてg觚 碗fo∫Coψrθ ησ8,RivadelGarda,Ital矜pp.368-369,2005/7

「共 生 を生 きる 日本 社 会21世 紀COE研 究 プ ロ ジ ェク トか ら 」,『社 会 言 語 科 学 第16回

大 会 発 表 論 文 集 』,p.6,2005/9

「共 生 を 生 き る 日 本 社 会21世 紀COE研 究 プ ロ ジ ェ ク トか ら 」,『 適 塾 』,38,pp.

26-32,2005/12

(共 著)「 宮 城 県 登 米 郡 中 田 町 方 言 の 述 語 の パ ラダイム 方 言 の アスペ ク ト ・テ ンス ・ムー ド体

系 記 述 の 試 み 」,『日本 語 の 研 究 』,1-1(通 巻220),日 本 語 学 会,pp.51-64,2005/1

(共 著)「 体 験 的 過 去 をめ ぐって 宮 城 県 登 米 郡 中 田 町 方 言 の 述 語 構 造 一 」,『阪 大 日本 語

研 究 』,17,pp.1-25,2005/2

「グ ロ ーバ ル ジ ャパ ン に お け る 日本 語 学 の あ り方 」,『 日語 日文 学 研 究(日 本 語 学 ・日本 語 教 育 学

篇)』,53-1,韓 国 日語 日文 学 会,pp.1-11,2005/5

「「ヨウダ」「ラ シイ」 とテ ンス」,『 日語 研 究 』,3,商 務 印 書 館,pp.1-24,2005/10

「グ ロ ーバ ル な 視 点 か ら の 日本 語 研 究 」,『東 方 語 言 文 化 論 叢 』,4,華 南 理 工 大 学 出 版 社,pp.

9-22,2006/3

「文 の 対 象 的 内 容 ・モ ダ リティー ・テ ンポ ラリテ ィー の相 関 性 をめ ぐって」,『こ とば の 科 学 』,11,む

ぎ 書 房,pp.139-182,2006/3

「日本 語 の さま ざ まな アスペ ク ト体 系 が 提 起 す る もの」,『 日本 語 文 法 』,6-2,pp.3-19,2006

(共 著)「 首 里 方 言 の アスペ ク ト ・テ ンス ・エ ヴ ィデ ン シ ャリテ ィー」,『大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科

紀 要 』,47,2007年,p.151-183

(共 著)「 与 論 方 言 の アスペ ク ト ・テ ンス ・エ ヴ ィデ ン シ ャ リテ ィー」,『国 語 と国 文 学 』,3月 号,pp.

53-68,2007

dl峨 ・
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真田信治

土岐哲

土岐哲

西口光一

西口光一

西口光一

西口光一

井脇千枝

呉恵卿

簡月眞

簡月眞

簡月眞

簡月眞

高江洲頼子

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

森 幸 一

「日本 社会語言学 的発 展軌跡」,『語学 教学 与研 究』,北 京語言 大学語 言研究所,pp.66-70,2005/11

「インタビュー ・聞 き書 きと質問 調査 法 」,『日本 語 学』,6月 臨時 増刊 号,23,明 治 書院,pp.32-43,

2004/6

「日本語音 声教 育の新視 点 」,『バ ンコク日本 文化センター 日本語教 育紀 要』,1,国 際交 流基 金,pp.

5-17,2004/8

「語 ることをわたしたちの生態環 境 に位置 づ ける」,『多文化社 会 と留 学生交 流』,8,pp.75-84,2004

「インターアクションの中に入 る」,『多文化社会 と留学生 交流』,9,pp.19-33,2005

「在 住外 国人 は日本社 会へ の新メンバ ーか」,『多文化社会 と留学 生交流 』,10,pp.61-64,2006

「言語 的思考 と外 国語 の学習 と発 達」,『ヴィゴ ツキー学L8,pp.27-33,2006

「ブラジル 日系 移民社 会の方言 接触 」,『国文学 解釈 と鑑 賞』,71(7),pp.128-136,2006

「韓国 の市場 にお ける商取 引談 話 値段 交 渉場面 における売 り手 と買い手 のス トラテ ジーを中

心 に 一 」,『大 阪大学 言語 文化 学』、15,pp.119-134,2006

「リンガフランカとして生 きている台湾 日本語 の実態 」,『天理台湾 学会年 報』,14,pp.21-30,2005

「共通語 として生 きる台湾 日本語 の姿 」,『国文学解 釈 と鑑賞』,70(1),pp.197-210,2005

「台湾 高年層の 日本語 にみられ る「人称代 名詞」,『日本 語 の研 究』,2(2),pp.61-76,2006

「台湾 残存 日本 語 にみ られる否定辞 「ナイ」と 「ン」 一 花蓮 県 をフィールドに 」,『日本語

科学』,20,PP.5-25,2006

(共 著)「首 里 方 言 の アスペ クト・テンス ・エ ヴィデ ンシャリティー」,『大 阪 大 学 文 学 研 究 科 紀

要』,4Zpμ151-179,2007/3

「これか らの質 問調査法 の方 向性 」,『日本 語学』,23(8),明 治書 院,pp.192-201,2004/6

「現代 日本語 にお けるガ行鼻音 の実態 と共通 語 としての 地位 」,『ことばと文化 』,2,長 野 ・言 語文

化研 究会,pp.30-47,2004/7

(共著)「力 士 のシコ名」,『日本 語学』,24(12),明 治 書院,pp」6-26,2005/10

「ブラジル日系 ・奥 地農村 地域 における言語 シフト アリアンサ移住 地にお ける言語 使用 の世

代 的推移 一 」,『岡山大 学文学部紀 要』,44,岡 山大 学文学 部,pp.83-95,2005/12

「ブラジル日系 ・近郊農村 地域 における言語 シフト スザノ市福 博村 における言語 使用 の世代

的推移 」,『文化共生 学研究 』,4,岡 山大 学大学 院文化 科学研 究科,pp,55-68,2006/3

「ブラジル 日系 社会 にお ける言 語 の実態 ブラジル 日系 人の 日本 語 を中心 に 」,『国文学

解釈 と鑑 賞』,71(7),至 文堂,pp,99-119,2006/7

「ブラジル 日系 社 会 に お ける言 語 状 況 」,『ブラジル 特 報 』,1574,日 本 ブ ラジル 申 央協 会,pp.

9-10,2006/7

「ブラジル 沖縄 系 人の 祖 先崇 拝 の実 践 」,『アジア遊 学IntriguingAsia』,76,pp.86-100,勉 誠 出

1蹴禦ξ覇ce韓"齡 暑輻饕鰹S蓬}a纏騒鵬o執2摂隅一2泰96



森幸一

森幸一

森幸一

森幸一

Mori,Koichi

李吉鎔

高阪香津美

新庄あいみ

新庄あいみ

新庄あいみ

新庄あいみ

版,2005

「ブラジルの 日本 料理 と日本 のブ ラジル料理 」,『食 文化 誌ヴェスタ(Vesta)』,58,味 の素 食の文化

センター,p,73,2005

「ブラジルへ 「旅 」した 日本 の麺類 たち」,『食 文化 誌 ヴェスタ(Vesta)』,59,味 の素 食 の文化 セン

ター,p.18-23,2005

「日系を越 えた 日本食」,『季 刊民 族学』,114,pp.11-13,千 里文化 財団,2005

「ブラジルの 日本人と日本 語(教 育)」,『国文学解釈 と鑑 賞 特 集南 米の 日本 人と日本 語』,71(7>,

至文 堂,PP.6-47,2006

"抽eStructureandSignificanceoftheSpiritualUniverseoftheOkinawanCultCentre"
,∫θp翩θ5θ

∫oμrηαり受πRθ11gfoμ55fμ4fθ5,2007

「ブラジル 日系 社 会言 語 調 査 の概 要 」,『国 文学 解 釈 と鑑 賞 特 集南 米 の 日本人 と日本 語 』,71

(7),pp.90-98,2006/7

「多文 化 共 生 時 代 の外 国語 教 育(1)公 立 高校 にお けるポル トガル語 教 育 のいま 」,

Aηα∫5,XXXVIL2007

(共著)「大 学の言 語教 育 にお ける実践 的 なCSCLと そ の質 的調査Web上 の学習 日誌か ら解

釈 される学びの多様 性 」,Co仰 μfε7けEぬc祕foη,19,pp.66-69,2005

(共著)「協 同学 習 の過程 を探 る 言語 教 育へ のCSCLの 活用 に向けて 」,『大 阪大学 大

学教 育実 践 センター紀 要』,2,2006/1

「多言語 ・多文化社 会にお ける地 域の ボランティア日本語 教室 をめ ざして 接触 場面 にみ るイ

ンターアクシヲンの観 点か ら 」,『大 阪 大学留 学生 センター研 究 論 集 多文化 社会 と留学 生交

流』,10,pp.43-50,2006

「地域 日本 語 教 育 にお け る二 つ の視 点 」,『大 阪大 学 言 語 文 化 学』,16,大 阪 大 学 言 語 文化 学

会,2007

讖翻鑼讖鱇灘叢轢 飜羲纛篝i轣1飜鑞懸鑞鑼議鑿1灘鑑盤韆1钁繋欝靆ii講韈i羅
工藤藁由美

工藤眞由美

工藤眞由美

真田信治

「現代語 のテンス ・アスペ クト」,『朝倉 日本語講 座6文 法2』,朝 倉 書店,pp.172-192,2004/6

「話 し手 の感 情 ・評 価 と過 去 の出 来事 の表 現 」,『日本 語 教 育 か ら研 究 へ』,くろ しお 出版,pp.

177-186,2006

「コミュニケーション活動 と文法 」,『多様化 日語 教育研 究』,西 安交 通大学 出版社,p.5-9,2006

「方 言 と地 名 地域 人 の空間認 識 」,吉田金彦 ・糸 井通 浩編 『日本 地名学 を学 ぶ人の た

め に』,世界思想 社,pp.190-201,2004/11
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真田信治

真田信治

真 田信 治

Sanada,Shinji

土岐哲

植田晃次

山下仁 .

簡 月眞

高江洲頼子

高江洲頼子

中東靖恵

服部圭子

「旧満 州 に残 存する日本 語 ある朝鮮 族女性 の談 話 」,『日本語 学 の蓄積 と展望 』,明治

書 院,pp.60-83,2005/5

「方 言 の盛 衰 大 阪ことば ・素 描 」,『関西方 言 の広 が りとコミュニケー ションの行 方』,

和泉 書院,pp.3-18,2005/12

「大 阪方言の過 去 ・現 在 ・未来」,『日本 語 の現 在』,勉 誠 出版,pp.189-198,2006/3

"l
apanandKorea",UlrichAmmon,NorbertDittmar,KlausLMattheier,PeterTrudgil1(eds.),

80clo伽 肋 ∫fl`∫,WalterdeGruyter,pp.2021-2025,2006

「日本語 教 育の現状 と今後 の動 向を見 据えて」,『清華 大学外 語 系 日本 語言 文 フォー ラム論 文要提

集』,清 華大 学外 語系 日本語 言文化 中心,pp.30-31,2006/5

「「ことばの魔術」の落 とし穴 消 費され る 「共 生」」,植 田晃 次 ・山下 仁 『「共 生」の内実

批判 的社 会言語 学か らの問 いか け』,三 元社,pp.29-53,2006

「共 生の政 治 と言語 上 植 田晃 次 ・山下 仁 『「共 生」の 内実 批 判 的社 会 言語 学か らの問いか

け』,三元社,pp.157-185,2006

「中 間言 語」,真 田信 治 編 『社会 言語 学の展望 』,くろしお 出版,pp.207-220,2006

「ウチ ナーヤマ トゥグチ 動 詞 のアスペクト・テンス ・ムー ド 」,工藤 眞 由美 編 『日本語 の

アスペ クト・テンス ・ムー ド体系 標準 語研究 を超 えて』,ひ つ じ書 房,pp.302-329,2004/11

「17節 屋取 の方 言」,名護市 史編 さん委員会 編 『名護 市史 言語 編』,pp.304-314,編 集 中

(共 著)「若者 ことば ・キャンパスこ とば」,『ケーススタデ ィ 日本語 のバ ラエティ』,お うふう,pp.

24-29,pl61,2005/10

「理工 系 研 究 室 にお ける 日本人 の意 識 と変 化 」,『大 学 コミュニティにお ける留 学 生 のコミュニ

ケー シ ョンに関す る研 究 』(科 研 費助 成 研 究 基 盤 研 究(C)/「 研 究 代 表 者:三 牧 陽子 」,pp.

113-142,2006

三牧 陽 子 ・内 藤(都 築)裕 美 ・林 洋 子 ・服 部 圭 子 ・福 良 直 子 ・藤 澤 好 恵

「『理 工 系 研 究 室 文 化 』 に お け る 規 範 意 識 と情 報 伝 達 」,「大 学 コ ミュニ テ ィに お け る留 学 生 の コ

ミュ ニ ケ ー シ ョンに 関 す る研 究 』(科 研 費 助 成 研 究 基 盤 研 究(C)/研 究 代 表 者:三 牧 陽 子),pp.

143-146,2006

服 部 圭 子 ・三 牧 陽 子 「理 工 系 研 究 室 に お ける 日本 人 の 意 識 留 学 生 へ の 評 価 を 中心 に 」,『大 学 コミュニ ティに お け

る留 学 生 の コミュ ニケ ー シ ョンに関 す る研 究 』(科 研 費 助 成 研 究 基 盤 研 究(C)/研 究 代 表 者:三

牧 陽 子),pp.147-150,2006

森 幸 一 「現 代 沖 縄 文 学 に お け る ユ タ=シ ャ ー マ ン表 象 」,Aη σf5:IIICongressoInternacionaldeEstudos

IaponesesnoBrasi1,XVIEncontroNacionaldeProfヒssoresUniversitariosdeLingua,Literaturae

Cultura∫aponesa,pp,281-289,UnB.Brasilia,2005,
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森幸一

佐藤誠子

佐藤誠子

新庄あいみ

布尾勝一郎

「グローバ ル状 況 下 にお けるエスニック ・シャーマンとエスニック文化 の生 成 」(Mori,Koichi,"O

surgimentodoshamane亡nicodecorrenciadaGlobalizacao")(二 言語),『 上智大 学COEプ ログラ

ム報告 書(仮 題)』,2007/3

「第三 回IR京 都 駅 お よびそ の周 辺 京都 駅 地下街 ・中央 郵便 局 ・ハローワーク ・下 京 区区役

所 ・駅 前 繁華街 」,庄司博 史(ま ちか ど多言 語 表示 調査 プ ロジェクトチ ーム代表)『 まちか ど多言

語表 示調 査報 告書』,多言 語化 現象研 究会,pp,99-106,2006

「第五 回梅 田周 辺 梅 田繁華 街上 庄 司博史(ま ちか ど多 言語 表示 調査 プ ロジェクトチーム代表)

『まちか ど多言語 表示 調査 報告 書』,多 言語 化現 象研究 会,pp.169-177,2006

「地域 日本 語活 動の展 開に向けて」,Gertz三 隅友子 編 『学習環 境 を考 える2006年 度 日本 語教 育

学会 第4回 研 究集 会報告 書』,pp.41-48,2006

「近鉄 鶴橋 駅 ・阪 急 三宮駅 周 辺」,庄 司博 史編 『まちか ど多言 語 表示 調 査報 告書 』,多言 語化 現

象研 究会,pp.50-54,pp.108-113,2006

工藤眞由美

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

真田信治

簡月眞

高江洲頼子

(事典 項 目)「言語行 動 の歴史 」(pp.463-4),「 テンスの研 究」(pp,587-588),「 アスペクトの研 究 」

(pp.578-579),『 日本語 教育 事典』,2005/10

「ネオ方 言は どのように生まれ るのか」,『フィール ドワークは楽 しい』,岩 波書 店,pp.21-38,2004/6

(書 評)「 言 語 表現 は社 会 的 環 境 を反 映 す る『日本 語 の 「配 慮 表 現 」に 関す る研 究 』」,『東

方』,282,PP.31-33,2004/8

「方 言の行 方 方言 と標準 語 をめ ぐる葛藤 の歴史 か ら一 」,『方 言か らみ た丹 波』,丹 波の

森協 会,pp.33-37,2005/3

「東 アジアの 日本 語 旧統 治 領に残存 する日本語 について 」,神戸 親和 女子大 学 国語国

文学会 「会 報」,35,pp.5-7,2005/3

(事 典 項 目)「言 語 の 変 化 」(p.540),「 方 言 学 」(p.579),『 新 版 日本 語 教 育 事 典 』,大 修 館 書

店,2005/10

「日本が侵 略 したアジアの人々との交 わり」,『医学 と福 音』,58,pp.7-11,2006/1

(事典項 目)「社 会言語 学」(pp,16),「 流行 語」(pp.147),「toyamakenの 方 言」(pp,590),「 大 阪府

の方言」(pp.597),「 富 山県 の方言」(pp.601),『 日本 語学 研 究事典』,明 治書 院,2007/1

(事典 項 目)「台湾の 日本 語 と植 民地 」,『事 典 日本 の多言語 社会』,岩 波書店,pp.319-322,2005

(事典 項 目)「ウチナーヤマ トゥグチ」(pp.265-268),『 事 典 日本 の多 言語社 会』,岩波 書店,

2005/1

d眺
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高江洲頼子

中東靖恵

森幸一

森幸一

(書 評)「うちなあ ぐち賛 歌」(比嘉 清著 『うちなあぐち賛 歌』),『月刊 言 語L36(3),p.121,2007

(編 集協 力:岡 山県 方 言 談 話 資料 作 成)『 日本 のふ るさとことば集 成 』,14,国 書 刊 行 会,pp,

135-241,2007/1

(事典 項 目)「ブラジルと日本の学 術交 流」(pp.388-389),「 日系人の食 生活」(pp.394-395),「 コラ

ム:食 文化の交流 」(p.395),ブ ラジル日本商工 会議所 編 『現代 ブラジル事典』,新 評 論社,2005

(辞 典項 目)「移民 会社 」,「ウチナー グチ(海 外 の)ム 「沖 縄差 別(海 外 の)」,「勝 ち組 ・負 け組 」,

「祖先 祭 祀(海 外 の)」,「中米移 民」,「南 米移 民」,「ユ タ(海 外 の)」,渡 辺欣 雄 他編 著 『沖縄 民俗

辞 典』,吉川弘文堂,2007

1講 演 ・口頭発表等

津田葵

Tsuda,Aoi

津田葵

津田葵

Tsuda,Aoi

津田葵

Tsuda,Aoi

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

「こ とばの 機 能1社 会 言 語 学 的 視 点 か ら」,大 阪 大 学 基 礎 工 学 部 ・大 学 院 基 礎 工 学 研 究 科(科 学

技 術 論B),2004/7/1

"M
ultilingualandMulticulturalAspectsofIapaneseSocietyToday:WithaSpecialEmphasis

ontheBrazilianNikk俘iofEasternHiroshima"JapanStudiesAssociationofCanada(ISAC)

Confをrence,UniversityofVictoria,Canada,2004/10/16

「多 民 族 ・多 文 化 社 会 に お け る子 ど もの 言 語 教 育 につ い て:社 会 言 語 学 的 ア プ ロー チ」,多 民 族 ・

多 言 語 研 究 会,岡 山多 民 族 ・多 言 語 をめ ざ す会,岡 山 カ トリック教 会,2005/5/7

「共 生 を 生 きる 日本 社 会21世 紀COE研 究 プ ロジ ェ クトか ら 」,大 阪 大 学 洪 庵 忌

適 塾 の 夕べ,適 塾 記 念 会,大 阪 市 北 区 適 塾,2005/6〆6

"APragmaticPerspectiveofMulticulturalW
eddingReceptionsinIapan",9thInternational

PragmaticsConference,RivadelGarda,Italy;2005/7/12

「共 生 を生 きる 日本 社 会 一 学 校 での 取 り組 み を中 心 に 一21世 紀COE研 究 プ ロジェ クトか ら」,

第16回 社 会 言 語 科 学 会 研 究 大 会,龍 谷 大 学,2005/10/1

"L
eaner-CenteredLanguageEducation:HelpingForeignResidentsCopewiththeChallenges

ofLivinginIapaneseSocietゾ ㌔SymposiumIapaneseLinguisticForum:BridgingTheoriesand

Practices,ビ ク トリア大 学 ・太 平 洋 研 究 セ ンター,カ ナ ダ ・ビク トリア大 学,2007/3/9

「時 間 ・認 識 ・感 情 現 代 日本 語 研 究 の 視 点 か ら 」,中 ・日 ・韓 日本 言 語 文 化 研 究 国 際

フォー ラム,大 連 大 学,2004/7

「日本 語 文 法 と日本 語 教 育 名 詞 ・動 詞 ・格 を 中心 に 」,華 東 師 範 大 学,2004/11

「現 代 日 本 語 の ア スペ ク ト 基 本 的 な 意 味 と派 生 的 な 意 味 ・機 能 一 」,華 東 師 範 大

学,2004/11
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工藤眞由美

工 藤眞 由美

工藤 眞 由美

Kudo,Mayumi

工藤眞由美

工藤翼由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

工藤眞由美

真田信治

真田信治

真田信治

土岐哲

土岐哲

土岐哲

土岐哲

土岐哲

「グローバル ジャパ ンにおける日本 語学 のあ り方」,韓 国 日語 日文学会2004年 度国際 学術 シンポ ジ

ゥム,2004/12

「日本語 のアスペクト」,中 日国際シンポ ジウム,ア モイ大学,2004/12

「複数 の日本 語と日本 語教 育」,中国大学 日語教 育国際 シンポジウム,西 安交 通大学,2005/8

"Time
,cognitionandemotion.1[heuseofthepasttensein}apanese",11thInternationalConfをrence,

EuropeanAssociationfbrIapaneseStudies,UniversityofVienn,2005/9

「ブラジル日系移民 における言語 とジェンダー」,チュービンゲ ン大学,2005/9

「日本語 の表 現 とモ ダリティー」,北京大 学講演,2005/10

「日本語 の文 法構 造 のバ リエーションと言 語類 型論」,北 京 日本語 学研 究 センター講演,2005/11

「日本 語 のさまざ まなアスペ クト体 系 が 提 起 する もの」,日本 語 文 法 学会 シンポジウム,明 海 大

学,2005/11

「日本 語 教 育 と日本 語 文 法 」,黒 竜 江 省 大 学 日本 語 教 育 国 際 シンポジウム,ハ ルビン工 業 大

学,2006110117

「認識 的モ ダリティーと情 報構 造」,日本語 学研 究国際 シンポジ ウム,北 京大 学,2006/10/21

「文の対 象 的な内容 ・モダ リティー ・テンポ ラリティーの相 関性 をめ ぐってあ 教 育科 学研 究会 ・国

語 部会,日 本 出版 クラブ,2006/6/25

(共 同発 表)「方 言音声 データベースの作成 と普及 について 『日本 のふ るさとことば集成 』の

紹介 」,日本語 学会2004年 度春季 大会 デモンス トレーション,2004/5

「旧統 治領 における残留 日本語 について」,藤女子大学 特別 公開講 演会,藤 女子大学 日本 語 ・日本

文学 科,藤 女 子大 学,2006/9/8

「東 アジア に残 存 す る日本 語 」,群 馬 県立 女 子大 学 国 語 国文 学 会 講演 会,群 馬県 立 女子 大 学,

2006/11/18

「「非 母語 話 者 による日本 語話 し言葉 コーパス」の構 築」(江崎 哲也 ほか),日 本音声 学会 第309回

研究例 会,国 際電 気通信 基礎技 術研 究所,2004/6/25

「音声教 育 の新環 境へ の期 待」シンポジウム 「新 時代 の音声 教育」,第18回 日本音声学 会全 国大

会,東 京外 国語大 学,2004/9/25

(共 同発 表)「 『非 母語 話者 に よる日本語 話 し言葉 コーパス』構築 上の諸 問題 」,2005年 広州 日本

語学 国際 学術検 討会,広 東外 語 外貿大学,2005/12/16-19

「スピーチ音声の実 証 的研 究 か ら教 育実 践へ 『非母語 話者 による日本語 話 し言 葉 コーパス』

研 究 目的 との関わ り 」(岡田祥平,岩 男考 哲 ほか),第12回 ドイツ語 圏大 学 日本語 教 育研 究

会 シンポジウム,ハ ンブル ク大学,2006/3/17-19

(パネルディスカッション)「日本 語 教育 の現状 と今後 の動 向を見 据 えて上 清 華 大学 日本言 語文化

r麟
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土岐哲

土岐哲

土岐哲

土岐哲

土岐哲

西口光一

西 口光一

西 口光 一

西 口光 一

西 口光 一

植田晃次

井脇千枝

呉恵卿

呉恵卿

呉恵卿

呉恵卿 ・植田晃次

簡月眞

国際 フォーラム,2006/5/27

「日本語 音声教 育の実 践研 究」,清華 大学 日本語 学科,2006/5/30

「日本 語教 育か らの提 言」,2006(平 成18)年 度,日 本音 声学会 第20回 全 国大 会(学 会創 立80周

年 記念 シンポジウム)、2006/9/30

「日本語 音声の実 証的研 究 と音声 教育 の新展 開」,第7回 国 際日本研 究 ・日本語 教育 シンポジウム

「アジア太平 洋地域 にお ける日本 研 究と日本語 教育 の変容 と課題 」,香港 中文 大学 日本 研 究学科

(設 立15周 年記 念),2006/10/29

「日本語 音声教 育の新展 開」、アルゼンチン日本語 教師連合 会研 究会、ブエノスァイレス,2006/11/6

(公 開講演〉「聞き取 りの教 育」、 オオキタ基 金、 ブエ ノスアイレス,2006/11/10

「高校 生 に対 する日本 語 ・適応指 導 の概 要」,日本語教 育担 当教員研 修会,大 阪府教 育委員会,

PiaNPO2005/7/25

「言葉 の発達 と教科 学 習」,日本語 教育担 当教 員研 修 会,大 阪府 教育委員会,PiaNPO,2005/7/25

「ヴィゴツキー とパフチンの接 点」,ヴィゴツキー学 第7回 大会,ヴ ィゴ ツキー学 教 会,神 戸 市 勤労

会 館,2005/11/3

「市民 による識 字 ・日本語 の活動 と支 援 」,大阪府 識字 教育 担当者 連絡 会議,大 阪府教 育委員会,

大 阪府教 育セ ンター,2006/11/2

「多言語 社 会と日本語 習得支 援 」,日本 語 ボランティアスキルアップ研 修,(財)京 都 市 国際 交流協

会,京 都 市国際 交流会 館,2007/2/3

(共同発 表)「共生の実 践 と課題 韓 国系民 族学 校の事 例 を中心 に」,日本 国際理 解教 育学会

第16回 研 究 大会,岐 阜大学 教育学 部 ・医学 部記念 会館,2006/6/10

「ブラジル日系 社会 の方 言接 触 アスペクト形式 を中心 に 」,2005年 広州 日本 語 学国 際

シンポジウム,広 東外語 外貿大学,2005/12/17

「日韓のニュース談 話にお けるナ ラティヴ構造 科 学関連 記事 における『評価 』を中心 として」,

第9回 メディアとことば研 究会,メ ディアとことば研 究会,早 稲 田大学,2005/3/18

「韓 国の商 取 引談 話 における呼称 戦略 的機 能 を中心 に 」,第56回 朝 鮮 学会,天 理 大

学,2005/10

「コミュニケー ション・スタイルの 日韓 比較 セールス場 面にお ける発話ll1頁番取 り(turntaking)

を中心 に 」,第17回 社会言 語科学 会,東 洋大学,2006/3/18

「共生の実 践 と課題 韓 国系民 族学 校の事例 を中心 に」,日本 国際 理解 教育学 会第16回 研 究

大会,岐 阜大学,2006/6/10

「リンガ フランカとして生 きている台湾 日本 語 の実 態」,天 理台湾 学会 第14回 研 究大 会第1回 企画

シンポジウム 「いまも生 きている日本語,お よび日本語文 学 について考 える」,天理 大学,2004/7

鷲 絶r龜c⑭ 糞蓑輪 謂}邑蜜塁邑s勲 鑓a蕪(}¢ 詫2彝 籌卑2菷 壽藝



簡月眞

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

中東靖恵

服部圭子

「台湾 高年層 の日本語 にみ られるモダリティー 「ダロウ」と 「デ ショウ」を中心 に 」,台湾

日本 語文学会 第213回 例会,台 北YMCA,2006/8

(講 演)「現 代 日本語 のバ リエー ション研 究 地域 方言 ・社 会方 言 としての若者 ことば ・キャン

パスことば 」,平成16年 度 岡山大学留 学生セ ンター ・フォーラム 「現代 日本 語 の諸 相」,岡 山

大学 留学生 センター,2005〆3/3

「ブラジル 日系 ・奥地 農村 地 域 にお ける言語 シフトー アリアンサ 移住 地 における言 語 使用 の

世 代 的 推 移 」,IIICongressoInternacionaldeEstudosIaponesesnoBrasil/XVIEncontro

NacionaldeProfessoresUniversit盗riosdelingua,LiteraturaeCulturalaponesa(第3回 ブラジル

日本 研 究国 際 シンポジウムおよび第16回 全 伯 日本語 ・日本 文学 ・日本文化 学 会),ブ ラジリア国

立 大学,ブ ラジル,2005/9/9,

「ブラジル 日系 人 の言 語 生活 ブラジル 日系社 会 における言 語状 況 一 」,長野 ・言 語文化

研 究会2005年12月 研 究発 表会,松 本 市あがたの森 文化 会館,2005/12/17

「ブラジルにお ける日本 語教 育の 変遷 と現 状:日 本 語 教科 書 の変 遷 を中心 に」,日本語 教育 学会

研 究集会 平成18年 度 第1回 研 究発 表会,鹿 児 島大学,2006/6/10

(講 演)「ことば と社会 現 代 日本語 に見 られるバ リエーシ ョン 」,岡 山東 ロー タリークラ

ブ月例会,岡 山プラザホテル,2006/9/14

「大学 における異文化 間交流実 践 の一考察 交換留 学生 との授業外 交流 活動 から 」,異

文化 問教 育学会 第25回 大会,同 志社 大学,2004

服部圭子・新庄あいみ・前村奈央佳・高阪香津美

服部圭子

「日系ブ ラジル人 と日本人社 会 の交流 の現状 中国地 方にお ける家 庭 ・学校 ・職場 ・地域 社

会 でのフィール ドワーク調 査 より 」,日本 国際 理解 教 育学 会第14回 研 究大 会,ノ ー トルダム

女子大 学,2004

「接触 場面 を伴 う活動 に関 わる日本人の意識 お よび外 国人 との関係性 」,日本国 際理 解教 育 学会

ミニシンポ ジウム,2005

三牧陽子・内藤(都 築)裕 美・林洋子・服部圭子・福良直子・藤澤好恵

「『理工系研究室文化』における規範意識と情報伝達」,社会言語科学会第王6回大会,2005

服部圭子 ・三牧陽子 「理工系研究室における日本人の意識 留学生への評価を中心に」,社会言語科学会第16回

大会,2005

服部圭子・内藤裕美「留学生受け入れに関する日本人の意識 大学理工系研究室のケースから一」,日本国際理解

教育学会第16回 研究大会,2006

服部圭子・森本郁代「地域日本語学習支援活動に見るコミュニティ」,大阪ヴィゴツキー研究会,大阪ヴィゴツキー研究

会夏季合宿,京都,2004

4
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服部圭子

服部圭子

服部圭子

服部圭子

服部圭子

「divergence」JACET(全 国大 学英 語教 育学 会)談 話分析 研究 会9月 例 会,IACET(全 国大学英 語

教育 学会),桃 山学院大 学,2004

「fbreignertalk」,IACET(全 国 大学 英語 教 育学 会)談 話分 析研 究会12月 例 会JACET(全 国大 学

英語教 育学会),大 阪学 院大学,2004

「productionformadJACET(全 国大 学英 語教 育学 会)談 話分析 研究 会3月 例会,IACET(全 国大

学英 語教育 学会),大 阪学院大学,2005

「dode-switching」JACET(全 国大学 英語 教育 学会)談 話分析 研 究会6月 例 会,IACET(全 国大学

英語 教育学会),大 阪学 院大学,2005

「SPEAKING」JACET(全 国大 学英語 教育学 会)談 話分析研 究会8月 例会JACET(全 国大学 英語

教 育学会),大 阪学 院大学,2005

服 部圭子 ・山下隆 史 ・御子神 慶子 ・新庄あいみ ・川 島孝 子

「とよなかにほん ごボ ランティアワー クショップ」,「地 域 日本語 活動 をする人のため のワークショッ

プ」,「とよなかにほ んご新 人ボランティアワークショップ」,「とよなか にほんご現 役 ボランティア

フォローアップ ・ワークショップ」など,豊 申国 際交流協 会,豊 中国際 交流協会 ほか,2004-2005

服 部圭子 「ボランティァ研 修」,NPO東 大阪 日本語 ボランティア教 室,東 大阪,2004

服 部圭子 ・山下 隆史 ・川島孝子 ・御 子神慶子 ・新庄 あいみ ・榎 井 縁 ・森本 郁代 ・新矢麻 紀子 ・御舘 久里 恵

「「日本語 ボランティア入 門」ワークシ ョップ」,神戸長 田公民館,2004

服 部圭 子 ・山下 隆史 ・川島孝子 ・御 子神慶子 ・新庄 あいみ ・榎 井 縁 ・森本 郁代 ・新矢麻 紀子 ・御舘 久里 恵

「日本 語ボ ランティアのため のスキルアップ講座 」,大阪市 国際交 流セ ンター,大 阪市 国際 交流セン

ター主催,2005

服部圭 子 ・新庄 あいみ

「日本 語ボ ランティア研修」,地 域 日本語 教室 ともだちひろば,福 山市民 会館,2005

森 幸一(セ ミナー)「ブラジル におけるエスニック ・シャーマ ンの生 成 プロセス とその神霊 界構 成」,サンパ

ウロ大 学大学 院心 理学研 究科OrientacaoInterculturalプ ログラム,2006/5

森 幸 一 「日系 人言語 生活 調査 の設 計 に関して」,「ブラジルにおける言 語接 触 の諸相 」,サンパ ウロ大学 大

学院 日本語 ・日本 文学 ・日本文化 プログラム,2006/6

森 幸一(コ ーディネー ター)「ラウンドテーブル:ブ ラジルの 日系 宗教 特 に宗教 的改宗 を巡って 」,

第4回 国 際日本 研究 シンポジウム ・第17回 日本語 ・日本 文学 ・日本文化 コース大学 教官年 次研 究

報告 会,サ ンパウロ大 学文 学部 日本語 ・日本 文学 コース及 び大学 院 日本語 ・日本 文学 ・日本文化

プ ログラム,2006/8

森 幸一(講 師)国 際 交流 基 金サ ンパ ウロ事務 所主催 文化 講演会 「SaberesdosSabores:風 土 とフー ド

ー 〈食〉を巡 る移民 史 」,2007/3
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李吉鎔

李吉鎔

李吉鎔

李吉鎔

「韓 国語 母語話 者 の丁寧体 構 造の習 得プ ロセスと要 因」,韓国 日本 学会 第69回 研 究大 会(第2

回韓 国 日本 学連合 会),東 西大 学校(韓 国釜 山),2004/7/10

「韓国語 母語 話者 の 日本語 のスタイル切 換えにおける過剰 意識 の表 出上 社会 言語 科学会 第16回

全 国大会,龍 谷大学,2005/10/2

「韓国語 母語 話者 の 日本語 におけるスタイル切換 え項 目の習得順 序」,第二言語 習得 研究 会 第16

回全 国大会,大 阪外 国語 大学,2005/12/11

「気づ かれ にくい韓 国文化」,神戸 松蔭 「土曜 講座 」,神戸松蔭 女子学 院大学,2006/10/21

服部圭 子 ・新 庄あいみ ・前村 奈央 佳 ・高 阪香 津美

「日系ブ ラジル人 と日本人社 会 の交流 の現状 中国地 方 における家 庭 ・学校 ・職 場 ・地域 社

会 でのフィールドワーク調 査より 」,日本 国際 理解 教 育学会 第14回 研 究 大会,京 都 ノー トル

ダム女子大学,2004/6/5-6

新庄 あい み ・高 阪香 津 美

「日系 ブラジル人に おける言語 使 用 の実 態Aさ んの 経験 か らみ る日本 語 学 習支 援 の可 能

性 」,日本 国際 理解 教育 学会第15回 研 究大会,玉 川大 学,2005/6/4

高阪香 津美 「日本 の高等 学校 におけるポル トガル語教 育」,日本 グローバ ル教 育学会 第14回 全 国研 究大会,愛

媛大 学,2006/9/2

高阪香 津美 「日本 の公立 高校 にお ける英語以外 の外 国語教 育 在 日ブラジル人児童 とのビデオレター を通

して 」,外 国語教育 システム研 究会,京 都 外 国語大学,2007/2/23

服 部圭 子 ・新庄 あいみ ・前村奈 央佳 ・高 阪香 津美

「地域 社会 にお けるコミュニケーションの現 状 」,日本 国 際理 解 教 育学会 第14回 研 究大会,京 都

ノー トルダム女子大学,2004/6/5

新 庄あいみ ・高 阪香 津美

新庄あいみ

新庄あいみ

新庄あいみ

布尾勝一郎

「日系 ブラジル人 にお ける言 語 使 用 の実 態Aさ ん の経 験 か らみ る日本 語 学 習支 援 の可 能

性 」,日本 国際理 解教 育学会 第15回 研 究大会,玉 川大学,2005/6/4

「コンピュー タ支援 の協 同学 習(CSCL)を 取 り入 れた授 業実 践 大学 の言語 教 育 にお ける調

査 を通 して 」,外 国語 教育 学会(IAFLE)第9回 研 究報 告大会,東 京外 国語 大学,2005/1116

(ラウンドテ ーブル ・論 者)「地 域 日本語 活動 の展 開に向け て」,日本 語 教育学 会 第4回 研 究集会,

徳 島大学,2006/6/24

「地域 のボ ランティア日本語教 室 にお ける会 話の分析 を通して」,日本 語教育 学会 第9回 研 究集会,

松 江 国際交流 会館,2006/11/25

「自社 お よび系 列 テレビ局 の不祥 事 報 道 における新 聞 の隠蔽 ス トラテジーについて 第三 者

名 義株 式保 有問題 を題 材 に」,第10回 メディアとことば研究会,東 洋 大学,2005/6/24

rゆ
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佐藤 誠子 ・布尾勝 一郎

「大 阪にお ける多言 語 表 示の実 態 とその受 容 につ いて」,多言 語化 現 象研 究会 第26回 研 究発 表

会,国 立民 族学 博物 館,2005/12/23

布尾勝 一郎 「「身内」の不 祥事 報道 における新 聞の隠蔽 ・自己正当化 ス トラテジー 一 第三者名義 株 式保有

問題 を題 材に 一 」,第19回 社 会言語 科学会研 究 大会,社 会言語 科学会,東 洋 大学,2006/3/19

布尾勝 一郎 「「身 内」不 祥 事 報 道 にお ける新 聞 の隠 蔽 ・自己 正 当化 ストラテジー 第 三者 名義 株 式保

有問 題 を題 材 に 」,世界 を読 み解 くセ ミナ ー第5弾,TCN茅 ヶ崎方 式 英 語会,神 戸 中央校,

2006/4/9

布尾勝 一郎 ・佐 藤誠子 ・WooWaiSheng

「日本人の共 生意識 外 国人イメージ ・言語 意識 ・言語 サービスに関するインタビュー調査 か

ら 」,第19回 社 会言語 科学会 大会,社 会言 語科 学会,日 本大 学文理 学部,2007/3/3-4

モダニズムと中東欧の藝術 ・文化

圀府 寺 司(共 編著)『 アヴァンギ ャル ド宣 言 中東欧 のモ ダニズム』,三元社,2005/9

圀府寺 司 『ゴッホ 西 洋絵 画の巨匠2』,小 学館,2006/3

山崎 孝 ・伊東信 宏 『ミクロコスモス』第1-6巻(「 バル トー ク集 」第4、5、6巻 の 「概 説」「成立史 」「各巻 解説 」),春 秋

社,2006/12

伊東信 宏 『東 欧の村 の楽 師たちと20世 紀 音楽 の前衛:ロ マ(ジ プシー)と クレズマー を中心 に』(平成15年

度 一平成17年 度 科学 研究 費補助金(基 盤研 究(C))研 究 成果 報告 書),2006

三谷研 爾(共 著)『言 語 と文化 の饗 宴』,英 宝社,pp.1-370,2006/3

三谷研 爾 『プラハ ・ドイツ人社会 にお ける文化 的 アイデ ンティティの形成 と機 能』(2003年 度 一2005年 度 科

学研 究 費補助金基 盤研 究(C)研 究成 果報 告書),pp,1-49,2006/3

圀府 寺 司(編 著)「ファン ・ゴッホ展覧会 全史 作 品移動、市 場、 メディアか ら見た美 術研 究へ の序 論」(特

集 「展覧 会 と展 示」),『西 洋美 術研 究』,10,pp52-63,2004
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圀府寺司

永田靖

永田靖

永 田 靖

永 田 靖

Nagata,Yasushi

永田靖

伊東信宏

Ito,Nobuhiro

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

三谷研爾

三谷研爾

三谷研爾

池上裕子

池上裕子

池上裕子

「ファン ・ゴ ッホ 孤 高 の 画 家 の 〈現 〉風 景 グ ロ ーバ ル ・メガ ・マ ー ケ ット時 代 の お 色 直 し」,『美

術 手 帖 』,20,4月 号,pp.84-88,2005/4

「演 劇 史 としての 回想 ボグ ダノー ワ・オル ロ ワ 「 『ノー ラ』を稽 古 す るメイエ ル ホ リ ド」 を読 む」,

『演 劇 学 論 集=日 本 演 劇 学 会 紀 要 』,42,pp.33-50,2004/11

「演 劇 史 とナ シ ョナル ・モ デ ル ロ シア に お け る演 劇 史 記 述 の 諸 問題 」,『演 劇 学 論 叢 』,7,大 阪

大 学 大 学 院 演 劇 学 研 究 室,pp.249-268,2004/12

「ソウル で 考 え た こと」,『act』,9,国 際 演 劇 評 論 家 協 会 日本 セ ンター 関 西 支 部,p.1,2006/5

「旅 の 演 劇 」,『act』,10,国 際 演 劇 評 論 家 協 会 日本 セ ンター 関 西 支 部,p,1,2006/8

"To
uringPracti¢e,oHheatreasContactZone1",『 演 劇 学 論 叢 』,8,大 阪 大 学 文 学 研 究 科 演 劇 学

研 究 室,pp.220-213,2006/8

「演 劇 学 の 概 説 、 あ る い は 人 文 学 的 配 置 」,『演 劇 学 論 集=日 本 演 劇 学 会 紀 要 』,44,pp.131-144,

2006/11

(共 著)「 ブ ル ガ リア の チ ャル ガ1ア イデ ンテ ィ テ ィ,変 革,グ ロ ー バ ライゼ イシ ョ ン」,『民 族 藝

術 』,21,pp.177-184,2005/3

"l
apanesecomposersconfrontIapanesetradition:worksbyMichioMamiyaandMinao

Shibata",H翩 伽fOηg盈 御g盈 μ一乃o,3,pp.57-70,2005/4

「音 楽 機 械 の 夢 の もつ れ 」,井 口壽 乃 ・圀 府 寺 司編 『ア ヴ ァンギ ャル ド宣 言:中 東 欧 の モ ダニ ズ ム』,

三 元 社,pp.275-276,2005/9

「ル ー マ ニァ 民 俗 音 楽 の 「性 格 」を め ぐって:エ ネス ク 《ヴ ァイオ リン ・ソナ タ第3番 》 に 関す る い く

つ か の 論 点 」,『待 兼 山 論 叢 』,39,pp.1-22,2005/11

「ロマ の 楽 師 に なる」,『民 博 通 信 』,111,pp.7-9,2005/12

「流 通 の デ ィス ク ール キ ッ シュ 『娘 飼 い』に お ける 近 代 都 市 の 経 験 」,『独 文 学 報 』,20,大 阪 大 学

ドイ ツ文 学 会,pp.93-113,2004/11

「脱 領 域 の 言 語 プ ラハ の ユ ダヤ系 ドイツ 語 作 家 に お け る言 語 的 アイデ ンティテ ィ」,『 ドイ ツ文

学 』,ll7,日 本 独 文 学 会,pp.36-46,2005/3

「魔 都 の トポ グ ラフ ィー 世 紀 転 換 期 の プ ラハ に お ける 近 代 化 と都 市 の 表 象 」,『大 阪 大 学 文 学 研

究 科 紀 要』,47,pp.47-86,2007

「反 復 の パ ラ ド ッ クス ア ド ・ラ インハ ー トとア ン デ ィ ・ウ ォ ー ホ ル 」,『西 洋 美 術 研

究 』,11,pp66-86,2004/9

「ロバ ー ト ・ラウ シェ ンバ ー グの 《ゴー ル ド ・ス タンダー ド》」,『美 術 史 』,158,pp.339-355,2005/3

「アメリカの スペ クタクル1964年 ヴェ ネ ツィア ・ビエ ンナ ー レ考 」,『美 術 史 』,162,2007/3

繊
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圀府寺司

永田靖

永 田 靖

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

伊東信宏

三谷研爾

池上裕子

「モ ダニ ス ト ・イコノク ラス ム の 研 究 」(2002年 度 一2004年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究C)研

究 成 果 報 告 書/研 究 代 表 者:圀 府 寺 司),2005/3

「ロシ ア 演 劇 史 」,『比 較 演 劇 史 の 方 法 論 の 構 築 』(科 学 研 究 費 基 盤 研 究(B)(1)報 告 書),pp.

105-ll3,2005/3

『「20世 紀 演 劇 」の 誕 生 と演 劇 史 学 の 研 究 』(科 学 研 究 費 基 盤 研 究(C)報 告 書),pp,1-37,2005/5

"l
uroKaraandTransvestisminModernIapaneseTheatre';Asia-Paci丘cArtsForum2005,σ ηM俔 ∫k∫ηgr

r勉8Ar'qfDf5g短5θ/Df5clo5μrε 加A∫fα 一Pα`填oCμ 伽rε ∫,NationalTaipeiUniversityofArts,pp.

90-94,2005/10

"Transfo
rmationoftheCharacterContemporaryIapaneseDramaintheColdWarand

Post-ColdWarEra",InternationalSymposiumofKoreanTheatreStudiesAssociation,跏oγ 祕oη

σA5如 η肪 εのr8∫Plo亡 α雇Nαrr祓 γε,HanyangUniversity,pp.294-304,2005!10

「粉 挽 き場 とい うトポ ス:《 美 し き水 車 小 屋 の 娘 》前 史 」,長 野 順 子 ・小 田 部 胤 久 編 『交 響 す る ロマ

ン主 義 』(シ ェリング 論 集5),pp.135-156,2006/6

「ユ ダヤ人 の プ ラハ カフ カ家4代 の記 録 か ら」,『チ ェ コ学 ・ス ロバ キ ア学 レクチ ャー 集 』,1,関

西 チ ェ コ/ス ロバ キ ア協 会,pp.46-50,2006/3

「越 境 と摩 擦 一 ロバ ー ト・ラ ウ シェ ンバ ー グ の 《モ ノグ ラム 》とス トックホルム 近代 美 術 館 」,

『若 山 映 子 教 授 退 職 記 念 論 文 集 』,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科,2007/3

「添ッ摯一踏齢 ・翻訳1灣評・」繋蕪:麟寒磯 輸 頚暮1轟φ慰;1

圀府寺司

圀府寺司

圀府寺司

圀府寺司

圀府寺 司

永田靖

永田靖

「俗 事超 え生 きるミューズ、 映画 評 「真 珠 の耳飾 りの少 女」、 フェルメールと結ぶ 美の密 約」,朝 日

新 聞夕刊,p.5,2004/5/7

(カ タログ)『 ゴッホ展VanGoghinContext』,東 京 国立近代 美術 館,国 立 国際美 術館,愛 知 県

美 術館,2005/3

「ゴッホ展 によせ て。歴史 的文脈 の中で見直す ゴッホ」,東京 新 聞,p.23,2005/4/23

「ファン ・ゴッホ家 の家計 簿」,『国立 国際美術 館 ニュース』,148,pp.2-3,2005/6

「ゴッホ展 見 逃せぬ30点 の傑作 群 物語 を味わ うように」,中 日新 聞,p.8,2005/7/24

「ロシア演 劇 は我 らの 同時 代 人1?」,『act』,創 刊 号,国 際 演 劇評 論 家 協 会 日本 センター 関西 支

音β,pp.16-17,2004/5

「パ リ陥落 と『ボ ン ・ヴ ォヤー ジュ』」,『ボ ン ・ヴ ォヤー ジュ』,日 本 配 給 用 プ レスキ ッ ト,Asmik

A¢e,pp.18-19,2004/10
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永田靖

永田靖

永田靖

永田靖

永田靖

永田靖

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

「批評 につ いてこう考える」,『季刊 上方芸 能』,155,上 方芸 能,pp.4849,2005/3

「パ フォーマンスと社会 参加 」,『芸術 コミュニケーション デザイン』国際 フォーラム 人文社 会 プ

ロジェクト「芸術 とコミュニケーションの実践 的研究 」,p.8,p,67,2005/3

「夢 の回廊 頼 声川演 出表演工作 坊 『如夢之 夢』を見 る」,『act』,5,国際演 劇評 論家協 会 日本

セ ンター関西 支部,pp.18-19,2005/5

「演 劇 教 育インタビュー」,『日本 演 劇学 会 演 劇 教 育 プロジェク ト活 動 報 告』,日本 演 劇 学会,pp.

18-23,2005/6

「如月小 春」(pp.230-236),「 渡辺 え り子」(pp.253-258),「 川村 毅 」(pp292-297),「 生 田萬」(pp.

316-318),『20世 紀の戯 曲』,日本近代演 劇史研究 会編,社 会評 論社,200516

(書評)「瀬戸宏著 『中 国話劇 成 立史研 究』(東方 書店)」,『act』,6,国 際 演劇 評 論家 協会 日本 セン

ター関西支部,pp.18-19,2005/8

(演奏会 評)「コリン ・デイヴィス指揮 ロンドン響」,朝 日新 聞文化欄,2004/4

(作 品 解説)『 ドヴォル ジャー ク交 響 曲第9番 ホ短 調 《新 世界 より》作 品95』,音 楽 之 友社,pレ

3-8,2004/4

(演奏会 評)「N響 定期(コ パチンスカヤ独奏)」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2004/4/27

(解説)「バル トー ク 《弦 楽四重奏 曲第1・4・6番 》」,静岡AOIレ ジデ ント・カルテット演奏 会,静 岡

AOIホ ール,2004/5

(論 考)「水 車 小 屋 の娘 は なぜ 不 実 な の か?」,『奏』,21(日 本 室 内楽 振 興 財 団機 関 誌),pp.

7-8,2004/5

(企画)「サントリー音 楽 財 団コンサ ート『対 話 する作 曲家,権 代 敦 彦』」(2004/5/22,ザ ・シンフォ

ニーホール)/(イ ンタビュー記事)「作 曲家 と語 る」(同コンサー ト・パ ンフレット),pp,6-Z2004

(演奏会 評)「コンポージ アム2004リ ンドベルイ 『三つ の協 奏 曲』」,朝 日新 聞夕刊文化

欄,2004/6/10

(論考)「《東京 の夏 》が形 成 してくれた もの」,『第20回 《東京 の夏 》音楽 祭2004フ ェスティバル ・

マガジン』,pp.74-75,2004〃

(演奏会 評)「パウル ・バ ドゥラ ・スコダ ピアノ ・リサイタル」,朝 日新 聞夕刊文化 欄,2004/7/7

(論考)「音 楽の謀 略家 としての1・ ハイドン」,『レコード芸術』,53-8,pp.42-44,2004/8

(演奏 会評)「タランテッラ 地 中海の民 の音 楽」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2004/8/2

(演奏 会評)「ニューヨーク ・ハーレムシアター 『ポーギーとべス』」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2004/9/16

(演奏 会 評)「読売 日響 『ストラヴィンスキー ・チ クルス』」、朝 日新 聞夕刊文化欄,2004/10/7

(演奏 会 評)「クレーメル&ク レメラータ ・バル ティカ演 奏会」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2004/10/28

(論考)「パ リの ロシア風 ナイ ト・クラブ1ケ ッセル 『朝のない夜 』再読 」,『奏 』,22(日 本室 内楽振

螺
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伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

興 財団機 関誌),pp.7-8,2004/11

(解 説)「 ラカトシュ ・アンサ ンブル:正 統 と異端 と」,『ラカトシュ ・アンサ ンブル演 奏 会 解 説 書』

ザ ・フェニックスホール,2004/11/4

(演奏 会評)「二期 会 『イェヌーファ』」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2004/11/9

(解説)「ハ イドンとショスタコー ヴィチをめ ぐって」(小澤征 爾第34回 サ ントリー音 楽賞受 賞記 念コ

ンサ ー ト解説),サ ントリーホール,2004/12/12

(演奏 会評)「ソフィア国立 オペ レッタ『メリー ・ウィドウ』」,朝 日新 聞夕刊 文化 欄,2005/1/18

(解 説)「 バル トー クという一人 の 『青 ひげ公 』」,愛 知 芸 術 文 化 センター演 奏 会 プ ログラムノー

ト,2005/2

(演奏 会評)「アンサンブル ・ゼフィロ」,朝 日新 聞夕刊文化 欄,2005/2/3

(演奏 会評)「キュッヘル ・アンサ ンブル ・ウィー ン」,朝 日新聞夕刊 文化 欄,2005/3/31

(解 説)「終末 はいつ も唐突 にや ってくる:バ ル トー クの形式 感覚 」,東 京交 響楽 団第525回 定期演

奏会 プログラムノート,pp.10-ll,2005/4

(論 考)「 リゲティが見 入 る地 図」,「奏 』,23(日 本 室 内楽 振興 財 団機 関誌),日 本 室 内楽 振 興財

団,pp.15-16,2005/4

(演奏会 評)「新 国立劇場 『コジ ・ファン ・トゥ・テ』」,朝 日新 聞夕刊 文化 欄,2005/4/7

(演奏会 評)「フェルメール ・カルテ ット」,朝 日新 聞夕刊 文化 欄,2005/4/28

(演奏会 評)「プーランク 《カルメル会修 道女の》話 」」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2005/5/26

(演奏会 評)「スロヴァキァ ・フィルハ ーモニー管弦 楽団」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2005/6/30

(演奏会 評)「プロムジカ女声合 唱団j,朝 日新 聞夕刊文化欄,2005〃/14

(論考)「とお りゃんせとしての 《春 の祭典》」,『民族 藝術学 会会報 』,66,民 族 藝術 学 会,p.3,2005/9

(翻訳)シ ュトゥッケンシュミット著 「音楽 の機械化 」,井 口壽乃 ・圀府 寺 司編 『アヴァンギ ャル ド宣

言:中 東 欧のモダニズム』,三 元社,pp.270-271,2005/9

「権 代敦 彦 「子守 歌」の評」,朝 日新聞 夕刊 文化 欄,2005/9/2

(演奏会 評)「東 京シティ ・フィル,1・ポ ンス指揮」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2005/9/15

(書評)「関口義 入著 『ジプシー ・ミュージックの真 実』」,図書 新 聞,2005/10

(演奏会 評)「男声 ア ・カペラ合 唱団 『シャンティクリア』」,朝 日新 聞夕刊文化 欄,2005/10

(演奏会 評)「鈴 木秀美 バ ッハ ・無 伴奏 チェロ組 曲」,朝 日新 聞文化欄夕刊,2005/10/6

(論考)「夏の祭 典」『奏』,24,日 本室 内楽振興 財団,pp.15-16,2005/11

(演奏会 評)「クレール=マ リ ・ルゲ ピアノリサイタル」,朝 日新聞文化 欄,2005/11/24

(演奏会 評)「若林 顕 ピアノリサイタル 『たった一人の 『第九』』」,朝 日新 聞夕刊 文化 欄,2005/12/12

(演奏会 評)「テツラフ,フォークト デュオリサイタル」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2006/2/9

1黙 鰹ぎ濕o巳 軽 犠棚 謎職i蘓鵬9毳 惣 難¢o藪2ミ 灘 峰一2"ミ)δ



伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

三谷研爾

三谷研爾

樋上千寿

樋上千寿

(演奏 会評)「ヴィヴァルディ『バヤゼット』」,朝 日新 聞夕刊 文化 欄,2006/2/23

(演奏会 評)「シュタットフェル ト ピアノリサイタル」,朝 日新 聞夕刊 文化 欄,2006/3/16

(演奏 会評)「ドイツ ・カンマーブイル」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2006/5/25

(演奏会 評)「バル トーク ・カルテ ット」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2006/6/22

(記事)「ジェルジ ・リゲティを悼む」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2006/6/26

(解説)「細 川俊夫 《旅 人》など」,大阪 フィルハ ーモニー 第400回 定 期演 奏会,2006/7/6-7

(演奏会 評)「ゲ ヴァントハウス ・バ ッハ ・オーケス トラ」,朝 日新聞夕刊文化 欄,2006〃/20

(項 目)「バ ルトー ク」「ロマ の音 楽」,小 沼純一 編 『あたらしい教 科書8音 楽』,2006/9

(演奏会 評)「ファビオ ・ルイジ指揮 ウィーン交 響楽 団」,朝 日新 聞夕刊文化 欄,2006/11/9

(演 奏 会 評)「 ハ ンガリー 国 立 ブダペス ト・オペ レ ッタ劇 場 「こうもり」」,朝 日新 聞 夕刊 文 化

欄,2007/1/11

(演奏会 評)「コンチ ェル ト・コペ ンハーゲ ン」,朝 日新 聞夕刊 文化欄,2007/1/25

(演奏会 評)「マ リオ ・ブルネロ 「無 伴奏 チェロ&・・」」,朝 日新 聞夕刊文化欄,2007/2/22

(書評)「鈴 木隆 雄i監修 『オース トリア文学小百科』」,『ドイツ文学 論攷』,46,阪 神 ドイツ文学会,pp.

108-110,2004/12

(翻訳 ・解 説)井 口壽乃 ・圀府 寺 司編 『アヴァンギャル ド宣言 中東 欧のモダニズム』,三元社,pp.

1-291,2005/9

(音楽CD)「 オルケステル ・ドレイデル/シ ュピール、 ドレイデル!」,オ ルケステル ・ドレイデル,自

費出版,2006

(音楽CD)「 オルケステル ・ドレイデル/MazlTov!(マ ーズル ・トーヴD」,オ ルケステル ・ドレイデ

ル,自 費出版,2007
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Kodera,Tsukasa

Kodera,Tsukasa

圀府寺司

圀府寺 司

"EvolutionofPerspectivesinJapaneseEarlyMode
rnArtanditsRelationtoEuropeanArt",III

spotkaniehistoryk6wsztukiIkonserwator6wdzielsztukiOrientuwnaWydzialeSztukPi皇knych

UniwersytetuMikolalaKopernikawToruniu,2004/6/17

AICAVIIInternationalCongress,Warsaw,1960.`UArt-LesNations-rUnivers`Sztuka-

Narody-Swiat'Spotkanie∫apohskichiPolskichHistoryk6wSztukiiMuzykolog6wStowarzyszenie

Historyk6wSztuki,Warszawa,2004/11/16

「フ ァン ・ゴ ッホ をめ ぐる 〈物 語 〉の 系 譜 」,東 京 国 立 近 代 美 術 館,2005/4/2

「〈芸 術 ・国 家 ・世 界>AICA(国 際 批 評 家 連 盟)ワ ル シ ャ ワ大 会(1960年)」,国 際 シ ンポ ジウ ム 「越

繊
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圀府寺司

圀府寺司

圀府寺司

圀府寺司

圀府寺司

圀府寺司

永田靖

永田靖

永 田 靖

Nagata,Yasushi

永田靖

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

境/モ ダンアー ト」,大 阪大学 中之島 センター,2005/5/31

「『ファン ・ゴッホの栄光 のための犠牲 』 や りくり上手?な ファン ・ゴッホ家 の人 」々,国 立 国際美

術 館,2005/6/11

「『ファン ・ゴッホ の栄光 のための犠 牲 』 テオとヨーの家 計簿 に見 る作 品売 却 の軌跡 」,第31回

大 原美術 館美 術講 座,倉 敷 アイビースクエア ・オパ ールホール,2005/7/30

「『ファン ・ゴッホの栄光 のための犠牲 』 テオとヨーの家計 簿 に見 る作 品売却 の軌跡」,愛 知県 美

術 館,2005/8/27

「ファン ・ゴッホの経済 生活 家計 簿 から見た 「孤高 の画 家」生成 の過 程 」,日本 監査役

協 会関西 支部,大 阪全 日空ホテル万葉 の間,2005/8/30

「ファン ・ゴッホ と日本」,大 阪倶 楽部,2006/7/5

(招待 講 演)「 ファン ・ゴッホ 〈キリス ト教 〉対 〈自然〉」,弘 益 大学校(Hong-IkUniversity)(韓 国

ソウル),2006/11/10

「世界 の最先端 をゆく舞 台芸術 」,「国境 を越 えた舞台芸 術上 舞 台美術 家協会,大 阪芸術 大学,

2004/11/15

(司会)「アジァ演 劇へ の/か らの研究 視座 」,日本 演劇 学会秋 の研 究集 会,福 岡女学 院大学,

2004/11/27

「劇 と場 所 」,日 本 演 劇 学 会 分 科 会 近 現 代 演 劇 研 究 会 上 海 集 会,上 海 戯 劇 学 院,2005/2/24

"Sanat -ArtandSocialEngagement ,commentator'口nternationalForum;ArtandCommunica-

tion,2005/3/14

「演 劇/歴 史/国 家/地 域 グ ロー バ ル 化 とロー カル化 の 時 代 に お け る 演 劇 史 構 築 の 可 能

性 」,日 本 演 劇 学 会 全 国大 会,大 阪 大 学,2005/6/19

"I
nterculturalandHybridTheatre;Finland,UkrainaandJapan",NewScholarsForum,Chair,

UniversityofMaryland,lnternationalFederationforTheatreStudies,AnnualConference,

`℃itizenA
rtist;Theatre,CultureandCommunitジ,2005/6/28

"APortraitofFamily -lapaneseContemporaryTheatreinthePostwarEra" ,1ecture,Korean

NationalUniversityofArts,2005/9/30

"TransformationoftheCharacterContemporaryIapaneseDramaintheColdWarandPost -Cold

WarEra",InternationalSymposiumofKoreanTheatreStudiesAssociation"InnovationofAsian

Theatre;PlotandNarrative",HanyangUniversity,Seoul,2005/10/1

"}
uroKaraandTransvestisminModernIapaneseTheatre",Asia-PacificArtsForum2005,

InternationalConferenceon"(Un)Masking:TheArtofDisguise/DisclosureinAsia-Pacific

Cultures",NationalTaipeiUniversityofArts,2005/10/11

嶽 艶 ゼ翻c融 蒔疑鯲 鵞熊1豊i⑭s攀覦 謹 塾章○詫 鬣}(瞬 ・2蟹}6



永田靖

永田靖

永田靖

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

永田靖

永田靖

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

Nagata,Yasushi

永田靖

永田靖

Nagata,Yasushi

永田靖

永田靖

Ito,Nobuhiro

(合 評 会)「 瀬 戸 宏 著 『中 国 話 劇 成 立 史 研 究 』(東 方 書 店2005)を め ぐっ て」,西 洋 比 較 演 劇 研 究 会

Il月 例 会,成 城 大 学,2005/11/5

「コミュニ テ ィ ・アー ト報 告 」,人 社 プ ロ 「文 学 ・芸 術 の 社 会 的 媒 介 機 能 」第1回 活 動 報 告 ・研 究 交

流 会,東 京 大 学,2005m127

「ア ナ トー リイ ・キム と朝 鮮 系 ロ シ ア演 劇 の 展 開 」,日 本 演 劇 学 会 分 科 会 近 現 代 演 劇 研 究 会 ソ ウル

集 会,韓 国 藝 術 綜 合 学 校 演 劇 院,2006/3/4

"lapaneseKoreanThe
atreDialogue-AWindowon/fromOsakaandKアotoTheatre",Departmentof

PerfbrmingArts&Fi1皿.Chung-AngUniversity,2006〆3/5

"DisciplinaryMoves
;PefbrmanceStudies距arsOn.Discussant",TheIVInternationalColloquiumof

]:heatreStudies,覃eijiUniversity～200613/27

「藝 術 の 変 貌 藝 術 学 関 連 学 会 連 合 公 開 シンポ ジ ウム をめ ぐって」,第1回 芸 術 とコ ミュ ニ ケ ー

シ ョン研 究 会,大 阪 大 学 文 学 研 究 会 第1会 議 室 、2006/6!21

「演 じ られ る 美 一 蜷 川 幸 雄 イ ンタビ ュー」,大 阪 外 国 語 大 学 司 馬 遼 太 郎 記 念 学 術 講 演 会,大 阪

国 際 交 流 セ ンター,2006〃 ノ17

`五CuckooandtheAto皿icBomb -HowtomeettheAsianModernTheatre"
,FIRT15thWorld

Congress"GlobalvsLocal",UniversityofHelsinki,Finland,2006/818

``Globalvs正ocar'
,RoundTable,Chair,FIRT15thWorldCongress,UniversityofHelsinki,Finland

,2006/8/12

`IAReport"
,InternationalFederationfbrTheatreResearch,ExtraordinaryCongressofInternation-

alAssociationofTheatreCriticsits50thAnniversary～TongokUniversit黔Seoul,Korea,2006/10/21

「イ ンター カル チ ュ ラリズ ムの 演 劇 再 考 ユ ー ジ ェニ オ ・バ ルバ 演 出 オ デ ィン劇 場 『Ur-Hamlet』

を め ぐって」,近 現 代 演 劇 研 究 会12月 例 会,大 阪 大 学 文 学 研 究 科 美 学 棟IF,PAC,2006/12/2

「テ キス トとしての 演 出 台本 ス タニス ラ フス キイ演 出 台 本 『か もめ』(1896)を 中 心 に」,広 域 文

化 表 現 論 「テキス トの 生 成 と変 容 」第10回 研 究 会,大 阪 大 学 文 学 研 究 科 中庭 会 議 室,2006/12/21

``PupPetingaIoruri -Isitreallyneededtobeatheatre了 　
,InternationalConfセrence,``Theatreand

Democracゾ,IndianSocietyfbrTheatreNagata,Yasushi,Research,RalasthanUniversityJaipur,

India,2007〆1/5

「老 い とリア リズ ム の 演 技 上 「老 い と文 化 」慶 応 義 塾 大 学 身 体 医 文 化 論 研 究 会 ワ ー ク シ ョップ,慶

應 義 塾 大 学 日吉 キ ャンパ ス 来 往 舎2階 大 会 議 場,2007/3/1

「伝 統 演 劇 とモ ダニ テ ィ 総 括 セ ッシ ョン」,近 現 代 演 劇 研 究 会 沖 縄 集 会 「伝 統 演 劇 とモ ダニテ ィ」,

沖 縄 県 立 芸 術 大 学 付 属 研 究 所2階 会 議 室,2007/3/11

"AMoldavianBrassBand
:BeyondtheSymbolofaNation",MCE,AspectsofCentra1-8ζ

◎
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伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

Ito,Nobuhiro

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

伊東信宏

三谷研爾

三谷研爾

三谷研爾

Zhivkova,Stella

Zhivkova,Stella

Zhivkova,Stella

Zh三vkova,Stella

Zhivkova,Stella

East-EuropeanArts:Art,Architecture,Theatre&Music,OsakaUniversity,Nakanoshima

Center,2005/10/31

「ア ーノ ンクー ル は 語 る/ア ー ノ ンク ー ル と語 る」,京 都 賞 ワ ー ク シ ョ ップ,京 都 国 際 会 議 場 大 ホ ー

丿レ,2005/11/12

「バ ル トー ク:村 の 楽 師 と20世 紀 音 楽 の前 衛 」,京 都 女 子 大 学 公 開 講 座,京 都 女 子 大 学,2005/11/19

(講 演 と企 画 担 当)「 シ ャガー ル の ヴ ァイオリ ン:東 欧 の村 の 楽 師 と20世 紀 の 前 衛 音 楽 」(出 演:ト リ

オ ・ミンス トレル),ザ ・フェ ニ ックス ホ ー ル,2005/12/3

「『ル ー マニ ア音 楽 』 は誰 に帰 属 す る のか?:モ ル ドヴ ァの ブ ラス ・バ ン ドをめ ぐって」,神 戸 大 科 学

研 究 費 講 演 会,神 戸 大 学 国 際 文 化 学 部,2005/12/13

「『バ ル トー クと黄 金 分 割 』再 考 」,日 本 ア ルバ ン ・ベ ル ク協 会 例 会,タ カギ ク ラヴ ィア 「松 濤 サ ロ

ン」,2005/12/21

「ヴ ァイオ リン を弾 く身 体 」,国 立 民 族 学 博 物 館 共 同研 究 「音 楽 と身 体 に 関す る民 族 美 学 的 研 究 」

(代 表;山 田 陽 一),2006/01/28

「バ ル トー ク に よる ピァノ曲 《ミュゼ ット》の生 成 と変 容 」,大 阪 大 学 大 学 院 広 域 文化 表 現 論 「テク

ス トの 生 成 と変 容」研 究 会,2006/05/18

"Fromf
olksongarrangementtoimaginaryfblkritual:twoexamplesfromcompositionsofpost-

warIapan'》,SeminaratUniversityofLlubljana,2006/09/01

「頑 固 者 とひ ね くれ 者:バ ル トー クとラヴ ェル を め ぐって」,中 之 島 国 際 音 楽 祭,2006/09/26

「チ ャル ガ に夢 中:ブ ル ガ リア に お け るポ ップ ・フォー ク の位 置 」,入 間 文化 研 究 機 構 連 携 研 究 「日

本 とユ ー ラ シ アの 交 流 に 関 す る総 合 的 研 究 」研 究 会,国 立 民 族 学 博 物 館,2006/12/03

「謀 略 家 と して のハ イ ドン」,横 浜 み な とみ らい 小 ホー ル,2007/01/26

「ハ イ ドン 「ク ラ ヴィー ア ・ソナ タ」精 読 」,渋 谷 松 濤 サ ロ ン,2007/1/27

「世 紀 転 換 期 プ ラハ の ユ ダ ヤ人 」,神 戸 ユ ダヤ 文 化 研 究 会,2004/7/18

「ユ ダヤ人 の プ ラハ」,関 西 チ ェ コ/ス ロバ キ ァ 協 会,2004/10/30

「多 民 族 都 市 と国 民 文 学 プラハ の ドイツ文 学 の 場 合 」,比 較 文 学 会 関 西 大 会,比 較 文 学 会 関

西 支 部,大 阪 大 学 言 語 文 化 研 究 科,2006/11/ll

(Perfbrmance)第76回 公 民 館 文化 祭 ・邦 楽 演 奏 会,伊 丹 アイ フォニ ックホ ール,2004/5/9

(Perfbrmance)第77回 公 民 館 文 化 祭 ・邦 楽 演 奏 会,伊 丹 アイ フォニ ックホ ー ル,2005/5〆5

(Perfbrmance)第78回 公 民 館 文 化 祭 ・邦 楽 演 奏 会,伊 丹 アイ フォニ ックホ ー ル,2006/4/22

(Presentation)町hePhenomenonoflmage一 ユadenユociObservedin尹apaneseMusicandCuユture",

KyotoUniversityofArt,2006/5/13

(Workshops)"ExperienceIapaneseMusic",lecture,explanationandtranslation,So丘aUniversity,

輻翰酋㌶蕁縛疑擶操ξミ極融$藜斜媛奪oo藪2鯑 趣a鑢 容



樋上千寿

樋上千寿

樋上千寿

樋上千寿

樋上千寿

樋上千寿

樋上千寿

池上裕子

Ikegami,Y血ko

池上裕子

Depatr皿entofOrientalandEasternLanguages,2006/5/31

(レクチ ャー ・コンサー ト)「ゲットーの屋根 の上で:デ ィアスポラ ・ユ ダヤの文化 を聴 く」,オルケス

テル ・ドレイデル(演 奏),東 欧ユダヤ音 楽 クレズマー演 奏会 ・講 演会,日 本 ・ユダヤ文化 研 究会,

ギャラリー&ホ ール里夢(六 甲),2004/11/6

(レクチ ャー ・コンサー ト)「ユダヤ音楽 「クレズマー」の夕べ=シ ャガールの 町(シ ュテー トル)の 上

で」,オルケステル ・ドレイデル(演 奏),新 年チ ャペル ・コンサ ート,日本キ リス ト教 団 盤 上教会,

盤 上教会(東 香里 園),2005/1/22

「マルク ・シャガール 《ユダヤ劇 場壁 画》(1920>を め ぐって:ハ スカラ,『脱 ユダヤ化 』の潮 流の 中

で」,美術史学 会 第58回 全 国大 会,大 阪大学 豊 中校 地,2005/5/29

(レクチ ャー ・コンサ ー ト)「K:lezmerinShul(シ ナゴーグでクレズマー)」,オ ルケステル ・ドレイデ

ル(演 奏),ク レズマー音楽会,神 戸 ・ユダヤ文化 研 究会 ・関西ユ ダヤ教会,オ ヘル ・シュロモ ・シ

ナゴーグ(神 戸北 野),2005/12/4

(レ クチ ャー ・コンサー ト)「東 欧ユ ダヤ音 楽 「クレズマー」演 奏 」,オルケステル ・ドレイデル(演

奏),現 代 の宗 教音 楽 に関する講演 キリス ト教,イ スラーム,そ してユダヤ教の宗教 音 楽の新

しい流 れ(音 楽パ フォーマ ンスの部),同 志社 大学 神 学部 ・神 学 研究 科,同 志社 大学今 出川校 地

寒 梅館 ハーディーホール,2006/10/7

「シャガールとクレズマー音 楽」(クレズマーの生演奏 付 き)/パ ネル ディスカッシ ョン 「ポータブルな

祖 国:ユ ダヤ ・ディアス ポラの文化 とスラブあ 日本 ロシア文学会2006年 度 第56回 定例 総会 ・研

究発 表会,京 都大 学吉 田南 総合 館,2006/10/21

(レクチ ャー ・コンサ ー ト)「クレズマー レクチ ャー ・コンサ ー ト」,オルケステル ・ドレイデル(演

奏),「 シャガール:そ の愛 のか け ら」展 関連 イベ ント,宇都 宮 美 術 館 ・下 野 新 聞社,宇 都 宮 美 術

食官,2007/2/10-11,3/24-25

「ロバ ート ・ラウシェンバ ーグの 《ゴール ド・スタンダード》」,第57回 美術 史学会全 国大 会,慶 応 大

学,2004/5

`"L
ostinTranslation'～RobertRauschenberginTokyo,1964",presentedinapanelon"Metropolis",

31stCongressoftheComit6internationald'histoiredel'art,PalaisdesCongrさs,Montreal,2004/8

「アメリカのスペクタクル1964年 ヴェネツィア ・ビエ ンナーレ考 一 」,第59回 美術 史学 会

全 国大会,名 古屋 大学,2006/5

4
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小林傳司

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

(共著)小 林 信一 編 『社会技 術概 論』,放 送大 学出版 会,2007

(監修 ・共 著)『 ウィリァム ・モ リス とアーツ8(ク ラフツ』,梧 桐書 院,2004/7

(監修 ・共 著)『 アーツ ・アンド・クラフツと日本』,思文 閣出版,2004/9

(編)『芸術 ・コミュニケーション・デザイン』(国際 フォーラム論文 集),2005/3

(共編)『 倉敷2005「 芸 術 と福 祉 」国際 会議 論集 』,倉 敷2005「 芸術 と福祉 」国際 会議 実 行委員

会,2005/7

『天体 の図像 学:西 洋 美術 に描かれ た宇 宙』,八 坂書房,2006/1

[定期籾鬢物に褐載さiれ疼論文

池田光穂

池田光穂

池田光穂

小林傳司

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

「経 済 開発 の寓話:グ アテマラ ・クチュマタン高原 のコミュニティか らの通信 」,『文 学部 論叢(地

域科 学篇)』,85,熊 本 大 学 文 学 会,pp.45-67,2005

「フ ァントム ・メデ ィシン:帝 国 医 療 の 定 義 をめ ぐるエ ッセイ」,『熊 本 文 化 人 類 学 』,4,pp.

93-98,2005

「グローバルポ リティクス時 代 にお けるボランティア:〈メタ帝国医療 〉としての保 健 医療協力」,『地

域研 究』,7(2),地 域研 究企 画交流セ ンター,pp.169-182,2006

「コミュニケ ーシ ョンデザイン・セ ンター(CSCD)と い う冒 険」,『電 子情 報 通 信 学会 技 術研 究報

告』,106(146),pp.27-31,2006/7

「杜甫 と意匠 曹覇 、龍馬 を描 く」,『なごみ』,淡 交社,pp.70-73,2006/1

「漢 文か ら和文へ 文 字 と言 葉のロマン」,『なごみ』,淡 交社,pp.70-73,2006/2

「芙 蓉 と木米 同源の書 画 と工 芸」,『なごみ』,淡 交社,pp.70-73,2006/3

「国東の小 宇 宙 条理 ひとたび立てば」,『なごみ』,淡 交社,pp.70-73,2006/4

「高橋 由一 と福 地桜痴 」,『なごみ』淡交社,pp.70-73,2006/5

「雲 井織 意 匠登録 第一号」,『なごみ』,淡 交 社,pp.70-73,2006/6

「不 忍池をめ ぐって 龍 池会 の美術 とアー ト」,『なごみ』,淡 交社,pp,70-73,2006/7

「流行 の門を敲 く 三井呉 服展 の新 意匠」,『なごみ』,淡 交社,pp,70-73,2006/8

「古 い家 と新 しい文学 島崎藤村 の 『家』」,『なごみ』,淡 交社,pp.70-73,2006/9
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藤 田 治 彦 「さまざ まな 意 匠 モ ダニズ ム の 機 械 と装 飾 」,『な ご み』,淡 交 社,pp.70-73,2006/10

藤 田 治 彦 「清 らか な意 匠 谷 口 吉 郎 とル ・コル ビ ュジエ 」,『なご み』,淡 交 社,pp.70-73,2006/11

藤 田 治 彦 「千 年 の意 匠 光 悦 と宗 達 」,『な ご み』,淡 交 社,pp.70-73,2006/12

Atsumi,Tomohide"SociallyConstructedMotivationofVolunteers:AtheoreticalExploration",Progrθ ∬ 勿A5∫ 砌

50【7」αZp5ア【カoZogア,4,pp.13-17,3004

Atsumi,Tomohide&Okano,K.,"DisasterRelieffromKobeandItsSigni丘canceinBam,IranEarthquake",『 東 京 大 学

地 震 研 究 所 彙 報 』(TheBulletinoftheEarthquakeResearch更nstitute),2004,pp,163-170,2004

Atsumi,Tomohide《LesξismeduIapon,huitansapr6sKobelVolontaires,risquesetdangers>〉,五 ε5砌 槻1854θ1βrθ 一

ε乃θκ乃εμrわσ加θ,95,pp.63-69,2004

渥 美 公 秀 「語 りの グル ープ ・ダイナ ミックス:語 る に語 り得 ない 体 験 か ら」,『大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究

科 紀 要 』,30,pp.159-173,2004

渥 美 公 秀 ・鈴 木 勇 ・菅磨 志 保 ・柴 田 慎 士 ・杉 万 俊 夫

「災 害 ボ ラ ンテ ィアセ ンター の 機 能 と課 題:宮 城 県 北 部 地 震 を事 例 として」,『京 都 大 学 防 災 研 究 所

年 報 』,47(B),pp.81-87,2004

菅 磨 志 保 ・立 木 茂 雄 ・渥 美 公 秀 ・鈴 木 勇

「災 害 ボ ラン テ ィア を含 め た 被 災 者 支 援 システ ム に 関 す る 一 考 察:宮 城 県 北 部 地 震 に お ける 災 害

救 援 ボ ラ ンティア セ ンター の 事 例 よ り」,『地 域 安 全 学 会 論 文 集 』,6,pp.333-340,2004

渥 美 公 秀 「防 災 教 育 を デ ザ イ ンす る」,『自然 災 害 科 学 』,24(4),pp.350-355,2005

渥 美 公 秀 「障 害 を もつ 学 生 との 出 会 い を 演 出 す る:災 害 救 援 と防 災 活 動 に 学 ぶ」,『想 像 と実 践 』,5,pp.

10-13,2005

高 玉 潔 ・渥 美 公 秀 ・加 藤 謙 介 ・関 嘉 寛 「台 湾 集 集 大 地 震 に お け る 慈 済 功 徳 会 の 活 動 」,『 ボ ラ ンテ ィ ア 学 研

究 』,5,pp.147-164,2005

0kano,K.8ζAtsumi,Tomohide,"Situationof正ranianNGOsandtherolefbrtherecoveryandthereconstructionof

Bam",『 東 京 大 学 地 震 研 究 所 彙 報 』(TheBulletinoftheEarthquakeResearchInstitute),2005,pp.

171-177,2005

諏 訪 晃 一 ・渥 美 公 秀 「学 生 に よる災 害 時 の ボ ランテ ィア活 動 と状 況 的 関 心:新 潟 県 中 越 地 震 に お けるfro皿HUSの 活 動

か ら」,『ボ ラ ンティア学 研 究 』,6,pp.71-95,2005

山 口悦 子 ・渥 美 公 秀 ・池 宮 美 佐 子 ・平 井 祐 範 ・倭 和 美 ・新 宅 治 夫 ・山野 恒 一

「小 児 医 療 現 場 に お け るボ ランテ ィア 活 動 とアー ト活 動;ナ ラテ ィブ ・アプ ロー チ の 視 点 か ら」,『ボ

ラン ティア学 研 究 』,5,pp.115-143,2005

渥 美 公 秀 「防 災 教 育 の フ ロン ティア」,『自然 災 害 科 学 』,2月 号,2006

渥 美 公 秀 「第1章NNPSの 年 次 大 会 より」,CHAT距`肋fσ 誑 距por`5,4,pp.13-24,2006
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渥 美 公 秀 ・菅磨 志 保 「減 災 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンツ ー ル の デ ザ イ ンに 向 け て:CSCD減 災 コミュ ニ ケ ー シ ョンデ ザ イ ン ・プ

ロジェ ク トの概 要 」,『大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 紀 要 』,32,pp.195-209,2006

諏 訪 晃 一 ・渥 美 公 秀 「大 学 発 の災 害 ボ ラ ンティア 活 動 の記 録:新 潟 県 中越 地 震 に お け るfromHUSの 活 動 」,『大 阪 大 学

大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 紀 要 』,32,pp,231-251,2006

渥 美 公 秀 「災 害 ボ ラ ンテ ィアの 動 向:阪 神 ・淡 路 大 震 災 か ら中 越 地 震 を 経 て」,『大 阪 大 学 人 間 科 学 研 究 科

紀 要 』,2007

高 玉 潔 ・渥 美 公 秀 「災 害 ボ ラ ンテ ィア経 験 者 が 語 っ た 「智 恵 」」,syN(大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 ボ ラ ンテ ィア

人 間 科 学 講 座 紀 要),2007

高 玉 潔 ・渥 美 公 秀 ・池 田 ゆか り ・加 藤 謙 介 ・諏 訪 晃 一 ・関 嘉 寛 ・宮 本 匠

「台 湾 に お け る村 落 復 興 過 程 の 事 例:埔 里 鎮 桃 米 里 の まち 再 建 」,『自然 災 害 学 研 究 』,2007

Atsumi,Tomohide『AviationwithFraternalTWinWingsovertheAsianContext",A∫ 泌 ∬o㍑rηα1(ゾSσc'α1Psy伽10創,

2007

MoritaT,SakaguchiY,HiraiK,TsunetoS,ShimaY,``Desirefbrdeathandrequeststohastendeathoflapanesetermina1-

1yillcancerpatientsreceivingspecializedinpatientpalliativecare　 ,ノP誑 η5ンη塑'oητMα ηα98,27-

1,pp.44-52,2004

MasumotoK,TakaiT,TsunetoS,KashiwagiT,``In且uenceofmotoricencodingonfbrgettingfunctionofmemoryfbr

actionsentencesinpatientswithAlzheimefsdisease",Pθ πθμ 醐1朋4Mo亡orSたfll∫,98,pp.

299-306,2004

MoritaT,HiraiK,SakaguchiY,TsunetoS,ShimaY,"Family-perceiveddistressaboutappetitelossandbronchial

secretionintheterminalphase",ノPα 加 助 η1p`oη3Mα 紹gθ,27(2),pp.98-99,2004

MoritaT,HiraiK,SakaguchiY,TsunetoS,ShimaY,``Family-PerceivedDistressFromDelirium-RelatedSymptomsof

TerminallylllCancerPatients",P掣`加 ∫oη厩1σ5,45(2),pp.107-ll3,2004

MoritaT,HiraiK,SakaguchiY,MaeyamaE,TsunetoS,ShimaY,"QualityAssuranceCommittee,五apaneseAssociation

ofHospiceandPalliativeCareUnitsMeasuringthequalityofstructureandprocessinend-oFli艶

carefromthebereavedfamilyperspective"JPα 加5γ 襯μoη3Mα 朋gθ,27(6),pp.492-501,2004

SakaguchiY,TsunetoS,TakayarnaK,TamuraK,IkenagaM,KashiwagiT,"Tasksperceivedasnecessaryfbrhospiceand

palliativecareunitbereavementservicesinIapan",1Pα11嬬Cαr8,20(4),pp.320-323,2004

ShiozakiM,MoritaT,HiraiK,SakaguchiY,TsunetoS,ShimaY,"Whyarebereavedfamilymembersdissatisfied

withspecialisedinpatientpalhativecareservice?Anationwidequalitativestudy",P躍1厩fγ θ

Mθ41c勿 θ,19(4),pp.319-327,2005

FukuiT,TakahashiO,RahmanM,IinoK,UchitomiY,OgawaS,KitaM,Kimijim琴1,KondoH,ShinoM,Takumi

Y,TsunetoS,HamaguchiK,MatsumotoM,MukaiyamaT,YamamuroM,WatanabeA,Setoyama

執 鯰r論 ¢黛 替繋期 剱 ミ難 諺s濠)襯{耄 撒 照 毳z蝋}寄.、.2箏診謬
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cancerpatientsin}apan'㍉1MAノ,48(5),pp.216-223,2005

MasumotoK,YamaguchiM,SutaniK,TsunetoS,恥jitaA,TonoikeM,"Reactivationofphysicalmotorinformationin

thememoryofactionevents",Br俔 加R85,1101(1),pp,102-109,2006

坂 口幸弘 ・恒藤 暁 ・柏木 哲夫 ・高 山圭子 ・田村恵子 ・池永 昌之

「わが 国のホスピス・緩和 ケア病棟 における遺 族ケアの提 供体 制の現状 」,『心 身医学』,44(9),pp.

698-703,2004

坂 口幸弘 ・高 山圭 子 ・田村 恵子 ・池 永 昌之 ・恒 藤 暁 ・柏 木哲夫

「わが 国のホスピス ・緩 和 ケア病 棟 にお ける遺族 ケアの実施 方 法(2):遺 族 のサポー トグループ

の現状 」,『死 の臨床』,27(1),pp,81-86,2004

本 家裕 子,恒 藤 暁,柏 木 哲夫 「がん終末期 ケアにお けるソーシャルワーク=実 態 調査 および専 門的役 割 についての検

証」,『医療 と福祉 』,37(1),pp.45-50,2004

辰巳有紀 子 ・羽尻 充子 ・中村 尚美 ・当 目雅代 ・恒 藤 暁 ・柏 木哲夫 ・橋 本 悟 ・藤 田綾子

「ICU患 者家 族 のニーズの抽 出とニーズ測定 尺度 の開発」,『日集 中医誌』,12(2),pp.111-118,

2005

坂 口幸 弘 ・池 永 昌之 ・田村 恵子 ・恒藤 暁

「遺 族 のリスク評価 法 の開発」,『死の臨床 』,28(1),pp.87-93,2005

岡本禎 晃 ・恒 藤 暁 ・松 田陽一 ・金村 誠哲 ・井上 隆弥 ・田墨惠子 ・入江 由美子 ・黒川信 夫 ・上 島悦子

「がん性疼 痛 に対 して2枚 のフェンタニル貼 付剤 を24時 間の時間差 で48時 間 ごとに貼付 すること

により鎮 痛効 果 と副 作用が 改善 した一症例」,『緩 和 医療学』,8(3),pp.287-290,2006

赤 澤正 人 ・西牧 真里 ・坂 口幸弘 ・恒藤 暁

「養護 教諭 を対 象 としたデス ・エデュケーシ ョンに関する意 識調査;学 校 現場 の生 と死 を教 えるこ

とにつ いて」,『ホスピスケアと在 宅ケア』,38(3),pp.195-200,2006

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

稲葉一入

「緩 和 医 療 に お ける"TotalPain"の 考 え方 」,『臨 牀 麻 酔 』,28(3),pp.581-588,2004

「緩 和 ケ ア病 棟 の 活 動 と展 望 」,『現 代 医 療 』,36(6)、pp.1203-1209,2004

「緩 和 医 療:わ が 国 の 現 状 」,『 日本 内 科 学 会 雑 誌 』,93(7),pp.1460-1465,2004

「ホ ス ピス とは何 か」,『痛 み と臨 床 』,4(4),pp.379-384,2004

「癌 性 疼 痛 に対 す る薬 物 療 法 」,『コ ンセ ンサ ス癌 治 療 』,3(4),pp.181-183,2004

「悪 い知 らせ を伝 え る」,『治 療 増 刊 号』,87,pp.768-770,2005

「が ん 緩 和 医 療 と精 神 的 援 助 」,『臨 床 精 神 薬 理 』,9(5),pp.1087-1092,2006

「医 療 紛 争 と医 療 訴 訟(4)司 法 の 立 場 か ら」,Cσ 纏oγ α5じ晦rMεd-Sθ 愚6(2),メ デ ィカル レビュ ー

社,pp.79-82,2004/5
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稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

「日本及 び諸外 国に見 るADRの 現状 ・課題 ・展 望」,『土地 問題双書』,35,有 斐 閣,2004/5

(共著)「犯 罪捜査 にお けるDNAデ ータベース」,Sf嬬 θ5,7,科学技術 文明研 究所,2004/6

(共 著)「司 法解 剖 にお ける遺 族 へ の 情 報 開 示 の問 題 点 」,『法学 セ ミナ ー』,49(7),日 本 評 論

社,2004/7

「患者 の論 理 ・医者 の論 理(第15回)診 療 ガイドラインと説 明義 務」JIM,14(7),医 学書 院,pp.

624-628,2004/7

「診療 ガイドラインと法 的問題 」,Mθ41co,35(9),2004/9

「医療 ・介 護 従 事 者の 守秘 義 務 と医療 ・介 護 情 報の 保 護」,『治療 「知 って得す る各 科 のノウハ

ウ」』,87,南 山堂,2005/3

「看 護 と個 人の情報 の保 護」,『月刊ナ ースデータ』,26(3),日 総研 出版,pp.5-12,2005/3

「個 人情報保 護法 とガイドラインに備える」,Me4∫σαlASAHI,34(4),朝 日新 聞社,2005/4

「個人情報 保護 法施行 を機 に考える現場 での対応 の実 際」,『看護 学雑 誌』,69(6),医 学 書院,pp.

60工一607,2005/5

「和 解 あ れ これ 一 元 裁 判官 か ら見 た当事 者 たちの姿 」,『ICAジ ャーナル』,日本 商 事 仲裁 協

会,2005/6

「ADR・ 調停 を学ぶ ために」,『ICAジ ャーナル』,日本 商事仲 裁協 会,2005/8

「「診療 行為 に関連 した死 亡の調 査分 析 に係 るモデル事 業』における紛争 解 決システム」,『医療

安 全』,6,エ ルゼ ビア ・ジャパ ン,pp.31-35,2005

「21世紀 の基盤 作 り(ADR)調 停 トレーニ ングの現場 か ら・ADR・ 調停 を学ぶ ため に」,『ICA

ジャーナル』,52(8),日 本商事 仲 裁協会,pl9,2005/8

(共著)「医療 におけるマネジメント」(6回連 載),『看護 部長通信 』,3(4)(pp.28-31,2005),3(5)(pp.

85-91,2005),3(6)(pp,51-57,2005),4(1)(2006),4(2)(2006),4(3)(2006),日 総研,2005-2006

「個 《情 報保 護 と研 究倫理 」,『医学 のあゆみ』,215(4),医 歯薬出版,pp.235-239,2005/10

(共著)「終末期 における治療打 ち切 りを法 的に どう解釈 するか」,M84∫c誑ASAHI,34(10),朝 日新

聞ネ土,2005〆10

「医療 関連 死をめぐる法的 背景」,『病理 と臨床』,23(12),2005/12

「メディエーションの考 え方 と実 践 」,『看護 展望 』,31(3),メ ディカルフレンド,pp,83-8ス2006

「メディエーションの試 み と医療ADR」,『 看 護展 望L31(4),メ ディカルフレンド,pp.86-90,2006

「メディエーションの担 い手 のためのトレーニング」,『看 護展 望』,31(4),メ ディカルフレンド,2006

「治療 やケアにか かわる紛争 を防 ぐために」,『呼 吸器 ケア』,4(6)(通 巻41号),メ ディカ出版,pp.

68-77》200616

「これ だけ知っておきたい個 人情 報保 護」(3回連載),『 脳神 経雑 誌』,34(5)(pp.557-541),34(6)
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(pp.635-640),34(7)(pp.765-770),医 学書 院,2006/5-7

「調停 を広げる」,『ICAジ ャーナル』,53(9),日 本 商事仲 裁協 会,pp.26-31,2006/9

「個人情 報保 護 と疫 学的研 究 の狭 間」,『生命倫 理 』,16(1)(通 巻17号),日 本生 命倫 理学 会,pp.

61-66,2006/9

「『地域 猫』活動 における 「対 話」の構 築過 程 横 浜市磯 子 区の事 例 より一 」,『ボランティ

ア学 研究 』,6,pp4g-6g,2006
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池田光穂

池田光穂

池田光穂

池田光穂

池田光穂

Ikeda,Mitsuho

恒藤暁

「民 族誌 のメイキングとリメイキング;マ ーガレット ・ミー ドが サモアで見 いだ したものの行 方」,太

田好信 ・浜本満 編 『メイキング人類学』,世界思想 社,pp.113-135,2005

「「持 続可 能性 」の意味:医 療 人類 学 からみた保 健医療 プ ロジェクトの 持続 可能 性 に関する学 際

研 究 」,『インドネシア母 子 保健 手 帳プログラムに関する学 際 的調査 報 告書』,大 阪 大学人 間科学

研 究科 ボランティァ人 間学教 室,pp.42-59,2005

「医療 人類 学の立場 か らみた保 健 医療協 力 プロジェクトの持 続可 能性 に関する学 際研 究」,『平 成

16年 度厚 生労働 省国際 医療研 究委 託費 ・研 究報告 集』,国 立国 際医療 センタrpp,239-240,

2005

「水俣 が 私 に出会 ったとき:社 会 的 関与 と視覚 表 象」,丸 山定 巳 ・田口宏 昭 ・田 中雄 次編 『水俣 か

らの想像 力:問 い続ける水俣 病』,熊 本出版文化 会館,pp.123-146,2006

「ホンジュラス調 査か ら私 が 学んだ もの:医 療 人類 学 か らみた保 健 医療 プロジェクトの持 続可 能

性 に関する学 際研 究」,『保 健 医療 プロジェクトの持続 可能 性に関する学際研 究 調査 報告 書』,大

阪大学人 間科 学研 究科 ボランティア人間学教 室,2006

「国民 国家概念 が さほど有 効 ではな くなった今 日において、 私 たちは"国"際 保健 医療 協力 の持

続可 能性 に何 を期待 す ることがで きるのか:そ の学 際研 究 の可能性 についての諸 考察」,『保 健

医療 プロジェクトの持続 可能性 に関する学際研 究調査 報 告書』,大 阪大学人 間科学 研 究科ボラン

ティア人 間学教室,2006

"Refle
xionessobrelaviolenciapoliticaylaantrolopologia:1aactualidadguate血alteca",Kazuyasu

Ochiai(coord,),M㍑ η40η雄アα;Coηか琵川c∫oηθ54ε105αη`roρoZogo∫プαpoηθ5θ5,CentrodeEstudios

Mayas,UNAM(メ キシコ自治大 学マ ヤ研 究センター),Merida,UniversidadNacionalAutonomade

Mexico.pp.179-210,2006

「厚生労 働 科学 研 究 医療 技術 評 価 総合 研 究事 業 「STAS(SupportTeamAssessmentSchedule)

日本 語版 スコアリングマニ ュアル:緩 和 ケアにお けるクリニカル ・オーディットのため に」」,緩 和
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恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

恒藤暁

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

稲葉一人

家高洋

家高洋

医療提 供体 制の拡 充に関する研 究班,pp.1-5ス2004

「ホスピス緩 和 ケア白書2005」,日 本 ホス ピス ・緩 和 ケァ研 究振 興 財 団 「ホスピス緩 和 ケア 白書

2005」 編集 委員会,PP.1-86,2005

「厚 生労 働科 学 研 究 医療 技術 評 価 総合研 究事 業 「STAS(SupportTeamAssessmentSchedule)

日本 語 版 ス コアリングマニ ュアル=緩 和 ケアにお ける クリニカル ・オ ーディットのた め に(第2

版)」」,緩 和医療 提 供体 制の拡 充に関する研 究班,pp.1-63,2005

「ホスピス ・緩和 ケァに関する意識調査 人 生観 と死生 観との関連 」,日本 ホスピス ・緩和

ケア研 究振 興財 団,pp.1-51,2006

『ホスピス緩 和 ケア白書2006』,日 本 ホスピス ・緩和 ケァ研 究振 興 財 団 「ホスピス緩 和 ケア 白書

2006」 編集 委員会,pp.1-ll3,2006

「厚生 労働 科学 研 究費補 助金 ヒトゲノム ・再生 医療 等 研 究事業 「脳 死 臓器 提 供 を承 諾 した家族

の心 情 と臓 器移 植 コーディネーターに よるドナ ー家 族 ケァに関する経 年 的調査研 究 」平成17年 度

総 括 ・分 担研 究報 告書」,(朝居朋 子,大 宮かお り,米 虫圭 子,坂 口幸 弘,櫻 井悦 夫,恒 藤 暁,中 西

健 二,原 美幸),pp.ll-82,2006

(共著)「医療 情報 一 個 人情報 、医療(診 療)情 報、 遺伝 情報 の保 護 と共 有」、『生命倫 理 と医

療 倫理 』,金芳 堂,2004/9

「裁判 外紛 争 解決 手続 の利用 の促 進に関する法律 の成 立 とそ の解 説 」,『市民 と法』,民 事 法研 究

会,2005/2

「事例 で考える個 人情 報保 護法 」,『眼 科 と経 営』,プ リメド社,2QO5〆10

(共著)「守 秘義 務 と個人情 報保 護」,『入 門医療 倫理1』,勁 草 出版,2005/10

「法 の基 礎 」,『入 門医療 倫 理1』,勁 草出版,2005/10

「社会 実証 実 験 にお ける 〈市 民参加 〉」,『ロボット社 会 実証 実験 のため の外部評 価 の方法 の確立

及び ガイドラインの作 成』(平 成17年 度受託 研究 報告書),pp.15-33,2006/4

「マーケティング理論 におけるロボ ット社会 実証実 験 」,『ロボット社 会実 証実験 のための外 部評価

の方法 の確 立及び ガイドラインの作 成』(平 成18年 度受 託研究 報告 書),2007〆3

Kato,Kensuke8ζAtsumi,Tomohide,"Hospitalityinthecare:Acaseofdogtherapyatageriatricinstitute",Kashima,Yl,

Endo,Y.,Kashima,E,Leung,C.,andMcClure,1.(Eds.),Pγ σgγess{ηAsfα ηSo`鰯P5γc崛ogγ,4,

Seoul,Korea,王(yoyook-kwahak-sa,pp201-215,2005

昌エッセー ・評論 ・翻訳 ・書評 ・解 説 ・事典 く辞 典)項 昌、その他

池 田光 穂(書 評)「花渕馨 也 『精霊の子 供 コモロ諸 島における憑依 の民 族誌』,横 浜,春 風社,2005年 」,

;照 α 緜{)黛 卜癒 蝨黷 輯 宦i嬲 雛aこ轟 記蕩o勲 窯奪辛講.窯ごξ憩



池田光穂

小林傳司

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

藤田治彦

渥美公秀

渥美公秀

渥美公秀

渥美公秀

渥美公秀

家高洋

『文化 人類学』,71(2>,pp.266-269,2006/9

(書評)「飯 島渉 『マ ラリアと帝 国 東アジアの広域 秩序』,東 京大学 出版会,2005年 」,『日本歴

史 』,706,pp.125-127,2007/3

(事典 項 目)「コンセ ンサス会議 」,『リスク学 事典』,阪 急 コミュニケーションズ,pp.386-389,2006

「ウィリアム ・モ リスの イギ リス ・1・ウォルサムストウとエピングの森」,『英 語教 育』,53(7),大 修

館 書店,巻 頭 グラビア頁,2004/10

「ウィリアム ・モ リスのイギ リス ・2・モールバラ校 とエイヴベ リ」,『英語教 育』,53(9),大 修 館 書店,

巻 頭 グラビア頁,2004/11

「ウィリアム ・モ リスのイギ リス ・3・オックスフォー ド」,『英語教 育』,53(10),大 修 館 書店,巻 頭 グ

ラビア頁,2004/12

「ウィリアム ・モリス のイギ リス ・4・レッド・ハウスか らクイーン ・スクエアへ 」,『英 語 教 育 』,53

(11),大 修 館書店,巻 頭 グラビア頁,2005/1

「ウィリアム ・モ リスのイギ リス ・5・ケルムスコットとコッッウォルズ地 方」,『英 語教 育』,53(12),

大修 館 書店,巻 頭 グラビア頁,2005/2

「ウィリアム ・モリスの イギ リス ・6・テムズ川の流 れに」,『英 語教 育』,53(13),大 修 館 書店,巻 頭

グラビア頁,2005/3

(書評)「田中正明 『デザイン研 究ノー ト』」,『デザイン理 論』,46,pp.210-211,2005/5/30

(書評)「熊倉功 夫 ・吉 田憲司共 編 『柳 宗悦 と民藝運 動』」,『民 族藝術 』,22,pp.193-196,2006/3/31

「ボ ランタリー 活 動 の活 発 な展 開:新 潟 県 中 越 地 震iを 事 例 に」,『21世紀 ひ ょうご』,91,pp.

14-21,2005

「変化 する風 景 の中 で:新 しい グル ープ ・ダイナ ミックスと統 計」,『デ ータランド大 阪 』,673,pp.

1-2,2005

「災害 に強いコミュニティのため に」,CEL,73,pp.39-42,2005

「市民参 加 はどう進 むのか」,『広報 かたの』,平成17年1月 号,2006

「統計 の窓」,『データランド大阪 』,2007

渥 美公秀 「災害 に強いコミュニティのために」,CEL,2007

(翻訳)山 ロー郎 ・鷲 田清一 監訳 『B・ヴ ァルデ ンフェルス,講 義 ・身体 の現 象 学』,pp.285-358,

知 泉書館,2004

匿講演感印頭発表等

池田光穂 基調講演 「医療通訳と人権を考える;医 療人類学の視点」,医療通訳研究会(MEDINT)4周 年

d晦
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池田光穂

小林傳司

小林傳司

小林傳司

小林傳司

Kobayashi,Tadashi

小 林 傳 司

小林傳司

小林傳司

小林傳司

小林傳司

小林傳司

Fujita,Haruhiko

Fulita,Haruhiko

藤田治彦

藤田治彦

記念公 開 シンポ ジウム,西 宮市 大学交流 センター,2006/4/16

「記憶=記 録 の悪 魔:ド キュメントにお ける記 憶(声)と ジャズ レコー ドの記録(刻 印)に つ いて」,

分科 会 「音的 近代/民 族 誌 的近代=音 の記 録 史か ら声 の文字 化 を再 考 する」(代表 者:太 田好

信),日 本 文化人類 学会 第40回 研 究大会,東 京 大学駒場 キ ャンパス,2006〆6〆4

「日本 にお けるサイエンスコミュニケーシ ョンの課 題」,科 学 を語 り合 う一 サイエ ンスコミュニ

ケーションの方 法と実 践,日 本 大学 カザルスホール,2006/5/23

「科 学技 術 と社 会:科 学 技術 コミュニケーションの視点 か ら」,第8回 五 感産業 フォーラム,大 阪科

学技 術セ ンター,2006/5/29

「今 なぜ科 学技 術コミュニケーションが求 められているのか」,平成18年 度 農林水 産 関係 研 究リー

ダー研 修,農 林水 産省,筑 波事 務所農 林交流 センター,2006/7/6

「コンセンサス会議 の現状 と今 後 」,総研 レクチ ャー 「科学 と社 会的 合意 形成 」,総合 研 究大 学院

大学,葉 山,200617/26

"GovernanceofTechnoscience :TwoturningpointsinIapan",EASTSconf¢renceatTaipei,2006/8

「未知 なる事態 に於 ける科学 者 の役 割 と責任 」,「薬 害 エイズ と医療:生 命 を育 む思 想」,MERS,

ドーンセンターホール,2006/10/14

「コミュニケ ーシ ョンの 意 義 と手 法 」,平成18年 度 環 境 影 響 評 価 研 修,環 境 省,環 境 調 査 研 修

所,2006/11/16

「日本 の1970年 代 科 学 論 の 再 検 討 」,科 学 技 術 社 会 論 学 会 第5回 年 次研 究 大 会,北 海 道 大

学,2006/ll/11

「科 学技 術 に踏み込む人文社 会科 学」,日本学 術会 議 第一部 冬季 公 開 シンポ ジウム 「人文 社会 科

学 の学術 における役 割」,日本 学術 会議,ホ テル阪急 インターナ ショナル,2006/12/14

「研 究者 と科 学 コミュニケーシ ョン」,学 問と社会 のあ り方 研 究成 果 の発 信、 その現 状 と将

来の展望,総 合地球 環境 学研 究所,2007/2/1

「科学 技術 と社 会 のコミュニケーシ ョンPAか らPEへ 一 」RC-53特 別研究 会,東 京大学 生

産技 術研 究所,2007〆2〆13

℃hangingWaysofArts,Geido'㌔XVIInternationalCongressofAesthetics,RiodeIaneiro,

2004/7/22

"HistoryandPhilosophyofDesignHistoryForum
,1998-2004",4thInternationalConferenceon

DesignHistory&DesignStudies,Guadalajara,2004/11/4

「細や かなデザインと文化 変容 の可 能性 」,第19期 ・芸術 学研 究連 絡 委員会 シンポジウム 「アー ト

の力 文化 変容 の可 能性」,京 都大学 大学 院文学研 究科 新館 第3講 義 室,2005/12/18

「欧 州、 日本 、 台湾 的生活 工藝 運動 史」,台湾 生活 工藝運 動2005国 際会 議,華 山創意 文化 園区

翫宝麟軸醗 隷窪囃鱒 磁爺s"鴿 窪蠡囂o}〈欝{}喬一黔(海



藤田治彦

F口jita,Haruhiko

Fujita,Haruhiko

Fulita,Haruhiko

Fujita、Haruhiko

Fujita,Haruhiko

(台 北),2005/12/18

「従 威 廉 莫 里 斯 到 藝 術 工 藝 運 動 」,台 湾 生 活 工 藝 運 動2005国 際 会 議,華 山 創 意 文 化 園 区(台

」ヒ),2005/12/18

"TraditionandI
nnovationinIapaneseDesign",DesignWorkshop``TraditionandInnovation:a

ComparisonbetweenItalianandIapaneseDesign'㌧AulaMagna,FacultyofEngineering,Univer-

sityofBologna,2006/2/21

"DesignTheoryandHistoryofModernIapan"
,afdlowlecturefbrtheInstituteofAdvanced

Studies,ResidenzadiStudiSuperiori,UniversityofBologna,2006/2/22.

"F
utureofHistory:DesignandDesignIdentityinIapan"(第5回 デ ザ イ ン史 デ ザ イ ン学 国 際 会 議

基 調 講 演),2006/8/25

"l
apaneseCra丘sfbrthe21stCentury:ffomthepastlookingtothefuture"(日 本 大 使 館 ・大 英 博

物 餌 ・日英20世 紀 工 芸 ワー クシ ョップ 基 調 講 演),在 英 国 日本 国 大 使 館(ロ ン ドン),2006/9/8

"M
eaningsofthe6thICHACMandthe3rdICHSM"(公 州2006「 芸 術 と福 祉 」国 際 会 議 講 演 〉,

2006/10

池 宮 美 佐 子 ・山 口悦 子 ・渥 美 公 秀

「患 者 ・家 族 ・職 員 の入 院 生 活 や ボ ラ ンテ ィア 活 動 に 対 す る意 識=ア ンケー ト調 査 を 通 じて」,日 本

グル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第51回 大 会,南 山 大 学,2004/5

Kato,K.&Atsumi,Tomohide,"Preliminaryconsiderationaboutcollaborativepracticethroughinterviewmethod=A

casestudyofthegreatChi-ChiearthquakeinTaiwan,1999",日 本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第

51回 大 会,南 山大 学,2004/5/8「

松 原 崇 ・渥 美 公 秀 「他 者 との 出 会 い につ い て:「 身 の 置 き所 の な さ」を 巡 って」,日 本 グル ープ ・ダイナ ミックス 学 会 第

51回 大 会,南 山 大 学,2004/5

Takano,N.&Atsumi,Tomohide,"CollectiverememberingofTheGreatHanshin-AwajiEarthquake(4):Schooltripto

DRI",日 本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第51回 大 会,南 山 大 学,2004/5

Yamaguchi,E,Ikemiya,M.8ζAtsumi,IR)mohide,`℃hangesinnormsatahospital:Theimprovementofhospitallifヒata

pediatricdivision",日 本 グル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第51回 大 会,南 山大 学,2004/5

Atsumi,脳)mohide"RelieffromKobewithLong-TermperspectivestowardtheBamEarthquake:Howcanweshare

experiencesindisasterrelief～",FourthAnnualIIASA-DPRIForumINTEGRATEDDISASTER

RISKMANAGEMENT:ChallengesofImplementation,Italy,2004〃

Takano,N.&Atsumi,Tomohide,"CollectiverememberingofTheKobeEarthquake(6):Museumfbrwhom～",28th

InternationalCongressofPsychologyJnternationalCongressofPsychology,Beりing,2004/8

加 藤 謙 介 ・渥 美 公 秀 「イ ンタヴュ ー に お け る語 りの 場:台 湾 集 集 大 地 震 の 被 災 者 に対 す る聞 き取 りの 事 例 」,日 本 心 理
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学会 第68回 大 会,関 西大学,2004/9/13

渥 美公秀 「続 ・ボランティアの知:震 災10年 を前 に」,組織 学会2005年 度年次 大会,2004/10

山口悦子 ・池 宮美佐子 ・平 井祐 範 ・倭和 美 ・新 宅治 夫 ・山野恒一 ・渥美 公秀

「療養 環境 を生活 の場 と捉 えた小児 がん患 児の トータルケァに関す る総合 的研 究 」,日本 小児 がん

学会 第20回 大会,京 都,2004/11

渥 美公秀 「震災10年:神 戸 か ら申越 ・インド洋 へ」,国 際ボ ランティァ学会 第6回 大会 シンポ ジウム,大 阪大

学,2005/2

高 玉潔 ・渥美公秀 ・関 嘉 寛 ・加藤 謙介

「台 湾集 集 大 地 震 に お ける慈 済 功 徳 会 の活 動 」,国 際 ボランテ ィア学 会 第6回 大 会,大 阪 大

学,2005/2

高野 尚子 ・渥 美公秀 「阪神 ・淡 路大 震災 の伝 承 に関す る一考察 」,日本グループ ・ダイナ ミックス学 会第52回 大 会,神

戸 国際会 議場,2005/3

山口悦子 ・渥美 公秀 「医療 現場 にお ける集団 変容 プロセス:小 児病 棟 の療養 環境 改善 活動 を通 じて」,日本 グループ ・

ダイナ ミックス学 会 第52回 大 会,神 戸 国際 会議場,2005/3

Atsumi,Tomohide"Educationaltools負)rdisastermitigation:exploringcollectiveactivitytheory",ISCAR,Sevilla,Sp

ain,2005

渥美公 秀 「災害 ボランティアセ ンターのグループ ・ダイナミックス:ボ ランティアの知 新 潟県 中越 地震

の事例 」,日本 心 理学会 第69回 大会,慶 應 義塾 大学,2005/9

渥美公秀 「災害時 のボランティア活動」,日本心 理 学会公 開 シンポジウム:事 故 と安全 の心 理学:安 全と心

理学研 究 の展 開,大 阪大学 中之 島センター,2005/11

渥美公秀 ・関 嘉 寛 「減災 コミュニケーシ ョンデザインの研 究 に向 けて(1):CASiFiCAの 概 要」,国 際 ボランティア学

会第7回 大 会,文 教 大学,2006/2

関 嘉 寛 ・渥美 公秀 「減 災コミュニケーションデザインの研 究 に向けて(2):日 本 におけるCASiFiCAの 事例」,国 際ボ

ランティア学会 第7回 大会,文 教 大学,2006/2

高野 尚子 ・渥 美公秀 「語 りによる阪神 ・淡 路大 震災 の伝 承 に関する一考察」,国 際 ボランティア学 会第7回 大会,文 教

大学,2006/2

Atsumi,Tomohide,Kao,Y.Kato,T.Miyamoto,T.Seki,Y。Suga,M.Suwa,K.Nakagami-Yamaguchi,E.,"Designof

RevitalizationProcessesinRuralAreas:LessonsfromTao-MitoChuuetsu'》,The6thIapan-

TaiwanIointSeminaronNaturalHazardMitigation,2006/10

渥美公 秀 「減 災コミュニケー ションデザインの研 究 に向けて(3):協 働 的実 践 と対話」,日本 心理 学会 第70

回大会,福 岡国際会議 場,2006/11

渥美公 秀 ・関 嘉 寛 ・菅磨志保

i蹠禦龜据 縫灘禎辮憲i奪$£》ζき鷯$欝 隸 窯齢 愚.黙}濾



「減 災 コ ミュ ニケ ー シ ョンデ ザ インの 研 究 に 向 け て(4):協 働 的 実 践 と成 果 の 表 現 」,自 然 災 害 学

会,2006/11

家 高 洋(パ ネ リス ト)シ ンポ ジウム 「認 知 症 の ケ ア と家 族 」,京 都 市 立 長 寿 す ごや か セ ンター,京 都 市 立 長

寿 す ごや か セ ンター,2005/3/4

Kato,Kensuke8ζAtsumi,Tomohide,"Preliminaryconsiderationaboutcollaborativepracticethroughinterview

加藤謙介

加藤謙介

加藤謙介

Kato,Kensuke

Kato,Kensuke

加藤謙介

加藤謙介

Kato,Kensuke

加藤謙介

Kato,Kensuke

method:AcasestudyofthegreatChi-ChiearthquakeinTaiwan,1999",日 本 グル ー プ ・ダイナ ミッ

クス 学 会 第51回 大 会,南 山大 学,2004/5/8

(共 同 発 表)「 イ ンタヴュー にお ける語 りの 場:台 湾 集 集 大 地 震 の被 災 者 に対 す る 聞 き取 りの 事 例 」,

日本 心 理 学 会 第68回 大 会,関 西 大 学,2004/9/13

「話 題 提 供:『 ロ ボ ットを介 した ケ ア』 高 齢 者 施 設 に お ける ロボ ッ ト介 在 活 動 の 事 例 か ら

(ヒ ューマ ン ・ア ニマ ル ・ボ ン ド:動 物 を介 した ケ ア ・ロ ボ ットを介 した ケア の可 能 性)」,日 本 心 理

学 会 第68回 大 会,関 西 大 学,2004/9/14

「 『地 域 猫 』実 践 にお け る ボ ラ ンテ ィア の か か わ り」,国 際 ボ ランテ ィ ア学 会 第6回 大 会,大 阪 大

学,2005/2/20

"G
roupconflictinthecommunityover`communitycats'=Preliminaryconsiderationsabouta

socialproblemfromtheperspectiveofconstructionism",日 本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第52

回 大 会,神 戸 国 際 会 議 場,2005/3/20

"Mediationalprocessbetweentwoclaimsabout`communitycats'"
,AsianAssociationofSocial

Psychology6thbiennialconference,VictoriaUniversityofWellington,NewZealand,2005/4/4

「ロ ボ ッ トを め ぐる 社 会 的 言 説 に 関 す る予 備 的 考 察:新 聞 記 事 の 内 容 分 析 よ り」,計 測 自動 制 御 学

会 第6回 システ ムイ ンテ グ レー シ ョン部 門 講 演 会(SI2005),熊 本 電 波 工 業 専 門 高 等 学 校,2005/

12/16

「 『地 域 猫 』実 践 にお ける ボ ラ ンテ ィア の か か わ りに 関 す る予 備 的 考 察(2):横 浜 市 西 区の 事 例 よ

り」,第7回 国 際 ボ ラ ンテ ィア学 会 大 会,文 教 大 学,2006/2/19

``Fivestepsofdialoguesin`communitycats'activity:CasesinNishi
,andIsogo-ward,Yokohama

city",日 本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第53回 大 会,日 本 グル ー プ ・ダイナ ミックス学 会,武 蔵 野

大 学,2006/5/27

(共 同発 表)「 共 同研 究 プ ロジ ェク ト 「〈人 文 学 の 討 議 空 間 〉の デ ザ イ ン」に つ い て」,FIT2006第5

回 情 報 科 学 技 術 フ ォー ラム,情 報 処 理 学 会,電 子 情 報 通 信 学 会 情 報 ・システ ムソサ イエ ティ(ISS)

お よび ヒュ ーマ ンコ ミュ ニ ケー シ ョング ル ープ(HCG),福 岡大 学,2006/9/6

"I
ntroductionofubiquitousnetworksystemforsecurityandsafetyinurbancommunity:

Preliminaryconsiderationfromtheperspectiveofactivitytheorジ,SCIS&ISIS2006,東 京 工 業 大

職
個人業績一覧

嬢

⇔
鼕

冨

δ

…黜
撰

鬻

晒

247



加藤謙介

屋良朝彦

屋良朝彦

屋良朝彦

屋良朝彦

屋良朝彦

学,2006/9/22

「指 定討 論:ヒ ューマン ・アニマル ・ボ ンド 動物 型 ロボ ットの可 能性 」,日本 心理 学会

第70回 大会,福 岡国際会 議場,2006/11/4

「薬害エ イズと予 防原則 」,日本 生命倫理 学会 第16回 年 次大会,鳥 取環 境 大学,2004/11/28

「薬害 エイズ と予 防 の原 則」,第10回 社 会 と臨床研 究 会 ・研 究発 表,社 会 と臨 床研 究会 ・大 阪大

学大 学院文 学研 究科,大 阪大学 豊中キ ャンパス中庭 会議 室,2004/5/29

「予防原 則の可能 性 と限界上 ワークショップ 「予防原則 は 〈使 える〉か」,リスク論 を軸 とした科 学

技術 倫理 の基 礎研 究(科 学 研 究費 補助 金 基 盤研 究B2代 表者 蔵 田伸 雄 ・北海 道 大学),

北海 道大学人 文社会 科学総合 教 育研究棟W409会 議 室,2004/9/12

(ファシリテ ーター)「臨床哲 学Ca艶&Bar・ 死 について考える」(哲学 カフェ、 ソクラティック ・ダイ

ア ローグ),岡 山済 生会 病院 ・緩 和 ケア病棟 の月例学 習会 「生 と死 を考 える会」,岡 山市 岡山済生

会病 院,2004/2/16

ネオ ・ソクラッティック ・ダイアローグ 「Whatrisktotake～ 」参 加(フ ァシリテ ーター:ベ アーテ ・

リティヒ(ウ ィーン高等 研 究所、 オース トリア),臨 床 コミュニケーションのモ デル開発 と実 践(文

部科 学省 科 学技術 振興 調整 費 科学 技術 政 策提言)・ 大 阪大 学大 学院 文学研 究科 臨床 哲学 研

究室,2004/2/25-26

■著書(編 著 ・単著 ・共著 の図書 等)一

柏 木隆雄(共 著)『 レクチュールの冒険』,朝 日出版社,2005

藤 本武司(共 著)『 レクチュールの冒険』,朝 日出版社,2005

森 宣 雄(共 編 著)『 戦後初期 沖縄 解放運 動 資料集 』全3巻,不 二出版,2004/11-2005/10

1定 期 刊 行 物 に 掲 載 され 準 諭 文 冖L'∵ 下 ∴ ㌘ ㌧.:・.冠 、凹..、 、

柏 木 隆 雄 「幸 田 露 伴 螺 旋 の 回 廊 」,『文 学』,1・2月 号,岩 波 書 店,pp,75-82,2005/1

Kashiwagi,Takao"Centansd'6tudesbalzaciennesauIapon",8飽 読Fr翩oε51,145,AnnoXHX,gennaio-aprile,pp.

65-72,2005

柏 木 隆 雄 「モ ーパ ッサ ン 『首 飾 り』を読 む」1-4,『 ふ らんす 』,4-7月 号,2006/4-7
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柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

Kashiwagi,Takao

森宣雄

「 『美 しき諍 い女 』 カ トリーヌ ・レス コー とは誰 か」,「視 覚 芸 術 と比 較 文 化 』,大 手 前 大 学,2004/5

「ゾ ラ、 紅 葉 、 荷 風 明 治 文 学 の 間 テ クス ト性 」,『 ゾ ラ の 可 能 性 』,藤 原 書 店,pp.

299-329,2005/6

「バ ル ザ ック 『無 神 論 者 』の 「謎 」の構 造 」,『シュ ンポ シオ ン 高 岡 幸 一 教 授 退 職 記 念 論 集 』,朝

日出 版 社,pp.175-184,2006/3

「「フ ランス」との 邂 逅 」,宇 佐 美 斉 編 『日仏 交 感 の 近 代,文 学 ・美 術 ・音 楽 』,京 都 大 学 出 版 会,pp,

4-27,2006/5

"Lesrevenantsetlesd6monsdanslesCoη オθ∫ゴ8plμ1θθ`481槻 θ"
,inF磐 μrθ5ぬ 力 肛 α∫吻 πε4砌51ε ∫

ooηオθ5θfηoμγεZ1ε5,sousladirectiondeFrancisCransacetR6gisBoyer,PublicationsOrientalistes

deFrance/AssociationAlaRencontred'Ecrivains_,pp.67-79,2006

「潜 在 主 権 と軍 事 占 領 思 想 課 題 として の 沖 縄 戦 」,『帝 国 の戦 争 経 験 』(『 岩 波 講 座 ア ジ ア ・太

平 洋 戦 争 』第4巻),岩 波 書 店,pp.235-264,2006

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

「懐 徳 堂講座 の思い 出」,『懐徳 堂 だより』,懐 徳堂記念 会,2004/4

「国立大学 の新 しい出発」,読 売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/4/2

「講 義情 報」,読 売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/4/8

「倦 まず怠 らず」,読売 新聞夕刊(大 阪本社 版),2004/4/19

「私 のプティット・マ ド1ノーヌ」,読売 新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/4/24

(座談会)「「八犬伝 」(再読)」,『文学』,5-6月 号,岩 波 書店,pp.2-21,2004/5

「宣長 と秋 成」,読 売新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/5/7

「平成 の懐徳 堂」,読 売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/5/13

「天国のような場所」,読 売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/5/17

「共 通語」,読 売新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/5/22

「グローバルな言 語」,読売 新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/6/2

「包丁の外 国語」,読売 新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/6/22

「私の フランス語 会 話事 始 め」,『室報 』,49,大 阪大 学文 学研 究 科 ・文学 部国 際交 流セ ンター,pp.

2-3,2004/9/30

「南仏 の 『作家 と出会 う会』に参加 して」,読 売新 聞夕刊(大 阪本 社 版),2004/10/4

「フランス山峡 の 『雨月物語』」,懐 徳 』,73,pp.2-4,懐 徳 堂記念会,2005/2

　 覧ぞ



柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

藤本武司

「フランス文学 研 究室 についての評価 と提言」,『名古 屋大 学大 学院 文学研 究科 外部 評価 ピア ・レ

ビュー報 告書』,名 古屋大学 大学 院文学 研究科,pp.291-294,2005/3

(書 評)「 ジャック ・オ リガス著 『物 と眼 明 治 文学 論 集 』」,『比 較 文学 』,4ス2004,pp.144-14Z

2005/5

「LeDiableaParis復 刻 を喜ぶ」,『新 刊速報 』,AthenaPress,pp,2-3,2005/5

「堀 口博信 氏の画業 」,『堀 口博 信画集 』私家版,p,1,2005〆8

(書評)「小 倉孝 誠著 『フロベール 「感情教 育」一 歴史、 革命 、愛 』,『ふ らんす』,11月号,p.

68,2005/10

「重建 懐徳 堂復 元模 型成 る」,『懐徳 堂センター報2006』,大 阪大 学文学 研究 科 ・文学部懐 徳堂 セ

ンター,2006/2

「図書館 あれ これ」,『大 阪大学 図書館 ニューズ レター』,2006/3

「文学 部玄 関ロビーに重建 懐 徳堂 復 元模 型」,『阪大 文学 部同窓会 ニュース』,大 阪大学 文学部 同

窓会,2006/3

(書 評)「LaFortunedeVictorHugo」,『 人環 フォーラム2006』,18,京 都 大学人 間環 境学 研 究科,p.

69,2006/3

「懐 徳堂サ ロンの こと」,『懐徳 堂記念 会だ より』,74,2006/4

「大学 「改革」と文学研 究の現状 」,『IDE現 代 の高等教 育』,486,pp.29-34,2006/11

(辞典 項 目)「アカデ ミー ・フランセーズ」,「アンドロマ ック」,「オラース」,「古典 主義」,「コメディー

=フ ランセーズ」,「ピエール ・コルネイユ」,「三単一 の規則 」,「フェー ドル」,「舞 台は夢」,「ブ リタニ

キュス」,「ベレニス」,「ポ リュクト」,「ポ ワロー」,「ラシーヌ」,「ル ・シッド」,『フランス文学 小辞 典』,

朝 日出版社,20G7

1講 演 ・ロ頭 発 表 等

Kashiwagi,Takao"D6monsetrevenantsdansrUgε'∫ ㍑挽oηogα 蝕r1(Coη'6∫4θp厩 θθf4θ1μ ηθ)d'UedaAkinari,

communicationfaiteaIaneuvi6meRencontred'Aubrac,ぐ 〈Aubracadabura:Figuresdufantastique

danslescontesetnouvellesconf6rences,contes,filmes>〉,Sr-Ch61yd'Aubrac,2004/8/27

柏 木 隆 雄(ミ ニ ・レクチ ャー)「 横 の もの を 縦 に す る 日本 近 代 文 学 の 秘 密 」,大 阪 大 学 総 合 博 物

館 第3回 企 画 展,中 之 島 セ ンター,2004/9/18

柏 木 隆 雄 「幕 末 日本 とフ ランス」,京 都 大 学 人 文 研 究 所,2004/12/18

柏 木 隆 雄 「洋 学 の 系 譜 」,三 重 日仏 協 会,津 市,2005/3/27

柏 木 隆 雄 「古 書 の 魅 力 水 鳥 荘 文 庫 由 来 」「温 故 知 新 」,追 手 門大 学 公 開 講 座,茨 木 市,2004/4/12

ユ50 萋～1海汚覊㊧韈疑蹴濟勤蠧巽舘 翼〉戯誹歎x滋2舞 無.康無孥奪



柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄

柏木隆雄
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藤本武司

森 宣雄

「学ぶ ことの楽 しみ」,懐徳 堂サ ロン講 演,大 阪大学 中之 島センター2005/5/22

「古文 の魅力 叡 山焼 き討 ち三体(司 馬遼 太 郎,頼 山陽,新 井 白石)」JCB社 員教 養講 座,大

林 ビル(ICB大 阪本社),2005/6/8

(ミニ ・レクチ ャー)「文 学 にお ける時空」,大 阪大 学総合博 物 館第4回 企 画展,大 阪 大学 中之 島セ

ンター,2005/9/18

「懐徳 堂の過去 と現在 」,ハー ビス6階 会 議室 「サ ロン ・ド・K」,2005/9/21

"HowdidtheIapneselearntheD
utch～",大 阪大学 グロ「ニンゲ ン事 務所 開所 式 ・記 念 シンポジウ

ム講演,大 阪大学,グ ローニンゲン大学,2005/10/24

「パ リの魅 力 本 を片手 に歩 く 」,神戸 女 学 院教 育 文化 振興 め ぐみ会,ヒ ル トン ・ホ テ

丿レ,2005/ll〆1

「大阪 商人の叡智 懐 徳堂の 過去 と現在 」,西 日本 社 長会講 演JCBグ ループ,大 津 プリンスホ

テル,2005/11/10

「月と酒 」,懐徳 堂サ ロン講演,法 然 院,2005/11/18

「『文学部』は何 をするところか 子 規の墓 碑銘 をめ ぐって 」,大 阪大学 大学 院工学研 究

科フロアンティア機 構講 座,丸 亀高校 ・今治西 高校 ・尾道北 高校 ・観音寺 第一高校 共催,扇 町 ビ

丿レ,2006/1/31

「正 岡子規 の墓碑 銘 を読む」,小 西嘉 幸教 授退官 記念 講演会,大 阪市 立大学,2006/3/25

「フランス人 の見 た幕末 日本 」,三重 日仏協会,津 市,2006/3/26

「幸 田露伴 の世界」1-8,懐 徳 堂古典講 座,中 之島センター,2006/4-12

「フランス小説 の魅 力」,第3回 懐 徳 堂サロン,京 都長楽 館,2006/4/15

「西洋 文学 受 容 のあ りかた 夏 目漱 石,太 宰 治 を例 として」,神 戸市 立外 国語大 学 英 文研 究

室,2006/7/21

「日本 文学 とフランス文学」,放 送大学 面接授 業,天 王寺セ ンター,2006/8/18-19

「魯迅 『藤野 先生 』と太 宰治 『惜 別』について」,同済大学 講演,上 海,2006/11/3

「魯迅 『藤野 先生 』と太 宰治 『惜 別』について」,華東 師範大学 講演,上 海,2006/11/3

「正 岡子規 の自筆墓 碑 銘をめぐって」,上海外 国語 大学講 演,上 海,2006/11/6

「文章 の力 子規 と漱石 を中心 に 」,樟 蔭セ ミナー,観 音寺 第一高校,2006/11/ll

「私の 「なか じきり」 私 の中に生 きる松工 」,松 阪工 業高校,2006/12/13

「文学 の 中の 「人間」 フランス各世 紀 に見 られ る人間観 ・人 間表象 の変 遷 をた どる

17世 紀 」,大 阪 大学 フランス語 フランス文学 会研 究 会60回 記 念 シンポ ジウム 「フランス文

学 小事 典」刊 行 にあたって,大 阪 大学 フランス語 フランス文学 会,大 阪大学 待兼 山会館,2007/3/3

「〈鳥 の自由〉の はばたく島 戦 後奄美 の 隠れて在 る主体 の変様 経 験」,カルチュラル ・タイフーン

個人業績一覧
馨



2005in京 都,同 実 行 委 員 会,立 命 館 大 学,2005/7/2

MORI,Yoshio`《Rei丘cationofOccupationonOkinawa:AReplytoKuan-HsingChen'sIndependentProblemin

Asia",The2QO5工nter-AsiaCulturalStudiesConferencesinSeo1,KoreanNationalUniversityof

Arts,2005/7/23

加 藤 健 介 ・森 宣 雄 ・久 保 田 美 生

「共 同 研 究 プ ロ ジェ ク ト 「〈人 文 学 の 討 議 空 間 〉の デ ザ イ ン」に つ い て」,FIT2006第5回 情 報 科 学

技 術 フ ォー ラム,情 報 処 理 学 会,電 子 情 報 通 信 学 会 情 報 ・シス テム ソサ イエ テ ィ(ISS)お よび ヒュ ー

マ ン コミュニ ケ ー シ ョングル ープ(HCG),福 岡大 学,2006/9/6
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